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富士見村は古くから養蚕やホウレンソウなどの野菜作り、あるいは酪農を主幹産業とす   

る農業の村で、現在でも農業を中心に村づくりを行っていることに変わりはありません。   

しかし、すでに養蚕を行っている農家はほとんどなく、水田耕作、畑耕作も土地改良事業   

等によって、合理化が図られ、農業構造自体が大きく変革しているといえます。近年では   

特に南寄りの地域においては前橋市のベッドタウンとして宅地開発が活発に行われ、大規   

模な店舗などの開発も進んでいます。  

このような情勢の中、地域の活性化や生活環境の向上を目指して富士見研修団地が計画   

されました。  

富士見研修団地は、約24ヘクタールにも及ぶ広大な区域を対象に計画されました。発掘   

調査では、この広大な区域に旧石器時代から近世にわたる、様々な時代・性格の遺跡群が   

検出され、本村の歴史を考える上で欠かすことのできない貴重な成果をあげることができ   

ました。旧石器時代の遺跡の本格的な調査は初めてのことであり、縄文時代の集落や古墳   

群、あるいは平安時代の集落も、これまで富士見村で行った調査の中では最も高標高の区   

域での調査例となりました。  

発掘調査、整理作業を実施するにあたっては、群馬県企業局、群馬県教育委員会文化財   

保護課をはじめとする様々な機関や関係者の皆様から多大な御指導、御協力をいただきま   

した。また、猛暑、酷寒の中、発掘調査に従事された調査員、作業員の皆様にはたいへん   

ご苦労様でした。心より感謝申しあげます。  

最後に、本報告善が多くの方々に活用され、歴史の解明に資することを願って序といた   

します。  

平成10年 9月  

富士見村教育委員会   

教育長  浅井多津男   





例 言  

1．本書は、群馬県勢多郡富士見村大字漆窪（うるくぼ）字北小原目（きたおばらめ）411番地他、大字石井（い   

しい）中小原目80－1番地他、大字市之木場（いちのき崎字下小原目14－2番地他に所在する富士見研修団地   

造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。  

2．発掘調査は、群馬県企業局の委託を受けて、群馬県教育委員会文化財保護課・富士見村教育委員会の指   

導の下、㈱シン技術コンサルが行った。  

3．発掘面積は、一次調査が97．883m2、二次調査が2．517nfである。  

4．発掘調査は、一次調査を平成5年9月16日～平成6年8月1日、同年10月1日～11月7日まで、二次調査を平   

成9年11月10日”同年12月26日まで実施した。   

整理作業は、平成7年4月1日～平成10年3月末日まで実施した。  

5．発掘調査の組織は以下の通りである。   

事務局  富士見村数育委員会   

調査主任  

一次調査 ㈱シン技術コンサル 豊原 焦司（平成6年3月退職）  

平田 貴正（平成6年4月入職）  

二次調査 ㈱シン技術コンサル 笠原 仁史   

調査員  

一次調査 ㈱シン技術コンサル 阿部福治・鈴木久裕・松本欣士・渡辺勇吉・山際哲章  

宮塚義人・長町幸弘・柳 慶一・小林豊和・水出垂行  

二次調査 ㈱シン技術コンサル 鈴木久裕・岡部貴史・小林豊和  

6．本書の編集は平田・笠原が行い、執筆分担は以下の通りである。   

Ⅰ．  羽鳥政彦（富士見村教育委員会）  

Ⅱ・Ⅲ・Ⅵ．平田景正   

Ⅲ附編． 早田勉（古環境研究所）  

Ⅳ．  阿部福治・鈴木久裕   

Ⅴ．一次調査（2）－2・（4）－3は、小山智恵子（（柵シン技術コンサル）  

（3）－2は、石川 学（㈱シン技術コンサル）  

他は、平田真正  

二次調査 笠原仁史  

一・二次調査の石器観察は、福嶋正史（㈱シン技術コンサル）が担当した。  

なお、石器・石製品の石材鑑定は、飯島静男氏にお願いした。  

7．発掘調査に従事された方々は、下記の通りである。（順不同、敬称略）   

一次調査 茂木ワカ 下田正子下田あい子下田真弓安斉あさ 斉藤ふみ子八ツ田もと 石田ゆき子  

永田玉子木暮美津江木暮智代子木暮美恵子本山ヤス江樺渾誠子樺渾雅江下田ハルヲ  

岡田たね下田イソ子中島まさみ都丸テル子狩野郁代石田康枝塩谷みつ江塩谷きよ子  

林二千子川田鯛蔵持田丑夫樺渾和子羽鳥節江中島房雄田中一郎羽鳥すみ高橋公  

小山たき江岡本つる 田島なみ樺渾せつ子樺渾あさえ 開口まつ枝石川よね木村安一  

木村茂子吉田玉枝遠藤久子岡部久美子佐口奉祭川西節子石川つね片山カツ栗原弘  

古屋道子柳りん須永百合江小暮きく 松島弘亀井とよ子福島芳三小堀一太郎角田春江   



狩野絹子角田ふじ子角田はる江川端登美枝阿久戸きみ兵藤フサ子斉田正美大森英男  

都丸しげ子狩野シズエ狩野友子狩野あさ子城田里ん子兵藤カネ子小暮券太狩野とし  

水科瀬太郎保坂あき子糸井キミ子大野喜久夫小林とき夫大福地タイ 吉村敏浅見蓄蔵  

小野里百合子坂尾欣二乗原理平清水丈子毛呂宮子阿部松三小此木貞雄大兄山よし  

杉山定子高井艮金田中三郎中里早夜子萩原イネ子茂木和子関口すみ子笠原よし子  

大熊久子森宣子小此木ふじ遠藤たけ子中里かつじ樺渾美枝子  

二次調査 荒井春夫小林勝長島昭夫今井要蔵中島房雄柴草宮子須永容子佐藤悦子言上いずみ  

大野京子室橋美智子織間芳江  

8．整理作業に従事された方々は、下記の通りである。（順不同、敬称略）  

竹本実希子・石井幸子竹内巳代子・永田せつ子・本多美和子・高橋孝子・堀込智喜・堤由美子沖美志穂子  

柴草宮子・須永容子・佐藤悦子・書上いずみ・柴幸代・木嶋裕子・秋元経子・池成花・鈴木澄江・引田有美  

桃原園・杉村武明・杉山優子・堀内明子・田口富美子・吉田香織・小田中千津代  

9．本書で使用した遺構写真は鈴木・松本・渡辺・岡部・小林・水出・平田が担当した。道物写真はデジタルカメ  

ラを使用して撮影し、鹿内三義（フォトエージェンシー）がコンピューターにて画像処理、編集した。  

10．発掘調査の実施から報告書刊行まで、地元をはじめとし多くの機関・諸氏にお世話になりました。記し   

て、御礼申しとげます。（順不同、敬称略）  

群馬県企業局群馬県教育委員会富士見村教育委員会須賀建設古環境研究所コクド航測 目測設計  

加藤空撮羽鳥政彦  

11．出土遺物（パン箱55箱）、及び資料類は富士見村教育委員会にて保管している。  

凡 例  

1．本書で使用した調査区番号は、末男地等の問題により、調査時に付したものを変更して使用している。   

また縄文時代以前、歴史時代以降の調査ごとに調査区番号を付したが、重複を避けるため、縄文時代の   

調査区のみ頭に「縄文」と付した。  

2．本書で使用した遺構番号は、一部を除き発掘調査時に付したものをそのまま使用している。この為、整   

理作業の時点で欠番が生じた遺構もある。また調査区と同様に、縄文時代に属す遺構には、番号の頭に   

「縄文」、あるいは「縄」、「J」と付した。  

3．一次調査と二次調査で、仕様が多少異なるが、発掘・整理作業の都合によるものである。  

4．遺構図の方位は、座標北である。  

5．本書中の遺構の縮尺は1／40・1／80・1／100を基本としている。それ以外は、個別に表示した。  

6．本書中の遺物の縮尺は1／4を基本としている。それ以外は、個別に表示した。  

7．遺構図中の出土遺物・遺物ドットの番号は、掲載遺物の番号と同一である。  

8．遺構・退物図中の貼付スクリーントーンは次の通りである。  

粘土範囲蕪辞転焼土範囲  
施粕範囲  

9．遺物観察衷の法量は三段組とし、口＼底の（）は口径」底径の復元値、器の（）は器高遺存値を表す。  

10．遺物図版中の遺物縮尺は、1／2・1／3・1／4を基本としている。それ以外については、個別に縮尺を表示した。   
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Ⅰ．発掘調査に至る経緯   

富士見村は農業を基幹産業として発展してきたが、近年の社会情勢の変化と都市化の進展により、農業を  

中心とした産業構造に対して新たな対応策に迫られている。このような状況の中、農・工・住の調和のとれた  

計画的な土地利用を進め、教育の向上、地域の活性化、生活環境の向上等を計ることを目的として優良企業  

の研修所を誘致することが計画された。   

平成4年2月、富士見村役場総務課企画係より、大字石井字中小原目その他において、群馬県企業局との間  

で研修団地を誘致する開発計画が進行中である旨通知があり、開発予定地内の埋蔵文化財の所在についての  

問い合わせがあった。これに対し、村教育委員会では開発予定地内に周知の遺跡が存在しており、埋蔵文化  

財の保護に関しての調整が必要であると回答した。   

平成4年9月、群馬県教育委員会文化財保護課の指導のもとに群馬県企業局、村総務課企画係、村教育委員  

会の三者で埋蔵文化財への対応を協議した結果、遺跡の範囲や密度、性格を把握するため早急に試掘調査を  

行うことで合意した。平成5年4月～6月、村数育委員会で一部の未買収区域を除くほぼ全域を対象に試掘調  

査を行った結果、縄文時代や平安時代の集落、さらには開発予定地を縦・横断する満や点在する古墳・炭窯跡  

等を検出した。試掘調査の結果を受け、遺跡の保護について改めて協議を重ねたが、開発計画の変更は困難  

であると判断されたため、やむを得ず記録保存の措置を講ずることとなった。   

本調査は、富士見村教育委員会で独自の調査体制を組むことができないため、調査団を組織して行うこと  

となった。平成5年8月、群馬県企業局・富士見村役場・㈱シン技術コンサルにより富士見研修団地埋蔵文化財  

発掘調査団（第1表）を組織し、9月より発掘調査を開始した。（第1次調査）   

第1次調査の時点で未買収であった区域の取扱いについては、買収後に試掘調査を行い、改めて対応を協  

議することで合意していた。平成9年10月、村数育委員会で試掘調査を行い、竪穴住居跡・炭窯跡・満跡等を  

検出した。同年11月、群馬県教育委員会文化財保護課の指導の下、群馬県企業局と村教育委員会で協議を行  

った結果、（第2次調査）は富士見村遺跡調査会を調査主体として行うこととなり、同月着手した。  

第1表   
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Ⅰ．遺跡の立地と環境（第1図）   
富士見村は、県庁所在地である前橋市の北、上毛三山の一つ赤城山の南西麓に位置している。赤城山は群  

馬県のちょうど中央部に帖立する複式死火山で、最高峰の黒檜山（くろびさん）は標高1．828mを測る。火口原  

湖の大沼や火口湖の小沼を有するこの赤城山山頂を含む狭長な村域の富士見村は、標高450m前後の傾斜変  

換点を境にして、北東部の山岳部と南西部の丘陵性台地とに大きく二分される。山岳部から丘陵部にかけて  

は、赤城白川、あるいは細ヶ沢川・法華沢川等の浸食により谷が形成されており、下流域には沖積地が開け  

ている。1ノJ、原日通跡（以下、1）は、この丘陵性台地上に立地しており、標高282”311m程に位置している。   

近年、富士見村での発掘調査は増加傾向にあるが、全容を面的に捉えるまでには至っていない。最近の調  

査事例を含めて概観したい。   

旧石器時代の明瞭な足跡はこれまで確認されていなかった。1が初の検出となったが、この他にも多くの  

追跡が存在するであろうことは、赤城山南麓に位置する近隣市町村の調査事例からも明らかである。   

縄文時代の追跡は、富士見村誌によると60遺跡程を数える。この内、高標高地での発掘調査例として、今  

回の1の他、2．坂上遺跡・3．石井柴山遺跡・4．小暮東新地遺跡等がある。各遺跡の調査範囲はさほど広くなく詳  

細不明であるが、縄文時代の住居跡は確認されておらず、主として同時代の陥し穴が多数検出されている。  

このことから、標高330～500m付近にかけてが縄文時代の「狩猟城」であったものと推測される。これは、隣  

接している北橘村や前橋市、さらに宮城村でも同様な様相と言える。1～4の高標高城で確認された縄文時代  

の追跡の他に、5．切蓋遺跡・6．宿原遺跡・7．十二遺跡・8．甚太夫遺跡・9．庄司原遺跡・10．陣場遺跡・11．田中田遺跡  

等が包蔵地として捉えられている。これらは標高150”250m程に位置しており、「狩猟城」に対して往時の  

「生活域」であったと考えられる。遺物は早期から晩期に至るまで検出されているが、前ヰ期が圧倒的であ  

る。この道物に比例するように、確認された遺構は、前・中期に属すもののみである。  

1を含めて、本村では弥生時代の遺構は確認されていない。ただ、11にて中・後期の遺物が検出されており、  

遺構の存する可能性が示唆される。   

古墳時代の集落と共に、当地における古墳の調査例は少ない。村誌では90基程が報告されているが、耕作  

等の影響により削平・消失したものが多い。12．森山古墳（上毛古墳碓覧7号、以下碓覧番号のみ）・13．鎌塚古墳  

（総覧15号）・14．初室古墳（総覧7号）・15．庄司原古墳（総覧9号）・16．陣場古墳（縛覧12号）・17．横室古墳（総覧13号）・  

18．荒井古墳（総覧14号）・19．九十九古墳（総覧16号）・20．八幡古墳・21．道上古墳等は確認されているが、14の円  

墳や19の前方後円墳が群馬大学により調査されているのみである。他は未調査の円墳である。1では円墳5基  

を検出しているが、その所属時期は古墳時代終末期に位置付けられる。当地で確認されている古墳の大半が  

標高150～250m付近に集中している中で、1の古墳群は290～300m付近と高標高に位置している。前述した  

古墳との比高差がそのまま時期差を表している可能性もある。   

村内の古墳時代から歴史時代にかけての集落、あるいは包蔵地として22．三反田遺跡・23．高橋遺跡・24．見限  

遺跡・25．岩之下達跡等があげられる。いずれも標高150－250m程に位置しており、縄文時代の主たる遺跡と  

同様の選地と言える。   

中世以降では、26．岡城跡・27．漆窪城跡・28．寄居遺跡等の城館跡等が確認されている。  

■ri  
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Ⅲ．基本層序（第2図）   
本道跡は赤城山の南麓の緩斜面に位置しており、現況は畑地であった。特に桑の栽培が盛んで、その根は  

遺構確認面下まで到達しており、調査に大きな支障をきたした。調査区では、桑根や他の農作物による撹乱  

が顕著であったが、撹乱の比較的少なかった③調査区北西部にて基本土層観察を行い、後述するテフラ分析  

も依税実施した。  

浅間A軽石仏srA）・浅間B軽石仏s－B）を若干、浅間C軽石仏s－C）・榛名ニッ岳渋川  

テフラ（Hr－F刃を含む表土層。  

ローム漸移層。  

浅間一大窪沢第1軽石仏s－OPl）、浅間一板鼻黄色軽石仏s」Ⅵり小ブロックを含む  

ローム層。  

浅間一白糸軽石仏s－Sr）を含むローム層。  

浅間一萩生軽石仏s－Hg）を含むローム層。  

ローム層、浅間BP（As－BP）グループ。  

ローム層、浅間BPグループ。  

ローム層、浅間BPグループ。  

ローム層、浅間BPグループ。  

ローム層、浅間BPグループ。  

ローム層、浅間BPグループ。  

ローム層、浅間BPグループ。浅間一室田軽石仏s－MP）含む。  

ローム層、浅間BPグループ。下部にガラス片（叩含む。  

暗色帯（上位にてプレ出土）。  

暗色帯。  

榛名一八崎火山灰（Hr－Il勾層。6層程に細分可能。  

≠10mm程の黄色軽石を密に含む。  

≠ト3mm程の灰色岩粒、¢10mm程の橙色岩粒含む。  

灰色岩粒含む。  

¢5－10mm程の橙色スコリアを疎、灰色岩粒を疎に含む。  

≠5－10mm程の橙褐色軽石を疎に含む。  

青灰色岩粒を疎に含む。  

榛名一八崎軽石（Hr－Hp）層。  

Ⅰ．黒褐色土  

Ⅱ．褐色土   

Ⅲ1明褐色土   

Ⅳ．黄褐色土   

Ⅴ．暗黄褐色土   

Ⅵ．白黄褐色土   

Ⅶ．淡橙褐色土   

肌 暗茶褐色土   

Ⅸ．明茶褐色土   

Ⅹ．明茶褐色土  

ⅩⅠ．茶褐色土  

ⅩⅡ．暗黄褐色土  

ⅩⅢ．明茶褐色土  

ⅩⅣ．暗茶褐色土  

ⅩⅤ．灰茶褐色土  

Ⅹ軋 灰層   

Ⅹ肌 茶褐色土  

Ⅹ肌 明茶褐色土  

ⅩⅨ．茶褐色土  

〕Ⅸ．茶褐色土  

ⅩⅩⅠ．茶褐色土  

］ⅨⅡ．茶褐色土  

】ⅨⅠⅠⅠ．黄色軽石層  
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Ⅲ附編．小原日通跡の火山灰分析  

株式会社 古環境研究所 早田 勉  

1．はじめに   

小原日通跡の発掘調査では、良好な火山灰土の断面が認められた。そこで地質調査、テフラ組成分析さら  

に屈折率測定を合わせて行って、示標テフラの層序を明らかにすることを試みた。調査分析の対象となった  

地点は、「縄文①調査区基本層序」土層断面（第2図）である。   

2．地質層序  

（1）調査区基本土層断面   

小原目遺跡の基本的な土層が認められた本地点の層序を、柱状図にして第3図に示す。ここでは、黄色軽  

石層（層厚19cm以上，軽石の最大径37mm，石質岩片の最大径18mm：仮にFk－1と呼ぶ）の上位に、下位よ  

り褐色土（層厚51cm）、橙褐色軽石混じり褐色土（層厚31cm，軽石の最大径6mm：Fk－2）、褐色土（層厚  

23cm）、成層したテフラ層（Fk－3）、灰色石質岩片混じりの灰色がかった暗褐色土（層厚46cm，石質岩片の  

最大径12mm）が認められる。これらの土層のうち、Fk－3は下位より黄白色細粒火山灰層（層厚4cm）、白  

色粗粒軽石混じり黄白色細粒軽石層（層厚1cm，軽石の最大径56mm，石質岩片の最大径2mm）、桃色細粒  

火山灰層（層厚0．4cm）、灰色粗粒火山灰層（層厚2cm）の連続から構成されている。なお最上位の土層は、  

いわゆる暗色帯とよばれる土層である。   

この暗色帯の上位には、灰色石質岩片を少し含む灰褐色土（層厚11cm，後述するように，この層準にFk－4  

が含まれている）、黄褐色軽石混じり褐色土（層厚9cm，軽石の最大径7mm，Fk－5）、褐色土（層厚10cm）、  

成層したテフラ層（Fk－6）、炭化物混じり暗灰色土（層厚4cm）、黄色粗粒軽石混じり褐色土（層厚9cm，軽  

石の最大径16mm：Fk－7）、褐色土（層厚8cm）、暗灰色石質岩片混じり橙色軽石層（層厚14cm，軽石の最大  

径11mm，石質岩片の最大径3mm：Fk8）、橙色軽石混じり褐色土（層厚6cm）、褐色土（層厚2cm）、淘汰の  

よい黄灰色粗粒火山灰層（層厚1cm：Fk－9）、褐色土（層厚0．7cm）、橙色細粒軽石層（層厚5cm，軽石の最大  

径3mm，石質岩片の最大径2mm：Fk－10）、褐色土（層厚2cm）、暗灰色石質岩片を多く含む橙色軽石層（層  

厚5cm，軽石の最大径3mm，石質岩片の最大径2mm：Fk－11）、褐色土（層厚9cm）、黄白色軽石混じり褐色  

土（層厚14cm，軽石の最大径4mm：Fk－12）、黄色軽石層（層厚13cm，軽石の最大径7mm，石質岩片の最大  

径2mm：Fk－13）、黄色軽石（Fk－14）混じり黄色土（層厚13cm）の連続が認められる。これらのうち成層し  

たFk－6は、下部の黄橙色軽石層（層厚2cm，軽石の最大径7mm，石質岩片の最大径2mm）と上部の黄色細粒  

軽石層（層厚1cm，軽石の最大径3mm）から構成されている。   

さらにその上位にはいわゆる黒ボク土が形成されている。黒ボク土は、下位より暗褐色土（層厚26cm）、  

褐色土（層厚16cm）、発泡のよい黄色軽石（最大径6mm：Fkq16）と発泡のよくない白色軽石（最大径  

62mm：Fk－17）混じり黒褐色土から構成されている。  

3．テフラ組成  

（1）分析試料と分析方法   

従来の研究では、関東地方北西部のローム層上部のいわゆる暗色帯中には、南九州の姶良カルデラから約  

2．2－2．5万年前に噴出した姶良Tn火山灰（AT，町田・新井1976・1992）の降灰層準のあることが知られている  

J   



Cm  

口軽石  

［∃石質岩片  

Fk－17：Hr－FA  

Fk－16：As－C  

粗粒火山灰   

細粒火山灰  □  Fk－14：As－OPl？   

Fk－13：As－Sr   

Fk，12：AspHg  
闇黒褐色土  

臣；Ⅰ暗褐色土  
Fk－11  
Fk－10  

Fk－9  

Fk－8  

褐色土   

黄褐～黄灰色土  
［コ  As－BP Group  

匠田暗色帯  

［可炭化物  

Fk－7  

Fk－6  

Fk－5  

5 Fk－4：AT？  

Fk－3：Hr．HA  
※数字はテフラ分析の試料番号  

Fk－2  

Fk－1：Hr－HP  

第3図 基本土層柱状図  
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（たとえば町田・新井1976）。そこで小原目追跡においても、いわゆる暗色帯について火山ガラス比と重鉱物  

組成分析を合わせたテフラ組成分析を行い、その降灰層準を求めることにした。分析の手順は次の通りであ   

る。  

1）試料20gを秤量。  

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。  

3）800cで恒温乾燥。  

4）分析師により1／4－1／8mmの粒子を師別。  

5）偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの形態別比率を求める（火山ガラス比分析）。  

6）偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察し、垂鉱物組成を求める（垂鉱物組成分析）。  

（2）分析結果   

テフラ組成分析の結果をダイヤグラムにして第4図に、火山ガラス比分析と垂鉱物組成分析の内訳を第2表  

と第3表に各々示す。火山ガラスでは、試料番号14、12、10に細かい気泡に富む軽石型ガラスが比較的多く  

認められる。この火山ガラスは、層位や岩相などから、下位のFk－3に由来するものと思われる。また試料番  

号6には、透明で平板状のいわゆるバブル型ガラスの出現ピーク（26．4％）が認められた。この火山ガラス  

をFk－4とする。一方垂鉱物組成では、試料番号14、12、10、8に角閃石が多く含まれている傾向にある。そ  

して試料番号6より上位で斜方輝石および単斜輝石のいわゆる両輝石の割合が増加する傾向が認められる。  

試料番号2に含まれる斜方輝石と単斜輝石の割合は、各々56．8％および18．8％である。このことはこれらの  

層準に浅間火山起源のテフラ粒子の混在していることを示唆する。   

4．屈折率測定  

（1）測定試料と測定方法   

調査区基本土層断面のFk－3（試料番号16）およびFk－4（試料番号6）の2試料について、示標テフラとの  

同定の精度を向上させるために、位相差法（新井1972）により屈折率の測定を行った。  

（2）測定結果   

測定結果を第4表に示す。基本土層断面のFk－3（試料番号16）に含まれる斜方輝石の屈折率（γ）は1．709－  

1．712、角閃石の屈折率（n2）は1．670－1．677である。さらにFk－4の火山ガラスの屈折率（n）は1．498－1．501であ  

る。   

5．考察   

地質調査とテフラ組成分析さらに屈折率測定を行った結果、火山灰土中に17層ものテフラ層を検出するこ  

とができた。  

Fk－1：層相から約4．1－4A万年前に榛名火山から噴出した榛名一八崎軽石（Hr－HP，新井1962，鈴木1976，  

大島1985）に同定される。  

Ⅰ職－2：このテフラ屑につtlては不明な点が多tlが、浅間火山の西方を中心とする地域でよく認められるこ  

とから、浅間火山を給源とする可能性がある。  

Fk－3：層相および斜方輝石と角閃石の屈折率などから、約3万年前に榛名火山から噴出した榛名一八崎火  

山灰（Hr－HA，早田1990）に同定される。このテフラについてはまだ放射年代測定が行われたこと  

はないが、Hr－HPとATとの層位関係からおおよそ3万年前と推定されている（早田1990）。  
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第4図 テフラ組成ダイヤグラム  
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Fk－4 ニテフラ組成分析により検出されたテフラである。透明なバブル型ガラスで特徴づけられること、火  

山ガラスの屈折率などから、ATに由来すると考えられる。  

Fk－5：層位や岩相などから約1．8－2．1万年前に浅間火山から噴出した浅間一板鼻褐色軽石群（As－BPGroup，  

新井1962，早田1994）のうちの最下部の室田軽石（As－MP，早田1990）に同定される可能性が大き  

い。  

Fk－6：層位や層相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－7：層位や層相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－8：層位や軽石の岩相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－9：層位や層相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－10：層位や層相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－11：層位や層相などからAs－BPGroupのうちの1層に同定される。  

Fk－12：あまり発泡のよくない黄白色軽石軽石からなること、浅間一白糸軽石（後述）の直下にあることな  

どから、このテフラは、浅間一萩生軽石（As－Hg，早田1994）に同定される。この軽石は、雲場火  

砕流堆積物と一連の噴火で噴出した可能性が考えられる。  

Fk－13：スポンジ状に細かくよく発泡した軽石からなること、さらに軽石が比較的円い特徴、さらに石質岩  

片をほとんど含まないこと、火山ガラスと斜方輝石の屈折率などから、このテフラ層は約1．8万年前  

に浅間火山から噴出した浅間一白糸軽石（As－Sr，町田ほか1984，町田∵新井1992，早田1994）に同  

定される。  

Fk－14：軽石の岩相、As－Srと浅間一板鼻黄色軽石（後述）の間に層位のあること、さらにテフラの分布など  

から、この軽石は約1．7万年前に浅間火山から噴出した浅間一大窪沢第1軽石（As－OPl，中沢ほか  

1984，早田1994）に由来するものと思われる。  

Fk－15：ローム層最上部付近にあること。不規則によく発泡した黄色軽石からなることなどから、約1．3－1．4  

万年前に浅間火山から噴出した浅間一板鼻黄色軽石（AsJYP，新井1962，町田・新井1992）に同定さ  

れる。  

ITlト16：発泡のよい黄色軽石で、斑晶に斜方輝石が認められることなどから4世紀中葉に浅間火山から噴出  

した浅間C軽石（AsTC，新井1979）に同定される。  

Fk－17 二発泡のよくない白色軽石で、斑晶に角閃石が認められる。このことからこの軽石は、6世紀初頭に  

榛名火山から噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ（HrFA，新井1979，坂口1986，早田1989，町田・新井  

1992）、または6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳伊香保テフラ（Hr－FP，新井1962，坂  

口1986，早田1989，町田・新井1992）に由来するもの考えられる。とくに発泡のよくないことから、  

前者の可能性がより大きいと考えられる。  

6．まとめ   

小原日通跡において、地質調査とテノラ組成分析さらに屈折率測定を行った結果、いわゆるローム層巾に  

15層、その上位の黒ボク土中に2層の合計17層ものテフラ層を検出することができた。これらのテフラを時  

間指標として用いることにより、詳細な編年学的な研究を行うことが可能である。  
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第2表 基本土層断面の火山ガラス比分析結果  

試料 bw md pm  その他 合計  

2  1  210  250   

3   4  210  250   

3   8  173  250   

3   3  242  250   

5  12  231  250   

4  20  226  250   

1 12  237  250  

2  37   

4  33   

6  66   

8  2   

10  2   

12  0   

14  0  

数字は粒子数．bw：バブル型，md：軽石型，  

pm：中間型．  
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第3表 基本土層断面の垂鉱物組成分析結果  

試料 0lopx cpx ho bimt その他 合計  

2  0 142 47  34 0 25   

4  0 135 44  50 0 21   

6  0 106 41 81 0 22   

8  0  61  5 136  0 45   

10  0  66  3 157 0 22   

12  0  81  2 148  0 19   

14  0  63  7 173 0  7  

2  250   

0  250   

0  250   

3  250   

2  250   

0  250   

0  250  

数字は粒子数．01：カンラン石，OpX：斜方輝石，CpX  

：単斜輝石，ho：角閃石，bi：黒雲母，mt：磁鉄鉱．  

第4表 屈折率測定結果  

地点   試料 火山ガラス（n）斜方輝石（γ）角閃石（n2）  

基本土層  6   1．49＆1．501  

16  1．709－1，712  1．67（11．677  

測定は、位相差法（新井，1972）による．  
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Ⅳ．調査の方法と経過（第5・6図）   
調査区は、富士見村数育委員会が平成5年に実施した試掘調査の結果に基づいて設定された。調査範囲内  

においては、可能な限り遺構・遺物についての調査を実施することとした。表土除去作業には重機を使用し、  

調査区中央を南北に走る現道は対象外とした。また、縄文包含層はマス掘りにより確認調査を実施した。旧  

石器試掘トレンチは、幅2mにて10mごとに設定した。遺構の作図作業には、図化用ケーブル撮影・ラジヘリ  

による空撮を多用した。また調査区全域には、国家座標Ⅸ系に基づく25m四方の大グリッドを設定した。同  

グリッドは東西ラインをアルファベット、南北ラインを算用数字とし、東から西へA・B・C‥・Uまで、南から  

北へ0・1・2・‥32とした。更に、大グリッドは5m四方の小グリッドで25分割した。この小グリッドは、基準杭  

の北西部を呼称することとした。   

発掘調査時に付した調査区割は、未買収地の存在等で煩雑であった為、整理作業の段階で古墳時代以降を  

（分詞査区”⑤調査区、その後の試掘調査に基づく縄文時代以前を①調査区～（9調査区と修正した。   

検出された遺構は、縄文時代・古墳時代・歴史時代に大別されるが、遺構番号の重複を避ける為、縄文時代  

に属す遺構についてのみ、番号の頭に「縄文」、あるいは「J」を付した。  

日誌抄  

平成5年  

9月中旬  プレハブ設置、電気・電話・水道工事、機材搬入等の準備作業を行う。  

16日より、（〇調査区中央部から重機を使用して表土除去作業を開始する。  

9月下旬 表土除去作業を継続。表土除去終了部分より、作業員の参入を得て遺構検出作業を開始する。  

（D調査区北部にて歴史時代に属す住居跡数軒と溝跡、古墳を検出する。  

10月上旬 表土除去・遺構検出作業を継続する。①調査区内の基準点設置作業を行う。①調査区の1～4号  

住居跡と2・3号溝跡の調査を開始する。  

21B04   2l－B03   21－B－02  21－B－01      21－A－05   

20－C－21  ∃l  20－A－25  

20C16 20C11  
20C－06  由   噛   07   20－A－10  

20－C－01   

第5図 グリッド綱図  
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1：4，000   

第6図 小原目遺跡試掘トレンチ設定図、本調査範囲図   
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表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。グリッド杭設置作業を行う。5・6号住居跡、ト4・5号  

溝跡の調査を開始する。1～15号土坑・3号住居跡の調査を終了した。  

①調査区の表土除去作業を終了した。1号満跡の延び確認の為、南側に拡張して表土除去作業を  

継続する。1号古墳の調査を開始。16”22号土坑調査。2～5号溝跡の調査を終了した。  

21日、富士見村立石井小学校の生徒約40名が現場を見学。  

①調査区南部の表土除去作業、同北部の遺構調査・精査を継続する。2号古墳、1号井戸跡の調査  

を開始する。1・4号住居跡の調査を終了した。  

①調査区南部全域の表土除去作業を開始する。3号古墳、6～8号満跡の調査を開始する。15日、  

セスナによる①調査区全体の空撮を実施。  

①調査区の表土除去作業を継続。遺構調査・精査を継続して行う。9・10号住居跡、4・5号古墳、1  

・3～5号炭窯、1号土坑の調査を開始する。1号井戸跡の調査を終了した。  

①調査区の表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。5号古墳、9”12号溝跡の調査を開始する。  

2・5・6号住居跡の調査を終了した。  

①調査区の表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。①調査区南部のグリッド杭設置作業を行  

う。10号住居跡、1号炭窯、1号土坑、1・9・10号溝跡の調査を終了した。  

①調査区の表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。正月休みに入る為、現場内の安全対策、  

機材整理を行い、23日をもって平成5年の作業を終了した。  

10月中旬  

10月下旬  

11月上旬  

11月中旬  

11月下旬  

12月上旬  

12月中旬  

12月下旬  

平成6年  

1月上旬  6日から現場作業を再開する。7日に調査区南の地主さんより砂塵の苦情を受け、関係者間で対  

策を協議し、砂防ネットを設置する事になった。  

10日から遺構調査・精査を再開する。①調査区南東部のグリッド杭設置作業を行う。6・7・8・11・  

12号溝跡の調査を終了した。  

①調査区の表土除去作業を終了し、新たに②調査区の表土除去作業を開始する。13”16号満跡  

の調査を開始する。23－55号土坑調査。29日積雪の為、現場作業中止。  

②調査区の表土除去作業、①調査区の遺構調査・精査を継続する。17号溝跡の調査を開始する。  

56～105号土坑の調査。9号住居跡、13～16号溝跡の調査を終了した。  

②調査区の表土除去作業、同調査区の遺構調査・精査を開始する。①調査区南部の縄文遺構の確  

認調査終了。①調査区南東部の縄文遺構の確認調査を開始する。②調査区のグリッド杭設置作  

業を行う。17号溝跡の調査を終了した。12・14・15日は積雪の為、現場作業を中止。  

②調査区の表土除去作業を終了した部分より、遺構検出作業を開始する。①調査区北部にて縄  

文遺構の確認調査を開始する。106～128号土坑調査。①調査区南東部の縄文遺構調査を終了。  

22日、強風雪の為現場作業中止となる。  

②調査区の表土除去作業を継続する。遺構調査・精査も継続する。2号炭窯の調査を開始する。  

129”138号土坑調査。②調査区にてグリッド杭設置作業を行う。  

②調査区の表土除去作業を終了し、③調査区の表土除去作業を開始する。①調査区・②調査区の  

遺構調査を継続する。8・11・12号住居跡、6号炭窯の調査を開始する。2号炭窯の調査を終了。  

③調査区の表土除去作業、①調査区・②調査区の遺構調査を継続する。139号土坑、6号炭窯の調  

査を終了した。  
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1月中旬  

1月下旬  

2月上旬  

2月中旬  

2月下旬  

3月上旬  

3月中旬  

3月下旬  



4月上旬  調査主任移動。③調査区表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。18・19号満跡の調査を開始  

する。140～143号土坑調査。③調査区表土除去終了部分から、遺構検出作業を開始する。  

③調査区表土除去作業、遺構調査・精査を継続する。③調査区の表土除去終了後、④調査区の表  

土除去作業を開始する。③調査区東部の3号溝の調査を開始する。1・2・5号古墳の調査を終了。  

①調査区の表土除去終了後、継続して縄文①調査区（③調査区と重複）の表土除去作業を北西部  

から開始する。③調査区の遺構調査・精査を継続する。縄文①調査区グリッド杭設置作業を行う。  

③調査区3・4号古墳の調査を終了した。  

6日から表土除去作業、遺構調査・精査を再開するとともに、④調査区縄文遺構の検出作業を開  

始する。13～15号住居跡、8号炭窯、20号溝跡の調査を開始する。8・11・12号住居跡の調査終了。  

縄文①調査区北西部の縄文遺構の検出作業と調査を開始する。③調査区7～9号炭窯の調査を開  

始する。縄文1・2号土坑調査。14日に3・18～20号満跡の図化用のラジヘリ空損を実施し、②調  

査区南西部の調査を全て終了した。20日、縄文①調査区基本層序のサンプリングを実施する。  

②調査区南部の表土除去終了。引き続き、買収の終了した②調査区北部の表土除去作業を開始  

する。遺構調査∵精査を継続する。縄文1－3号住居跡の調査を開始する。縄文3～72号土坑調査。  

縄文①調査区のグリッド杭設置。7～9号炭窯の調査を終了し、（9調査区東部の調査を全て終了  

した。28日、富士見村立石井小学校生徒約40名が現場を見学。  

②調査区北部の表土除去終了。同調査区の遺構検出作業、調査を開始する。縄文4号住居跡、③  

調査区10号炭窯の調査を開始する。縄文73～183号土坑調査。  

縄文①調査区の遺構検出作業、調査を継続。同調査区のグリッド杭設置作業を行う。縄文7号住  

居跡の調査を開始する。縄文184～214号土坑調査。  

縄文①調査区の遺構調査・精査を継続する。縄文5・6号住居跡の調査を開始する。縄文215－290  

号土坑調査、③調査区13～15号住居跡・10号炭窯、縄文①調査区縄文1～4号住居跡の調査を  

終了した。調査終了と共に、（∋調査区中央部の縄文遺構検出作業を重機を使用して開始する。  

縄文①調査区の遺構検出作業と調査・精査を継続する。縄文291～411号土坑の調査。3日にセス  

ナによる図化用空撮を実施。4日から縄文遺構調査終了部よりプレ試掘を開始する。  

縄文①調査区の遺構検出作業と同調査・精査、及びプレ試掘を継続する。縄文412”541号土坑の  

調査を開始する。  

縄文①調査区遺構調査・精査、及びプレ試掘を継続する。西部にて旧石器確認。周囲を拡張する。  

縄文542～545号土坑、縄文5・6号住居跡の調査を終了。22日、同調査区南部の縄文遺構図化用  

空撮をラジヘリにて実施。縄文時代の遺構調査全て終了。プレ試掘トレンチの埋め戻しを開始。  

1日、縄文①調査区のプレ本調査を全て終了した。（9調査区の未買収地が解決した為、3日から  

桑根抜根・表土除去作業を開始したが、買収地に新たな問題が生じた為、9日にて作業を中断。  

⑤調査区の問題解決に伴い、1日から表土除去作業を再開する。5日から作業員の参入を得て、  

迫構精査を行t■1、3号満跡の延びと炭窯を検出づる。3号溝跡の調査を開始うる。  

3号溝跡の調査を継続する。  

3号溝跡、11・12・13号炭窯の調査を継続し、3号溝跡の調査を終了する。  

11・12・13号炭窯の調査継続。11月7日に全ての調査を終了した。  

（阿部・鈴木）   

4月中旬  

4月下旬  

5月上旬  

5月中旬  

5月下旬  

6月上旬  

6月中旬  

6月下旬  

7月上旬  

7月中旬  

7月下旬  

8月上旬  

10月上旬  

10月中旬  

10月下旬  

11月上旬  

／．？  



Ⅴ．検出された遺構と遺物  

（1）．旧石器時代（第7～15図、第5表、PL2・3）   
旧石器の試掘調査は、縄文時代の遺構調査終了部分からを開始した。試掘トレンチは、幅2mで重機を使  

用して掘削した。遺物検出部分のみ、人力によりトレンチを拡張して本調査を実施した。遺物の集中は認め  

られたものの、明瞭な遺構は検出されなかった。   

旧石器遺物確認のためのトレンチからはコンテナ2箱程度の遺物が出土しているが、図示し得たのは1～44  

までである。1～44はすべて黒色安山岩を石材とした剥片である。   

接合資料である（39＋40）～（33＋34＋42）も同じ黒色安山岩である。色調、自然面の荒れ具合、粒子などを  

肉眼で観察した限りでは、すべて同一母岩から剥離されたものである可能性が高い。使用されたと思われる  

ツールは検出されなかった。9・12・36はその他の石材を使用した剥片である。これらにも使用の痕跡はない。  

7・25・26・29は安山岩系の礫である。26の一部に被熱した可能性のある変色部が認められるが、全体に加工、  

または使用された痕跡は不明瞭である。  

第5表 旧石器一覧表（単位：cm、g）  

番号  器 種  石  材  長  ：幅  厚  重  接 合  番号  器 種  石  材  長  幅  厚  重  接 合   

1  剥片  黒色安山岩  8．8  7．4  1．8  91．4  23  剥片  黒色安山岩  1．9  0．9  0．4  0．5   

2  剥片  黒色安山岩  6．6  3．8  2．3  ＋22  

2．4  25  自然石  粗粒輝石安山岩  7．0  6．2  5．1  253．5   

4  剥片  黒色安山岩  7．2  4．2  2．8  ＋15＋21  

5  剥片  黒色安山岩  4．6  6．0  1．0  ＋31  

7．9  28  剥片  黒色安山岩  1．1  1．7  0．4  0．3   

7  自然石  粗粒輝石安山岩  5．0  4．5  1．9  57．0  29  自然石  粗粒輝石安山岩  15．5  5．5  6．7  450．1   

8  剥片  黒色安山岩  4．0  2．8  0．9  6．7  30  剥片  黒色安山岩  8．3  4．5  1．3  44．9  

9  剥片   黒色頁岩  13．2  9．7  2．1  222．9  31  剥片  黒色安山岩  7．2  5．3  2．3   ＋5  

10  剥片  黒色安山岩  2．5  2．1  1．8  4．1  12．2  

四  剥片  黒色安山岩  3．2  1．0  0．5  1．3  33  剥片  黒色安山岩   ＋34＋42  

12  剥片   珪質頁岩   4．9  2．8  1，5  15．5  34  剥片  黒色安山岩  ＋33＋42  

13  剥片  黒色安山岩  6．3  4．0  2．0  43．5  19．3  

14  剥片  黒色安山岩  6．9  36  剥片   チャート   4．6  2．9  1．1  12．4   

15  剥片  黒色安山岩  ＋4＋21  

4i2   38  剥片  黒色安山岩  2．4  2．8  0．4  2．8  

17  剥片  黒色安山岩  3．5  2．6  1．2  9．9  39  剥片  黒色安山岩  5．0  3．5  1＿1   ＋40  

18  剥片  黒色安山岩  4．2  2．5  0．9  8．1  40  剥片  黒色安山岩  3．6  5．1  1．2  ＋39  

19  剥片  黒色安山岩  3．2  1．7  0．9  141．8  

6．1  42  剥片  黒色安山岩   ＋33＋34  

21  剥片  黒色安山岩  ＋4＋15   

22  剥片  黒色安山岩  ＋2  44  剥片  黒色安山岩  2．6  2．0  1．0  5．0   

ノタ   



阜  

■・弓幸・幸一・・・・  併Ul・：．．：：：：■■：：：巾：nニロ：  『 ▼＿縄文③調≡左翌日“∴ntn 、． 1．・■㌔＿．   
縄文④調査区  

し二＝   

＼－、 二ご痘． 1  □   l  L                           乱         一．・ □     l▲    ‾‾耳、‾ト縄文②調査区甘‡’   
1
 
 

8
 
 

4
 
 

0
 
 

亡
U
 
 

2
 
 

2
 
 

3
 
 

1
 
 

2
 
 

－   

0
 
 

－
 
 
・
A
 
 
 

100m  

1：4，000   

第7図 旧石器試掘トレンチ設定図、旧石器出土位置図  

J〃  



gJ   



と二＝さ  

2・22  

4・15・21  

0  10cm  

第9図 旧石器時代の石器（1）  

2ヲ   



5・31  

d  8  

0  10cm  

第10図 旧石器時代の石器（2）   

24  



几
〓
‖
U
 
 

問
W
 
 

∠＝二：＝⊃  14  

山  10cm  

＋
 
 

ト
ノ
．
1
．
．
．
．
．
・
リ
 
 

く二＝⊃  
17  16  

∠＝］   19  ∠：：：さ  18  

第11図 旧石器時代の石器（3）   

25  



三て一宇ーてニヲ  

』  23  

⊂＝P  20  

∠＝さ  24  

25  

n  lOcm  

椚
m
川
V
 
 

27  

く二＝＝⊃  
30   

28  

第12図 旧石器時代の石器（4）  

2す  



26  

29  

11  10cm  

第13図 旧石器時代の石器（5）   

27  



33・34・42  

てここ：：＝＝7  
36  

畑
川
川
川
Ⅲ
…
即
 
 
 

⊂く二⊃  
35  37  

第14図 旧石器時代の石器（6）   

2β  



38  く＝＝＝＝＝＝：：コ  

くごコ  41  

n
H
〓
U
 
 

44  43  

第15図 旧石器時代の石器（7）  

2夕   



E  

50  100  

A  

2（川巾  

1：4，000  

第16図 縄文時代遺構検出状況図  

jβ   



1
や
 
 

＋
 
 
 

＋
 
 

＋
S
 
 

縄文②調査区   

／
 
 

4
 
 

＋
D
 
 
 

′
／
l
＼
、
 
 

＼
 
匂
n
 

＋
l
鄭
 
 
一
、
l
 
 

ニゴ  
′一fご 
ン′‾  

． ．．∴∴  
‾‾‾＼「芦rr  

50m  
l  ■  

l：5（Iり  

縄文（9調査区  

第17図 縄文②・⑤調査区遺構検出状況図   

jJ  



（2）縄文時代  

1．住居跡  

縄文1号住居跡（第18図、PL6）  

位置 縄文①調査区西部、北の緩斜面に向かう平坦地上に立地し、10－S－8・9・13・14クやリソト小に跨がって検出さ  

れた。  

形状 規模は南北2．85×東西3．05m程を測る平面南辺の長い隅丸台形で、床面は僅かに北東から南西に傾斜  

しており、踏み固めは強い。壁はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は10cm程と浅い。  

覆土 ローム粒・ロームブロック・浅間一白糸軽石（以下、As－Sr）・浅間一大窪沢第1軽石（以下、As－OPl）を含  

む暗褐色土を主体としており、自然堆積である。  

炉跡 住居中央やや北寄りにて、南北0．75×東西0．45m、深さ10cm程を測る平面不整楕円形の地床炉が検出  

された。  

ビット 4本が検出された。Plは住居中央北壁寄りにて検出され、平面不整円形で径0．25×深さ0．40m程を測る。  

P2はPlの東0．40m程の北壁際に位置し、平面楕円形で長0．25×短0．22×深0．28m程を測る。P31P4は住  

居南壁際に位置し、P3は南壁を跨ぐ様に検出された。平面不整楕円形を呈し、長0．48×短0．41×深  

0．40m程を測る。P4はP3の西0．25m程に位置し、平面楕円形で長0．35×短0．33×深0．25m程を測る。こ  

れらのピットは規模等から柱穴の可能性があるものの、その位置が偏在しており、明確にはし得なか  

った。  

貯蔵穴1基検出された。P5は平面楕円形で、住居南東部、炉跡の南東0．5m程に位置する。長0．57×短0．53×  

深0．40m程を測り、壁は開き気味に立ち上がる。   

遣物 細片多く、図示し得なかった。  

時期 細片ではあるが黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  

縄文2号住居跡（第18・22・27図、PL6・62・64）  

位置 縄文①調査区西部、縄文1号住居跡の東18m程に位置し、9－R25・10－R5クヾリッドに跨がって検出された。  

形状 規模は南北3．75×東西3．70m程を測る平面ほぼ隅丸方形で、ほぼ平坦な床面は踏み固め弱い。壁はや  

や開き気味に立ち上がり、壁高は20cm前後を測る。  

覆土 自然堆積で、ローム粒・As－Sr・炭化物を含む暗褐色土を主体としている。  

炉跡 住居中央やや北寄りにて埋碧炉が検出された。掘り方は径0．30×深0．13m程の規模で、平面ほぼ円形  

を呈する。  

柱穴 3本検出された。Plは住居中央やや南東寄りにて検出され、平面不整形で長0．56×短0．38×深0．43m程  

を測る。P2はPlの南西1．80m程の南西隅際に位置し、平面円形で径0．29×深0．36m程を測る。P3は西  

壁を跨ぐ様に検出された。平面楕円形を呈し、長0．40×短0．35×深0．40m程を測る。  

貯蔵穴検出されなかった。  

遣物 埋碧の他、土器・石器細片が検出されている。土器・石器各1点を図示した。  

時期 黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  
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縄文3号住居跡（第19・27・28図、PIβ・64・65）  

位置 縄文①調査区西部、縄文2号住居跡の北東8．5m程に位置し、10－R2・3・7・8クヾリッドに跨がって検出され  

た。  

形状 規模は南北5．30×東西4．45m程を測る平面隅丸長方形で、僅かに南に傾斜する床面の踏み固めは住居  

中央のみ顕著である。壁は開き気味に立ち上がり、壁高は50c川前後を測る。両壁は撹乱され、不明瞭  

であった。  

覆土 自然堆積で、上層はローム粒・As－Sr・As－OPlを含む暗褐色土を主体としている。下層はしまり強く、  

炭化物を含む。  

炉跡 検出されなかった。  

周溝 北西隅から北壁・東壁際を経て、住居南東部にかけて逆L字型に検出された。幅20～50cm、深さ20”  

25cm程を測る。  

柱穴 4本が換山さJtた。Plは住居中央やや北寄りに位置し、平面楕円形で長0．55×短0．45×深0．38m程を測  

る。P2はPlの北西1．50m程の北西隅に位置する。平面円形に近く径0．40×深0．24m程を測る。P3はP2  

の北東1．5m程の北壁周溝内に位置し、平面楕円形を呈し長0．35×短0．28×深0．39m程を測る。P4も北  

東壁際の周構内に位置する。平面円形で径0．25×深0．27m程を測る。P2・P3・P4は規模等から壁柱穴と  

考えられたが、対になる壁柱穴や主柱穴が未検出の為、詳細は不明である。  

貯蔵穴P5は西壁際中央にて検出され、平面円形に近い楕円形で長0．65×短0．60×深0．35m程を測る。壁はほ  

ぼ垂直に立ち上がる。  

土坑1号床下土坑は住居両壁寄りにて検出され、平面不整形で長1．30×短1．00×深0．36m程を測る。壁は緩  

やかに立ち上がる。  

遺物 住居南部や北壁周構内にやや集中して検出された。土器は図示できず、石器5点のみを図示した。  

時期 黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  

縄文4号住居跡（第19・22・27・29図、PL6・62・64）  

位置 縄文①調査区北東部の傾斜地、縄文3号住居跡の北東62m程に位置する。先述した1～3号住居跡や後  

述する5・6号住居跡が、西に位置する桑畑を中心とする平坦地を囲むように馬蹄形に構築されている  

のに対し、その位置を大きく偏在している。10－0－24・25、11－0－3・4クやリットやに跨がって検出された。  

形状 規模は南北4．10×東西3．70m程を測る平面不整長方形で、ほぼ平坦な床面は炉跡周辺の踏み固め強い。  

壁は開き気味に立ち上がり、壁高は25c川前後を測る。  

覆土 自然堆積で、ローム粒・As－Sr・As－OPlを含む黒褐色土を主体とし、炭化物や焼土粒を疎に含む。  

炉跡 住居中央北寄りにて炉跡が検出された。平面楕円形を呈し、長0．50×短0．43×深0．13m程を測る。被熱  

痕は炉跡から南に位置するP3にかけてが顕著であった。また土器の集中から理碧炉の可能性も示唆さ  

れた。  

柱穴 5本検出された。Plは住居北壁際やや西寄りにて検出され、平面不整円形で径0．25×深0．48m程を測る。  

P2はPlの対にあたる北壁やや東寄りに位置し、平面ほぼ円形の径0．23×深0．24m程を測る。このPl・  

P2は入り口部か？P3は住居中央、炉跡の南側に位置する。平面円形を呈し、径0．30×深0．65m程を測  

る。P4はP3の南、住居中央やや南寄りに位置し、平面不繋円形で径0．35×深0．55m程を測る。P5は西  

壁際にて検出された。平面不整円形で径0．25×深0．25m程を測る。  
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貯蔵穴検出されなかった。  

遺物 炉跡から住居南西部にかけてややまとまって検出されている。土器2点、石器11点を図示した。  

時期 黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  

縄文5号住居跡（第20・22・23・28”31図、第6・7表、PIβ・7・62・65～67）  

位置 縄文①調査区南部、馬蹄形を呈する集落の南端に位置する。10－R2・3・7・8クーリッドに跨がって検出され  

た。  

形状 二重に巡る周満と支柱穴の検出状況から、拡張住居と捉えられた。構築時（A期）の規模は南北6．10×  

東西5．65m程を測り、北への拡張後（B期）の規模は南北7．85×東西5．65m程を測り、平面隅丸長方形を  

呈する。床面の踏み固めは住居中央部が特に顕著である。壁はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は30  

cm前後を測る。  

覆土 自然堆積で、ローム粒・AsqSr・As－OPl・As」Ypを含む黒褐色土を主体としている。炭化物は疎に含む。  

炉跡 住居中央北寄りにて地床炉が検出された。平面不整楕円形を呈し、長0．50×短0．45×深0．21m程の規模  

を測る。被熱痕顕著である。  

周溝 A・B期共に全周すると思われたが、A期北東部にて途切れる部分も認められた。幅25～35cm、深さ  

25～35cm程を測る。  

柱穴 74本が検出された。Pl－P4は主柱穴である。他は補助支柱穴や壁柱穴である。各々の規模等は別表に  

記した。  

貯蔵穴床下土坑としたものの何れかと考えられるが、詳細は不明。  

土坑 別表。  

遺物 住居全体に散在して検出されたが、特に住居北部に集中している。土器11点、石器28点を図示した。  

時期 黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  

虻  

縄文6号住居跡（第21・23～26・28・31・32図、第8表、PL7・62・63・65・67）  

位置 縄文①調査区南部、縄文5号住居跡の北14m、縄文3号住居跡の南東71m程に位置する。7－Q－3・4・8・9クや  

リット小に跨がって検出された。  

形状 規模は南北6．55×東西4．50m程を測る南辺が北辺より1．50m程長い平面不整台形で、ほぼ平坦な床面は  

炉跡周辺から住居中央にかけて踏み固めが強い。壁は開き気味に立ち上がり、壁高は40cm前後を測る。  

覆土 自然堆積で、ローム粒・As－Sr・As－OPl・As－Ypを含む黒褐色土を主体としている。炭化物を疎に含む。  

炉跡 住居中央北寄りにて地床炉が検出された。平面不整楕円形を呈し、長0．85×短0．75×深0．18m程の規模  

を測る。被熱痕は顕著である。  

周溝 全周し、幅20～40cm、深さ10～25cm程を測る。東西両壁では二重に巡るが、時期差の有無等、詳細は  

不明である。  

柱穴17本が検出された。Pl～P4が主柱穴である。他は補助支柱穴や壁柱穴である。各々の規模等は別表に  

記した。  

貯蔵穴3号床下土坑と考えられるが、詳細は不明である。  

土坑1号床下土坑は住居南西部、P3に接して検出された。平面円形に近い楕円形で長0．93×短0．80×深0．30  

m程を測る。2号床下土坑は平面円形で径0．55×深0．26m程を測る。3号床下土坑は平面不整円形を呈  
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第6表 縄文5号住居跡柱穴一覧表  

規   模   備  考   

Pl  楕円形  長0．53×短0．36×深0．68m  主柱穴   
P2  楕円形  長0．50×短0．45×深0．68m  主柱穴   
P3  楕円形  長0．46×短0，40×深0．69m  主柱穴  
P4  楕円形  長0．41×短0．38×深0．44m  主柱穴   
P5  楕円形  長0．50×短0．39×深0．70m  P3の建て替え   
P6  楕円形  長0．38×短0．33×深0．91m  B支柱穴   
P7  楕円形  長0．55×短0．43×深0．77m  壁柱穴   
P8  楕円形  長0．41×短0．27×深0．60m  壁柱穴   
P9  楕円形  長0．43×矩0．31×深0．65m  壁柱穴   
PlO  楕円形  長0．38×短0．25×深0．58m  壁柱穴   
Pll  楕円形  長0．27×短0．20×深0．55汀l  PlO建て替え   
P12  楕円形  長0．53×短0．22×深0．25m  壁柱穴   
P13  不整形  長0．33×短0．16×深0．57m  壁柱穴   
P14  不整形  長0．26×短0．16×深0．55m  壁柱穴   
P15  不整楕円形  長0．33×短0．21×深0．39m  B支柱穴   
P16  楕円形  長0．33×短0．28×深0．63川  壁柱穴   
P17  楕円形  長0．28×短0，20×深0．20m  壁柱穴   
P18  不整形  長0．28×短0．13×深0．48m  壁柱穴   
P19  楕円形  長0．35×短0．22×深0．40m  壁柱穴   
P20  楕円形  長0．31×短0．28×深0．28m  壁柱穴   
P21  楕円形  長0．28×短0．23×深0．36m  P15建て替え   
P22  楕円形  長0．32×短0．25×深0．31m   
P23  楕円形  長0．40×短0．30×深0，44m   
P43建て替え  P24  不整楕円形  長0．26×短0．18×深0．17m   
P25  楕円形  長0．26×短0．23×深0，27m  B支柱穴   
P26  楕円形  長0．24×短0．20×深0．17m  B支柱穴   
P27  楕円形  長0．23×短0．16×深0．091れ  B支柱穴   
P28  楕円形  長0．23×短0．19×深0．15m  B支柱穴   
P29  楕円形  長0．20×短0．16×深0．06m  B支柱穴   
P30  円形  径0．20×深0．70m   B支柱穴   

P31  楕円形  長0．28×短0．23×深0．16m  B支柱穴   
P32  楕円形  長0．28×短0．23×深0．15m  A・B支柱穴   
P33  楕円形  長0．24×短0．20×深0．17m  A・B支柱穴   
P34  楕円形  長0．25×短0．19×深0．24m  A・B支柱穴   
P35  楕円形  長0．23×短0．15×深0．14m  A支柱穴   
P36  楕円形  長0．31×短0．20×深0．15m  A支柱穴   
P37  楕円形  長0．26×短0．22×深0．12m  A支柱穴   

備  考   

P38  楕円形  長0．22×短0．16×深0．24m  A支柱穴   
P39  楕円形  長0．23×短0．16×深0．62m  A支柱穴   
P40  楕円形  長0．33×短0．26×深0．35m  A支柱穴   
P41  円形  径0．20×深0．17m   A支柱穴   
P42  楕円形  長0．20×短0．17×深0．13m  A支柱穴   
P43  楕円形  長0．28×短0．23×深0．05m  A支柱穴  
P44  楕円形  長0．25×短0．18×深0．18m   
P28建て替え        P45  楕円形  長0．24×短0．19×深0．20m   
P46  楕円形  長0．28×短0．23×深0．32m  P29建て替え   
P47  楕円形  長0．33×短0．25×深0．28m  A支柱穴   
P48  楕円形  長0．19×短0．15×深0．17m   
P49  不整楕円形  長0．29×短0．20×深0．12m   
P14建て替え  P50  楕円形  長0．29×短0．24×深0．22m   
P51  楕円形  長0．23×短0．14×深0．18m  P52建て替え   
P52  楕円形  長0．40×短0．23×深0．28m  B支柱穴  
P53  楕円形  長0．25×短0，21×深0．15m   
B支柱穴        P54  楕円形  長0．25×短0．20×深0．19m   
P55  楕円形  長0．24×短0，20×深0．16m  B支柱穴   
P56  不整円形  径0．28×深0．17m   B支柱穴   
P57  楕円形  長0．18×短0，16×深0．21m  B支柱穴   
P58  円形  径0．18×深0．21m   B支柱穴   
P59  円形  径0．18×深0．31m   A支柱穴   
P60  楕円形  長0．20×短0．16×深0．27m  A支柱穴   
P61  楕円形  長0．25×短0．21×深0．19m  A支柱穴   
P62  楕円形  長0．28×短0．22×深0．26m  A支柱穴   
P63  楕円形  長0．28×短0．20×深0．28m  A支柱穴  
P64  楕円形  長0，25×短0．19×深0．19m   
P65  楕円形  長0．19×短0．17×深0．18m   
P66  楕円形  長0．32×短0．26×深0．22nl   
P67  円形  径0．30×深0．26m   
P68  円形  径0．32×深0．31m   
P69  楕円形  長0．36×短0．30×深0．21m   
壁柱穴                                      P70  不整形  長0．48×短0．25×深0．08m   
P71  不整形  長0．63×短0．26×深0．56m  壁柱穴   
P72  不整形  長0．45×短0．30×深0．36m  壁柱穴   
P73  不整形  長0．40×短0．25×深0．15m  壁柱穴   
P74  不整形  長0．31×短0．16×深0．17m  壁柱穴   

第7表 縄文5号住居跡床下土坑一覧表  

番 号   平面形   規   模   備  考   

1号床F土坑  不整楕円形  長1．00×短0．85×深0．65m  A期周構を跨いで構築されている。   
2号床下土坑  不整楕円形  長0．75×短0．64×深0．50m  A期周満を跨いで構築されている。壁柱穴の可能性あり。   
3号床下土坑  楕円形  長0．65×短0．60×深0．46m  貯蔵穴の可能性あり。   
4号床下土坑  
5号床下土坑  
6号床下土坑   

7号床下土坑  楕円形  長0．50×短0．40×深0．50m  主柱穴の可能性あり。  
8号床下土坑  楕円形  長0．46×短0．39×深0．44m  主柱穴の可能性あり。   
9号床下土坑  楕円形  長0．48×短0．42×深0．36汀l  主柱穴の可能性あり。   
10号床下土坑  不整楕円形  長0．58×短0，42×深0．45m  主柱穴の可能性あり。   

第8表 縄文6号住居跡柱穴一覧表  

番号  平面形   規   模   備  考   

PlO  不整円形  径0．24×深0．50m   主柱穴？   

Pll  円 形  径0．16×深0．13m   
P12  楕円形  長0．28×短0．21×深0．13m   
壁柱穴  P13  楕円形  長0．30×矩0．27×深0．31m   
P14  楕円形  長0，37×短0．21×深0．34m  壁柱穴   
P15  楕円形  長0．28×短0．16×深0．29m  壁柱穴   
P16  楕円形  長0．25×深0．31m   壁柱穴   
P17  楕円形  長0．26×短0．22×深0．35m  壁柱穴   

番号  平面形   規   模   備  考   

Pl  不整円形  径0．33×深0．45m   主柱穴   
P2  楕円形  長0．42×短0．36×深0．67m  主柱穴   
P3  楕円形  長0．53×短0．41×深0．31m  主柱穴   
P4  不整形  長0．36×短0．31×深0．47m  主柱穴   
P5  楕円形  長0．35×短0．27×深0．52m  入り口部   
P6  楕円形  長0．28×短0．24×深0．54m  入り口部   
P7  音 形  0．31×豆0．23×深0．15m   
主柱穴？  P8  楕円形  長0．40×短0．30×深0．47m   
P9  楕円形  長0．30×短0．23×深0．57m  主柱穴？  

、寺リ   



し、径0．96×深0．58m程を測る。フラスコ型を呈する事から貯蔵穴と考えられる。4号床下土坑は平面  

円形で径0．88×深0．35m程を測る。  

遣物 多量の遺物が住居中央から北部にかけて検出された。出土量比較的多く、また道存状況も良かったた  

めに土器31点、石器20点を図示し得た。  

時期 黒浜式土器が出土しており、縄文時代前期に属す。  

縄文7号住居跡（第21図、PL7）  

位置 本跡は、集落が馬蹄形に検出された縄文①調査区を臨む北の縄文④調査区、21－N－2・3・7・8ク0リット小に跨  

がって検出された。  

形状 耕作に伴う削平により、全容は不明である。確認された平面は床面確認状況から台形に近い方形を呈  

すると思われ、規模は南北4．25×東西4．15m程を測ると推測された。東辺が西辺より0．90m程長い。床  

面は削平の為か、西に傾斜しており、踏み固め弱い。壁は開き気味に立ち上がり、壁高は20cm程を測  

る。   

覆土 自然堆積で、ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む黒褐色土を主体としている。   

炉跡・周溝・柱穴・貯蔵穴・土坑 確認されなかった。   

遺物 細片が数点出土している。   

時期 詳細不明。  

縄文住居跡土層説明  
縄文1号住居跡  
1，暗褐色土 ローム粒・浅間一白糸軽石（以下、As－Sr）・浅間一大窪沢第1  

軽石（以下、As－OPl）・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ロuム粒・As－Sr・As－OPl・ロームフ小口ックをやや密に含む。   

3．黄褐色土 多量のローム粒とローム70ロックを含み、炭化物・焼土粒を含  

む。   
4．茶褐色土 ローム粒・As一Srをやや多く含む。しまりやや弱い。   
5．茶褐色土 ローム粒をやや疎、ロームブロックを含む。   

炉跡  
1．橙褐色土 焼土粒を密、炭化物をやや疎に含む。  

縄文2号住居跡  
1．暗茶褐色土ロLム粒・As－Srをやや密、As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密、炭化物・As－OPl・焼土粒を疎に含  

む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

4．暗褐色土 口一ム粒・As－Srをやや密、炭化物を疎に含む。   
5．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文3号住居跡  
1．黒褐色土 ロpム粒LAs－Sr・As－OPlをやや密、炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒をやや多く含み、炭化物・As－OPlを疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒をやや密、As－Srがプやロック状に混入。   

4．暗茶褐色土1に近似するが、ローム等の混入物少なく、逆に炭化物  

を多く含む。   
5．暗茶褐色土4に比べてしまり強く、炭化物・As－Srを多く含む。   
6．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に含む。しまり強い。   

7．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・AsrOPlをやや疎に含み、炭化物を含  

む。   
8．茶褐色土 ローム粒・As－OPlをやや密に含む。   

9．暗茶褐色土8に比べて、As－OPlをほとんど含まない。  
10．黄褐色土 ローム粒・As－Sr・ロームフ“ロックを含む。  

J（）  

縄文4号住居跡  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・AsqOPlを含み、炭化物疎に含む。   

2．黒褐色土1に近似するが、黒味弱く混入物少ない。   
3．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎、ロームブロック・炭化物を  

疎に含む。   
4．暗茶褐色土3に近似するが、しまり強く、炭化物を含む。   

5．暗褐色土  

6．暗褐色土   

7．黒褐色土   

8．茶褐色土   

炉跡  

1．黒褐色土   

縄文5号住居跡  

1．男褐色土  

2．暗褐色土  

3．暗褐色土   

4．暗茶褐色土  

5．茶褐色土   

6．茶褐色土   

7，暗茶褐色土   

8．暗褐色土   

9．暗褐色土  

10．暗褐色土  

11．暗褐色土  

ローム粒・As－Srをやや疎、炭化物・焼土粒をやや密に含  

む。  
ローム粒・As－Srをやや疎に含み、しまり強い。  

ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強くがげチ。  

ローム粒を疎に含み、しまりに欠ける。   

ローム粒・As－Srl焼土粒を含み、炭化物をやや密に含  

む。   

ローム粒・浅間一板鼻黄色軽石（以下、As－YP）・As－Srをや  

や疎、As－OPl・炭化物を疎に含む。  
1に近似するが、混入物少ない。As－YP・炭化物を多  

く含む。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ロpム粒やや密、As－Srを疎に含む。As－OPIp炭化物はほ  

とんど含まない。  
ローム粒やや密に含む。  

ローム粒・As－Srをやや疎、炭化物・As－OPlを疎に含む。  

ローム粒・As－Sr・As－YPを疎に含む。  

ロpム粒・As」YP・AsTSrを疎に含む。  

ローム粒・AsTSr・As－OPlをやや密に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  

9に近似するが、As－Srをやや疎に含む。   



縄文6号住居跡  
1．黒色土  ローム粒・As－YP・As－OPlをやや疎、炭化物・As－Srをポッ  

ポッ含む。   

2．暗褐色土 1より混入物多い。   
3．暗褐色土 2よりロpム粒・As－YP・AsTSrを多く含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・As」YP・As－Sr・ロームフ小口ックを含む。   

6．暗褐色土 ローム粒やや密、As一Sr・炭化物を疎に含む。   

7．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎、炭化物をポッポッ含む。   

8．暗黄褐色土ローム粒をやや密に含む。   

9．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎、炭化物・As－OPl・As」YPを殊に  

含む。  
10．茶褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含む。  
11．暗褐色土 口一ム粒・As－Srをやや密、炭化物をポッポッ含む。  

12．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に含む。  

13．暗茶褐色土12に近似するが、しまり強い。  

1号床下土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒・As－Srを疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

3．暗褐色土 口一ム粒をやや密に含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒を密に含む。   

2号床下土坑（人為的理土）  
1．明茶褐色土ローム粒・As－Srやや密に含む。   

3号床下土坑（人為的埋土）  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや疎、炭化物をポッホDッ含  

む。   
2．黒褐色土1に近似するが、やや粘性を持ち、ロームブロック含む。   

3．暗褐色土 口一ム粒・As－Srやや密に含む。  

縄文7号住居跡  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化q勿を疎に含む。   

2．暗褐色土 ロLム粒・AsTSrを疎に含む。   
3．晴茶褐色土ローム粒をやや密、As－Sr・ロームフナロック・炭化物・As－OPlを  

疎に含む。   
4．暗茶褐色土ロpム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文5号住居跡  

1号床下土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．黄褐色土   

4．暗茶褐色土   

5．黄褐色土   

6．茶褐色土   

2号床下土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．茶褐色土   

3号床下土坑  
1．茶褐色土  

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・ロームブロックを含む。  

ローム粒を密に含む。  

ローム粒やや疎、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒を密に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含む。   

ロpム粒・As－Srをやや疎に含む。  

ロLム粒・As－Srやや密、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒を疎に含む。   

暗褐色土ブロックと茶褐色土ブロックの混土。  

2．1よりも暗褐色土ブロック少ない。  

4号床下土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや密、炭化物をポッポッ含む。  

2．暗茶褐色土ローム粒・ロームフ小口ック含む。  

3．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srやや密、ロームフいロック・As－Srフヾロック含む。  

5号床下土坑  
1，暗茶褐色土ローム粒を疎、炭化物・灰色岩粒をポッポッ含む。  

●  

2．茶褐色土  

3．茶褐色土  

6号床下土坑  

1．暗褐色土  

2．黄褐色土  

3．茶褐色土  

4．茶褐色土  

5．暗茶褐色土  

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

As－Srを疎、炭化物ポッポッ含む。  

ロームブロック含む。  

ローム粒を密、As－Srやや疎に含む  

ローム粒を密に含む。  

ローム粒やや密に含む。  

炉跡  

1．暗橙褐色土焼土粒・炭化物を含む。  

1－1．住居跡出土土器  

縄文2号住居跡（第22図、PL62）  

1は碧胴部破片。器壁は僅かに張り、道存高13．7cm、器厚1cm程を測る。外・内面共に赤褐色を呈し、内面  

に少量の煤付着。焼成は良好で、胎土に多量の繊維と砂礫混入。外面は著しく摩滅しているが、一部には縄  

文が遺存している。原体は無節Rゼゼ。内面はやや丁寧に磨かれている。崇浜式。  

縄文4号住居跡（第22図、PL62）  

1は深鉢で、底部全損。器壁は直線的に窄まるが、胴部下位が僅かに括れる。口径21cm、通存高23．6cm、  

器厚1cm程を測る。外面橙褐色～暗褐色、内面褐色を呈し、胴部上位外面・下位内面に少量の煤付着。焼成悪  

く脆い。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は無節。内面を粗く磨き、口唇部断面は丸く整形されている。2は  

碧で、口唇部・底部を欠損。口綾部は強く外反し、胴部の張り弱い。胴部最大径33cm、通存高28cm、器厚1～  

1．5cm程を測る。外面暗褐色”橙褐色を呈し、内面白色がかる赤褐色を呈す。胴部中位外面・下位内面には少  

量の煤付着。焼成悪くやや脆い。胎土に多量の繊維と少量の砂礫混入。文様は口緑部～頸部に半裁竹管によ  

る連続爪形文を横位・菱形に配し、胴部に羽状縄文（単節）を菱形を意識して雑然と配す。内面を粗く磨く。  

1・2共に、胎土に多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。有尾式。  

縄文5号住居跡（第22・23図、PL62）  

1は碧で、底部全損。口緑部は強く外反し、胴部は球形を呈す。口径15．5cm、胴部最大径15cm、道存高11  

cm程を測る。外面暗褐色～赤褐色を呈し、内面暗褐色を呈す。両面に疎らに煤付着。焼成悪くやや脆い。  
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第22図 縄文2・4・5号住居跡出土土器  

42  



縄5住8  
縄5住7  

誹
組
 
 
 
た
巧
川
和
■
サ
∴
 
 

・ ■ヽ 、．・「‾－・モー＝一一・ニニニーー  

‾‾－＿＿．．二  
ナー「‾二 
1二r    ＿          －＿＿  IJT一亡■－ －       ∴‾‾－ 、   

■■■■■          ■■■」■ lp J  

▲ユニ；－＝一－－－     〔      －－ご■こ－t 」－・■＝‾  

－→ － ′・－－－＝－－   チ弼 ≡・・′㌧′1一〟‘・一っ  
■■■－ ＿一■【  

縄6住1  縄5住10   縄5住11  

F
㌧
イ
‥
‥
‥
リ
‥
・
．
「
∵
 
 

「㌣もム  

、 

一  
l、  

＼て三  

縄6住4  
l 、－  
＼’  縄6住3   

縄6住6  縄6住8  

〟
 
 
J
 
 

′
㌔
．
・
 
 

・
√
l
り
ノ
 
J
∫
′
 
 

第23図 縄文5・6号住居跡出土土器  
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文様は口緑部”頚部に平行沈線を横位・菱形に2条1単位で配し、胴部に無節Rゼゼ縄文を配す。内面はやや  

丁寧に磨かれ、口唇部断面を丸く整形。2は深鉢で、口縁部弱く外反。口径28cm、頚部径24．3cm、遺存高11  

cm程を測る。内・外面黄褐色。両面に薄く煤付着。焼成は良好。文様は無節R－ゼゼ縄文。内面は粗く磨かれ、  

口唇部断面は丸く整形されている。3は口縁部破片。器壁はやや外斜する。遺存高11．5cm、器厚0．7”0．9cm程  

を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、口唇部内面に煤が多量に付着。焼成良好でやや堅い。文様は矢羽形羽  

状縄文で、原体は無節。内面はやや丁寧に磨かれている。4は碧胴部。器壁は「く」字状に強く張る。最大径  

22cm、遇存高16cm程を測る。外面やや白色がかる黄褐色、内面やや灰色がかる褐色を呈し、両面には少量の  

煤付着。焼成悪く脆い。文様は無節Rゼゼ縄文。内面は指圧で粗く整形されている。5は深鉢。器壁は直線的  

に窄まるが、下位が僅かに張る。最大径14．5cm、底径9cm、遺存高14cm程を測る。やや上げ底気味。外面黄褐  

色、内面灰褐色を呈し、両面に少量の煤付着。焼成悪くかなり脆い。文様は無節Ln・縄文。内・底面共に粗く  

磨かれている。6は胴部下位～底部破片。器壁は外斜し、やや上げ底気味。底径11．2cm、遺存高6cm程を測る。  

焼成良好でやや堅い。文様は無節Lll縄文。内面は粗く、底部はやや丁寧に磨かれている。7は口縁部破片。  

器壁はやや外斜し、道存高7cm、器厚0．5cm程を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、焼成は悪くかなり脆い。文  

様は菱形羽状縄文で、原体は単節。内面はやや粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。8も□綾部  

破片。器壁はかなり外斜し、通存高5．5cm、器厚0．8～1cm程を測る。外面褐色、内面赤褐色を呈し、焼成悪く  

脆い。文様は平行沈線による横位文・複線波状文を雑然と配す。内面はやや粗く磨かれ、口唇部断面は丸く  

整形されている。9は胴部下位～底部破片。器壁は外斜し、やや上げ底気味。底径9cm、退存高7．5cm程を測  

る。外面赤褐色、内面灰褐色を呈す。焼成良好でやや堅い。文様は単節LRR縄文。内面粗く、底部はやや丁  

寧に磨かれている。10も胴部下位～底部破片。器壁はやや外反し、平底を呈す。底径9．5cm、道存高7．5cm程  

を測る。外面橙褐色、内面黒色を呈し、焼成良好でやや堅い。文様は単節LRR縄文。内・底面共にやや丁寧  

に磨かれている。11も底部破片。底径9cm、遺存高4cm程を測る。器壁は外斜し、やや上げ底気味。外面赤褐  

色、内面黒褐色を呈し、焼成は良好でやや堅い。文様は平行沈線を格子状に配す。内・底面は粗く磨かれて  

いる。何れの土器も胎土に多量の繊維を含み、10・11は微量の砂礫、1・2・3・6・7・9は少量の砂礫、4・5・8は微  

量の細粒砂を混入する。何れも黒浜式に属すが、1・8は中部地方に分布する有尾式土器の系譜上に位置付け  

られる。  

縄文6号住居跡（第23～26図、PL62・63）  

1は碧口緑部。器壁は強く外反し、口唇部はキャリバー形を呈す。遺存高7cm、器厚0．6～0．9cm程を測る。  

外面暗褐色、内面橙褐色を呈し、両面に少量の煤付着。焼成悪く脆い。文様は上位に平行沈線を横位に配し、  

下位に縄文（無節Lrr原体）を配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。2は深鉢胴部。器  

壁は上位がやや括れる。最大径14cm、最小径11．7cnl、遺存高11．3cnl、器厚0．7cm程を測る。外面橙褐色、内面  

暗褐色を呈し、外面に少量の煤付着。焼成良好。文様は口縁部～頚部に平行沈線による横位文、胴部に縄文  

（無節Lrr原体）を配す。内面は粗く磨かれている。3は碧□緑部。器壁は弱く外反し、口唇部はキャリバー形  

を呈し直立する。遺存高13cm、器厚0．5～0．8cm程を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、焼成悪くやや脆い。文  

様は縄文を断面階段状を成す外面の平坦部に配し、原体は無節Lrr。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く  

整形されている。4は碧口緑部一頸部。口縁部は弱く外反。口径16cm、頸部径13cm、遇存高8．5cm、器厚0．5～  

0．8cm程を測る。外・内面共に暗褐色を呈し、焼成良好でやや堅い。文様は羽状縄文で、原体は無節。内面は  

やや丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。5は深鉢で、完形に近い。口縁部やや外反し、胴  

部中位は僅かに張る。やや上げ底。口径21cm、胴部中位径17．5cm、底径7．5cm、器高30．6cm、器厚0．8～1．Ocm  
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第24図 縄文6号住居跡出土土器  
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程を測る。外面暗褐色”橙褐色、内面橙褐色を呈し、口線部両面と底部内面に少量の煤付着。焼成悪く脆い。  

文様は無節Rゼゼ縄文。内面は粗く、底部はやや丁寧に磨かれている。口唇部断面は丸く整形されている。6  

は深鉢の口綾部～胴部上位である。口縁部はやや外反し、胴部は直立する。口径24cm、胴部最小径13．5cm、  

遺存高14．5cm、器厚0．6～0．9cm程を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、焼成悪くやや脆い。文様は菱形羽状縄  

文で、原体は単節。内面をやや丁寧に磨く。口唇部断面は平坦に整形されている。7も深鉢の口緑部。器壁  

はやや外反する。口径15．7cm、最小径12．1cm、通存高7．5cm程を測る。朴外面共に褐色を呈し、焼成悪くやや  

脆い。文様は矢羽形羽状縄文で、無節。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。8は底部  

破片。やや上げ底を呈し、底径10．5cm程を測る。朴外面共に橙褐色を呈し、焼成良好でやや堅い。文様は無  

節L汀縄文。内面は粗く磨かれ、底部に網代痕を残す。9も底部破片。平底を呈し、底径12cm程を測る。内外  

面共に橙褐色を呈し、焼成良好でやや堅い。文様は無節Rゼゼ縄文。内・底面は粗く磨かれている。10は深鉢  

口緑部。口縁部はやや外反する。口径24cm、最小径19cm、遺存高11cnl程を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、  

焼成良好で堅い。文様は羽状縄文で、原体は単節LRR。内面はやや丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形  

されている。11は鉢で、底部欠損。口唇部は僅かに外反し、胴部は下方に湾曲して窄まる。口径25．4cm、胴  

部最小径22cm、通存高14cm程を測る。朴外面共に黒褐色を呈し、焼成良好でやや堅い。文様は羽状縄文で、  

原体は単節RLLが主体であるが、胴部中位にはLRRに配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形され  

ている。12は深鉢で、底部欠損。口唇部は僅かに外反し、胴部は下方に内湾して窄まる。口径22．2cm、胴部  

最小径12．7cm程を測り、遺存高24cm程を測る。外面赤褐色、内面黄褐色を呈し、口綾部～胴部上位外面には  

煤付着。焼成悪くやや脆い。文様は菱形羽状縄文で、原体は単節。内面はやや丁寧に磨かれており、口唇部  

断面は凹状に整形される。13は深鉢で、底部欠損。口唇部は僅かに外反し、胴部中位は僅かに括れる。口径  

25．5cm、胴部最小径12．8cm、遇存高26．7cm程を測る。内・外面共に赤褐色を呈し、口縁部外面には少量の煤付  

着。焼成良好で、やや堅い。文様は菱形羽状縄文で、原体は単節。口唇部断面は丸く整形されている。14は  

碧で、胴部下位～底部欠損。［∃緑部はやや外斜し、胴部は弱く張る。口径20．3cm、頭部径9．4cm、胴部最大径  

15．5cm、遺存高18．5cm程を測る。外面に少量の煤付着。焼成良好でやや堅い。文様は単節I：rr縄文。内面はや  

や丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。15は襲口緑部。器壁はほぼ直立する。口径19．8cm、  

通存高10cm程を測る。内・外面共に暗褐色を呈し、外面に少量の煤付着。焼成良好でやや堅い。文様は単節  

LRR縄文。内面はやや粗く磨かれ、口唇部は断面丸く整形されている。16は深鉢胴部。器壁は僅かに外斜す  

る。最大径14．5cnl、最小径11．6cm、道存高12．7cm程を測る。内面に少量の煤付着。焼成良好でやや堅い。文様  

は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。内面は粗く磨かれている。17は深鉢胴部。器壁はやや外斜する。最大径  

15cm、最小径9．2cnl、道存高13．5cm程を測る。焼成良好でやや堅い。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。  

内面は粗く磨かれている。18は碧口頸部。口緑部は外斜し、頭部は強く屈曲する。口径40．8cm、頸部径38．8  

c川、道存高31c川程を測る。口縁部外面に少量の煤付着。焼成良好でやや堅い。文様は菱形羽状縄文で、原体  

は単節。内面はやや丁寧に磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。19は鉢胴部。器壁は弱く張り、最大  

径26伽m、道存高20cm程を測る。朴外面共に橙褐色を呈し、外面に疎らに煤付着。焼成悪くやや脆い。文様  

は単節I／RR縄文。20は深鉢胴部。器壁はやや外斜する。最大径22．5cm、最小径13．4cm、遺存高22．5cm程を測  

る。外面に少量の煤付着。焼成悪く脆い。文様は単節RLL縄文。内面は粗く磨かれている。21は深鉢胴部。  

器壁は僅かに内湾して窄まり、最大径17．8cm、最小径9．4cnl、道存高17．6cm程を測る。内・外面共に赤褐色を呈  

す。焼成悪くやや脆い。文様は単節RLL縄文。内面は粗く磨かれる。22は底部破片。平底で、底径9．5cm程  
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を測る。外面赤褐色、内面白褐色を呈し、底面に少量の煤付着。焼成悪く脆い。文様は単節RLL縄文。朴  

底面ともに粗く磨かれている。23は高台部破片。断面台形を呈し、上径6．5cn、下径10．5cm、台高5．5cm程を  

測る。内・外面共に褐色を呈し、器体内面に煤が多量に付着。焼成良好でやや堅い。文様は単節LRR縄文。  

台部内面は粗く磨かれている。24は碧の胴部下位～底部。底径14cm、通存高10cm程を測る。器壁はやや強く  

外反し、やや上げ底気味。内・外面共に橙褐色。焼成良好でやや堅い。文様は単節RLL縄文。内面粗く、底  

部はやや丁寧に磨かれ、一部に網代痕を残す。25は碧の口頸部。口径27．5cm、頭部径19．8cm、遺存高17．5cm  

程を測る。口唇部はキャリバー形を呈し、口縁部はやや外斜する。頸部は「く」字状に屈曲する。口縁部外面  

に少量の煤付着。焼成良好。文様は縄文（単節RLL原体）を配し、重ねて沈線による横位文・コンパス文∴渦巻  

状文を配す。また口唇部付近には豆粒状の貼付文を縦に配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形さ  

れている。26は深鉢で底部欠損。口縁部はやや外反し、胴部は直線的に窄まる。口径25．3cm、胴部最小径  

15．7cm、過存高25．3cm程を測る。内・外面共に褐色を呈し、胴部中位外面には少量の煤付着。焼成悪くやや脆  

い。文様は口綾部に平行沈線による横位文・菱形文、胴部に夫羽形羽状縄文（原体単節）を配す。口唇部断面  

は丸く整形されている。27は襲口縁部。器壁は弱く外反し、口径29．8cm、遺存高10cm程を測る。外面やや赤  

色がかる褐色、内面橙褐色を呈し、口緑部外面には疎らに煤付着。焼成良好でやや堅い。文様は半裁竹管に  

よる爪形文を横位・菱形に配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。28は深鉢口緑部。  

器壁はやや外反する。口径27．4cm、道存高8．3cnl程を測り、器厚は0．5cm程と薄い。内面に多量の煤付着。焼成  

良好で堅い。文様は平行沈線を横位・山形に配す。内面は丁寧に磨かれている。29は碧口頚部。口縁部はや  

や外斜し、頭部は弱く括れる。遺存高15．4cm程を測る。外面に煤付着。焼成悪くやや脆い。文様は矢羽形羽  

状縄文（原体単節）をやや磨り消し、重ねて平行沈線を横位・斜めに配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は  

丸く整形されている。30も碧口頭部。口緑部はやや外反し、頭部の括れも弱い。頭部には小孔が穿たれてい  

る。遺存高11．5cm程を測る。外面暗褐色、内面黄褐色を呈し、内面には多量の煤付着。焼成悪く脆い。文様  

は複線波状文を横位に配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。31は深鉢口縁部。口唇  

部は直立し、器壁はやや外斜する。過存高12cm程を測る。外面に煤が多量に付着。焼成良好でやや堅い。文  

様は失羽形羽状縄文で、原体は無節。内面は比較的丁寧に磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。32は  

胴部破片。遺存高8cm、器厚0．6cm程を測る。焼成悪く脆い。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。内面は  

粗く磨かれている。33も胴部破片。遺存高7cm程を測る。外面橙褐色、内面黄灰褐色を呈し、焼成悪く脆い。  

文様は単節LRIi縄文。内面は丁寧に磨かれている。34も胴部破片で、遺存高6cm程を測る。外面橙褐色、内  

面黒褐色を呈し、焼成悪くやや脆い。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節RLLと無節しrrを上から交互に  

配す。内面は粗く磨かれている。35も胴部破片。遺存高6cm程を測る。焼成悪くやや脆い。文様は矢羽形羽  

状縄文で、原体は無節Lrr。内面は粗く磨かれている。4・6・8・9・10・11・13・22・24・26以外は、胎土に多量の  

繊維と砂礫を混入する。30のみ前期開山式に属す。他は前期窯浜式に属すが、1・2・28・29は有尾式。  
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1－2．住居跡出土石器（）は、長さ・幅個さ・重さの数値で、単位は。m・gを表す。  

縄文2号住居跡（第27図、PL64）  

1は黒色白岩製の石核である（6．4・6．6・2．8・125．1）。  

縄文3号住居跡（第27・28図、PL64）  

1は黒色頁岩製の石錐。角形のつまみで、つまみ部から錐部までを整形する（3．3・1．6・0．7・3．3）。2は黒色頁  

岩製の不定形スクレイパーである（10．1・7．0・2．2・169．4）。3は石英閃緑岩製の平面楕円形を呈する凹み石であ  

る。4・5は粗粒輝石安山岩製の平面不整円形を呈する凹み石である（3－10．3・6．5・4．2・427．6、4－10．3・8．1・4．6・  

564．8、5－10．7・8．9・4．3・624．8）。  

縄文4号住居跡（第27・29図、P1月4）  

1～7は不定形のスクレイパーで、剥片を素材とする（1－5．2・6．6・1．9・59．3、2－6．6・5．3・1．8・45．6、3－7．4・5．2・1．8・  

55・4、4－7・4・5．4・1．5・60．9、5－8．4・13．7・1．7・174．5、6－6．3・5．1・1．0・34．3、7－4．6・6．8・1．8・48．6）。8は黒色頁岩製の剥  

片である（7．3・3．3・1．4・32．9）。9は変玄武岩製の贋製石斧である（10．6・4．8・2．7・265．1）。10・11は粗粒輝石安山岩  

製の石皿である。両者共、周縁および裏面に小さな窪みを多数もつ。  

縄文5号住居跡（第28”31図、PL65－67）  

1は滑石製の臼玉である。いびつな整形で、表裏両面から穿孔されている（1．2・1．0・0．5・0．朝。2は周清から  

出土した黒色頁岩製の石槍である。基部を若干欠損するが、ほぼ完形である。両側線方向から調整を施して  

槍先形に仕上げているが、やや調整が経である。表面はかなり摩耗している（7．5・2．3・1．0・19．3）。3は黒色百  

岩製で石箆に分類されるが、機能からいえば掻器の一種と考えられる（7．7・3．9・1．9・64．0）。4～15は黒色頁岩  

製のスクレイパーである。5～10は剥片素材の不定形のスクレイパーである。11～15は横長の剥片を素材に  

したエンドスクレイパ である。刃部以外の加工痕は少ない（4－4．9・5．4・0．6・13．9、5－6．8・3．5・0．9・21．4、6－5．9・  

5．3・1．3・38．3、7－10．3・4．5・1．8・飢．6、8－6．9・5．7・1．5・54．9、9－8．7・6．1・1．3・89．1、10－7．6・9．0・2．9・122．5、11－4．0・6．3・  

1・1・28・4、12－5・4・9・6・1．9・85．5、13－6．7・10．3・1．8・99．9、14－4．9・10．1・1．9・107．8、15－4．6・11．6・1．4・56．0）。16は大  

型の剥片を使用した石器であるが、機能・用途は不明。黒色頁岩製。剥片を横長に加工しているが、刃部を  

作り出さず、プランティングを行っている。また石器上端は平坦な自然面が残っているが、敲打などの使  

朴加⊥の痕跡は認められない。卜端はやや尖っているものの、刺突などに使用したものではない（14．9・5ふ  

2．6・233．1）。17は変玄武岩製で、小型の定角式磨製石斧である（8．7・2．2・2．9・119．0）。使用痕残る刃部破片であ  

る。18～25は凹み石である。石材は、25のみ石英閃緑岩製で、他は粗粒輝石安山岩製である。平面楕円形  

を呈する18以外は、不整ながらも円形を呈する。何れも全面を擦って整形しているが、石材が粗いため、表  

面の擦痕を看取できるものは少ない。また8点の内、25は器形が変化するほど使用されている（18－14．5・8．4・  

4．6・841．9、19－8．8・7．5・3．9・366．8、20－9．6・7．7・5．25・36．2、21－9．5・7．4・3．7・412．0、22－10．0・7．7・3．3・404．7、23－  

10．1・9．0・5．0・729．1、24－11．0・8．5・4．6・640．1、25－11．4・8．9・4．0・642．3）。26・27は粗粒輝石安山岩製で、28は石英  

閃緑岩製の磨石である。27は、敲打痕が摩耗している。28は縁辺に敲打痕が顕著で、表裏面にはそれはどの  

使用痕はない（26－9．1・6．6・4．7・418．1、27－8．6・8．1・4．8・517．5、28－11．2・7．5・2．9・402．5）。   

なお、2▲4・5・11・16は周構内からの出土である。  

縄文6号住居跡（第28・31・32図、PL65・67）  

1は硬質頁岩製の石鍍である（2．3・1．3・∩．4・0．8）。2～5は黒色白岩製の石匙である。2・3は縦型、4・5は横型に  

分類される。何れもつまみ部の作り出しが粗雑で、肩部の挟りもあまり深くない（2－3．8・1．8・0．5・2．6、3－8．6・2．3  

5β   



∵
∴
「
 
J
・
 
 

L
 
 
一
 
 

▲
 
 

⊂⊃  縄3住4   

縄4住1  
∈≡∋   縄4住2  

縄4住5  

・・由一噂  

∠＝＝＝＝ユ  

縄4住7  

縄4住8  

第27図 縄文2・3・4号住居跡出土石器  

5J   



⑨
 
m
 
 

▲
…
日
日
日
日
肘
 
 

縄6住4  
縄6住3  

級
m
刷
個
別
甘
 
 

縄6住6   縄6住7   

第28図 縄文3・5・6号住居跡出土石器  

52  



縄4住10  

＜＝＝＝＝＝＝＝＝＝7  

縞5住4  

く二ニフ  縄5住5  縄5住6  
＼
√
」
1
 
サ
ト
 
し
ト
．
■
．
 
．
J
戸
r
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
ヽ
 
 縄5住8  

縄5住9  

七＝＝こ＝＝＝＞  

縄5住10  

第29図 縄文4・5号住居跡出土石器  

己＝ご二ゝ  
縄5住11  

且ヲ   



縄5住12  

蝕
瑚
 
 縄5住14  

縄5住17  

縄5住19  縞5住20  

肇        御  

縄5住22   縄5住21  

第30図 縄文5号住居跡出土石器  

亨J  



縄5住23  ⊂⊃  縄5住24  

6
 
 

2
 
 
住
 
 

5
 
 
縄
 
 

ロ  

縄6住9  縄6住8  縄6住5  

D  縄6住11  
縄6住10  

縄6住12   

第31図 縄文5・6号住居跡出土石器  

ガ  



縄6住13  

鵜6住15  

純6住18  

縄6住19  

・－   －  1l‥－■－   

縄6住20  

第32図 縄文6号住居跡出土石器   
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・0．9・17．6、4－4．9・4．6・0．5・8．7、5－7．3・6．3・1．ト44．4）。6・7は蛇文岩製で、小型の定角式磨製石斧である。表面は  

滑らかに整形されている。刃部に使用痕（6－4．5・2．5・0．7・13．3、7－4．5・2．6・0．8・14．6）。8は黒色頁岩製の打製石斧  

である（8．3・5．2・2．3・107．2）。9～13は黒色頁岩製のスクレイパーである。9は整った木葉型の一部にみえるが、  

主に背面に加工時の剥離が認められ、腹面からの調整は少ない。10－12は剥片を素材とする不定形のスクレ   

イパーである（9－6．6・4．7・1．7・46．1、10－6．3・2．5・1．0・13．0、11－6．9・7．0・2．2・102．6、12－9．6・4．4・1．4・43．1、13－5．5・  

8．6・1．3・59．0）。14は男色頁岩製の石核である（5．0・11．8・3．1・166．3）。15は粗粒輝石安山岩製の凹み石である。  

不整円形を呈する（11．1・9．9・5．0・723．1）。16～18は磨石である。16・18は粗粒輝石安山岩製、17は石英閃緑岩  

製である（16－4．7・4．7・3．0・84．2、17－10．1・8．3・5．1・661．0、18－12．2・9．9・5．2・975．5）。19は粗粒輝石安山岩製の敲石  

である。一部に使用痕が認められる（16．4・5．4・5．4・716．5）。20は粗粒輝石安山岩製の石皿である。   

l亡・  

2．土 坑（第33”60図、第9～20表、PIj”36・68”72）  

本道跡からは、縄文時代に属す土坑が553基と、数多く検出されている。土坑の検出状況は、第16・17図に   

示した通りである。  

大半の土坑は、縄文①調査区に集中しており、同区からは該期の竪穴式住居も検出されている。従って、   

検出された土坑は住居跡群との共伴関係が想定された。  

この縄文①調査区は開析台地の南斜面に位置しており、周辺には樹枝状に谷地が発達している。この谷地   

を西に臨む縄文①調査区は緩やかに南へ傾斜しているが、特に南部ではやや急勾配を呈している。本区西部   

～南部には縄文1～3・5・6号住居跡が弧を描いて立地している。その近辺と調査区西側はやや緩斜面であり、   

ここが集落の中心部になると考えられる。以上から、縄文①調査区にて検出された住居跡群は、言わゆる馬   

蹄形・環状集落であると捉えられた。但し、縄文4号住居跡のみ、北東部の高所に住居跡群とやや距離を隔   

てて位置しており、立地を異にしている。  

縄文②調査区は、縄文（∋調査区の北に位置している。西の谷地に向かうやや急斜面にて、7基の土坑が散  

■ 在して検出されている。  

縄文⑤調査区は、縄文①調査区の東に位置している。緩やかな南斜面にて、9基の土坑が検出されている。   

縄文遺構空白域を挟んで、本調査区は①調査区と180m程を測る距離にあり、その立地から住居跡の存在も   

懸念されたが、検出されなかった。  

■■  

57   



い二・  

－L：284．90m  ーL：285．60m  

－L：289・80m  縄文3号土坑  縄文4号土坑  縄文5号土坑  

縄文2号土坑  縄文1号土坑  

：285．60m  句‾L：285・70m  

縄文8号土1克   

クラン  
：285．60m  

縄文7号土坑  

縄文6号土坑  

カタラ耶クラン  
L：285．80m  

縄文9号土坑  
一L：285．90m  

L：286，00m  ・1七；285．90m  

鞋・上－ぷ   

縄文11号土坑   
縄文12号土坑  

ヂこ工プ巧‾L：268・ZOm  

縄文17号土坑  

縄文10号土二坑  

1  

28＝Om 声二＝祈「 

縄文16号土坑  

L：285．60m  

縄文13号土坑 縄文14号土坑  

1茫姦√L：2弧60m  

縄文19号土坑  

2m   

ーL：286．40m  

、、⊥＝＝≒7■‾ 1  

縄文18号土坑  

0  

L：286．20m  －L：286．20m  

l 讃≡≡雫‾   

縄文21号土坑   縄文ZO号土坑  

二・  

L＝285■90m  一江アrL：285伽  

軒‾‾L‥285■80m  

縄文25号土坑   

＿1 一軒い285■90m  

縄文24号土坑  

縄文22号土坑  
縄文23号土坑  

第33図 縄文1～25号土坑  

5β  



二十  
－L：285．90m ・1t  

縄文28号土坑  

÷・・  

：二：  
－L：285．80m 「茫r  

二二  
m  

縄文27号土坑  

・‥：さ■・  

一〔萱）一  

軒L：弧伽  
‾L：287．00  

縄文29号土坑  

¶  

縄文30号土坑   

2m  
縄文26号土坑  

ーL：285．90m  ーL：285．90m  

吐町  
2  

画L：2汎90m  

縄文34号土坑  

‾一  

一由  

L：285・80m   甘塩J√  

÷・ －・・・   

縄文31号土坑   

鄭   

縄文32号土坑  

墟ト  

縄文33号土坑  

－ L：286．90m  －L：286．00m  

L：286．00。   1∃≡「  

縄文37号土坑  

「∴ 
．t 

－‥トj「  

－L：285．80m   

縄文35号土坑  

、 

宣、、一三⊥⊥」7   

縄文36号土坑  

縄文38号土坑  

「こ一丁‾L：2弧50m  

縄文40号土坑  

L：268．50m  －L：286．60m  

l、＼㌧√  声こ＝FT 

縄文41号土坑  

－L：268．90m  

卜．＿∴∴・ミ・－－－   
l   

縄文42号土坑   
縄文39号土坑   

′′小、＠ノ ご  －L：269，10m  

－、し一－∴‥．・－「  
2   

－－L：268．90m一   互ダラン  L：268．90m  

籠妄〆√L：269・00m  

縄文45号土坑  

掘りf訂しプ  

＿T   ‾忙至＝汗  
縄文44号土坑  

縄文46号土坑  

縄文43号土坑  

「ミ藷‾L：269●50m  

縄文48号土坑   

一  

回【L‥288●00m  

縄文47号土坑   

」 L：269．80m  
叩≡∋＝∃互茄  

l   

縄文50号土坑  

L‥269●70m  

l 樹  
縄文49号土：坑  

第34図 縄文26”50号土坑  

iク   



ーL：286．30m 、・・・：1   

縄文54号土坑  

・・・・・・・・－L：286．20m 囲‾  ・】・L：286．40m  
L：286．50m  

縄文53号土坑  
縄文51号土坑  縄文52号土坑  

ーL：286．60m  
L：286．80m  

‾誌⊆∃≡軒‾L‥286■90m  

象   

縄文58号土坑  

L：286．30m  

画  

縄文55号土坑   

1  

縄文57号土坑  
縄文56号土坑  

0  2m  
■  

L：286．90m  

縄文60号土坑  
縄文59号土坑  

縄文61号土坑 縄文108号土坑  

・一L：269．20m  
L：269．30m  L：287．30m  

L：269．60m  

縄文63号土坑  縄文62号土坑  縄文64号土坑  
縄文65号土坑  

僅塾  

L：287．70m   
L：287．60m  L’：270．20m  

篭専守  
縄文66号土坑  縄文67号土坑  

－が  

縄文68号土坑  縄文69号土坑  

L‥270・40m  
lココごL：287・30m  

縄文71号土坑  
二＼一  

縄文70号土坑  

1 L：287．20m  L：288．80m  

縄文7Z号土坑   

第35図 縄文51～73・108号土坑  

縄文73号土坑   

6ひ  



二窟  
‾L：2錮■10m  

縄文76号土坑  

hエ・・  

二Il二二王 

＿  －－て＝＝「－L：2汎90m l  

縄文74号土坑  

′ニ  

－L：288．60m  

「屯左右   

縄文77号土坑  

‾ 

－・＿±∴＿1一   

縄文75号土坑  

L：290．20m   

ご∴  

＿  

甲‾」L：Z馴Om  

縄文78号土坑  

L：288・10m  
＿＿＿■  rL：289．00m ‾1こ≡す   

縄文81号土坑  

咤コニ茅「‾ 
－・＝288・40m  

縄文79号土坑  

二lご∵l  

＿  －L：289．40m   

てユー．！二．：  
コ  

縄文83号土坑  

縄文80号土坑  

廟空’  
ーL：289，40m  山山JV●UU■■■   L：289■10m  

「庭土＝√  

縄文82号土坑  

「 

3 ‾頂∃；ヨ丁   

訂＝…＝「  

縄文84号土坑  

二蔚  
一L：288．90m  

縄文85号土坑  

－  

L：288，70m  

「」云JT  
2  

縄文89号土坑   

＠ノ  

L：289・30m  

縄文86号土坑  

ーL：289．10m  

5  

縄文87号土坑  
縄文88号土坑  

；顎⊇：窟L：289‘40m  
下ミ丘三遠耳‾  

急  

L：289．50m  
‾L：288・70m ‾ ‾口＝元L：288■80m  

眉≡重訂  
縄文91号土坑   

縄文90号土坑  縄文93号土坑  縄文92号土坑  

、、！て1、  
一L：289．60m  

縄文95号土坑   

、・・・て1 二⑳一  
－L：289．70m  T・・ご  

縄文96号土坑  

＿L：287．90m  

腐りすぎ 1  

縄文100号土坑  

2m  

－■L：289．80m  L：289．60m  

－（・こ一二．．．ミ：；・‾  

縄文94号土坑  
縄文97号土坑  

縄文99号土坑  

第36図 縄文74～100号土坑  

古ノ   



▲ 
・  

L：288．90m  

290●10m頑「L：290■70m  

縄文105号土坑  
縄文102号土坑  

縄文104号土坑  二L：288・30m  

耳  

縄文101号土坑  
・－L：289．40m O  

ーL：286．60m   

▼炉「‾  

縄文110号土坑  

－－L  293．00m  
ーL：294．40m  

285．40m  －L：286．70m  

、声望才‾  

縄文111号土坑  
縄文107号土坑  縄文109号土坑  縄文106号土坑   

毎   ＿ 感  

－L：287．10m  
掘り司⊇式．【L：287■20m  

L：287．8。m  

縄文114号土坑  

画 
L：287■90m  

縄文112号土坑  
縄文115号土坑  

縄文113号土坑  

L：287．40m   

■コ㌧・ノ丁  

縄文116号土坑  

」 ′皐：288・10m  L：2臥40m  

－」JL＿ノ√  
縄文119号土坑  縄文120号土坑 縄文121号土坑  縄文118号土坑  

L：289．60m  

箇L  
縄文123号土坑  

‾L‥288●00m  

縄文117号土：坑  

ーL：288．60m   

縄文12Z号土坑  

縄文124号土：坑   

∵・－  

L：289．90m  
一＿＿  カタラン  L：289．10m   ＿．   カタ7ン  289．60m  

縄文125号土坑  縄文127号土坑  縄文126号土坑  
縄文128号土坑  

第37図 縄文101－107・109～128号土坑  

62  



い  －  

L：289．60m   

▼－篭∃三三「  

三  

縄文129号土坑  

L：289．10m  
ー 「コ∈≡＝巧   

縄文132号土坑  

L：299．10m  【 L：289．20m  

耳こ工二式  

縄文130号土坑  縄文131号土坑  

ごせ  

－L：288．90m  

＼  

L：288．3。。  
也二「  

「⊥±よ三√  

1二＿亡靖  

縄文138号土坑  

縄文133号土坑  

盲＝旺ユニ茄           2   

縄文136号土坑  

1ロ打 L：288●70m  

縄文134号土坑  

h一廟  

－－■■一J  

‾L：288．20m  

屯ヰ！二㌢  
空  ヱ  

縄文137号土坑  

L：287．70m  L：288．10m    ‾■  

ヰ  
縄文139号土坑  縄文141号土坑  

、‾f：・1  

ーL：287．70m  

、、こミ、・・も．「  
縄文142号土坑  

L：287．50m  

L：287．40m  

．丁．†∴∴ごこ－、√・．‥′     ユ   
縄文143号土：坑  

縄文146号土坑 縄文145号土坑  
一◎ノ   

縄文144号土坑  

軽玉打‾L：2汎80m  

縄文147号土坑  

＠ノ  

、、－こ、  

ほ．6。。 ‥軌3。m  

一L：287．50m  
縄文149号土坑  

砲一  

－   
」、主＝＝コーニ‾‾‾‾L：2汎50m  

縄文150号土坑  

巾  

ーL：287．60m ‾京王二三「        2  

－L：287．90m  

縄文154号土坑  
t  

縄文148号土坑  

第38図 縄文129～154号土坑  

房   



288，10m  －  －L：288．70m   L：290．40m  

L：288．90m  

縄文162号土坑  縄文156号土坑  縄文155号土坑  

昏  

－L：287，60m  Tモ≡町  

縄文158号土坑  

縄文157号土坑  

廟／  

L：287．60m 「四りすぎ  
縄文163号土坑  

ー1－287．40m  ・¶  FL：290・50m  

縄文161号土坑  
縄文160号土坑  

L：287．40m  
L：287．60m  

‾下コ⊂「   
l   

縄文159号土坑  

二由軒  

‾画‾L：287■30m  

縄文165号土坑  

縄文164号土．坑  

1  －L：287．40m   

縄文166号土坑  

r L：287．30m  

縄文167号土坑  

ニL：287．60m  

L：287．40m  L：287．50m  ‾一 

彗華  
縄文169号土坑   

ーL：287．70m   ‾ 

■ － ‥一  

縄文172号土坑   

」唱「L：298■70m  

287・60m  
縄文180号土坑  

縄文171号土坑  
l  

縄文170号土坑  

L：287．70m  －  L：288．00m  ・－  

縄文175号土坑   

・∴・  

縄文173号土坑  縄文177号土坑  

軒  
◎  

－L：2爵．40m 二好  

縄文181号土坑  
⊥  L‥287●50m  ‾せL：287・90m   

∵・－、   
1 －L：289・90m  

囁根   J  
L：289．90m  

縄文174号土坑  縄文176号土坑  縄文178号土坑  縄文179号土坑  

第39図 縄文155～181号土坑  

6才   



」  

ご一  
＿  一－L：288．40m   

∴：‾∴   

縄文185号土坑  

ぽ  
【L：283・70m  

で豆訂  

縄文191号土坑  

L：288．10m  

「一二・∴．＿：－：：  
コ  

縄文184号土坑   

一声≡婆丁一L＝Z87・60m   

縄文182号土坑  直≡藷一‾L  
l 

縄文183号土坑  

287．40m  

一◎ノ  

◎  

・－・ご  

L：291．00m  

縄文189号土坑  

由  

L：290．90m  

縄文186号土坑   

叶由  

L：292．40m  

L：290．90m  「 
縄文188号土坑  

「  

－L：292．10m  
縄文190号土坑  

「ニーJ「   
‾L：283・80m   

盲駐≡工河   

縄文192号土坑   

－  

－◎  

縄文187号土坑  

L：283．50m   

≡訂  塩二「   
L：283．90m  

3‾ －－－  

L：283．50m  
縄文197号土坑  縄文195号土坑  

‾1こ【ヨ‾      2   

縄文193号土坑  
縄文198号土坑  

・l  

「エア妄‾L：283・10m  

縄文200号土坑  

斗  

へ 由  

モ訂L‥283■20m  

L：283．7。m  

縄文199号土坑  
「こ二r 

L：283・50m  

縄文194号土坑  

れ皇  
三  

縄文196号土坑  

す  
二◎  

1   

声≦「 

縄文201号土坑  

‥－・． ・－  

画L‥283■40m  

縄文202号土坑  

－L：283．60m  

－L：283．50m  

l  

縄文205号土坑  
l ．＿ J  

縄文203号土坑   

一 

缶‾L  
縄文ZO7号土坑  

ーL：283．60m  

ーL：283・20m   
「＝＝⊂コ 

縄文208号土坑  

1  －L：283．60m  r≦空チ妄  

縄文204号土坑  

2m  

縄文206号土坑  

第40図 縄文182－208号土坑  

6ヲ   



一L：283．20m  

、1∈⊇≡有  

縄文212号土坑  

‾L批90m  

L：Z82．9。m 「モ＝粛  

縄文210号土坑  
‾1て匡⊆ヨ√ 

L‥283●00m   

縄文211号土坑  縄文209号土坑  

いニー  

上」282．70m  
L：282．80m  

掘りすぎ   L：281．70m  

「正迦賢一   

縄文216号土坑  

縄文214号土坑  ロー追  
縄文213号土坑  

針  縄文215号土坑  

ーL：282．10m  

L：282．30m 圃  
縄文220号土坑  

∽－L：282．00m  L：282．20m  

‾旬  
縄文219号土坑   

縄文218号土．坑  

縄文217号土坑  

ーL：282．60m  L：282．70m  ーL：282．90m  

・－1＝＝亘＝r   
L：282．20m  

縄文224号土坑  ローム  

縄文221号土坑  縄文222号土坑  縄文223号土坑  

L：283．20m  

元妄ケ‾L＝283●10m  

縄文225号土坑  

ーL：283．20m  
L：283．30m  

縄文229号土坑  

縄文226号土坑  縄文227号土坑 縄文228号土坑  

あ   二軒  
－◎  

L：283．00m  

L：282．80m  

ーL：283．20m  

‾‾L：283■00m  

－∈  

縄文231号土坑  

L＝283．10m 「工Z訂  縄文234号土坑  
縄文230号土坑  

且  縄文233号土坑  

縄文232号土坑  

「L：283．40m   

L：281．80m  L：283．30m   

L：282．90m  

縄文238号土坑  

縄文236号土坑  縄文237号土坑  

第41図 縄文209～238号土坑  

縄文235号土坑  

6す  



L：283．20m  L：283．10m  

‾丁．了l「   縄文243号土坑  

縄文239号土坑 縄文240号土坑  縄文241号土坑  縄文242号土坑  

－ －－  

－ L：282．80m  

エ  
ーL：283．00m  l  コ  

縄文247号土坑  
縄文246号土坑  L‥283－30m 縄文245号土坑  

1こ±二歩   
3  

縄文244号土坑  

L：282，70m  

1上荒   L：282．20m  

、－て．；二＋∴さ‾  
縄文250号土坑  

縄文251号土坑  縄文249号土坑  
＿‾L：282．50m 周りすぎ  

－、こ  
縄文248号土坑  

－L：282．90m  

－L：282．50m  「こ≡こ二：プ㌻  

縄文255号土坑  

－L：283．10m  

縄文256号土坑  
縄文253号土坑 縄文254号土坑  

L：282．50m  

、－！ごご：  
口【ム sp軽石ブロック   

縄文252号土坑  

－∈  

L：304．00m  
L：304．00m  

－、・∴∴÷  

縄文261号土坑  

－T．：283．40m  

F卜正コ＝プ宗「ム  

縄文259号土坑  
縄文262号土坑  

L：283．10m  

＼＼、・＿  
縄文257号土坑  

寓L：283■30m   

縄文264号土坑  

1 L：283．20m ∴．＿．・・   

縄文266号土坑  

1   1L：283．40m  

L：283・50m   畢再  

縄文263号土坑  

二‥－■・＼‾  

＿  

E ‾喝r‾   

縄文260号土坑  

L：283．30m  

てT：こご．．・こ了、、  
縄文258号土坑  

2m   
L：283．20m  

盲電工二二7‾‾  

縄文265号土：坑  

第42図 縄文239～266号土坑  

古7   



屈「L＝283●10m  

縄文267号土坑  
L：283．10m  

縄文269号土坑  －L：283．10m   

縄文271号土坑  縄文272号土坑 縄文273号土坑  

L：Z83．00m  －マ毒＝司「L：28＝Om 2  

縄文268号土坑  
甲  
縄文Z70号土坑  

十  L：283．20m  

‾歯L：283●20m   

縄文277号土坑  

画  
L：283．00m  

l⊆騙りすぎ  

縄文279号土坑  

二∈粁  
罰エア㌻L：283・30m  

縄文283号土坑  

縄文276号土坑  

二◎空  

⊥：283．00m  Y  
縄文278号土坑   

m  一済  
1   1 L：283．30m    軍司‾ ご  

縄文Z82号土坑  

義認  

縄文275号土坑  

L：283．3（）m  
L：283．10m  

縄文274号土坑  

1 ∴L：283・40  

轡  

縄文281号土坑  
‾ナ「モ墓石了√L：282・80m  

縄文280号土二坑  

針  
ー紆  

L：284．10m  L：284．20m  

2 ロー轡  
3   

L：284．10m  L：284．10m  

芯道元  

縄文284号土：坑   

‾皇  

縄文285号土坑  
縄文286号土仇  

縄文287号土坑  

－－  

L：284．ZOm  
・・・－L：282．90m  

「頂『  

縄文289号土．坑  

rL：28Z．90m  

L：281．90m  

1 耳王≡室芽‾   

縄文291号土．坑   

縄文288号土坑  

藤ア  
縄文290号土坑  

－L：Z82．20m  

L：282．40m  

縄文292号土坑  
L：282．40m   

‾L：282．10m  

縄文293号土坑  

縄文294号土坑   

第43図 縄文267～295号土坑  

縄文295号土坑  

（招  



＿l二＿l二  
l二l‾  

＿  L：282．80m  

‾1砺「   

縄文296号土坑  

∴ノニー  
ーL：283．10m  

一国頂りすぎ  

縄文300号土坑  

－L：282．80m  

縄文297号土坑  

縄文302号土坑  

ニーl■  

1 ず己さフー  

L：283．10m  L：282．60m     「ココ「  rL：283．90m  

m ・・・、－∴・：J′－   
、・亡二．ごノ   

望 ∴：∴・＿＿÷‥、T・  
縄文301号土坑  

2  

縄文299号土坑  

｛：ニ：・・・・   

二   

L：283．60  
縄文298号土坑  L：282．80m  

縄文306号土坑  

縄文307号土坑  

瑠  L：283．70m  L：283．80m  

二しこニー   うし1し’・丁さ  

縄文304号土坑  
L：284．10m  ー 

r  
L：282．50m  

－ ∴－  

縄文305号土坑  

l、  

縄文303号土坑   

一一由  

∈）  

縄文308号土坑  

L：282．60m  －  l  l L：282．60m   

「二＝肯  
－一山∫－  

縄文309号土坑  縄文310号土坑  L：283．60m  

丁さ．⊥．．「   
針  

l l＝1互±J   

L：283．70m  

縄文313号土坑   

一◎J  

ロ  
ユ   

¶ 縄文311号土坑 縄文312号土坑  

－一一It  

－ 二 ‾．．∴‾   
縄文316号土坑  

L：283．70m  

「訂   

－L：283．80m  
縄文314号土坑  

・∵  

L：283．80m  

芋ノ5す、ヰ ‾ゝ－  講  

縄文317号土坑  
L：283．90m  

縄文315号土坑  

L：283．80m  

縄文318号土坑  

′：－ト、  

l L：283．80m  

「玉≡二打‾  

縄文319号土坑  

l  

拝＝ぢ三声r  

縄文321号土坑  

ーL：283．50m  廿L：283’60m  

縄文320号土坑  

－1  

ーL：283．40m   

「⊂妄ア′‾‾ 1  

縄文322号土坑  

L：283．40m  － L：283，40m  L：283．50m ．－∴、   

縄文325号土坑  

「専正   
1＼、．，⊥∴平  

縄文323号土坑  縄文324号土坑  

第44図 縄文296～325号土坑  

の   



‾L：284．00m   

‾請…工：「  

縄文326号土坑  

‾L：284・00m   

縄文331号土坑  

・・ミ！－  

縄文328号土坑  

Lこ283，90m  

■恕浄  
縄文332号土坑  

▼L：284・40m  

▼rL：284・90m  

縄文335号土坑  縄文336号土坑  

L：284．50m  

L：284．20m  ローム  

プロッタ  
て症≡妄≡戸 
寧  

縄文333号土坑  
縄文334号土坑  

L：284．60m  ・・・・一  L：284．50m  一I∴2R4，80m  

音感iりすぎ  
富   

縄文338号土：坑  

「「扇ぎ  
L：2日4．帥m  

∴－ 、．：  嘔≡ 

縄文337号土坑  
縄文339号土坑  縄文340号土坑  

‥－、∵  
縄文344号土坑  

L：284．40m  L：284．70m r二二項一  

縄文341号土坑  

L：284・70m   画L‥284－80m  

坑  縄文343号土坑  

1 ‾下≡≡菟‾  

縄文342号土  

←可L‥2糾●10m  

縄文348号土坑  

－【L：284．40m  L：284．50m  衰芸訂‾L‥284－40m  

縄文345号土坑  

lニ  

－・二  

「「⊆∈露   

縄文346号土坑  
縄文347号土坑  

L：284．50m  

O  
声こ⊇「 

L：284●20m ‾  L‥284■20m  

縄文349号土坑   

縄文350号土坑  

「壷「L：284●20m  
一 1  ‾ ミ‾′‾－         2  

縄文351号土坑  縄文352号土坑  

第45図 縄文326～352号土坑   

7∂  



J357王＝、＠ノ  
・ニーl■÷  

＿＿  L：283．70m  

‾■腎＝T 2  

縄文353号土坑  

敵  

面  
l L：284．00m   

‾「こ≡≡ナ  
ま  

縄文358号土坑   

Ⅴ、⑳一  

個－  

二∴‾‥‾  
一L：283．80m ・t∴・一  

縄文354号土坑  

二∴  

簡L＝Z83●90m   

縄文359号土坑  

－ごご二   
J356土  

－L：283．90m   L：283．80m  

て工許  

縄文355号土坑   
縄文356・357号土坑  

ふ   

一囁ざ  
‾ ‾‾L：28川m   

芦≡エ＝キ   

縄文360号土坑  

馳 
ーL：284．20m   ＿．  

1  しこ丁  

縄文361号土坑  

ギ：－・‥－  

■－一   

下露‾■L：284●50m   

縄文365号土坑   

一∴  

ーL：284．50m  
L：284．90m  

L：285．60m  

－＼十   

縄文362号土：坑  

・∴・  

二lて‾J  

＿  確r L：285・10m  
ユ  

縄文366号土坑  

縄文363号土坑  
縄文364号土坑  

＝－L：285．00m   － －‡∴1・「  
ーL：284．90m  

‾て≡耳  
コ   

1空宣∃雷‾‾L‥284●90m  敵368号土坑  縄文369号土坑  

縄文367号土坑  

＿L：285．20m  、－ 

1 「．て・こ：－て   
】 貰≡≡葬        ■ま  

縄文372号土坑  

L：285．50m   
ーL：285．60m  

一L：285．50m  
縄文370号土坑  

こ′二Ill  

‾ 

匂   
縄文379号土坑  

T‾1－  

縄文373・374号土坑  
縄文371号土坑  

二謙  
L：285．50m   

‾て‾一‾‾一‾r l  

縄文377号土坑  

L：285．60m  L：285．40m  

「≡芦＝「  

穐文ユ75号土坑  

′‾予  

＿ニ  

－l一：封ほ 

綿文376号土坑  

ーL：285．60m  

縄文381号土坑  

2m  

－田  
‾ 

－車  

．叩Tll   
・・－L：g朋．・lロ¶  」 L：285．40m  

「、．L一√  

縄文378号土：坑  縄文380号土坑  

第46図 縄文353～381号土坑  

7J   



一◎ノ  

ーL：285．60m  

L：285．40m  285．60m    －  

護  
縄文382号土二坑  縄文384号土坑  縄文385号土坑  

縄文383号土坑   

一♂  
一  

車  
285．90m  L：Z85．80m  L：285．10m・・・・・・・・一  ・・・・－L：285．80m  285．00m 一   

曇  

縄文388号土坑  

◎→  

縄文386号土坑  縄文387号土坑  縄文389号土坑  縄文390号土坑  

すL：285■80m  

縄文393号土坑  

－■－  

285．90m  285．80m  

286．00m  
縄文394号土坑   

縄文392号土坑  

‘  

縄文391号土坑   

285．60m   －  －－1：283．70m  「軒L  
L：285．50m  縄文397号土坑  

サト（暗褐色土）  

縄文399号土坑  

・・完痘蜜  
L：286．00m  

縄文396号土：坑  

縄文395号土坑   
283．80m  

L：285．80m  
．
 
 

縄文400号土坑  AsSr■7ロック  

縄文398号土坑  

■一志軒L‥Z85・70m   

縄文401号土坑  

285．90m  

縄文402号土坑  

L：286．00m  」 L：286．00m  

縄文404号土坑  

い∴  
縄文403号土坑  

ーーL：286．00m  L：286．20m l玉正茄  

縄文406号土坑  
縄文405号土坑  

0  

－L：286．10m  

ーL：286，20m   

l  

縄文407号土二坑  

縄文408号土坑  

第47図 縄文382～408号土坑  

刀  



皐  

◎  
－；蚕室戸‾L：286・20m  

縄文409号土坑  

一 節  
－L：286．40m  

＝靡  
－L：286．30m  －・∴≡Lご一：  

縄文412号土坑  

二∴  二昏軒  
－L：286．50m  L：286．20m   

縄文411号土坑  

・・てt  

田一  
下≡訂‾■L‥286●50m  

縄文415号土坑  

縄文410号土坑  

ぜ  
－L：286．60m  L：286．50m  

縄文413号土坑  

二面要  

L：286．40m T笥  
縄文417号土坑  

縄文416号土坑   

こ  

二て  

縄文414号土坑   

一癖一一  

J420土  

L：286．30m  

頂玉露‾L胤30m  

縄文418号土二坑  

一  

L：286．50m  ローム 」  

プロツ野   掘りす麿確≦王⊇∈望撃「  
R  耳・1  

縄文419・420号土坑  
縄文421号土坑  

卜虚1  

L：287●00m  

；聖；㌻‾  

縄文425号土坑  

－L：286．70m   

バー⊥7  

縄文423号土坑  

一L：286．60m  

回‾L‥287■00m  

縄文424号土坑  
縄文422号土坑  

ーL：286．50m  

L：286．60m  ーl＿：286．70m  

‾二∴＿三一三  

縄文428号土坑  

こニー  

－L：286．90m  3  

縄文429号土坑  

電画     ■■■－■「■■一■  

ユ  L：286．60m  

縄文427号土坑  

8   

縄文426号土坑  

－一癖、  
（ニニニュ  

巧打  

L：286．60m   

縄文430号土坑  

1－－、  
二  

蘭‾L‥286－40m  

縄文431号土坑  

手－＝、  
石  

L：286．40m  －－L：286．60m   

盲⊆≡≡戸丁  

縄文434号土二坑  

一  

1屯「L‥286■70m  

縄文436号土坑  

縄文432号土坑   

－こ‾1  

－L：286．60m  

野‾  
縄文433号土坑  

l  

縄文435号土坑  

第48図 縄文409～436号土坑  

スヲ   



L：287．00m  －L：286．90m・・・・－  －L：286．90m －  ＿ニーL：286．90m  

盲ミニミュZ石  

縄文439号土坑  

縄文437号土坑  縄文438号土坑  縄文440・441号土坑  

L：287．00m  

【魁2   L：287．10m ・・・－   

「＝＝≡て 

縄文444号土．坑  

一L：287．10m  

縄文442号土坑  l  

縄文445・446号土：坑  縄文443号十坑  

ーL：287．00m  ー更訂‾L‥287■00m  

縄文448号土坑  

ーL：286．90m  一  L：287，10m  
りすぎ   縄文447号土坑  

l  

縄文450号土坑  

縄文449号土坑  

－L：287．20m  
－L：287．20m 茶室野   

縄文451号土坑  

－L：287．10m ・・一1二‾  

縄文454号土坑  

－◎  
ー    ーL：286．20m  ト「  

L：287．20m  

縄文452号土坑  

厨′ 縄文453号土坑  

撫   L：287・20m   

－L：287．30m  縄文459号土坑  L：287．20m  

縄文455・456号土坑  

・・一L：286．80m 、ご－一  

縄文461号土坑  

縄文457号土坑  縄文458号土坑  

L：286．20m  

‾寧守   

縄文460号土坑  

・二・・  

－  1 －L：286．60m  ‾「≦z弓‾  ‥ 一L：286．00m  

・∴  
縄文465号土坑   

縄文463号土坑  

縄文464号土：坑  P         字m  
縄文462号土坑  

第49図 縄文437～465号土坑  

．斗   



－◎単  

一 L：285■60m  

厚「  

縄文466号土坑  

二∴  

L：285．20m  

二節  
－L：285．30m  

k‖一β十七  

縄文469号土坑  

阜  

一団  

二団チ  

＿L：285．30m  さエ＝：「  

縄文468号土坑  

阜  

一一団  

－L：285．10m  

縄文467号土坑  

∴  
一二＿三  

L：285・30m   

下＝＝   てロ√L：285・70m  
「L‥285■40m  

掘りす甲望訂  

縄文472号土坑  

二◎単  

L：284．50m  

縄文473号土坑  
縄文471号土．坑  

縄文470号土坑  

ーL：284．10m  L：284．20m  

喧【1   

縄文474号土坑  縄文477号土坑   縄文475・476号土坑  

J481土  

㌃■‘＝284●70m ‾L胤30m         －・早…二〔  

蒔望≡  【 
J487土   忙  

3  

縄文479・480土坑  
縄文481・482号土坑  縄文486号土坑  

－L：284．40m  

M485土  
′J490土  

L：284．80m  

縄文487・488・489号土坑  

要 L：284・50m闇 
：t  

縄文484・485号土坑  

一二l・、一   
－〔丁・  

L：284．40m  

縄文490・491号土坑  

敏  
◎  

2  

縄文483号土坑  

1  

1二・∴こ－  

・・ミ・  

◎－  

－L：286．50m  ⊥＿－・い  

縄文496号土坑  

二  
ーL：286．40m  

L：286．30m  －L：286．20m  

悪才‾   L‥2弧30m  
‾でグJ  1ミ＝ニノ 2  

縄文494号土坑  縄文495号土坑  
縄文493号土坑  

ニニーl 

＿ 

縄文498号土坑  

縄文492号土坑  

ーー 

ニ 
＿        L：286．30m  し－J∴∵  

縄文497号土坑  

二0  
－L：285．90m  

‾、、ノー≡訂  
縄文499号土坑  

第50図 縄文466～499号土坑  

7タ   



■L：286．80m  ーーL：286．90m ‥∴・．さ－・  

縄文504号土坑  

－L：285．90m  一 

句現‾   
－L：286．60m  

縄文500号土坑  縄文502・503号土坑  
縄文501号土坑   

やノ  

L：286．90m  L：286．20m  

1 ‾；毎三抗‾  

縄文508号土坑  

掘りす詞正宗  
モ   

L：286．90m  ．・rL：286．80m  

「て互ココ丁  

縄文506号土坑  
縄文505号土坑  

縄文507号土坑  

1 L：286．10m  

l・・ご 

縄文512号土坑  

L：285．90m  
L：285．90m  

ーL：285．90m 「ココ苗■  
縄文511号土坑  

縄文510号土坑  

縄文509号土坑  

－L：286．10m  

lモ：＝亭『‾  

縄文514号土坑  縄文517号土坑  縄文513号土坑  
縄文515・516号土坑  

阜   

L：286．80m  

－  L：286．40m  

－L：284．80m   
＼し⊥。．．．r∴＿rl 

2  

縄文519号土坑  
縄文520号土坑 ∴・  

縄文521号土坑  

L：286．90TTl  L：285．70m L  L：286，60m  

∴ 一ニ  
ーJ二  

L：286．50m  一－  －L：286．20m  －  

了司‾ 
‾‾‾〉〉‾〉‾■‾  

「巨万  

縄文522号土坑  縄文523号土坑  縄文524号土坑  縄文525号土坑  縄文526号土坑  

∴  ． －  ニ、 ‾・  

L：285．80m  

ず王＝← 
L：285・50m 下＝町  

－－一  

－   
－  

一＿  
・・・－－    L：285．20m  L：285．40m  

い・こ  縄文531号土坑  

2m  

ー  L：285・40m  ∫門〈  

「＝⊆；石  縄文527号土坑   縄文528号土坑  

縄文529号土坑  

第51図 縄文500～531号土坑  

7首  



一  

で妄「‾L：即時」相和  

縄文533号土坑  

二軒  
丁琶≡茄‾L：284・80m  

縄文537号土坑  

二面㌢  
L：Z85．00m   ニー．●・   

縄文540号土坑  

：十  

一房ロ√L：285・60m  

縄文氾4号土坑  

‾   

一二・   

－「弓ヨ丁－1∴加・伽  

縄文538号土坑  

ふ   

－■⑳⊥   

一挺才一】L：284・20m  

縄文541号土坑  

・・∴  

一こ‾  

・∴  

－L：285．80m  「正方‾  

縄文532号土坑  

二‥二一  

昭‾L：284・80m  

縄文536号土坑  

－  

－L：285．00m て；∴一・‾‾  

縄文539号土坑  

L：285．10m  

】  

縄文535号土坑  

L：284．00m  

詩  

縄文542号土坑  

′．凧 ふ  

感  】丘∃  

1＿」「‾L：283・80m  

縄文543号土坑  

－L：289．20m  一L：286．80m  

ノ‾‾ ‾＼，  

－L：284．00m  J「   
縄文544号土坑  

」．・、  

ゴ  

縄文545号土坑  
縄文546号土坑  

廓  －・L：289．10m  

L：289．30m  

■■一一■                                      ‾■ヽ                               ヽ＿  

縄文548号土坑  L：289．00m  

縄文549号土坑  5  

縄文547号土坑  

甫  
邸  
【・・  

L：286・20m  

巾丁  

縄文554号土坑  

－L：287．20m  －L：285．60m   国「  

縄文553号土坑  
縄文551号土坑  

ーL：287．30m  

縄文550号土坑  

第52図 縄文532～551・553・554号土坑   

77   



縄文土坑土層説明  
縄文16号土坑  
1．暗黄褐色土ローム粒・As－Srやや密に含み、炭化物を疎に含む。   

2．黄褐色土 日一ム粒・As－Srを密に含む。しまり強い。  
縄文17号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．黄褐色土 ローム粒・ローム7“ロックを多く含む。  

縄文18号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・As－Srを多く含み、炭化物を疎に含む。  
縄文19号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

縄文1号土坑  
1．暗褐色土  

縄文2号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文3号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗茶褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗茶褐色土   

5．茶褐色土   

縄文4号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒を含む。  
ローム粒・浅間一白糸軽石（以下、As－Sr）を含む。   

ローム粒・炭化物を疎に、浅間一大窪沢第1軽石（以下、  
As－OPl）をやや密に含む。  
ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。粘性あり。  
ローム粒・炭化物を疎に含む。粘性強い。  
ローム粒やや密に含む。  
ローム粒やや密に含む。しまり強くがチがチで、粘性あ  
り。  

仲m前後のAs‾OPlをやや密に、炭化物を疎  
。  

2．黄褐色土  

縄文20号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土   

3．暗茶褐色土   

4．暗茶褐色土  

縄文21号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文22号土坑  
1．茶褐色土  

縄文23号土坑  
1．暗茶褐色土  

ローム粒をやや密に、AsTSrをやや疎に含む。   

トム粒やや密に、As－Sr・炭化物・As－OPlを疎に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  
ローム粒・As－Srに含む。   

ローム粒をやや密に、As－Sr・炭化物やや疎に含む。  
ローム粒を密に、As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

ローム粒をやや疎に、As－Srをやや密に含む。   

ローム粒・As－OPlをやや密に含む。  

土・ 
紬。   

4．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Sr・As－OPlをやや疎に含む。  
縄文5号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に、As－OPlをやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－OPl・ロームブロックを含む。   
3．茶褐色土 口一ム粒疎に、AsTSr・As－OPlをやや密に含む。  
縄文6号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・炭化物をやや疎に、As－OPlを多く含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－OPl・炭化物を疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－OPl・ロームブロックを多く含む。  
縄文7号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・炭化物・焼土粒を疎に、白色粒やや密に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を1より多く含み、焼土粒を含まない。   
3．黒褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含む。   
4．茶褐色土 ローム粒・As－OPlを疎に含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含み、炭化物を含む。   
6．茶褐色土 ローム粒を密に含む。   
7．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を多く含む。しまり強い。  
縄文8号土坑  

1．茶褐色土 ロームを主体とし、As－Sr・炭化物を疎に含む。  
縄文9号土坑  

1．黄褐色土 ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
4．茶褐色土 ロpム粒・As－Srを疎に含む。  
縄文10号土坑  

1．暗茶褐色土ロLム粒・As－Srやや密に、炭化物・As－OPlを疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srl炭化物・As－OPlを疎に含み、粘性あり。   
3．茶褐色土 ローム粒をやや疎に、As－Srを密に含む。   
4．黄褐色土 ローム粒・AsTSrを密に含む。  
縄文11号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlを密に、炭化物を疎に含む。  
やや粘性あり。   

2．暗茶褐色土ローム粒・AsLSr・AsTOPlを1よりやや多く含む。   
3．黄褐色土 ローム粒・As－Srを多く含む。  
縄文12号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック・As－Srを含む。   
3．茶褐色土 ローム粒をやや疎に、ロームブロック・As－Srを多く含む。  
縄文13号土坑  

1．茶褐色土 多量のローム土中に暗褐色土粒をやや密に、炭化物・  
As－Sr・As－OPlを疎に含む。しまりあり。   

2．黄褐色土 多量のローム土中に炭化物をやや密に、As－Srも含む。  
As－OPlは疎に含む。しまりあり。  

縄文14号土坑  

1・暗茶褐色土ローム粒を多量に含み、¢1～2m皿のAs－OPlをやや疎  
に、As－Srを疎に含み、しまりあり。  

縄文15号土坑  

1．暗褐色土 ロuム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物をやや疎に  
含む。   

2．暗褐色土1に近似するが、ローム粒・AR－Sr・As一口Plの混入少ない。   
3．暗茶褐色土1・2に比べて混入物が極めて少ない。  

縄文24号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に炭化物を疎に含む。   

2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを多量に含む。  

縄文25号土坑  
1．暗茶褐色土ロ，ム粒・As－Sr・As－OPlやや密に、炭化物を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・As－Srを1より多く含む。  
縄文26号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物  

を疎に含む。   
2．暗褐色土1に比べて炭化物を多く含み、しまり・粘性あり。   
3．暗茶褐色土1・2に比べローム粒・As－Srを多く含み、しまり・粘性共  

に弓釦1。  

縄文27号土坑  
1．暗褐色土 ロpム粒・As－Srを含み、As－OPl・炭化物を疎に含む∪   
2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文28号土坑  
1．暗茶褐色土ロLム粒pAs－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  

む。   
2．茶褐色土 As－Srを密に、ローム粒・As－OPlをやや密に、炭化物を1  

より多く含み、粘性あり。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを含む。  

縄文29号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土   

3．暗茶褐色土   

4．黄褐色土  

縄文30号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文31号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文32号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文33号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．茶褐色土  

縄文34号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に含む。  
ロームフ、、ロック。  

ローム粒・As－Sr・As－OPlを含み、しまり強い。  

ローム粒を密に、炭化物を数点含む。   

ローム粒・As－OPlをやや密、炭化物・As－Srを疎に含む。  
ローム粒・ロームブロックを多量に含む。   

ローム粒・AsーSr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  
む。  
1よりローム粒・As－Sr・As－OPlを多く含み．しまり強い。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒をやや密に、As－Sr・炭化物・As－OPlを疎に含  
む。  
1よりローム粒を密に含む。  

ローム粒・ロームブロックを多く含む。   

ローム粒As－OPlをやや密に、炭化物をやや疎に含む。  
1よりローム粒をやや多く含み、As－Srを含む。  

ローム粒を含む。  
ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

ローム粒・As－OPlをやや密に、ロームフ“ロック・炭化物を疎に   
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縄文48号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPlを含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。  
縄文49号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物をやや疎に含む。   
2．黒褐色土 ローム粒・ロームフやロックを多量に含む。   
3．黒褐色土1と近似するが、As－Srを多量に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・炭化物を含む。   

含む。   
2．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
3．暗黄褐色土ローム粒・As－Srを含む。  

縄文35号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・AsrSr・As－OPlをやや疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．黄褐色土 ローム粒・As－Srのフヾロック。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。  
縄文36号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物もやや多く  

含む。   

ローム粒を疎に含む。   

ローム粒をやや密に、As－OPl・炭化物をやや多く含む。  
1に近似するが、炭化物を含まない。  
ローム粒・AsTSrを多量に、As－OPl・炭化物を疎に含む。  
ローム粒を密に、炭化物を疎に含む。しまりあり。  
ローム粒▲As－Srを含む。   

ロpム粒・As，Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物ポッポッ含  

む。  
ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強い。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  
ローム粒・As－Sr・ロームブロックを含む。  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  

む。  
混入物は1と同じだが、しまり強く、がチがチ。  
ローム粒・AsTSr・As－OPlを含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－OPlをやや疎に、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒・As－Srを多く含む。   

ローム粒・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒を密に、As－Sr・As－OPlをやや疎に含む。  

As－Srを多量に含む。   

ロpム粒・As－Sr・As－OPl多量に、炭化物を疎に含む。  
1よりローム粒・As－Sr・As－OPl少なく、炭化物が多い。し  

まり強い。  
土   
ローム粒・As－Sr・As－OPlを多く含む。  

5．暗褐色土  

縄文50号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．茶褐色土   

4．黄褐色土   

5．茶褐色土  

縄文51号土坑  
1．暗褐色土  

2．黒褐色土   

3．茶褐色土   

4．黒褐色土   

5．黄褐色土  

縄文52号土坑  
1．黒褐色土  

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．茶褐色土  

縄文53号土坑  
1，暗褐色土   

2，黄褐色土  

縄文54号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文55号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文56号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土  

3．暗茶褐色   

4．茶褐色土  

1よりもAs－Sr・As－OPlが少ない。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを密に含む。  

ローム粒・As－Srを1より多く含み、しまり・粘性も強い。   

ローム粒やや疎に、AsTSr・AsrOPlをやや密に、炭化物を  
疎に含む。  
1に比べて、ローム粒が少ない。  

ローム粒・As－Srを多く含む。  

2．暗褐色土  

縄文37号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文38号土坑  
1，暗褐色土  

2．黒褐色土   

3．黄褐色土  

縄文39号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－OPlを疎に含む。   

2．黄褐色土 ロ，ム粒やや疎に、As－Srを密に含む。  
縄文40号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－OPlをやや疎に、As－Srを密に含む。  
縄文41号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－OPlやや密に、As－Srを疎に含む。   
2．暗褐色土 口一ム粒・As－OPl・As－Srブロックをやや密に、炭化物を疎  

に含む。  
縄文42号土坑  
1．暗褐色土 ロpム粒・As－Srをやや疎に、炭化物・As－OPlを疎に含  

む。   
2．噌茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

3．暗茶褐色土1・2よりロpム粒・As－Srを多く含み、しまりあり。   
4．茶褐色土 As－Srを多量に含む。  
縄文43号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、As－OPlをやや疎に、炭化物を数  

点含む。   
2．暗茶褐色土As－Srを1より多く含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを2より多く含み、赤色スコリアを多く含  

む。   
4．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

5．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・小口ームブロックを含み、しまりと粘性強  

い。   
6．暗茶褐色土ローム粒・小口ームフ小口ックを多く含む。   

7．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含む。  

縄文44号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒を疎に、ロームブロックを含む。   

縄文57号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  

む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含み、しまり強い。   
3．暗茶褐色土ローム粒・As－OPl・As」YPフ中ロックを含む。   

4．黄褐色土 ローム粒を密に、As－Srを疎に含む。   

5．黄褐色土 ローム粒を疎に、As－Srを密に含む。  
縄文58号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．黒褐色土 ローム粒・As－OPl・ロームフ、’ロックを含む。   

3．暗褐色土 ローム粒をト2より多く含み、しまり強い。   
4．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に含み、しまりは1－3より弱い。  
縄文59号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、As－Sr・As－OPlをやや密に含む。   
2．茶褐色土1に比べてロuム粒・As－Sr・As－OPlを密に含み、しまり  

強い。   
3，暗茶褐色土1・2に比べてローム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文60号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．暗褐色土 口一ム粒・As－Srを1より多く含み、1よりしまりあり。   
3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

4．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・小口ーム7サロック・炭化物を疎に含む。   

5．茶褐色土 ロームブロックやや密に含む。  

縄文61号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を含まず、粘性もつ。しまり弱い。   
3．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物・ロームブロック  

7ク   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  
む。しまりあり。  
ローム粒をやや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。しまり  
強く粘性あり。  
ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。しまり強  
い。   

ローム粒・ローげロック・As－Sr・炭化物を含む。  

As－Srを多量に含む。   

ローム7サロック・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を含む。   

2．黒褐色土  

3，暗褐色土  

4．茶褐色土   

縄文45号土坑  
1．黒褐色土   

2．黄褐色土  

縄文46号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

3．暗茶褐色土ロpム粒・ローげロック・As－Srを含む。   

4．茶褐色土 ローム粒をやや疎に、As－Srを多量に含む。   
5．黄褐色土 ローム粒を密に、As－Srをやや疎に含む。  
縄文47号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物・As－OPlを疎に含  

む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含み、粘性強い。   

3．暗褐色土 ローム粒やや疎に、As－Srをフナロック状に含み、しまり・粘  

性強い。  



を疎に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強い。   

5．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

6．暗褐色土 口一ム粒・As－Srをやや疎に含む。  
縄文62号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土1よりローム粒・As－Srを疎に、炭化物は含まない。   
3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に、炭化物をポッポッ含む   

4．黄褐色土 As－Srを多量に含み、炭化物を疎に含む。  
縄文63号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、小口ームフ小口ック・炭化物を疎に  

含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

3．暗褐色土1に近似するが、混入物少なく、しまり強くがチがチ。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・As－Srを多量に含む。  

縄文64号土坑  
1．黒褐色土 トム粒・As－Srを密に、As－OPlやや疎に、炭化物を疎に  

含む。   
2．暗褐色土1に近似するが混入物少なく、粘性もつ。   
3．暗褐色土1・2より含有物少なく、しまり強い。  
縄文65号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlを含み、炭化物を疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

3．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  
む。   

4．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、As－Srをやや密に含み、しまり強  
い。   

5，暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや疎に含み、粘性あり。  

縄文66号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密、As－OPlやや疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文67号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、小口ーげロックを多く含む。   

2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文68号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srをやや疎に、ロpムブロックを数点含む。   

3．茶褐色土 口一ム粒・ロームブロックを多く含み、As－Sr・As－OPlを疎に含  

む。   
4．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックが大半で、As－Srもやや密に含む。  

縄文69号土坑  

8．黄褐色土 口一ム粒・As－Srを多く含む。  

縄文74号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含み、炭化物をポッポッ含む。  

縄文75号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密、AsTOPl・炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをポッポッ含み、赤色スコリアの含有多い。   

4．暗褐色土 ローム粒疎に含む。しまりなし。  
縄文76号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒LAs－Srをやや密に含む。   

2．黄褐色土 ローム粒－As－Srをやや密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含み、炭化物をポッポッ含む。  

縄文77号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物・AsTOPlを疎に含  

む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密、炭化物・ローげロックを含む。   

3．崎茶褐色土ローム粒を密に、As－Srをやや頗に含む。   

4．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文78号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に、炭化物ポッポッ含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As，Sr・As－OPlを疎に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含み、しまり強い。  
縄文79号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを密に、As－OPl・炭化物を威に含む。   
2．暗茶褐色土1に近似するが、炭化物を含まない。   
3．暗茶褐色土ローム粒やや密に含む。  

縄文80号土坑  
1．暗茶褐色土ロpム粒・As－Sr多く含み、炭化物・As－OPlを疎に含む。   
2．暗褐色土1に近似するが、混入物少ない。   
3．茶褐色土   

縄文81号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文82号土坑  
1．暗褐色土  

2．茶褐色土  

縄文83号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．茶褐色土  

縄文84号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文85号土坑  
1．黒褐色土  

2．黒褐色土  

3．暗褐色土   

4．暗茶褐色土  

縄文86号土坑  
1．暗褐色土  

縄文87号土坑  
1．黒褐色土  

1・2に近似するが、混入物少なく、しまり強く力やチが  
チ。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As，OPlをやや疎に、炭化物ポッポッ含  

む。  
ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強くがチがチ。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、炭化物ポッポッ含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物ポッポッ含む。  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒やや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物・As－OPlを疎に含  
む。  
ローム粒・As－Srを密に、As－OPl・炭化物を疎に含む。し  
まり強い。  
ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、炭化物ポッポッ含む。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。   

1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．黄褐色土   

5．黄褐色土  

縄文70号土坑  
1．暗褐色土  

2．黄褐色土   

縄文71号土坑  
1．暗褐色土  

縄文72号土坑  
1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．茶褐色土   

5．黄褐色土  

縄文73号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．黒褐色土  

4．黒褐色土   

5．暗褐色土   

6．茶褐色土  

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒やや疎に、As－Srを密に、炭化物を疎に含む。  

2に近似するが、As－Sr少ない。  
ローム粒・As－Srを多く含む。  

As－Srを密に含む。   

ローム粒一口pムブロックを疎、As－Srやや密に、炭化物を疎に  

含む。  
ローム粒・ロームブロックを密に、As－Sr・暗褐色土をやや疎に  

含む。   

ローム粒・As－OPlを含む。   

ローム粒・AsTSr・As－OPlを含む。  

ローム粒・As－Sr・ロームフやロックを含み、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを含み、ロームプいロックを多く含む。  

ローム粒・AsTSrを多く含む。  

ローム粒を疎、As－Srを多く含む。   

ローム粒・AsqSr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
1に近似し、粘性もつ。  

1に近似するが、As－Sr・炭化物が大きく、しまり強  
い。  

ローム粒・As－Srを含む。  

ローム粒－As－Srを多く含む。  

5にローム・As－Srフ小口ックを含む。  

2．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

3．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
4．暗褐色土 口一ム粒・As－Srを疎に含み、しまりに欠ける。   

5．暗茶褐色土トム粒をやや疎に、AsTSrをやや密に含む。  
縄文88号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒を1・2より密に含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒を密に含む。  

縄文89号土坑  
1．暗褐色土 ロLム粒・As－Srをやや密に含み、炭化物を疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文90号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．黒褐色土1に近似するが、混入物やや密で、粘性もつ。   7．暗茶褐色土6に近似するが、As－Sr少ない  
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7．黒褐色土 4に近似するが、4よりしまり・粘性強く、炭化物をや  
や多く含む。   

8．暗褐色土 ローム粒・ロームフナロックをやや多く含み、しまり強い。  

縄文105号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 口一ム粒・As－OPlを含む。   

3．黒褐色土1にローム・As－Srフ小口ックを含み、粘性・しまり強い。   

4．暗褐色土 ローム粒を他に比べて多く含む。  
縄文106号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・AsTOPlをやや密に含む。   
2．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に含み、炭化物を疎に  

含む。   
3．暗褐色土 ローム粒をやや密に含む。   

4．黒褐色土 ローム粒・AsTSr・As－OPlをやや密に含み、粘性あり。   
5．暗茶褐色土ローム粒を密に、As－Srを含む。しまりあり。   

6．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文107号土坑  

3，茶褐色土  

縄文91号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文92号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土   

4．茶褐色土  

縄文93号土坑  
1．黒褐色土  

ローム粒を密に、As一Srやや密に含む。   

ローム粒・As－Srやや密に、As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物・As－OPlを疎に含  
む。  
ロpム粒・As－Srを密に、AsqOPl・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒やや密に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に含み、粘性もつ。  
縄文94号土坑  
1．黒褐色土 口一ム粒・As－Sr・As－OPlやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．茶褐色土 口一ム粒・As－Srを密に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文95号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや疎に、As－OPlやや密に、炭化物を疎  

に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。   

3．黄褐色土 ローム粒を密に、As－Sr疎に含む。  

縄文96号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

1．暗褐色土  

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．暗褐色土  

縄文108号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土  

4．暗茶褐色土   

5．暗褐色土  

縄文109号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

2にロームブロックを多く含む。しまり・粘性強い。  
ロームブロック・ローム粒を多く含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、ロームフやロックを多く含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  

ローム粒・As－Srやや密に、As－OPl・炭化物やや疎に含  
む。  
ローム粒やや密に、As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをポッポッ含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  

3．茶褐色土  

縄文97号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文98号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．黄褐色土  

縄文99号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文100号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Srをやや密、As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、ローム7やロックを含む。  

ローム粒を密に含む。  
ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As，Srを疎に含み、しまり・粘性強い。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒。As－Srを疎に、ロームブロック・炭化物を含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、ロームブロックを多く含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒やや密に、As－OPl・炭化物を疎に含み、しまり  

4．暗茶褐色土ローム粒やや密に、As－Sr・As，OPlやや疎に含む。しまり  
強い。  

5．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや疎に含む。しまり強い。   

6．茶褐色土  

縄文110号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文111号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文112号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文113号土坑  
1．暗褐色土   

2．噌茶褐色土   

3．茶褐色土  

縄文114号土坑  
1，黒褐色土  

ローム粒やや密に含み、As－Srを疎に含む。しまり強い。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、炭化物を含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Srを含み、炭化物を疎に含む。  

ロpム粒・As－Srを疎に含み、しまり強い。   

ローム粒・As－Srを含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を密に、As－Sr疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  
む。   

強く、粘性もつ。   
3．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや密に含み、しまり強い。  
縄文101号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含み、粘性あり。   

2．暗茶褐色土ローム粒を多く含み、As－Sr・As－OPlを疎に含む。粘性・  
しまりあり。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Sr・As－OPlをやや多く含む。粘性・  
しまりあり。   

4．茶褐色土 ローム粒をやや多く含み、AsrSr・As－OPlを含む。  
縄文102号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土1よりローム粒を密に含み、しまり強い。   

3．茶褐色土 2に近似するが、暗褐色土を含まない。  
縄文103号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。   
2．茶褐色土 口一ム粒・ロームブロックを多く含み、粘性・しまりあり。   

3．茶褐色土 2に近似するが、粘性ない。  
縄文104号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－OPlを疎に含む。   

2．暗褐色土1よりローム粒多く含み、ブロック状に固い。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を＋Dッ＊Dッ含  

む。   
4．黒褐色土 口一ム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に含み、粘性・しまり  

あり。   
5．黒褐色土 ロLム粒・As－Sr・ロームブロックを含む。   

6．暗褐色土 5に近似するが、ローム・As－Srフやロックを含まず、ローム粒を  

含む。  

2．黒褐色土1に近似するが、しまり強くがチがチ。  
縄文115号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密、As－OPl・炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土1に近似するが、ローム粒・As－Sr少ない。   

3．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。   

4．暗褐色土   

5．暗褐色土  

縄文116号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文117号土坑  
1．黒褐色土  

2．黄褐色土  

縄文118号土坑  
1．暗褐色土  

縄文119号土坑  
1．暗褐色土  

1より混入物少なく、しまり・粘性強い。  
ローム粒・As－Srを含むが、ややしまりに欠ける。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を含む。  

ローム粒・As－Srを多く含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr∵炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  
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縄文122号土坑  
1．黒褐色土 ロLム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。  
縄文123号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文124号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを1より密で、しまり強くがチがチ。   

3．暗褐色土 ローム粒を密に、As－Srを疎に含み、しまり弱い。   
4．黄褐色土 As－Srを密に含む。  
縄文125号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As，Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土1に近似するが、炭化物を含まない。   
3．暗褐色土 黒褐色土に近い。2に近似するが、粘性が強い。   
4．茶褐色土 ロム粒やや疎に含む。  
縄文126号土坑  

2．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含み、しまり強い。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや疎に含み、しまり弱い。   

5．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、ロームフ一口ックを含む。  

縄文138号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。  

縄文139号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As，Srをやや密に、炭化物・As－OPlを疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含み、しまりに欠ける。   

3．黄褐色土 ローム粒・ロームフ小口ック含む。   

4．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含み、粘性・しまり強い。  
縄文140号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sl－を密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含み、やや粘性あり。  
縄文141号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、ロームプいロック・炭化物を疎に含  

む。   
2．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含み、しまり強くがチがチ。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含む。  

縄文142号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・ロームブロックを疎に含む。   

2．暗茶褐色土日一ム粒を疎に含む。   

3．暗茶褐色土日一ム粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。  

縄文143号土坑  
1一暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒やや密に、As－Sr・ロームブロックを疎に含む。   

3．茶褐色土 口一ム粒をやや密に含み、しまり強い。   
4．黄褐色土 ローム粒密に含み、しまり強い。  
縄文144号土坑  
1，暗褐色土 ローム粒をやや密に、As－Srを疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   

3．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

4．暗褐色土 ローム粒をやや疎に含み、しまりに欠ける。   
5．黒褐色土 ローム粒1As－Srl小口ームブロックをやや密に、炭化物を疎に  

含む。   
6．暗褐色土 ロuム粒・As－Srを疎に含む。   

7．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまりに欠ける。  
縄文145号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。  
縄文146号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・AsTSrをやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、しまりかなり強  

い。   

3．暗褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文147号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含み、しまり  

あり。   
3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Srを疎に含む。   

1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．茶褐色土   

4．暗茶褐色土  

縄文127号土坑  
1．茶褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．黄褐色土  

縄文128号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文129号土坑  
1．暗褐色土  

2．茶褐色土  

縄文130号土坑  
1．黒褐色土  

2．暗褐色土   

縄文131号土坑  
1．黒褐色土  

2．黒褐色土  

3．黒褐色土   

4．暗褐色土  

縄文132号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒をやや密に、As－Srを疎に含む。  

ローム粒を疎に含む。   

ロ・ム粒を密に含む。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  

ローム粒を密に、As－Sr疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、As－OPlやや密に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に、ロームブロック・炭化物を疎に含む。  

As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－SrlAs－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

む。  
ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含み、ややしま  
りに欠ける。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に、ロームブロックを数  

点含む。  
ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含み、しまり  

あり。  
ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまりにやや欠ける。  

ローム粒・As－Srを一部に含み、しまり強く、粘性もつ。   

ローム粒やや密に、ロームブロックを疎に含む。   
2．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srをやや疎に、ロームブロックを含む。  

縄文133号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒を1に比べてやや密に、炭化物を疎に含む。   
3．暗褐色土   

4．茶褐色土  

縄文134号土坑  
1．暗褐色土  

2．茶褐色土  

縄文135号土坑  
1．暗褐色土  

縄文136号土坑  
1．黒褐色土  

2．黒褐色土  

3．暗褐色土   

4．茶褐色土  

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒やや密、As－Sr・AsTOPlやや疎に、炭化物を疎に  

含む。  
ローム粒やや密、AsqSr・As－OPlを疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含み、  
しまりあり。  
ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、ロームフ小口ックを含み、しま  

り強い。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒をやや密に含む。  

4．茶褐色土  

縄文148号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土  

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文149号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文150号土坑  
1．暗褐色土  

縄文151号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色⊥   

4．黒褐色土  

ローム粒を密に、As－Srを疎に含む。   

ロLム粒・AsTSr・As－OPlをやや疎、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをやや密に含み、炭化物・As－OPlを疎に  
含む。しまり強い。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒をやや密に含み、しまりやや弱い。   

ローム粒・AsTSr・As－OPlをやや疎、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を密、AsTSrLAs－OPlを疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  

1よりも混入物少なく、しまり強い。  
ローム粒・As－SI・を密に含む。  

ローム粒・As－Srを含み、同フやロックを多く含み、粘性もつ。   

縄文137号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As，Srをやや疎に、炭化物・As－OPlを疎に含  

む。  

＆2  



2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr多く含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強くがチがチ。  

縄文170号土坑  
1．暗褐色土 ロpム粒・AsTSrを疎に、炭化物やや密に含む。   
2，暗茶褐色土1に近似するが、明るい。   
3．暗褐色土 ローム粒やや疎、As－Sr多く含み、炭化物を疎に含む。   
4．茶褐色土 ローム粒やや密に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒密に含み、粘性あり。   

6．黄褐色土 ローム粒・As－Srを多く含む。  

縄文171号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物をやや密に含み、しまり・粘性  
あり。   

縄文152号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。  
縄文153号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、ロームブロック・As－Srブロックを含  

み、しまり・粘性強い。   
3．暗褐色土 ロpム粒・As－Srを疎に含み、しまり弱い。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  
縄文154号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・小口ーげロックを疎に含む。  
縄文155号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・AsLSr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   
2．黒褐色土 ローム粒・AsLSrをやや疎に含み、しまり・粘性強い。   
3．暗茶褐色土ローム粒疎に含み、しまり弱い。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強くがチがチ。   
5．暗褐色土 ローム粒をポッポッ含む。  

縄文156号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや密に、As－OPl・炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   
3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強い。  
縄文157号土坑  

1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に、白色粒をやや密に含  
む。   

3．黒褐色土   

縄文172号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文173号土坑  
1．黒褐色土  

2．暗褐色土  

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文174号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文175号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土  

縄文176号土坑  
1．暗褐色土   

縄文177号土坑  
1．暗茶褐色土   

2．茶褐色土  

3．暗褐色土  

ローム粒・As－Srをやや密（2より多い）に含み、しまり・  
粘性強い。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、炭化物を数点含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、炭化物を疎に含  
む。  
ロpム粒・As－Sr・As－OPlを密に、炭化物を疎に含み、粘  
性・しまり共にかなり強い。  
ローム粒を疎に含む。  
ローム粒密に含み、炭化物を数点含む。   

ローム粒・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒を密に、As－Srも多く含む。   

ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含み、しまり強い。  

ローム粒やや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、ロームブロック含み、炭化物を数点含  

む。   

ローム粒・As－Sr疎に含む。  

ローム粒・As一Sr密に、As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含  

む，  
ローム粒・ロームフーロック含む。   

ロ，ム粒・As－Srをやや密に、t］Hムブロック含む。  

ロLム粒・As－Srをやや密に含み、しまり・粘性強い。  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒をやや密に、As－Sr・As－OPlを疎に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・ロームブロック含む。しまりやや弱い。  
土   
ローム粒・As－Sr・ロームフやロックを含む。  

ロームブロック・As－Srを多量に含む。  

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．茶褐色土  

縄文158号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文159号土坑  
1．茶褐色土   

2．暗茶褐色   

3．暗褐色土   

4．黄褐色土  

縄文160号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒やや密に、As－Sr・As－OPlを疎に含む   
2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

1に近似するが、ローム粒・As－Srの混入多く、しまり・粘  

性強い。  
ローム粒を密に含み、AsTOPl・As－Srを疎に含む。   

ロLム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含み、小口ーム  

ブロック数点含む。  
ローム粒・小口ーム7小口ックを含む。  

ローム粒・小口ームブロックを多量に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

1に近似しているが、しまり強い。   

ローム粒・As－Sr軽石・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含  
む。しまりやや強く、粘性あり。   

ロpム粒・As－Sr軽石・ロームフサロックを多く含む。   

ローム7ヾロック・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－OPlを疎に含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、粘性もつ。  

ローム粒・同ブロックをやや多く含む。   

ローム粒・AsTSr・炭化物疎に含む。  

ロLム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物ポッポッ含む。  

3．暗褐色土  

4．暗褐色土  

縄文161号土坑  
1．黒褐色土  

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文162号土坑  
1，黒褐色土   

2．黒褐色土  

縄文163号土坑  
1．暗褐色土   

縄文164号土坑  
1．暗褐色土  

縄文165号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文166号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文167号土坑  
1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．茶褐色土  

縄文168号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．茶褐色土  

縄文169号土坑  
1．暗褐色土  

4．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックを密に含む。   

5．暗褐色土 ローム粒・ローム7小口ック・As－Srを疎に含む。   

6．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。   
7．暗褐色土 口一ム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含み、粘性強い  
縄文178号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2，暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含み、しまり強い。  
縄文179号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒やや疎に含む。   

2．噌茶褐色土ローム粒やや疎に、ロームブロックを含む。  

縄文180号土坑  
ロームブロック・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。  

土  

ローム粒・As－Sr・炭化物やや疎に含み、しまり強い。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

栗色土とロームブロックの泥土。   

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Sr・炭化物を1より少なく含む。  

ローム粒rAs－Sr含み、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Srやや疎、炭化物・As－OPlを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に含む。  
ローム粒・ロームブロックを多く含む。   

ロームブロック・AsrSrやや疎、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を疎に、As－Sr密に含む。  

＆う   

1．暗褐色土   

2．暗茶褐色  

縄文181号土坑  
1．黒褐色土  

縄文182号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．黄褐色土  

縄文183号土坑  
1．黒色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．暗褐色土  

縄文184号土坑  
1．黒褐色土   

2，黒褐色土   

3．茶褐色土  

縄文185号土坑  
1．茶褐色土   

2．橙褐色土   



縄文186号土坑  
1．黒褐色土  

2．黒褐色土  

縄文187号土坑  
1．男褐色土   

縄文188号土坑  
1．男色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．黒褐色土  

縄文189号土坑  
1．暗褐色土  

4．黄褐色土  

縄文206号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土   

縄文207号土坑  
1．黒色土   

2．黒色土  

縄文208号土坑  
1．黒褐色土   

縄文209号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土   

3．暗褐色土   

4．黄褐色土  

縄文210号土坑  
1．黒褐色土   

2．黄褐色土  

縄文211号土坑  
1．暗褐色土  

ロLム粒・As－Srを多く含む。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srやや密に、ロームプやロックを含む。  

ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含み、粘性強  
い。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、炭化物・灰色岩粒やや疎に含  
む。   

ローム粒1As－Sr・As－OPlを疎に含む。  
ロームフ小口ック。  

1に近似するが、黒色土ブロックを含む。  

黒色土とロームフいロックの混土。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を多く含む。   

ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎、炭化物やや密に含み、しまり強  

い。  
ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に、しまり強い。   

ローム粒・As－Sr・小口ームフやロックややi味、炭化物を疎に含  

む。   

ローム粒・As－Sr・AsqOPlを疎に、炭化物ポッポッ含む。  

ローム粒・As，Srやや密に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に、ロームブロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPlやや密に含み、しまり強い。  
縄文190号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr疎に含む。   

3．茶褐色土   

4．暗茶褐色土  

縄文191号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土   

3．黄褐色土  

縄文192号土坑  
1．黒褐色土   

2．茶褐色土  

縄文193号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文194号土坑  
1．暗褐色土  

縄文195号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文196号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  

縄文197号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文198号土坑  
1．黒褐色土   

2．黄褐色土  

縄文199号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土  

縄文200号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文201号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文202号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

縄文203号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文204号土坑  
1．暗褐色土   

2．噌茶褐色土  

縄文205号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

βイ  

ローム粒・ローム7小口ックやや密に含む。  

ローム粒・As－Sr密に含む。   

黒色土とロームブロックの漏土を含む。  
1に比べて黒色土少ない。  
ローム粒・ロームブロック多く含む。   

ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・炭化物を含む。  
ローム粒を多量に、AsqSrを疎に含む。   

ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや密に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒を多量に含む。  
1に近似、ローム粒・As－Sr少ない。しまり強い。  

3に近似するが、炭化物を含まない。   

ロpム粒・As－Sr・As－OPl・灰色岩粒やや疎、炭化物を疎  
に含む。  
1に近似するが、ロームブロック含み、炭化物を含まない。   

ローム粒を疎に、炭化物ポッポッ含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・ロームブロックを含み、炭化物を疎に含む。  
ロームブロックを含む。   

ロームブロック・As－Sr・灰色岩粒やや疎に含む。  

1に近似するが、炭化物含み、しまり・粘性強い。   

ロpム粒・As－Srやや疎、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に、炭化物疎に含み、粘性強い。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Sr・ロpムブロックを密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎、炭化物を疎に含む。  
ローム粒やや密に含む。  

1に近似するが、ローム粒・As－Srを多く含み、しまり・粘  

性強い。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒やや密に含み、炭化物は含まない。   

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒・ロームフ一口ックを含む。   

ローム粒・As－Sr・炭化物疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含む。  

2に近似するが、ローム粒を多く含む。  

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srやや密に含む。  

縄文212号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文213号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文214号土坑  
1．暗褐色土  

縄文215号土坑  
1．黒褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文216号土坑  
1．帽褐色土   

2．茶褐色土   

3．茶褐色土  

縄文217号土坑  
1．茶褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

縄文218号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文219号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文220号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文221号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや密に、ロpムブロック・As－OPlを含む。   

ローム粒やや疎に、炭化物・As－OPlポッポッ含む。  

ローム粒やや密に含み、粘性強い。   

ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、炭化物ポッポッ含む。  

ローム粒やや密に、As－Sr・炭化物ポッポッ含む。  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒やや疎に含む。  
ローム粒やや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srやや疎に、ロームプヾロックを含む。   

ローム粒・灰色岩粒やや疎に、ロームブロックを含む。  
ローム粒・As－Srやや疎に含み、しまり∵粘性強い。  

ローム粒を疎に含み、しまり・粘性強い。   

ロpム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒やや密に含む∪   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含み、しまり強  
い。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを密に含み、しまり強い。  
縄文222号土坑  
1．暗茶褐色土茶褐色土と黒色土の混土。   
2．黒色土   

縄文223号土坑  
1．暗褐色土   

2．噌茶褐色土  

縄文224号土坑  
1．茶褐色土  

縄文225号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含み、しまり強くがチが  

チ。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや密に、ロームフ一口ックを含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に含み、炭化物を疎に含  
む。  

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srやや密に含む。  
3．暗褐色土 口一ムフヾロックを多く含む。   



縄文244号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土1に比べて、しまり弱い。   

縄文226号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物やや密に含む。   

2．茶褐色土 As－Srがブロック状に混入。  

縄文227号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文228号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含む。  

縄文229号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－OPl・炭化物含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。  

ローム粒・ロームブロックを多く含み、しまり強い。  
ローム粒・ロームブロックを多く含み、しまり弱い。   

ローム粒・灰色岩粒やや疎に、炭化物をポッポッ含む。  
ローム粒・As－OPl・ロームフヾロックやや疎に、炭化物を疎に含  

む。しまり・粘性強い。  
ローム粒・ロームブロックを多く含み、しまり・粘性強い。   

ローム粒・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・ロームプヾロックを多く含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを密に、ロームブロック・炭化物をポッ  

ポッ含む。  
1に比べて混入物少なく、しまり・粘性強い。  
ロームフ小口ックを多く含む。   

ローム粒・AsqOPlやや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。  
ロームブロック・As－Srブロックを多く含む。   

ローム粒・As－OPlやや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－OPl・As－Srやや密に、しまり強い。  

ローム粒・ロームブロック多く含み、しまり強い。   

ローム粒・As－OPlやや疎、炭化物を疎に含む。  

ローム粒やや密に、茶褐色土ブロックを含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr。灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

1に茶褐色土フ小口ックを含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  

ロpム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、粘性あり。  

ローム粒を密に、ロームブロックを含み、粘性あり。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
しまり・粘性強く、ローム粒・AsrSrやや密に、炭化物を  
ポッポッ含む。  
ローム粒やや密に、As－Srを疎に、ローげロックを含む。   

3．茶褐色土   

4．黄褐色土  

縄文245号土坑  
1．暗褐色土   

2．黒褐色土  

3．茶褐色土  

縄文246号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文247号土坑  
1．暗褐色土  

2．黒褐色土   

3．黄褐色土  

縄文248号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文249号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

縄文250号土坑  
1．黒色土   

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文251号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．黒褐色土   

5．暗褐色土  

縄文252号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  

3．暗褐色土  

ローム粒・As－Srを密に含む。  

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に含み、炭化物を疎に  

含む。   

ローム粒・As－Sr・AsTOPlやや疎に含み、炭化物を疎に含  

む。  
1に近似するが、As－OPlを含まず、しまり強くがチが  

チ。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlやや疎に含み、炭化物を疎に含  
む。   

ロLム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を数点含  
む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含み、炭化物をポッポッ含  

む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含み、炭化物を疎  
に含む。  
ロpム粒・As－Srをやや密に含み、ロpげロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に含み、炭化物をポッポッ  

3．黄褐色土   

4．暗褐色土   

縄文230号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

縄文231号土坑  
1．暗褐色土   

縄文232号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文233号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  

縄文234号土坑  
1．黒褐色土  

2．茶褐色土  

縄文235号土坑  
1．黒褐色土  

含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

4．黄褐色土 ローム粒を多量に含む。   

5．暗茶褐色土口一ム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。  

縄文236号土坑  
1．茶褐色土 ロームフ小口ックを多量に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含む。   

4．暗茶褐色土3に近似するが、ローム粒を密に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

縄文253号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に、茶褐色土ブロックを含み  
しまりやや弱い。   

3．暗茶褐色土2に近似するが、しまりあり。   

1■：  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。   

ローム粒を疎に含む。  
ロpム粒・As－Srをやや密に、ローム7サロックを含む。  

ローム粒を疎に、茶褐色土ブロックを含む。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srやや密に、ローム7ヾロックを含む。  

ローム粒を多量に含む。  

3．黒褐色土  

縄文237号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

縄文238号土坑  
1．黒色土   

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

ローム粒を密に、ロームブロックを含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、炭化物を数点含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Srをやや密に、As－OPl・ローム粒を疎に含み、  

しまり強い。  
暗褐色土とロームブロックの混土。しまり強い。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含み、しまり強  
い。  

4．茶褐色土  

縄文254号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文255号土坑  
1．暗褐色土  

2．黄褐色土  

縄文256号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文239号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  

縄文240号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ロpム粒・As－Srやや密に、ローげロックを多く含む。  

縄文241号土坑  
1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．暗茶褐色土   

4．暗茶褐色土  

縄文242号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文243号土坑  
1．黒褐色土   

2．黄褐色土  

ロームブロック・As－Srをやや疎に、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒やや密に、ローム7ヾロック・As－OPlを含む。  

ローム粒やや疎に、茶褐色土ブロックを含む。   

ローム粒pAsーSrやや疎に、炭化物やや密に含む。  

ローム粒・As－Sr・炭化物をやや密に含む。   

ローム粒・As－OPl・炭化物を疎に含む。  

ロームブロックを多く含む。  

縄文257号土坑  
1．暗茶褐色土As－Sr・灰色岩粒を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、ロームブロックを含む   

ローム粒を密に含む。   

ローム粒やや疎に、As－Sr・灰色岩粒やや密に、炭化物を  
疎に含む。  
ローム粒をやや密に、ロームブロックを含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒を密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物疎に含む。  

β5   

3．黄褐色土  

縄文258号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文259号土坑  
1．暗褐色土  



縄文260号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・AsTSr・灰色岩粒を疎に、炭化物を数点含む。   
2．暗褐色土1に近似するが、しまり強い。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Sr・炭化物を疎に含み、しまり  
強い。  

縄文278号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文279号土坑  
1．暗褐色土   

縄文280号土坑  
1．暗褐色土   

縄文281号土坑  
1．暗褐色土  

2．茶褐色土  

縄文282号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3，黄褐色土  

縄文283号土坑  
1．暗褐色土   

乙暗茶褐色土  
縄文284号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文285号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

縄文286号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・灰色岩粒やや密に、As－Srを疎に含む。  

掘りすぎ。   

ローム粒・AsqSrをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。   

ローム粒をやや密に、灰色岩粒・As－Sr・炭化物を疎に含  

む。   

ローム粒をやや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  

む。  
ローム粒・ロームブロックを多く含む。   

ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含む。  
トム粒・灰色岩粒をやや密に含み、しまり強い。  
トム粒・トムブロックを多く含む。   

ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒やや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒一灰色岩粒やや密に、小口一ムブロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。  
ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、ロームプヾロック・炭化物を  

数点含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒一炭化物を疎に含む。   

4．暗褐色土   

縄文261号土坑  
1．黒褐色土   

2．茶褐色土  

縄文262号土坑  
1．黒褐色土  

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土  

縄文263号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文264号土坑  
1．暗褐色土  

縄文265号土坑  
1．暗褐色土  

2に近似するが、ローム粒・As－Srやや密に含み、しまり・  

粘性強い。   

ローム粒・As－Sr・白色粒やや疎に、炭化物を疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に、t］Nムブロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  
ローム粒・As－Sr・小口ームブロックを多く含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に含む。  

掘りすぎ。   

ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

ローム粒やや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。  

2．暗茶褐色土トム粒やや密に含み、しまり強くがチがチ。  
縄文266号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文267号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  

縄文268号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文269号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文270号土坑  
1．暗褐色土   

縄文271号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

ローム粒やや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒やや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒を疎に、炭化物を数点含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒を疎に含み、As－Srをポッポッ含む。  

ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒をやや密に、炭化物・As－Srをポッポッ  

含む。   

ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・灰色岩粒やや密に、As－Sr・炭化物を疎に含  
む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをポッポッ含む。   

3．噌茶褐色土ローム粍やや常に含み、ロームブロックをポげツ含み、炭化物  

を疎に含む。  
縄文287号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含み、灰色岩粒・炭化物を疎  

に含む。   
2．暗褐色十 ローム粍・As－Srを疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒をやや密に、灰色岩粒を疎に含む。  
縄文288号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文289号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－OPlを疎に含み、しまりに欠ける。   
2．暗褐色土 ローム粒を疎に含み、しまりに欠ける。   
3．暗褐色土 ロqム粒As－Srを疎に含み、しまり強い。   
4．暗茶褐色土ローム粒を疎に、茶褐色土フ’、ロックを含み、しまり強い。  

縄文290号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、粘性あり。   

2．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒疎に含む。   

3．茶褐色土 小口ームフ小口ックと暗褐色土ブロックのつき固め。   

4．茶褐色土 ローム粒と小トムブロックを含み、しまり強い。  

縄文291号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒を含む。   
乙暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックを含む。   
3，黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文292号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・小口ームブロックを含む。  

縄文293号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・ロームフ中ロックを多量に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒をやや密に、炭化物・灰色岩粒を疎に、ロームフナロッ  

クを含む。   
3．暗褐色土 2に近似するが、ロームブロックを含まない。  

縄文294号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・小口一ムブロック・As－Srを含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

3．暗茶褐色土1に近似するが黒味強い。炭化物を疎に含む。   
4．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒を密に含む。  

縄文272号土坑  
1．暗褐色土  

縄文273号土坑  
1．茶褐色土   

2．黒褐色土  

3．暗茶褐色土  

縄文274号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  

ローム粒をやや疎に、炭化物・ロームフ“ロックを疎に含む。   

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に含み、炭化物を疎  
に含む。  
ローム粒をやや疎に含む。   

ローム粒を密に、As－Sr・炭化物を疎に、As－OPl・ロームブロッ  

クを含む。  
ローム粒やや密に、As－Sr・炭化物を疎に含み、しまり・  
粘性強い。  

縄文275号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・AsTSrやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文276号土坑  
1．黒褐色土  

2．暗褐色土  

3．暗褐色土   

4．茶褐色土   

5．茶褐色土  

縄文277号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に含み、炭化物をポッポッ  

含む。  
ローム粒をやや密に、AsqSr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒をやや密に、ロームブロックを含む。  
ロpムフやロック・As－Srプサロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  
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3．黄褐色土  

縄文313号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

縄文314号土坑  
1．噌褐色土   

2．黄褐色土  

縄文315号土坑  
1．茶褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．茶褐色土  

5．暗褐色土   

縄文316号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

3．茶褐色土   

4．噌茶褐色土  

縄文317号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗茶褐色土   

3．暗褐色土  

縄文318号土坑  
1．黒褐色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．茶褐色土  

ロpム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、As－OPl・炭化物をやや疎に含  

む。  
ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒・炭化物をやや疎に、灰色岩粒やや密に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

ローム粒を疎に、灰色岩粒・炭化物をやや密に含む。  
ローム粒・炭化物を疎に含み、粘性強い。  
ローム粒イトムブロックをやや密に、As－Sr・炭化物を疎に含  

む。  
ローム粒・ロームプヾロック・As－Srを疎に、灰色岩粒をやや密に  

含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒・As－Srをやや密に．炭化物を疎に含む。  

ローム粒を密に、As－Sr・灰色岩粒をやや密に含む。  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒やや密に、炭化物ポッ  
ポッ含む。  
ローム粒・As－Srをやや疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや密に、しまり強い。   

ローム粒・灰色岩粒やや疎に、炭化物をポッポッ含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  

ローム粒をやや密に、粘性あり。  
ローム粒をやや密に含む。  

縄文295号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む 
。  2．茶褐色土 ロpム粒・As－Sr・白色粒を疎に含む。   
3．暗褐色土 ロpム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   
4．黒褐色土 ローム粒・As－Srやや密に、小口ームフヾロックを含み、しまり   

粘性強い。  
ローム粒を密に含む。   

土   
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

ローム粒をやや密に、As－Srを疎に含む。   

ローム粒を疎に含む。  
小口ームフ小口ックを含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  
ローム粒・ロームブロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
1に近似するが色合い弱く、しまりにも欠ける  
ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒を密に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。  

ローム粒を疎に、しまり弱い。  

5．黄褐色土  

縄文296号土坑  
1．暗茶褐色   

2．黄褐色土  

縄文297号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文298号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土  

縄文299号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

縄文300号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文301号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．黄褐色土   

5．暗褐色土   

6．暗褐色土  

縄文302号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒－As－Srを疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含む。   

6．黒褐色土 口一ム粒・SP軽石を疎に含み、しまり・粘性強い。  
縄文303号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・灰色岩粒を含む。  

縄文304号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文305号土坑  

縄文319号土坑  
1．暗茶褐色土口一ム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。   

2．噌茶褐色土ローム粒・As－Sr∵灰色岩粒をやや密に、炭化物を疎に含  
む。  

縄文320号土坑  
1，暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや密に、ロームプ小口ック・炭化物  

を疎に含む。  
縄文321号土坑  
1．黄褐色土 口一ム粒をやや密に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、灰色岩粒やや密に、炭化物をポッ  
ポッ含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒やや密に、炭化物をポッポッ含む。  
縄文322号土坑  
1．噌茶褐色土ローム粒・ロームフヾロックを多く含む。  

縄文323号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒一炭化物やや密に含  

む。   

■＿  
1．茶褐色土 ローム粒－As－Sr・灰色岩粒・黒色土フヾロックをやや疎に含  

む。  
乙茶褐色土1に近似するが、黒色土ブロックを含まない。  
3．茶褐色土 2に比べて、混入物少ない。  
4．茶褐色土 2に近似するが、小口ーげロック・黒色土プいロックを含む。  

縄文306号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・小口ームフヾロック・As－Srを含む。  

縄文307号土坑  
1．茶褐色土 口一ム粒・As－YPをやや疎に、灰色岩粒をやや密に、炭  

化物をポッポッ含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－YPをやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   

3．暗褐色土 ローム粒をやや疎に含む。  
縄文308号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・AsJYPをやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．暗褐色土 ローム粒をやや密に、As－Srを含む。  
縄文309号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや疎に、ローげロックを含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。  

縄文310号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－YPをやや疎に、炭化物を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に、As－Srを含む。  

縄文311号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文312号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に、As－OPlをや  

や密に含む。   
2．暗褐色土 口一ム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。  

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文324号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文325号土坑  
1．暗茶褐色土  

ローム粒をやや密に含む。  
1に近似するが、1よりローム粒多く、しまり強い。  

ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒1AsqSr・灰色岩粒を含み、炭化物を疎に含む  
ローム粒・茶褐色土ブロックを含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒を疎に、灰色岩粒やや密に含む。  
2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を含む。   

ローム粒やや密に含む。   

ローム粒・As－Srやや密に、灰色岩粒やや疎に含む。  

土  

土   
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや密に、炭化物を疎に含  

む。  
ローム粒・ロームブロックを多く含む。  
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3．茶褐色土  

縄文326号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色  

縄文327号土坑  
1．暗茶褐色   

2．茶褐色土  

縄文328号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土  



3．暗褐色土 ローム粒・As－Srは1より少なく、炭化物を含む。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含む。   

5．黄褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文329号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
縄文330号土坑  
1．暗茶褐色土口一ム粒をやや疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。  

縄文331号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含む。  

縄文332号土坑  
1．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

4．暗褐色土 ロム粒・As－Srを密に含む。   

5．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。  

縄文333号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含み、灰色岩粒やや疎に、炭化物をポ  

ッポッ含む。   

2．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srを多く含む。   

3．暗茶褐色土口一ム粒・ローム7やロック・AsrSrを含む。  

縄文334号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に、ロームフいロックを含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を含む。   

4．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・As－Srを含む。  

縄文335号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒をやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  

む。   
3．黄褐色土 ロームソナuックを多く含む。  

縄文336号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・ロームフ“ロックを疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒を含み、しまり強い。  
縄文337号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文338号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒やや密に、炭化物を疎  

に含む。   
2．暗褐色土1よりもローム粒・As－Srを多く含む。   
3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文339号土坑  
1，暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。  

縄文340号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

とんど含まない。しまり強い。  
縄文346号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr∵灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  

縄文347号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・小口ームフナロックを疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒をやや疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を疎に含む。  

縄文348号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒■ロームブロックを含む。  

縄文349号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。  

縄文350号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   

3．茶褐色土 口一ム粒を密に含む。  

縄文351号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、灰色岩粒を疎に含む。  
縄文352号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・小口ームフ小口ックを疎に、灰色岩粒をやや密に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  

縄文353号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・小口ーム7ヾロックを含み、灰色岩粒を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を含み、灰色岩粒を疎に含む。  
縄文354号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に、灰色岩粒を含み、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ロームブロック・As－OPlを含み、ローム粒を疎に含む。  

縄文355号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．黄褐色土  

縄文356号土坑  
1．暗褐色土  

縄文357号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土  

縄文358号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物をホ∩ッホ∩ッ含む。  

ローム粒を多量に含む。   

ローム粒・As－OPlやや密に、炭化物を含む。   

ローム粒をやや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。  

ロpム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、粘性・しまり強い。   

ローム粒・ロームフ小口ック・灰色岩粒を含み、炭化物を疎に含  
む。   

2．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックを疎に含み、しまり強い。  

縄文359号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・炭化物を疎に、灰色岩粒やや密に含む   
2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を含み、炭化物を疎に含む。   

3．黄褐色土  

縄文360号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文361号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文362号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土  

縄文363号土坑  
1．黒褐色土  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒・炭化物を疎に、灰色岩粒を含む。  
ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に、ロームフヾロックを含み、しまり強い。   

ロpム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Srを疎に含む。  

ローム粒・As－Sr密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・AsTSrをポッポッ含む。   

ローム粒・As，Sr・As－OPlをやや疎に、炭化物を疎に含  

3．黄褐色土  

縄文341号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文342号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文343号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒を密に含む。   

ローム粒をやや疎に含む。  
ローム粒を含む。   

ローム粒・As－Srを疎に含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや疎に、炭化物を疎に合  
む。   

乙暗茶褐色土口一ム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

縄文344号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srが1より極端に少ない。   

3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文345号土坑  
1，黒褐色土 ローム粒－As－Sr・炭化物をやや疎に、灰色岩粒をやや密  

に含む。   
2．黒褐色土 ローム粒を疎に含む。   

3．黒褐色土1に比べて、ローム粒・As－Srを多く含み、灰色岩粒をほ  

ββ  

む。   
2．暗褐色土 口一ム粒をやや密に、炭化物を疎に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを1よりやや密に、炭化物を疎に含む   
4．暗褐色土 ローム粒を密に、ロームプヾロック・As－Srプいロックを含む。   

5．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文364号土坑  
1．暗茶褐色土ロム粒を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒をやや密、ロームフナロックを含む。   

3．茶褐色土 ロームブロックを多く含む。   



縄文383号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒やや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。   

3．暗褐色土 ローム粒をやや密に、小口ームフ小口ックを含み、しまり強い。   
4．暗茶褐色土ローム粒を密に、As－Sr・炭化物を疎に含む。  

縄文384号土坑  
1．暗褐色土 トム粒・As－Sr・灰色岩粒を含み、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

3．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

縄文385号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   

縄文365号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・白色粒を疎、炭化物をポッポッ含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・AsLSrを含み、ロームブロックを含む。  

縄文366号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含む。  

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文367号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．茶褐色土  

縄文368号土坑  
1．暗茶褐色土   

2．茶褐色土  

縄文369号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文370号土坑  
1．崎茶褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Srを疎、灰色岩粒・炭化物をポッポッ含む。  
ローム粒を疎、茶褐色土7ヾロックを含む。  
ロ，ム粒・AsTSrを密、灰色岩粒・炭化物をポッポッ含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・トムフ“ロックを多く含む。   

ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  
ローム粒やや密に含む。  
As－Srを密、ローム粒を含む。   

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。しまり強い。  
ローム粒を密に、ロームブロックを含む。しまり強くがチがチ。  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物をポッポッ含み、しま  

り強くがチがチ。  
ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒を密に、ロームブロックを含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を含む。  
ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をポッポッ含む。   

ローム粒・ロームフ小口ックを含む。  
ローム粒・ロームブロックを含み、しまり強い。  

乙黒褐色土  

3．茶褐色土   

4．茶褐色土  

縄文386号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土  

縄文387号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文388号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含み、しまり強い。   

4．黄褐色土 トム粒・ロームブロックを多量に含む。  

縄文389号土坑  

縄文371号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒やや密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎、炭化物をポッポッ含む  

しまり強い。   
4．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。  

1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。  
2．暗褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物を  

ポッポッ含む。  

3．暗褐色土 ローム粒を密に、灰色岩粒・As－Srを疎に含む。  
縄文390号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  

2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Sr」元色岩粒をやや疎に、炭化  
物を殊に含む。  

4．暗茶褐色土ローム粒を密に、ロームフいロックを含む。  

5．暗茶褐色土ローム粒を密に、As－Srを疎に含む。  

疎  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、炭化物をやや多く含む。  

縄文372号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土  

縄文373号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文374号土坑  
1．暗褐色土   

2．茶褐色土   

3．暗褐色土  

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に含む。  

ローム粒をやや密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒・灰色岩粒を疎に、As－Srをポッポッ含む。  

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。  
ローム粒やや密に、炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を  

む。   
4．茶褐色土 砂粒（？）を多く含む。   

5．茶褐色土 ロpム粒・As－Srを疎に含み、しまり強くがチがチ。   

6．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文375号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

3．暗茶褐色土口一ム粒・ローム7小口ック・炭化物を疎に含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、炭化物を疎に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・ロpムフヾロックを含む。   

6．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文392号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒・炭化物を1より多く含む。   

3．茶褐色土 ローム粒をやや密に、ロームフやロックを含む。   

4．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。  

縄文393号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

2．茶褐色土 ロームブロックを多く含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文394号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多量に含む。  

縄文395号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

3．暗褐色土 ロuム粒・AsLSr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含  
む。   

4．暗茶褐色土口一ム粒・As－Sr∵灰色岩粒をやや密に、炭化物を疎に含  
む。   

5．暗茶褐色土ローム粒を密に含む。  

縄文396号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックを含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。  

β夕   

占  
土  

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをやや疎に含む。   

ローム粒・As－Srを疎に、ロームブロックを含む。   

ローム粒・As－Srやや密に含む。  

ローム粒を疎に含み、しまり強い。  
土  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。  

As－Srを疎、ローム粒を密に含む。   

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む  

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒を密に含む。  

2．暗茶褐色  

縄文376号土坑  
1．茶褐色土   

2．暗褐色土  

縄文377号土坑  
1．暗褐色土  

縄文378号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色  

縄文379号土坑  
1．茶褐色土   

2．黄褐色土  

縄文380号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文381号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含  
む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  
み、しまり弓削1。  



3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文397号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・ロームフいロック含む。  

縄文398号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・ロームフいロックを多量に含む。   

2．噌茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒をやや疎に、炭化  
物をポッポッ含む。   

4．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。  

縄文399号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含む。   

2．明茶褐色土ローム粒をやや密に、ロームブロック・As－Srを含む。  

縄文400号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・AsJYPを疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含み、しまり強い。   

4．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文401号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒やや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土トム粒を密に含む。  
縄文402号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－YPをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に  
含む。   

4．暗茶褐色土ローム粒・As－YPやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   

5．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。   

6．暗褐色土 3に近似するが、混入物少なく、しまり強い。  
縄文403号土坑  
1．暗褐色土 トム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。   

4．黄褐色土 ローム粒・ロームプヾロックを多量に含み、しまり強い。  

縄文404号土坑  
1．暗褐色土 ロpム粍－As－Srをやや密に、炭化物をポッポッ含む∩   
2．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックを密に含む。  

縄文405号土坑  
1．黒褐色土 ロLム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

3．暗褐色土1よりローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、また炭化  
物も含む。  

縄文406号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に含み、しまり強い。  
縄文407号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を含む。   

3．茶褐色土 2に近似するがしまり強く、炭化物を含まない。   
4．茶褐色土 ローム粒をやや密に含み、しまり強くがチカやチ。  

縄文408号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒を疎に含む。   

2．黒褐色土 ロpム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
3．茶褐色土1と近似するが炭化物を含む。   

2．暗茶褐色土口一ム粒をやや密に、炭化物をポッポッ含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、ロームブロックを含む。   

4．黄褐色土 ロームプやロックを多量に含む。  

縄文411号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に、ロームプヾロック・灰色岩粒を含み、炭化物を  

疎に含む。  
縄文412号土坑  
1．噌茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   

3．茶褐色土 トム粒をやや密に、灰色岩粒を疎に含む。  
縄文413号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、灰色岩粒を疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－Srを密に含む。   

4．茶褐色土 ロームフナロックを密に含む。  

縄文414号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物を  

ポッポッ含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

3．暗茶褐色土1よりローム粒・As－Srを多く含む。   

4．黄褐色土 日一ム粒を密に、炭化物を疎に含む。   

5．茶褐色土 3よりAs－Srを疎に含む。  
縄文415号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をホ0ッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、AsqSrを疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文416号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒－As－Srを疎に含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、炭化物をポッポッ  
含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を密に含む。  

縄文417号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。  
縄文418号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、炭化物を疎に含  

む。   
2．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

縄文419号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含み、灰色岩粒やや疎に．炭化物をポ  

ッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・AsTSrを疎に含む。  
縄文420号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒をやや密に、炭化物を  

ポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－Srを疎に含む。   

4．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文421号土坑  
1．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srを疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒・As，Sr・ロームフ“ロックを含み、炭化物をポッポッ含  

む。   
4．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文422号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に、灰色岩粒をやや密に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含み、炭化物を疎に含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒を密に含む。  

縄文423号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒疎に含む。   

2．噌茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物をポッポッ含む。   
3．黄褐色土 ローム粒・ロームフやロックを密に含む。  

縄文424号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As，Sr・灰色岩粒をやや疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に、As－Srを疎に、灰色岩粒をポッポッ含む。   

4．暗褐色土  

5．茶褐色土   

6．暗褐色土   

7．暗茶褐色土  

縄文409号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

縄文410号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒・As－Srを密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒を疎に含む。  
ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒を密に、炭化物を疎に含む。   

ローム粒・As－Srをやや疎に、灰色岩粒を疎に、炭化物を  
ポッポッ含む。  

ウり  



縄文438号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・茶褐色土ブロック・炭化物を疎に含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・炭化物を疎に、As－OPlをやや密に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。   

4．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。  
縄文439号土坑  
1．噌茶褐色土ローム粒・灰色岩粒をやや疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文440号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土1より子昆人物少ない。   
3．暗褐色土 ローム粒・ロームフ、’ロックを多く含む。   

4．茶褐色土 ローム粒・ロームフ小口ックを密に、As－Srを疎に含む。  

縄文441号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒As－Srを疎に含む。   

2．暗褐色土 口一ム粒－As－Sr・灰色岩粒を含み、炭化物を疎に含む。   
3．暗褐色土 As－Srを密に含む。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・ロームブロック・As－Sr7ヾロックをやや密に、炭  

化物をポッポッ含む。  

縄文442号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土1より炭化物を密に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  

む。  
縄文443号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、As－Srブロックを含む。   
4．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

縄文444号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  

む。   
2．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文445号土坑  
1．茶褐色土 ロLム粒・As－Srをやや密に、As－OPlを含む。   
2．明茶褐色土ローム粒を含む。  

縄文446号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・As－OPlをやや密に、しまり強い。  
縄文447号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に含む。   
2．噌茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   

3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文448号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As－OPl・炭化物を疎に含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密、As－Srを疎に含む。  

縄文449号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・炭化物を疎に、灰色岩粒をやや密に含む。   
2．暗黄褐色土ローム粒・ロームフ、’ロックを多量に含む。   

3．暗褐色土1に近似するが、灰色岩粒少なく、炭化物が多い。   
4．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   

5．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に、ローげロック∵炭化物を疎に含む。   

6．茶褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   

7．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。  

縄文450号土坑  
1．暗褐色土 ロpム粒・As，Srをやや疎に、As－OPlやや密に、炭化物を  

ポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。   

4．茶褐色土 口一ム粒・As－Srをやや密に含む。  

縄文451号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒をやや密に、炭化物を  

ポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物をポッポッ含む。   

3．黄褐色土 口一ム粒・As－Srを密に含む。  

縄文452号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・ロpムフ小口ックをやや疎に、灰色岩粒やや密  

に、炭化q勿をポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

3．暗褐色土1に近似するが、炭化物を含まない。  

タノ   

縄文425号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、ローげロックを含む。   
2．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－Srを密に含む。  
縄文426号土坑  

1．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを含み、炭化物を疎に含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Srを疎に、炭化物をポッ＃Oッ含  

む。   
6．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。   
7．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。   
8．白黄褐色土ローム粒・As－Sr・褐色粘土を含む。  
縄文427号土坑  

1．暗褐色土 口一ム粒・As－Srを疎に含む。   
2．暗茶褐色土口一ム粒をやや密に．As－Sr・灰色岩粒を疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文428号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒LAs－Sr・灰色岩粒を疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・AsTSrをやや密に、灰色岩粒∵炭化物を疎に含  

む。   
4．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。   
5．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Srをやや密に含む。しまり強い。   
6．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  
縄文429号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をポッポッ  

含む。   
2．暗褐色土1に近似するが、黒味強い。   
3．暗茶褐色土ロpム粒・AsqSrをやや密に、炭化1勿・ローげロック疎に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。  
縄文430号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをポッポッ含み、しまり強い。   
3．暗褐色土 ローム粒をポッポッ含む。  

縄文431号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、白色軽石やや密に、炭化物を疎  
に含む。   

2．暗黄褐色土ローム粒やや密に、As－Sr・As－OPlを疎に含む。   
3．黄褐色土 ローム粒・小口ーげロックをやや密に、As－OPlを疎に含む。  
縄文432号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物を疎に、  
茶褐色土7ヾロックを多く含む。   

2，暗茶褐色土1に近似するが、ローム粒以外の混入物少ない。   
3．暗茶褐色土ローム粒・ローげロックを含む。  

縄文433号土坑  

1．噌茶褐色土茶褐色土ブロックを含む。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・As－OPlをやや疎に含む。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Srを含む。  
縄文434号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒・As－OPlをやや密に、炭化物をポッポッ含む。   
2．明茶褐色土口一ム粒を密に含む。  
縄文435号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒やや疎に、炭化物を疎に、ロームフ、、ロック  
を含む。   

2．黒褐色土 ローム粒・As－Sr∵灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・As－Sr一炭化物を疎に、茶褐色土ブロックを含む。   
4．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
5．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srを密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
6．茶褐色土 ローム7小口ックを含む。   
7．暗褐色土 ローム粒をやや疎に含む。  
縄文436号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・ローげロックをやや疎に、As－OPlをやや密に、炭  
化物をポッポッ含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文437号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
3．暗褐色土 ローム7小口ックを多く含む。   
4．黄褐色土 ローム粒をやや密に含む。  



縄文454号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土   

3．暗黄褐色土  

縄文455号土坑  
1．暗褐色土  

2．暗褐色土   

縄文456号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

3．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に含む。  

縄文468号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－YPを疎に、灰色岩粒やや密に、炭化物を  

ポッポッ含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・As－YPをやや疎に、As－Srをやや密に、炭化物  
をポッポッ含む。  

縄文469号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、As－YP・As－Srをやや密に、炭化物をポッ  

ポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－YP・As－Srを疎に含む。   

3．暗黄褐色土ローム粒を密に含む。  

縄文470号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－YP・炭化物を疎に、灰色岩粒やや密に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－YP・As－Srやや密に、炭化物・灰色岩粒やや  

疎に含み、しまり強い。   
3，暗褐色土 ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含み、しまり強い。   

4．黄褐色土 ロームブロックを含み、しまり強くがチがチ。  

縄文471号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

縄文472号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多量に含み、As－OPlを密に、炭化  

物を疎に含む。しまり強い。  
縄文473号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－OPlを疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－Sr・As－OPlを疎に、炭化物をポ  
ッポッ含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文474号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒を密に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   

3．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Srを疎に含む。  
縄文475号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや密に、灰色岩粒・As－Sr・炭化物を疎に含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を殊に含む。   

3．黄褐色土 ローム粒・As－Srを密に含む。  

縄文476号土坑  
1，暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、As－YP・炭化物を  

疎に、しまり強くがチがチ。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に含み、しまり強い。   

3．茶褐色土 ローム粒・As－YPを含み、しまり強い。  

縄文477号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に、灰色岩粒をやや密に、炭化物をポッホ0ッ  

含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックを含み、炭化物をポッポッ含む。   

3．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に含む。  

縄文478号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒・炭化物をポッポッ含  

む。   
2．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Sr・灰色岩粒を含む。  

縄文479号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。   

3．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  

ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物をポッポッ含む。  

ローム粒をやや密に、炭化物をポッポッ含む。  
ローム粒を密に含む。   

トム粒・As－Sr・炭化物を疎に、灰色岩粒をやや密に含  
む。  
ロpム粒・As－Srをやや疎に、炭化物を疎に含み、しまり  
強い。   

ローム粒を疎に含む。  
ロームブロックを多く含む。  
ロームフ中ロックを含む。  

縄文457号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・As」YPやや密に、灰色岩粒やや疎に、炭  

化物をポッポッ含む。   
2．嶋茶褐色土ローム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含み、しまりに欠ける。   
4．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

5．茶褐色土 口一ム粒を密に含む。  

縄文458号土坑  
1．茶褐色土  

2．暗褐色土   

3．暗褐色土  

4．暗褐色土   

5．暗茶褐色土  

6．暗黄色土  

ロームブロックを多く含む。  
ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をやや密に含  
む。  
ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。  
ローム粒をやや疎に含む。  
ローム粒を密に含む。  

縄文459号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロック・炭化物を疎に含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、ロームブロックを含む。   

3．黄褐色土 トム粒を密に含む。  
縄文460号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、灰色岩粒をやや密に、炭化物をポ  

ッポッ含む。   

2．暗茶褐色土1に近似するが、ローム7ヾロックを含む。   

3．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。  

縄文461号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒やや疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多量に含む。  

縄文462号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒をやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文463号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As」YP・炭化物を疎に、As－Sr・灰色岩粒をやや  

密に含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒を密に、As－Srを疎に含む。   

4．茶褐色土 ローム粒・ロ，ムフやロックを密に、As－Sr・灰色岩粒を疎に含  

む。  
縄文464号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒をやや疎に含む。   

2．黄褐色土 口一ムブロックを含む。   

3．暗茶褐色土口一ム粒をやや密に含む。  

4．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含 縄文480号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をポッポッ含む。  
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

む。   
5．明茶褐色土口一ム粒をやや密に含む。   

6．暗褐色土 ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。   

7．黄褐色土 As－Srを多量に含む。  
縄文465号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。  

縄文466号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや疎に、ロームブロックを含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文467号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．噌茶褐色土ローム粒をやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  

タ2  

3．茶褐色土  

縄文481号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

縄文482号土坑  
1．暗褐色土   

2．暗茶褐色土  

縄文483号土坑  
1．暗褐色土  

ローム粒を含む。   

ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒・As－Srを密に含む。   

ローム粒・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。  
ローム粒・AsTSrをやや密に含む。   

ローム粒・As－Sr・AsrYPをやや疎に、灰色岩粒をやや密  
に、炭化物を疎に含む。  

2．暗茶褐色土1に近似するが、ローム粒を多く含む。  
3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。   



3．暗褐色土 ローム粒・As－Srやや疎に、炭化物を疎に含む。   
4．暗褐色土 ローム粒・ロームフサロックをやや多く含む。  
縄文504号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム7サロックを含む。   
3．暗茶褐色土トム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   
4．暗黄褐色土ローム粒を密に含む。  
縄文505号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒をやや疎に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
2．暗黄褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   
3．暗黄褐色土ローム粒を密に含む。  
縄文506号土坑  

1．黄褐色土 ローム7小口ックを含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。  
縄文507号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に、茶褐色土ブロックを含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・As－OPl・灰色岩粒・炭化物・As－Srを疎に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・ローげロック・As－Sr・灰色岩粒・As－OPlを含む。  
縄文508号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物・As－OPl  
をポッポッ含む。   

2．茶褐色土1に近似するが、灰色岩粒・炭化物少ない。   
3．明茶褐色土ローム粒を密に含む。  
縄文509号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・炭化物・灰色岩粒・As－OPlを含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・ロームブロック・茶褐色土フナロックの泥土。しまり強  

い。   

3．暗茶褐色土ロームフサロック・As－YP・灰色岩粒・As－OPl・As，Srをやや密  
に含む。   

4．黄褐色土 ロームブロックを密に含む。  
縄文510号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、As－OPlをやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－OPl・As－Srをやや密に含む。   
3．茶褐色土 ロームフサロックを含む。  
縄文511号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒をやや密に、As－YPを密に、炭化物・As－Srを疎  
に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文512号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒やや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文513号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、As－OPlをやや密に、炭化物・As－YPを  
ポッポッ含む。   

2．明茶褐色土ローム粒を密に含む。  
縄文514号土坑  

1．明茶褐色土ローム粒・灰色岩粒をやや密に、炭化物をポッポッ含む。   
2．茶褐色土1に近似するが、灰色岩粒少なく、炭化物を含まな  

い。  

縄文515号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－OPlやや密に、炭化物をポッポッ含む。   
2．黄褐色土 ロームプいロックを含む。   
3．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文516号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒をやや密に、As－OPlやや疎に、炭化物・As－Srを  
ポッポッ含む。   

2．茶褐色土1に近似するが、ややローム粒が多い。  
縄文517号土坑  

1．黄褐色土 ローム粒を密に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒をやや疎に含む。  
縄文518号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒を疎に含む。   
2，明茶褐色土ローム粒サムフナロックを多く含む。   
3．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srをやや疎に、灰色岩粒をやや密に含む。  
縄文519号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含み、しまり強い。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に、灰色岩粒を疎に含み、しまり強い。  
縄文520号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや密に、しまり強い。   
2．黄褐色土 ローム粒・ロームブロックを密に含む。   
3．黄褐色土 ローム掘り過ぎ。  

且ヲ   

縄文484号土坑  

1．暗褐色土 ロpム粒・As－Sr・AsJYP・炭化物を疎に、灰色岩粒をやや  
密に含む。   

2．暗茶褐色土1に近似するが、混入物が多い。   
3．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   
4．茶褐色土 ローム粒・As－Srをやや疎に含む。   
5．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文485号土坑  

1．暗茶褐色土口一ム粒・As－Srを疎に、灰色岩粒をやや密に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr∵灰色岩粒を疎に含む。  
縄文486号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒∵灰色岩粒を疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒」、ローげロックを含み、灰色岩粒・炭化物を疎に  

含む。   
3．暗褐色土 ローム粒をやや疎に含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。  
縄文487号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・炭化物を疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒・ローげロックを密に含む。  

縄文488号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物をやや密に含む。   
2．暗茶褐色土1に近似するが、As－Srが多い。   
3．暗茶褐色土1・2に近似するが、しまりに欠ける。  
縄文489号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒・炭化物をやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・ローげロックを多く含む。   
3．暗褐色土1に近似するが、炭化物を多く含む。   
4．暗茶褐色土ローム粒・炭化物を疎に、As－Srを多く含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・炭化物を疎に含む。  
縄文490号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－YPを疎に、灰色岩粒やや密に、炭化物を  
ポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土口一ム粒・As－YP・As－Srを密に、炭化物を疎に含む。   
3．暗黄褐色土ローム粒を密に含む。  
縄文491号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・AsJYP・As－Srをやや密に、炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。  
縄文492号土坑  

1．暗褐色土 口一ム粒・As－Sr∵炭化物を疎に、ローげロックを含む。  
縄文493号土坑  

1．暗茶褐色土ローム粒・As－Srをやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・ローげロックを含む。  
縄文494号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をポッポッ  
含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文495号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒をやや密に、As－Sr・灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。   

2．茶褐色土 ローム粒一口ーげロックを密に含む。  

縄文496号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒をやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・As－Sr・t7pム7やロックを疎に含む。   
3．暗褐色土 口一ム粒・炭化物を疎に含む。  
縄文497号土坑  

1．明茶褐色土ローム粒・ロームブロックを多く含み、As－Sr・灰色岩粒・炭化  
物を含む。   

2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  
縄文498号土坑  

1．暗褐色土 口一ム粒・炭化物を疎に、灰色岩粒をやや密に含む。  
縄文499号土坑  

1．暗褐色土 ローム粒・As－Sr・灰色岩粒やや疎に、炭化物をポッポッ含  
む。   

2．茶褐色土 ローム粒を密に、灰色岩粒を疎に含む。  
縄文500号土坑  

1．茶褐色土 ローム粒をやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   
2．黄褐色土 口一ム粒・かげロックを密に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒イトげロック含む。  

縄文501号土坑   

1．茶褐色土 ローム粒を疎に含む。   
2．明茶褐色土ローげロックを多く含む。（ピット？）  



縄文521号土坑  
1．茶褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗茶褐色土  

縄文522号土坑  
1．暗褐色土  

2．黄褐色土  

縄文523号土坑  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  

縄文539号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、灰色岩粒を疎に含む。   

2．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文540号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－YPを疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文541号土坑  
1．暗褐色土 口一ム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒を疎に含む。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文542号土坑  
1，暗褐色土 ローム粒・As－Srを疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや密に含む。   

3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文545号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・ローム漸移層フヾロックを含む。   

2．暗茶褐色土ローム粒・AsJYPフサロックをやや多く含む。   

3．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックを密に含む。   

4．茶褐色土 ロームブロック・As－Srを密に含む。  

縄文546号土坑  
1．暗褐色土 As－YP・As－Srを少量含む。   
2．暗褐色土 As－YP・As－Srを少量含み、1よりやや紫色昧が強く、  

堅くしまりあり。   
3．暗褐色土 As－YP・トム7’、ロックを含む。   

4．黄褐色土 口一ム粒・ローム7やロックを密「含む。  

縄文547号土坑  
1．暗灰褐色土口一ム漸移層7’、ロックを含む。   

2．黒色土  As－Srを含み、堅い。   
3．黒褐色土 少量のロームブロックを含む。   

4．黒褐色土 ローけ、ロックを含む。   

5．黒色土  ローム粒・As－Sr・As－OPlを疎に含む。   

6．黒褐色土 少量の褐色土フヾロックを含む。   

7．帽灰褐色土ローム粒・褐色土ブロックを含む。  

縄文548号土坑  
1．暗褐色土 As・Sr・As－OPlを含む。   
2．暗褐色土 少量のロームフナロックを含む。   

3．暗黄褐色土大きめのローム7、、ロック含む。  

縄文549号土坑  
1．黒褐色土 As－Srを少量含む。   
2．暗褐色土 As－Sr・ローム7やロックを含む。   

3．暗黄褐色土As－SIサ、ロック。   

4．黒褐色土 軟かい。   

5．暗褐色土 As－Sr・As－YPを含み、堅い。  
縄文550号土坑  
1．暗褐色土 褐色土フいロック・As－Srを含む。   

2．黒色土  少量のロームブロックを含み、堅くしまっている。As－Srを  
含む。   

3．暗褐色土 小口ームブロックを含む。   

4．黄褐色土 ロームブロック。  

縄文551号土坑  
1．暗黄褐色土ロームブロックを多く含む。   

2．暗褐色土 炭化物・As－Srを多く含む。   
3．暗黄褐色土ロームプ小口ックを多く含み、As－Sr・As－YPを含む。しまり強  

い。   

ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒一口ームブロックを殊に、炭化物をポッポッ含む。  

2に近似するが、ローム粒を多く含む。   

ローム粒・灰色岩粒をやや密に、炭化物・As－Srを疎に含  
む。  
ローム粒を密に含む。   

ローム粒を疎に、灰色岩粒をやや密に含む。  
ローム粒・As－OPlを密に含む。  

縄文524号土坑  
1．明茶褐色土ローム粒をやや密に、灰色岩粒L炭化物・As－Sr・As－OPl  

を疎に含む。   
2．茶褐色土 ロLム粒やや密に、炭化物－As－Srを疎に含む。   
3．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文525号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒を密に、炭化物・灰色岩粒を疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒・灰色岩粒を疎に含む。  
縄文526号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒を疎に、灰色岩粒をやや密に、炭化物をポッポッ  

含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・炭化物をポッポッ含み、しまり強い。   

3．茶褐色土 口一ム粒を密に含む。  

縄文527号土坑  
1．暗茶褐色土口一ム粒・As－YPを疎に、灰色岩粒・As－Srをやや密に含  

む。   
2．暗黄褐色土ローム粒を密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
縄文528号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒■AsJYPを疎に、灰色岩粒をやや密に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
縄文529号土坑  
1．茶褐色土 ローム粒・As－YPをやや密に、灰色岩粒をやや疎に、炭  

化物をポッポッ含む。   

2．暗茶褐色土  

縄文530号土坑  
1，暗褐色土   

2．茶褐色土  

縄文531号土坑  
1．茶褐色土   

2．茶褐色土  

縄文532号土坑  
1．暗褐色土  

ロLム粒・As－Srを疎に、炭化物pAs－YPをポッポッ含む。   

ローム粒・灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒をやや密に、炭化物・灰色岩粒を疎に含む。  
ローム粒をやや密に含む。   

ローム粒・As－Srをやや密に、灰色岩粒・炭化物を疎に含  
む。   

2．暗茶褐色土ローム粒をやや疎に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。  
縄文533号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒・AsTSrを疎に、灰色岩粒・炭化物を疎に含む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロック・As－Sr・灰色岩粒を疎に含む。  

縄文534号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや疎に、灰色岩粒を密に、炭化物をポッポッ  

含む。   
2．黄褐色土 ローム粒を密に含む。  

縄文535号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・As－Sr・AsqYPをやや疎に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2，明茶褐色土ローム粒・As－Sr・灰色岩粒をやや密に、炭化物をポッポッ  

含む。   
3．黄褐色土 ローム粒・As－Srを疎に含む。   

4，黄褐色土 ローム粒を密に含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒を疎に含む。  

縄文536号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒をやや疎に、炭化物をポッポッ含む。   

2．茶褐色土 口一ム粒を密に含む。  

縄文537号土坑  
1．暗褐色土 ローム粒を疎に、As－OPlやや密に、炭化物をポッポッ含  

む。   
2．暗茶褐色土ローム粒・As－OPlをやや密に、As－Srを密に、炭化物をポ  

ッポッ含む。  

縄文538号土坑  
1．暗茶褐色土ローム粒・灰色岩粒疎に含む。   
2．茶褐色土 ローム粒を密に含む。  

タ4  

4．黒褐色土  

縄文553号土坑  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗黄褐色土  

縄文554号土坑  
1．黒色土   

2．黒褐色土   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土   

5．黒色土  

3より粘性に富み、黒味がある。   

ロームプ、lロックーAs－Srを含む。  

As－Sr・As－YPを含む。  
ロームブロック・As－YP含む。   

As－Sr・As－OPlを含み、堅い。  

As－Sr・As－Srを含む。  

ローム粒・As－Srを多く含む。  

ローム粒を多く含む。  
As－Srを含み、堅い。  

6．暗黄褐色土ローげロック・Upム粒を多く含む。AsTSr・As－OPlを含む。  
7．黒色土  AsrSrを含み、しまり強い。   





第10表 縄文土坑一覧表（2）  

番号  クやリッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

51  10－S16   方 形   一辺0．85   Ⅴ字型   0．44  

52  1（1R－20   円 形   径1．00   フラスコ型  0．26  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

53  10－R－10   不整円形   径0．75   逆台形   0．22  

54  1（｝R－10  不整楕円形   0．60×0．40   逆台形   0．22  

55  10－R－15   不整形   1．10×0．75   U字型   0．30  

56  1（1R15   不整方形   一辺0．75   逆台形   0．30  

57  10－S21   楕円形   0．88×0．78   U字型   0．35  

58  10－R－02   不整円形   径1．05   フラスコ型  0．26  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

59  11－R－04   楕円形   1．65×1．40   逆台形   0．25  

60  11－S16  不整楕円形   1．10×0．85   フラスコ型  0．42  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

61  11－Sll  不整楕円形   1．05×0．80   フラスコ型  0．50  縄文108号土坑と重複し、本跡が新しい。   

62  11一打15   楕円形   1．15×1．00   フラスコ型  0．40  全体に底部から20cm程でオーバーハング。   

63  11－R－04   不整円形   径0．65   U字型   0．42  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   

64  11－R－04  不整楕円形   0．68×0．60   U字形   0．45  
65  11－R－13   楕円形   0．82×0．72   フラスコ型  0．50  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

楕円形  1．25×1．05   逆台形  0．15  東壁中位にテラスを有する。   
67  11－R－18  不整長方形   1．25×0．75   逆台形   0．38  

68  11－R－12  不整長方形   1．35×0．94   逆台形   0．34  

69  12－R－02  不整楕円形   1．36×1．10   フラスコ型  0．33  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   

70  12－R－02  不整楕円形   0．85×0．60   U字型   0．22  

71  11－R－17   不整形   0．70×0．60   U字型   0．15  

1．25×1．10   

0．96×0．84   

74  12－R－06   不整円形   径0．60   逆台形   0．12  

75  12－Q－15  不整楕円形   1．00×0．85   U字型   0．22  

76  12－Q－05  不整楕円形   1．32×0．95   逆台形   0，18  

77  12－Q－25   楕円形   1．05×0．90   逆台形   0．20  

78  11－Q－15  不整楕円形   0．60×0．50   U字型   0．45  

79  11－Q－10   円 形   径1．25   逆台形   0．20  

80  1（1Q－21   楕円形   0．64×0．55   U字型   0．45  

81  11－Q－08   楕円形   0．90×0．80   逆台形   0，22  

82  11－Q－13   円 形   径1，10   逆台形   0．20  

83  11－Q－17  不整楕円形   1．05×0．85   U字型   0．30  

84  12－Q－06  不整楕円形   0．85×0．75   逆台形   0．10  

85  11－Q－12   楕円形   1．00×0．90   U字型   0．26  

86  11－Q－12   楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．10  

87  11－Q－02   不整円形   径0．85   フラスコ型  0．45  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

88  11－Q－02  不整楕円形   0．80×0．70   Ⅴ字型   0．35  

89  1（1Q－22   不整方形   

90  10－Q－22   楕円形   

91  1（｝Q－17   不整円形   

92  11－P－05  不整楕円形   1．10×0．90   逆台形   0．25  

93  11－P－10  不整楕円形   1．10×0．95   U字型   0．26  

94  11－P－15   円 形   径0．85   フラスコ型  0．25  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

95  11－P－15  不整楕円形   0．50×0．40   U字型   0．25  

径0．50   U字型l   

0．64×0．50   U字型   

98  9－P－15  不整楕円形   0．50×0．35   Ⅴ字型   0．25  

99  9－P－19   円 形   径0．bb   逆台形   U．1と〉  

100  9－0－15   円 形   径0．90   フラスコ型  1．30  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   
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第11表 縄文土坑一覧表（3）  

番号  ク小リッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

101  10－R－18  不整円形   径2．00   逆台形   0．95  

102  17－R－02  不整楕円形   1．00×0．70   Ⅴ字型   0．35  

103  17－R－06  不整楕円形   0．80×0．60   逆台形  ’ 0．25  

104  16－Q－18   円 形   径0．75   フラスコ型  0．75  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

105  16－Q－17   円 形   径0．90   U字型   0．30  

106  17－P－04  不整長方形   1．10×0．65   U字型   0．68  

107  16－FO6  不整円形   径0．85   U字型   0．55  

108  11－R－16   不整形   0．70×0．60   フラスコ型  0．54  全体に底部から20cm程でオーバーハング。   

109  111㌧01   不整円形   径0．95   U字型   0．36  

110  9－R21   不整方形   一辺0．62   逆台形   0．36  

111  9－R－21  不整方形   一辺0．65   逆台形   0．20  

112  10－Q－20  不整円形   径0．90   逆台形   0．18  

113  10－Q－14   長方形   1．40×0，75   U字型   0．40  

114  9－Q－18  不整円形   径0．65   U字型   0．35  

115  9－Q－17   楕円形   0．85×0．70   U字型   0．35  

116  9－Q－22   円 形   径0．55   U字型   0．20  

117  10－Q－07  不整円形   径0．85   逆台形   0．15  

118  10－Q二12  不整方形   一辺0．60   逆台形   0．10  

119  1（トQ－07  不整方形   径0．90   逆台形   0．08  

120  10－Q－07   円 形   径0．70   逆台形   0．05  

121  10－Q－07   楕円形   1．10×0．95   逆台形   0．16  

径1．15   逆台形   0．15  

1．05×0．80   逆台形   0，30  

124  11－P－09   方 形   一辺0．65   フラスコ型  0．36  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

125  11－P－09   方 形   一辺0．90   フラスコ型  0．20  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

126  11－FO3   方 形   一辺1．05   フラスコ型  0．20  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

127  11－FO9   方 形   一辺0．50   U字型   0．35  

128  11－P－08  不整長方形   1，50×1．18   逆台形   0．40  

129  1（1P－22   方 形   一辺0．75   逆台形   0．90  

130  10－P－12  不整円形   径1．10   フラスコ型  0．25  全体に底部から6cm程でオーバーハング。   

131  10－P－12  不整円形   径1．20   フラスコ型  0．40  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

132  10－P－13   不整円形   径0．75   フラスコ型  0．35  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

133  10－P－07  不整方形   一辺0．60   フラスコ型  0．35  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

134  10－P－09  不整楕円形   0．65×0．55   U字型   0．25  

135  10－FO9  不整円形   径0．70   逆台形   0．10  

136  10－FO4  不整円形   径1．10   フラスコ型  0．23  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

137  10－P－04  不整円形   径0．90   フラスコ型  0．30  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

138  9－P－25   円 形   径0．85   U字型   0．25  

139  10－P－05   長方形   0．75×0．60   U字型   0．36  

140  9－Q－25   不整方形   一辺0．85   フラスコ型  0．30  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   

141  9－Q－22  不整楕円形  1．15×1．10   フラスコ型  0．32  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

142  9－Q－21   円 形   径0．75   逆台形   0．28  

143  9－Q－17  不整楕円形   1．35×1．00   逆台形   0．30  

144  9－Q－16  不整楕円形   1．15×0．95   フラスコ型  0．20  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

145  9－FO5  不整円形   径0．85   逆台形   0．10  

146  9－P－05   不整形   1．40×1．10   フラスコ型  0．20  西壁から東壁にかけてオーバーハング。   

147  9－P－19   楕円形   0，90×0．80   フラスコ型  0．38  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

148  9－P－18  不整円形   径0．20   フラスコ型  0．35  全体に底部から20cm程でオーバーハング。   

149  9－P－13   楕円形   1．05×0．90   逆台形   0．15  

150  9－P－14   円 形   径0．50   U字型   0．80  
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154  9－P－08  不整長方形   0．65×0．50   逆台形   0．20  

155  9－P－17  不整長方形   1．05×0．85   フラスコ型  0．30  西壁から南壁にかけてオーバーハング。   

156  10－P－01   

157  10－0－05  不整長方形   1．45×1．15   逆台形   0．30  

159  9－P－07   

160  9－P－07   

161  11－0－09  不整楕円形   1．70×1．50   逆台形   0．40  

162  11－0－03  不整楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．32  

163  9－P－07  不整長方形   0．55×0．45   U字型   0．30  

164  9－P－07   不整方形   一辺1．00   逆台形   0．20  

165  9－P－02   不整円形   径0．45   フラスコ型  0．28  全体に底部から8c日程でオーバーハング。   

166  9・P・02  不整楕円形   0．85×0．65   逆台形   0．12  

167  9－P－02   円 形   径1．00   逆台形   0．15  

168  ＆P－22  不整長方形   0．80×0．65   U字型   0．25  

169  9－P－02   円 形   径0．65   U字型   0．30  

170  9－P－07  不整楕円形   1．35×1．15   フラスコ型  0．46  全体に底部から12cm程でオーバーハング。   

171  9－P－06  不整楕円形   0．90×0．80   フラスコ型  0．40  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

172  9－P－06   不整円形   径0．65   U字型   0．25  

173  9－P－06  不整楕円形   1．05×0．90   フラスコ型  0．50  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

174  9－P－08   方 形   一辺0．40   U字型   0．22  

0．90×0．80   Ⅴ字型   

176  9－P－11   逆台形   

177  10－0・24  不整楕円形   1．25×1．15   フラスコ型  0．52  全体に底部から15c川程でオ、バ・ハング。   

178  10－0－25  不整楕円形   0．65×0．55   逆台形   0．15  

179  1（10－24   方 形   一辺0．55   逆台形   0．25  

180  10－P－09   不整円形   径0．50   U字型   0．25  

181  ＆0－25   長方形   0．50×0．40   U字型   0．18  

182  9－0－25   不整円形   径1．10   逆台形   0．20  

183  ＆0－24   不整円形   径1．10   フラスコ型  0．35  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

184  9－0－09   不整円形   径0．90   U字型   0．25  

185  9－0－14   不整形   0．60×0．45   フラスコ型  0．45  全体に底部から12cm程でオーバーハング。   

186  11－0－02   不整円形   径0．85   フラスコ型  0．55  全体に底部から20cm程でオーバーハング。   

187  11－0－21  不整長方形   0．60×0．50   逆台形   0．15  

188  11－N－25   円 形   径1．60   逆台形   

189  11－0－02  不整楕円形   0．40×0．30   U字型   

190  11－0－02   楕円形   1．05×0．70   U字型   

191  7－R24   円 形   径1．05   逆台形   0．35  

192  ＆RO3   不整円形   径0．95   U字型   0．20  

193  ＆RO3   不整円形   径0．90   逆台形   0．13  

194  7－R23   不整円形   径0．60   逆台形   0．15  

195  7－R19   不整円形   径1．00   フラスコ型  0．45  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

196  7－R18  不整楕円形   1．20×0．95   U字型   0．42  

197  7－R－22   円 形   径0．50   

198  7－R19   円 形   径0．40   Ⅴ字型   0．16  

199  7－R－20   不整円形   径0．60   U字型   0．32  

200  7－R20  不整長方形   0．65×0．45   U字型   0．20  
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201  7－R18  不整円形   径0．45   逆台形   0．15  

202  7－R18  不整楕円形   0．80×0．65   フラスコ型  0．25  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

204  7－R13   不整円形   

205  7－R－17   楕円形   0．95×0．85   

210  7－R－15  不整楕円形   0．90×0．75   逆台形   0．20  

211  7－R－13   楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．20  

212  7－R－14   円 形   径0．80   逆台形   0．25  

213  7－RlO  不整円形   径0．55   U字型   0．25  

214  7－R－10   楕円形   0．65×0．55   逆台形   0．10  

215  臥R12  不整長方形   1．00×0．′75   逆台形   0．35  

216  6RlO  不整楕円形   1．40×1．20   逆台形   0．20  中位にテラスを有する。   

217  ＆R20   円 形   径1．20   逆台形   0．32  

218  ＆R20  不整楕円形   1．00×0．90   フラスコ型  0．32  南東壁にオーバーハング。   

219  6R－20  不整円形   径0．65   逆台形   0．30  

220  6R25  不整楕円形   0．65×0．50   U字型   0．30  

221  ＆R20  不整楕円形   0．85×0．70   U字型   0．35  

222  7－R－05  不整長方形   0．80×0．65   Ⅴ字型   0．45  

U字型   0．40  

U字型   0．15  

U字型   0．25  

226  7－R－08  不整楕円形   0．90×0．80   フラスコ型  0．55  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

227  7－R－07  不整楕円形   1．05×0．95   U字型   0．50  

228  7－R－07   方 形   一辺0．50   フラスコ型  0．35  両壁にオーバーハング。   

229  7－RO7   不整円形   径0．70   フラスコ型  0．35  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

230  7－R－07   不整円形   径0．65   逆台形   0．25  

231  7－RO2  ■ 不整楕円形   0．60×0．50   逆台形  0．10  

232  7－R－02  不整長方形   0．80×0．55   U字型   0．35  

233  7－RO2   不整方形   一辺0．45   逆台形   0．20  

234  6R22   不整円形   径0．60   逆台形   0．25  

235  6R22  不整楕円形   1．25×1．05   フラスコ型  0．30  全体に底部から6cm程でオーバーハング。   

236  7－ROl   円 形   径0．80   U字型   0．40  

237  6RO3   長方形   0．85×0．45   Ⅴ字型   0．55  陥し穴の可能性あり。   

238  7－RO6   円 形   径0．80   フラスコ型  0．35  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

239  7一路Ol   不整円形   径0．85   逆台形   0．15  東壁が縄文240号土坑に壊される。   

240  7－R－01   不整円形   径1．00   フラスコ型  0．40  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

241  7－ROl  不整楕円形   0．80×0．70   U字型   0．55  

242  6R－21  不整楕円形   1．15×1．00   フラスコ型  0．50  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

243  臥R21   不整円形   径0．85   逆台形   0．10  

径1．20   フラスコ型  0．30  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

径0．60   逆台形   0．40  

円 形   径0．70   逆台形   0．10  246  ＆Q－20  
247  ＆Q－20   不整円形   径0．70   フラスコ型  0．45  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

径0．70   逆台形   0．35  

一辺0．60   逆台形   0．30  

250  ＆ROl   円 形   径1．00   逆台形   0．35  
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番号  クやリッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

251  ♭Q－25   楕円形   0．90×0．80  フラスコ型  0．60  全体に底部から18cm程でオーバーハング。   
252  6Q－04   楕円形   1．40×1．25   フラスコ型  0．52  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

253  ＆Q－04   楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．15  北西壁が縄文254号土坑に壊される。   

254  6Q－04   円 形   径1．30   フラスコ型  0．50  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

255  6Q－20  不整円形   径0．70   逆台形  0．15  
256  6Q－20   楕円形   1．00×0．85   逆台形  0．50  

257  ＆Q－25   方 形   一辺0．60   逆台形   0．25  

258  ♭Q－25   楕円形   1．10×1．00   フラスコ型  0．40  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

259  7－Q－05   不整円形   径0．50   逆台形   0．15  

260  7－Q－04  不整楕円形   1．20×0．95   Ⅴ字型   0．40  

261  21－N－01   不整円形   径0，90   逆台形   0．25  

262  21－N－01  不整楕円形   0．75×0．55   U字型   0．50  

径0．85   

径0．80   

265  6Q－24   不整円形   径0．75   逆台形   0．15  

266  ＆Q－24   楕H形   0．70×0．60   逆台形   0．20  

267  6Q－19   円 形   径0．65   逆台形   0．33  

268  6Q－19   方 形   一辺0．55   逆台形   0．10  

269  6Q－19   不整円形   径0月5   逆台形   0．20  

270  ＆Q－19   不整円形   径0．70   逆台形   0．10  

271  6Q－19   方 形   一辺1．20   フラスコ型  0．30  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

方 形   一辺0．80   逆台形  0．20  
273  丘Q－14   楕円形   1．25×1．10   フラスコ型  0．32  北壁から西壁にかけてオーバーハング。   

276  6Q－18   不整円形   径0．95   フラスコ型  0．30  西壁から東壁にかけてオーバーハング。   

1．30×1．20   逆台形   0．18  

径0．55   逆台形   0．25  

径0．55   U字型   0．15  

280  ＆Q－08  不整楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．15  

281  7一打O6   楕円形   0．95×0，85   逆台形   0．12  

282  7－R－01   長方形   0．55×0．45   U字型  0．12  
283  ♭Q－23   不整円形   径0．45   Ⅴ字型   0．15  

284  7－Q－13   円 形   径0．85   フラスコ型l  0．20  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

285  7－Q－08   不整円形   径1．10   フラスコ塑l  0．35  北壁から西壁にかけてオーバーハング。   

U字型   0．25  

U字型   0．35  

逆台形   0．20  

U字型   0．35  

U字型   0．75  

291  6R15   楕円形   1．10×1．00   逆台形   0．15  

292  ♭RO7   不整円形   0．65×0．55   U字型   0．30  

径0．85   フラスコ塑l  0．50  東壁がオーバーハング。   

径0．80   フラスコ型  0．35  西壁から東壁にかけてオーバーハング。   

295  ＆Q－04   楕円形   1．25×1．15   フラスコ型  0．55  全体に底部から12cm程でオーバーハング。   

296  ＆Q－03   不整円形   径0．80   逆台形   0．20  

297  5－Q－22   楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．30  

298  ＆Q－02   円 形   径0．60   逆台形   0．15  

299  7－SO6  不整楕円形   0．55×0．45   U字型   0．20  

300  5－P－25  不整楕円形   0．60×0．50   逆台形   0．20  
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第15表 縄文土坑一覧表（7）  

番号  クヾリッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  ■ 断面形  深さm   備  考   

301  5－P－18  不整円形   径1．15   フラスコ型  0．35  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

302  5－P－17   長方形   1．05×0．55   U字型   0．85  

303  5－P－17  不整楕円形   0．60×0．45   U字型   0．30  

304  5－P－22   不整方形   一辺0．65   逆台形   0．15  

305  6P－08   楕円形   1．20×1．05   逆台形   0．45  

306  ＆P－03  不整長方形   1．05×0．65   逆台形   0．30  

307  6P－04   楕円形   0．55×0．45   U字型   0．40  

308  6Q－24   不整円形   径0．45   U字型   0．25  

309  7－R－12   円 形   径0．50   U字型   0．35  

310  7－k17   不整円形   径0．60   逆台形   0．20  

311  7－R17   楕円形   0．60×0．50   逆台形   0．05  

312  7－R－17   円 形   径1．00   逆台形   0．35  

313  7－R－12  円 形   径0．60   フラスコ型  0．38  ■全体に底部から12cm程でオーバーハング。   

314  7－R－12   不整円形   径0．65   U字型   0．30  

315  7－R－16  不整円形   径1．60   フラスコ型  0．60  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

316  7一打17  不整長方形   1．15×0．85   フラスコ型  0．35  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

317  7－Rll   楕円形   0．70×0．60   フラスコ型  0．40  ．全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

318  7－R－11  不整長方形   0．70×0．50   U字型   0．45  

319  7－Rll  不整楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．15  

320  7－R－11   円 形   径0．50   U字型   0．25  

321  7－R－12   不整円形   径1．00   逆台形   0．20  

322  7－RO7   楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．10  

323  7－R－06  不整楕円形   1．05×0．80   フラスコ型  0．35  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

324  7－R－12   楕円形   0．65×0．55   U字型   0．15  

325  7－RO6   不整方形   一辺0月5   逆台形   0．20  

326  7－R－16   円 形   径0．55   逆台形   0．18  

327  7－R16  不整楕円形   0．70×0．50   逆台形   0．12  

328  7－R－06  不整楕円形   1．10×0．95   フラスコ型  0．55  西壁がオーバーハング。   

329  7－R－16  不整楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．10  

330  7－Q－20   楕円形   0．75×0．65   逆台形   0．20  

331  7－R－22  不整楕円形   1．00×0．75   逆台形   0．15  

332  ＆RO9   楕円形   1．15×1．00   フラスコ型  0．35  全休に底部から15cm程でオーバーハング。   

333  ＆RO8   楕円形   1．50×1．25   逆台形   0．25  

楕円形   1．00×0．90   U字型  0．30  
335  8－Q－10  不整長方形   1．10×0．75   逆台形   0．28  

336  ＆Q－10   楕円形   0．60×0．50   逆台形   0．15  

337  8－Q－10  不整円形   径1．00   逆台形   0．15  

338  ＆Q－05   不整円形   径1．05．   フラスコ型  0．38  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

339  ＆Q－05   楕円形   0．75×0．65   逆台形   0．25  

340  ＆Q－05   円 形   径0．85   U字型   0．25  

341  ＆Q－05   円 形   径0．60   逆台形   0．20  

342  ＆Q－05   不整円形   径0．75   逆台形   0．20  

343  ＆Q－10  不整楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．20  

344  7－Q－25   楕円形   0．80×0．70   Ⅴ字型   0．25  

345  7－Q－24   不整方形   一辺0．85   逆台形   0．30  

346  7－Q－24   円 形   径0．60   逆台形   0．25  

347  7－Q－19  不整楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．28  

348  7－Q－19   方 形   一辺0．55   逆台形   0．10  

349  7－Q－19   円 形   径0．45   逆台形   0．10  

350  7－Q－14  不整楕円形   0．60×0．50   U字型   0．35  

J∂ノ  
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第16表 縄文土坑一覧表（8）  

番号  ク小リソド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

351  7－Q－14   不整方形   一辺0．55   U字型   0．35  

352  7－Q－19  不整楕円形   0．75×0．55   逆台形   0．15  

353  7－Q－14   楕円形   0．65×0．55   逆台形   0．20  

354  7－Q－14   不整円形   径0．55   逆台形   0．20  

355  7－Q－14   不整円形   径0．95   フラスコ型  0．22  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

356  7－Q－14   方 形   一辺0．50   逆台形   0．20  

357  7－Q－14  不整楕円形   0．85×0．75   フラスコ型  0．45  全体に底部から12cm程でオーバーハング。   

358  7－Q－14   円 形   径0．60   逆台形   0．18  

円 形   径0．75   逆台形   0．26  

360  7－Q－14  不整楕円形  1．30×1．00   逆台形   0．18  

不整長方形          361  7－Q－13  0．80×0．55   逆台形   0．15  

362  7－Q－10  不整長方形   0．65×0．30   U字型   0．80  

363  7－Q－14  不整長方形   0．65×0．30   U字型   0．62  

364  7－Q－17  不整長方形   0．65×0．50   U字型   0．32  

365  7－Q－18   不整円形   径0．55   Ⅴ字型   0．35  

366  ＆Q－15  不整楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．30  

367  8－Rll   楕円形   1．40×1．20   フラスコ型  0．35  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

368  8－Rll   楕円形   0．65×0．55   逆台形   0．25  

楕円形   0．80×0．65   逆台形   0．20  

370  8－Q－15  不整楕円形   1．00×0．75   逆台形   0．20  

371  ＆Rll   楕円形   0．95×0．80   フラスコ型  0．40  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

372  ＆Q－13  不整楕円形   1．10×1．00   フラスコ型  0．25  全体に底部から8cm程でオーバーハング。   

373  8－R－11  不整長方形   1．40×0．75   Ⅴ字型   0．30  

374  ＆Rll   不整方形   一辺0．70   U字型   0．40  

0．20  

0．20  

0．10  

0．22  

379  8－Q－13  不整楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．20  

380  8－Q－13   楕円形   0．70×0．60   Ⅴ字型   0．20  

381  ＆Q－12  不整楕円形   1．10×0．95   フラスコ型l  0．35  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

382  ＆Q－12  不整円形   径0．70   逆台形   0．35  

383  ＆Q－12   不整方形   一辺1．20   フラスコ型  0．30  北壁から西壁にかけてオーバーハング。   

384  8－Q－12   楕円形   0．60×0．50   U字型   0．30  

385  8－Q－07   不整円形   径0．85   逆台形  0．40  
386  ＆R17   不整円形   径0．50   U字型   0．35  

387  ＆R16   不整形   0．60×0．40   逆台形  0．20  
388  9一足Ol   不整方形   一辺0．50   U字型   0．45  

389  9－ROl   楕円形   0．90×0．80   フラスコ型  0．45  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

390  9－R12   楕円形   0．80×0．70   U字型   0．30  

391  9－R－05   円 形   径0．85   フラスコ型  0．45  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

392  9－R－05  不整楕円形   0．65×0，55   フラスコ型l  0．45  両壁にオーバーハング。   

393  9－RO5  不整楕円形   0．60×0．50   逆台形   0，35  

394  9－R－05   楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．12  

395  9－Q－04   不整円形   径0．95   フラスコ型  0．50  西壁から南壁にかけてオーバーハング。   

396  8－Q－20  不整楕円形   1．30×1．10   逆台形   0．35  

397  8－Q－19   不整形   0．75×0．5   逆台形   0．20  

398  ＆Q－24   方 形   一辺0．75   U字型   0．45  

399  7－Q－03   不整円形   径1．00   Ⅴ字型   0．35  

400  7－Q－02   不整円形   径0．75   U字型   0．45  
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第17表 縄文土坑一覧表（9）  

平面形   番号  クヾリッド    規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm  備     考   
401  ＆Q－24  不整楕円形   0．85×0，60   逆台形   0．15  

402  ＆Q－23  不整楕円形   1．00×0．80   フラスコ型  0．50  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   

0．85×0．65   逆台形   0．35  北壁から西壁にかけてオーバーハング。   

1．10×0．75   逆台形   0．20  

1．00×0．80   フラスコ型  0．50  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

0．90×0．75   逆台形   0．25  

0．75×0．55   逆台形   0．35  

1．15×1．05   フラスコ型  0．50  全体に底部から6cm程でオーバーハング。   

409  9－Q－04   不整円形   径0．55   U字型   0．25  

410  9－Q－08   楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．45  

411  9－Q－03   楕円形   0．85×0．75   

412  9－Q－03   不整方形   一辺0．70   

413  9－Q－03  不整長方形   0．95×0．80   

414  9－Q－02  ■ 不整楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．50  

415  9－Q－02   楕円形   0．95×0．80   逆台形   0．35  

416  9－Q－02  不整円形   径0．85   フラスコ型  0．40  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

417  9－Q－02   不整円形   径0．65   逆台形  0．20  

418  ＆Q－22  不整楕円形   0．60×0．50   逆台形   0．28  

419  ＆Q－22  楕円形   0．85×0．70  逆台形   0．25  

420  ＆Q－22  不整楕円形   0．85×0．75   逆台形   0．25  

421  9－Q－02   円 形   径0．50   U字型   0．30  

422  9－Q－02   不整円形   径0．80   フラスコ型  0．45  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

423  9－Q－02   楕円形   0．80×0．60   逆台形   0．25  

424  9－Q－11  不整楕円形   0．75×0．65   逆台形   0．25  

425  9－Q－06  不整楕円形   0．60×0．50   フラスコ型  0．35  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

426  9－Q－06  不整楕円形   1．55×1．30   フラスコ型  0．45  全体に底部から6cm程でオーバーハング。   

427  9－Q－02  不整長方形   0．80×0．55   逆台形   0．30  

428  9－Q－02   不整円形   径1．00   フラスコ型  0．35  北壁から両壁にかけてオーバーハング。   

429  9－Q－02   円 形   径0．85   フラスコ型  0．40  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

430  9－Q－01   不整円形   径0．40   U字型   0．35  

431  8－Q－22   不整円形   径0．50   逆台形   0．20  

432  8－Q－21   円 形   径0．85   逆台形   0．40  

433  9－Q－01   不整円形   径0．50   U字型   0．45  

434  8－Q－21  不整長方形   0．80×0．60   逆台形   0．15  

435  ＆P－25   円 形   径0．80   フラスコ型  0．50  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

436  ＆P－25   不整方形   一辺0．50   U字型   0．25  

437  9－Q－01   円 形   径0．95   逆台形   0．30  

438  ＆P－24   不整方形   一辺0．40   フラスコ型  0．35  全体に底部から15cm程でオーバーハング。   

439  8－P－24  不整楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．20  

440  8－P－24   不整形   1．10×0．60   逆台形   0．40  

441  8－F24   不整円形   径1．10   逆台形   0．40  

442  9－Q－04  不整方形   一辺0．70   逆台形   0．30  

443  9－Q－04  不整楕円形   1．75×1．05   フラスコ型  0．28  西壁から東壁にかけてオーバーハング。   

444  9－Q－04  不整楕円形   1．20×1．10   逆台形   0．15  

445  9－Q－04   円 形   径0．70   逆台形   0．18  

446  9－Q－04  不整楕円形   0．55×0．45   フラスコ型  0．45  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

447  9－P－05   円 形   径0β5   逆台形   0．40  

一辺0．45   U字型   0．25  

449  ＆P－25   不整円形   径1．10  フラスコ型  0．60  全体に底部から12cm程でオーバーハング   

450  9－P－04  不整方形   一辺0．90   フラスコ型  0．35  全体に底部から12cm程でオーバーハング。   
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第19表 縄文土坑一覧表（11）  

番号  クやリッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

501  ＆Q－21   楕円形   0．95×0．85   逆台形   0．28  

502  ＆P－25   方 形   一辺0．85   逆台形   0．40  

503  9－P－05  不整長方形   0．75×0．55   逆台形   0．35  

504  9－P－05   方 形   一辺0．60  U字型   0．30  

505  9－P－05  不整楕円形   0．60×0．50   U字型   0．30  

506  9－P－05  不整楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．15  

507  ＆P－24   楕円形   0．80×0．70   フラスコ型  0．50  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

508  9－Q－03   円 形   径0．80   逆台形   0．20  

509  ＆Q－23  不整楕円形   1．15×1．00   フラスコ型  0．45  全体に底部から10cm程でオーバーハング。   

510  ＆Q－23  不整楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．35  

511  ＆Q－23  不整長方形   1．05×0．80   逆台形   0．25  

不整形   0．85×0．55   逆台形   0．15  

513  ＆Q－22   円 形   径0．80   逆台形   0．15  

514  ＆Q－22   円 形   0．32  

515  7－Q－15  不整長方形   0．15  

516  ＆Q－22   方 形   一辺0．60   逆台形   0．26  

517  8－Q－14  不整楕円形   0．75×0．65   逆台形  0．15  
518  8－Q－13   円 形   径0．65   逆台形   0．20  

519  7－0－15  不整長方形   1．20×0．85   逆台形   0．12  

520  ＆P－06  不整円形   径0．50   逆台形   0．20  

521  8－0－09  不整楕円形   1．10×0．95   フラスコ型  0．30  南壁から西壁にかけてオーバーハング。   

522  ＆P－19  不整長方形   0．60×0．40   逆台形   0．15  

523  9－Q－03   不整形   0．50×0．35   逆台形  0．22  
524  ＆P－24  不整円形   径0．70   フラスコ型  0．25  全体に底部から5cm程でオーバーハング。   

525  8－Q－19  不整楕円形   0．65×0．55   逆台形   0．15  

526  ＆P－19  不整円形   径0．55   逆台形   0．32  

527  ＆Q－08  不整楕円形   0．50×0．40   逆台形   0．30  

径0．45   逆台形   0．15  

1．25×1．00   逆台形   0．25  

530  8－Q－18   円 形   径0．45   逆台形   0．30  

531  8－Q－18  不整円形   径0．40   逆台形   0．10  

532  8－Q－17   円 形   径0．45   U字型   0．20  

533  ＆Q－17   不整円形   径0．40   Ⅴ字型   0．18  

534  ＆Q－25  不整方形   一辺0．50   逆台形   0．22  

1．50×1，20   フラスコ型  0，45  北壁から東壁にかけてオーバーハング。   

0．80×0．50   逆台形   0．15  

537  ＆Q－16   不整形   0．85×0．55   逆台形   0．22  

538  ＆Q－09  不整楕円形   0．50×0．40   逆台形   0．20  

539  ＆Q－09  不整楕円形   0．55×0．45   逆台形   0．30  

540  ＆Q－09  不整円形   径0．65   逆台形   0．20  

541  ＆RO2   楕円形   0．50×0．40   逆台形   0．22  

542  7－Q－03   楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．35  

543  7－Q－09   楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．30  東壁を縄文6号住居跡と重複。   

544  7－Q－09  不整方形   一辺0．80   逆台形   0，40  南東壁を縄文6号住居跡と重複。   

545  9－Q－06   楕円形   0．80×0．70   逆台形   0．42  

546  5－H－25  不整楕円形   0．85×0．65   U字型   0．85  
547  5－H－06   不整形   2．60×1．20   逆台形   0．35  

548  5－G19   不整形   0．70×0．60   逆台形   0．40  

549  5－G12  不整長方形   1．75×0．85   逆台形   0．92  

550  小仁19   不整形   2．70×1．55   逆台形   0．45  
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第20表 縄文土坑一覧表（12）  

番号  クーリッド   平面形   規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

551  4－G－13   不整方形   一辺0．85   フラスコ型  0．55  全体に底部から18cm程でオーバーハング。   

552  欠 番  

553  3－H－12   不整形   1．65×0．85   逆台形   0．20  

554  3－Q－22   円 形   径1．10   逆台形   0、25  

2－1．土坑出土土器  

縄文1号土坑（第53図、PL68）  

1は口綾部破片である。深鉢と思われ、器壁はほぼ直立する。遺存高6．4cm、器厚0．8cm程を測る。外面暗褐  

色、内面黒褐色を呈し、焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と細粒砂が混入されている。文様は縄  

文（単節RtL原体）に平行沈線を横位に重ねて配す。内面は比較的丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形さ  

れている。黒浜式。  

縄文7号土坑（第53図、PL68・69）  

1は胴部破片で、外・内面ともに橙褐色を呈し、焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されて  

いる。文様は単節しRR縄文。内面は丁寧に磨かれている。黒浜式。2は胴部破片で、深鉢と思われる。器壁  

はほぼ直立し、遺存高9cm、器厚0．7cm程を測る。外・内面ともに暗褐色を呈し、焼成は悪くやや脆い。胎土に  

は多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で、原体は無節。内面は粗く磨かれてい  

る。黒浜式。3は胴部破片で、外・内面ともに橙褐色を呈し、焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂  

礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で、原体は無節。内面は粗く磨かれている。黒浜式。4は胴部下  

位～底部破片である。やや⊥げ底を呈し、底径8cm、遇存高6clll、器厚0．6－1c11ト程を測る。外・内面ともに褐色  

を呈し、焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は単節RLL縄文。内・  

底面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文8号土坑（第53図、PL68・69）  

1は碧の口縁部と思われる。口唇部はほぼ直立し、器壁はやや外反する。焼成は悪く脆い。胎土には少量  

の繊維と砂礫が混入されている。文様は沈線を不規則に配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形さ  

れている。票浜式。2は深鉢の口綾部～胴部中位である。口唇部は弱く外反し、胴部は下方にやや内湾して  

窄まる。口径23．5cnl、胴部最小径20cnl、遇存高18．7cm、器厚0．7～0．9cm程である。外・内面ともに褐色を呈し、  

両面には疎らに煤が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文  

様は菱形羽状縄文で原体は無節。内面は比較的丁寧に磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

3は深鉢の口緑部～胴部下位である。口緑部は外斜し、胴部は下方にやや内湾して窄まる。口径23cm、胴部  

最小径9．8cm、遺存高22．9cm、器厚0．6～0．9cm程である。外面暗褐色～橙褐色、内面暗褐色を呈し、口縁部内  

面には少量の煤が付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文  

様は矢羽形羽状縄文で原体は単節。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。4は胴  

部破片である。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は無節Lrr縄文。内面  

は粗く磨かれている。黒浜式。  
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縄文10号土坑（第53図、PI月8）  

1は碧の□線部～頸部破片と思われる。口縁部は外反し、焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と微  

量の砂礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で、原体は単節。内面は比較的丁寧に磨かれている。黒浜  

式。2は深鉢の口縁部破片と思われる。口唇部は僅かに外反する。外面橙褐色、内面暗褐色を呈し、外面に  

は煤が多量に付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と細粒砂が混入されている。文様は矢羽  

形羽状縄文で、原体は単節。内面は比較的丁寧に磨かれ、口唇部は丸く整形されている。黒浜式。3は深鉢  

の口縁部破片と思われる。器壁は外斜する。外面暗赤褐色、内面赤褐色を呈し、焼成は悪く脆い。胎土には  

少量の砂礫が混入されている。文様は2条1単位の撚糸文を斜格子状に配す。内面は粗く磨かれ、口唇部は  

丸く整形されている。諸磯式。4は胴部破片で、外面には煤が少量付着している。焼成は悪く脆い。胎土に  

は少量の砂礫が混入されている。文様は2条1単位の撚糸文を横位・斜格子状に配す。内面は粗く磨かれて  

いる。諸磯式。5は碧の頸部破片と思われる。器壁は強く括れ、外面灰褐色、内面赤褐色を呈し、外面には  

煤が少量付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様  

は平行沈線文を横位・斜行・山形に配す。内面は比較的丁寧に磨かれている。有尾式。6は胴部破片で、外・内  

面ともに橙褐色を呈し、両面には煤が疎らに付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と  

砂礫が混入されている。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。内面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文11号土坑（第53図、PL68）  

1は胴部破片。焼成は良好で堅い。胎土には少量の砂礫が混入されている。文様は平行沈線を横位に配す。  

内面は丁寧に磨かれている。諸磯b式。2も胴部破片で、焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂  

礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で原体は単節。内面は比較的丁寧に磨かれている。黒浜式。3は  

口緑部破片である。器壁は外斜し、過存高10cm、器厚0．5～0．9cm程を測る。外面橙褐色、内面灰褐色を呈し、  

両面には煤が少量付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文  

様は撚糸文を斜格子状に配し、口唇部には平行沈線を横位に配す。内面は比較的丁寧に磨かれ、口唇部は丸  

く整形されている。大木Ia式。4は胴部破片。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入さ  

れている。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。内面は比較的丁寧に磨かれている。窯浜式。5は碧の胴  

部下位～底部と思われる。胴部はかなり外斜し、底はほぼ平底を呈す。最大径23．8cm、底径13cm、遺存高  

10．5cm、器厚1～1．2cm程を測る。外・内面ともに橙褐色を呈し、焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維  

と砂礫が混入されている。文様は矢羽形羽状縄文で原体は単節。内・底面は粗く磨かれている。黒浜式。6は  

底部破片で、やや上げ底を呈す。底径7．2c川、器厚1～1．4cm程を測る。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維  

と少量の砂礫が混入されている。文様は無節Lrr縄文。内・底面ともにやや丁寧に磨かれている。窯浜式。  

縄文13号土坑（第54図、PIβ9）  

1は深鉢で完形に近い。口唇部は僅かに外反し、胴部は下方にやや内湾して窄まる。底はやや上げ底を呈  

す。口径12．7cm、底径7cm、器高20．2cm、器厚0．5cnl程を測る。外面暗褐色～赤褐色、内面褐色を呈し、内面全  

体には多量の煤が付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されてい  

る。文様は無節Lrr縄文。内・底面ともに丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。黒浜式。  
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第54図 縄文13・15号土坑出土土器  
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第55図 縄文20・26・49・60号土坑出土土器  
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縄文15号土坑（第54図、P1月9）  

1は碧で底部を欠損している。口緑部は弱く外反し、胴部は僅かに張る。口径35．7cm、頭部径30．5cm、胴部  

最大径32．1cnl、遺存高35．6cm、器厚0．5～1．1cnlを測る。外面褐色、内面自褐色を呈し、両面には少量の煤が付  

着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は矢羽形羽状縄文で、原  

体は無節。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。2は深鉢で完形に近い。口縁部  

はやや外反し、胴部上位は僅かに張る。底は上げ底で高台状を呈す。口径19．3cm、底径8．2cnl、遺存高20．2cm、  

器厚0．5～0．7cm程を測る。外面暗褐色～赤褐色、内面横褐色を呈し、外面には煤が多量に付着している。焼  

成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。  

内・底面ともに比較的丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。黒浜式。3は碧で底部を欠損して  

いる。口縁部は強く外反し、胴部は弱く張る。口径32cm、頭部径23．6cm、胴部最大径26．8cm、遺存高35．7cm、  

器厚0．7”1．2cmを測る。外面暗褐色～赤褐色、内面褐色を呈し、口緑部・胴部中位外面・胴部下位内面には煤  

が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は菱形羽  

状縄文で、原体は無節であるが、口縁部においてはさらに4条1単位の平行沈線による横位文・菱形文を重  

ねて配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。有尾式。4は深鉢の胴部下位”底部で  

ある。胴部はやや外斜し、底は上げ底で高台状を呈す。最大径15．2crn、底径10．7cm、通存高15．5cm、器厚0．7  

～1．1cm程を測る。外・内面ともに赤褐色を呈し、底部内面には少量の煤が付着している。焼成は良好でやや  

堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は羽状縄文で、原体は無節しrrを上方に、単節R－  

LL・LRRを下方に乱雑に配す。内・底面ともに粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文20号土坑（第55図、PL69）  

1は胴部破片。外面明褐色、内面暗褐色を呈し、焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と微量の砂  

礫が混入されている。文様は縄文（無節Lrr原体）に平行沈線による横位文・斜行文を重ねて配す。内面は比較  

的丁寧に磨かれている。有尾式。2も胴部破片。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫  

が混入されている。文様は半裁竹管による連続爪形文で、斜行・ループ状に配す。内面は丁寧に磨かれてい  

る。諸磯b式。3も胴部破片。内面には煤が全体に付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と  

細粒砂が混入されている。外面には縄文の痕跡を残すが、風化が著しく詳細は不明である。内面は粗く磨か  

れている。黒浜式。4は底部破片で、平底を呈す。底径9cm、器厚1”1．2cm程を測る。外面赤褐色、内面黒褐  

色を呈し、焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と微量の砂礫が混入されている。文様は単節LRR縄文。 ～  

内面は粗く、底面は比較的丁寧に磨かれている。黒浜式。5は深鉢の胴部中位～底部と思われる。器壁は外  

斜し、やや上げ底を呈す。最大径18．9cm、底径8．6cm、遺存高16cm、器厚0．6－1．2cm程を測る。焼成は良好で  

やや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は無節Rゼゼ縄文。内面は粗く、底面は丁寧に  

磨かれている。黒浜式。  

縄文26号土坑（第55図、PL69）  

1は胴部破片。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と細粒砂が混入されている。文様は単節L－RR縄文。  

内面は粗く磨かれている。巣浜式。2も胴部破片。外面横褐色、内面暗褐色を呈し、焼成は悪く脆い。胎土  

には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は無節Lrr縄文。内面は粗く磨かれている。黒浜式。3  

は深鉢の胴部下位一底部である。器壁は外斜し、やや上げ底を呈す。底径9，5cnl、通存高9cm、器厚0．9～1．4cm  

程を測る。外・内面ともに橙褐色を呈し、焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入  

されている。文様は縄文で、原体は無節Rゼゼ縄文。内面は粗く、底面は丁寧に磨かれ一部に網代痕を残す。  
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窯浜式。4は碧で、口唇部を欠損している。口縁部はやや外反し、胴部は僅かに張る。底はやや上げ底を呈  

す。頭部径20．3cm、胴部最大径21．3cm、底径9．6cnl、遺存高28．5cm、器厚0．9”0．5cm程を測る。外・内面ともに  

赤褐色を呈し、頸部外面には多量の煤が付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫  

が混入されている。文様は縄文で、単節RLL・LRRを乱雑に配す。内∵底面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文49号土坑（第55図、PL70）  

1は碧で、底部を欠損している。口縁部は強く外反し、胴部は僅かに張る。口径24．5cm、頚部径17．3cm、胴  

部最大径18cm、道存高24．4cm、器厚0．5～0．7cm程を測る。外面暗褐色～赤褐色、内面赤褐色一時褐色を呈し、  

焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は口緑部に平行沈線を横位・山形  

に配し、胴部に縄文（単節LRR原体）を配す。内・底面は粗く磨かれており、口唇部断面は丸く整形されてい  

る。有尾式。  

縄文60号土坑（第55図）  

1・2ともに口綾部破片である。1は深鉢の∪綾部破片である。∪唇部はやや外反し、遺有高14．6cm程を測る。  

外面には煤が少量付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文  

様は縄文で、原体は単節しRR・RLLを交互に配す。内面は比較的粗く磨かれており、口唇部断面は丸く仕上  

げられている。黒浜式。2は深鉢の口縁部破片と思われる。器壁はほぼ直立し、焼成は良好で堅い。胎土に  

は多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は平行沈線を横位に酉己す。内面は丁寧に磨かれている。  

有尾式。  

縄文61号土坑（第56図）  

1は胴部破片。外面黄褐色、内面暗褐色を呈し、外面には煤が多量に付着している。焼成は悪くやや脆い。  

胎土には少量の砂礫が混入されている。文様は撚糸文を斜格子状に配す。内面はやや丁寧に磨かれている。  

大木Ia式。2も胴部破片。外面橙褐色を呈し、内面には煤が全面に付着している。焼成は良好でやや堅い。  

胎土には多量の繊維と少量の細粒砂が混入されている。文様は縄文（単節RLL原体）に重ねて平行沈線を波状  

に配す。内面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文63号土坑（第56図、PL70）  

1は深鉢胴部下位～底部である。器壁はほぼ直立し、やや上げ底を呈す。底径9，5cm、道存高11．7cm、器厚  

0．7～0月c川程を測る。内面には煤が疎らに付着している。焼成は悪く脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂  

礫が混入されている。文様は縄文で、原体は無節Lrr。内・底面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文92号土坑（第56図）  

1は碧の口緑部破片。器壁は弱く外反する。内面には疎らに煤が付着している。焼成は悪く脆い。胎土に  

は多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で、原体は無節。内面は丁寧に磨かれ、  

口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

縄文100号土坑（第56図、PL70）  

1は深鉢の口縁部～頭部である。口縁部は強く外反し、頭部は弱く括れる。口径45cm、頚部径30月cm、道  

存高20．9cm、器厚0．8～1cm程を測る。外・内面ともに黄褐色を呈し、頭部内面には多量の煤が付着している。  

焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は矢羽形羽状縄文で、原体は単節。  

内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。2は深鉢の口縁部破片と思われる。器壁は  

ほぼ直立し、遺存高12．9cm、器厚0．8～1cm程を測る。内面には多量の煤が付着している。焼成は悪く脆い。  

胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は菱形羽状縄文で、原体は無節。内面は丁寧に磨かれ、  
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第56図 縄文61・63・92・100・173・186号土坑出土土器   
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縄226土1  

第57図 縄文203・226・242・258・405号土坑出土土器   

〃イ  



口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

縄文173号土坑（第56図、PL70）  

1は深鉢で、底部を欠損している。器壁は僅かに外斜する。口径17．1cm、遺存高21．5cn、器厚0．6～0．9cnl程  

を測る。外面暗褐色～褐色、内面暗褐色を呈し、胴部下位内面には少量の煤が付着している。焼成は悪くや  

や脆い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は無節Lrr縄文。内面は粗く磨かれ、口  

唇部断面は平坦に整形されている。黒浜式。  

縄文186号土坑（第56図、PL70）  

1は碧の口縁部～胴部下位である。口緑部は強く外反し、胴部も強く張る。口径40cm、頭部径14．6cm、胴  

部最大径31．5cm、道存高35．3cm、器厚0．6－1．1cm程を測る。外・内面ともに橙褐色を呈し、頸部外面には少量  

の煤が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は口緑部に  

平行沈線を横位・山形に配し、胴部には矢羽形羽状縄文（原体単節）をやや乱雑に配す。内面は丁寧に磨かれ、  

口唇部断面は平坦に整形されている。有尾式。  

縄文203号土坑（第57図、PL70）  

1は碧で、底部を欠損している。口緑部は強く外斜し、胴部は弱く張る。口径20．8cm、頚部径16．2cm、胴部  

最大径17．8cm、遺存高22．1cnl、器厚0．5～1cm程である。外面暗褐色～赤褐色、内面赤褐色を呈し、内面には縦  

に煤が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は口緑部に  

半裁竹管による連続爪形文を横位・菱形に配し、胴部に菱形羽状縄文（原体単節）。内面は粗く磨かれ、口唇  

部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

縄文226号土坑（第57図、PL70）  

1は深鉢で、底部を欠損している。口唇部はやや外反し、胴部は僅かに湾曲して窄まる。口径25．4cm、最  

小径14．4cm、道存高25．3cm程である。外面暗褐色～赤褐色、内面赤褐色を呈し、内面には縦に煤が付着して  

いる。焼成は比較的良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は無節Rゼゼ  

縄文。内面は丁寧に磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

縄文242号土坑（第57図、PL70）  

1は碧で、底部を欠損している。口唇部は直立し、口縁部は強く外斜し、胴部は僅かに張る。口径24．9cm、  

頸部径14．7cm、胴部最大径15．1cm、遇存高18．5cm程である。外面暗褐色、内面橙褐色を呈し、口緑部内面には  

少量の煤が付着。焼成は比較的良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様  

は2条1単位の撚糸文を斜めに配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。黒浜式。  

縄文258号土坑（第57図、PL70）  

1は深鉢で、底部を欠損している。口綾部は外反し、胴部は緩やかに湾曲して窄まる。口径28cm、道存高  

28cm、器厚0．5～1cm程を測る。外面暗褐色～赤褐色、内面赤褐色を呈し、両面には疎らに煤が付着している。  

焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は失羽形羽状縄文で、原体は無  

節。内面はやや丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形されている。黒浜式。2は深鉢で、口唇部を欠損し  

ている。口綾部はやや外反し、胴部は弱く張る。底はやや上げ底を呈す。胴部最大径25．5cm、底径10cm、遺  

存高30．7cm、器厚0．9～1．5cm程を測る。外面橙褐色、内面白灰褐色を呈し、口綾部外面・胴部中位内面には多  

量の煤が付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は矢羽  

形羽状縄文で、原体は単節。内面はやや丁寧に磨かれている。果浜式。  
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縄437土1  

縄480土1  

第58図 縄文437・455・480・483・524号土坑出土土器  
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縄文405号土坑（第57図、PL71）  

1は深鉢で、底板を欠損する。器壁は直線的に窄まり、口縁部中央には小孔が穿たれている。口径28．8cm、  

底径12cnl、器高34．6cm、器厚0．9～1．5cm程を測る。外・内面ともに褐色を呈し、内面には煤が疎らに付着して  

いる。焼成は比較的良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は菱形羽状  

縄文（原体無節）と、重ねて単節しRR縄文を疎らに配す。内面は丁寧に磨かれ、口唇部断面は平坦に整形され  

ている。黒浜式。  

縄文437号土坑（第58図、PL71）  

1は深鉢で、底部を欠損している。器壁は直線的に窄まる。口径16cm、道存高20cm、器厚0．7～0．9cm程を測  

る。外面橙褐色、内面暗褐色を呈し、口緑部外・内面全体には煤が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎  

土には多量の繊維と少量の砂礫が混入されている。文様は無節しrr縄文。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は  

丸く整形されている。黒浜式。  

縄文455号土坑（第58図、PL71）  

1は碧で、口唇部・底部を欠損している。口緑部はやや外反し、頸部は僅かに括れる。頸部径32．2cm、胴部  

最大径32．2cm、道存高28．7cm、器厚0．9－1，2cm程を測る。外面暗褐色～橙褐色、内面橙褐色を呈し、内面には  

縦に煤が付着している。焼成は悪くやや脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は菱形羽  

状縄文で、原体は単節。内面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文480号土坑（第58図、PL71）  

1は碧で、底部を欠損している。口唇部はキャリバー形を呈す。口緑部は強く外反し、胴部は弱く張る。  

口径26．5cm、頚部径17cm、胴部最大径20cm、遺存高23．5cm、器厚0．6～1cm程を測る。外面暗灰褐色一橙褐色、  

内面白褐色を呈し、頚部外面には多量の煤が付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と  

少量の砂礫が混入されている。文様は口緑部に平行沈線を横位・菱形に配し、胴部に縄文（無節Rゼゼ原体）を配  

す。内面はやや丁寧に磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。有尾式。  

縄文483号土坑（第58図、PL71）  

1は碧で、胴部下位～底部を欠損している。口綾部はやや外反し、口唇部で直立する。胴部は僅かに張る。  

口径31．5cm、胴部最大径29．5cm、遺存高23．5cm、器厚1～1．3cm程を測る。外面暗褐色、内面やや赤色がかる褐  

色を呈し、外面には多量の煤が付着している。焼成は良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入さ  

れている。文様は菱形羽状縄文で、原体は無節。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は丸く整形されている。窯  

浜式。2は碧の胴部下半である。器壁は強く張る。通存高19．5c川、器厚0．8～1cm程を測る。両面には少量の煤  

が付着している。焼成良好でやや堅い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は羽状縄文で、  

原体は無節Rゼゼ・Lrrを雑然と配す。内面は粗く磨かれている。黒浜式。  

縄文524号土坑（第58図、PL71）  

1は深鉢で、底部を欠損している。口縁部は強く外反し、胴部は僅かに張る。口径32．7cm、頚部径21．鋸m、  

胴部最大径22．2cm、遺存高28．2cm、器厚0．8～1．1cm程を測る。外面暗褐色～橙褐色、内面橙褐色を呈し、焼成  

は悪く脆い。胎土には多量の繊維と砂礫が混入されている。文様は口綾部～胴部中位に結節部による勾玉状  

文・押圧文を、胴部下位に沈線による斜行文リレープ状文を雑然と配す。内面は粗く磨かれ、口唇部断面は平  

坦に整形されている。黒浜式の範疇と捉えられるが、詳細不明である。  
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2－2．土坑出土石器（）は、長さ・幅・厚さ・重さの数値で、単位はcm・gを表す。  

縄文1号土坑（第59図、PL72）  

1は黒色頁岩製の石錐である。つまみ部から錐部までを整形し、作り出す。つまみは角形を呈する（1．9・  

2．8・0．8・2．9）。2は黒色頁岩製の不定形スクレイパーである。剥片を素材とし、加工によって刃部を作り出す  

（5．4・6．7・1．4・62．5）。  

縄文100号土坑（第59図）  

1は粗粒輝石安山岩製の凹み石である。平面楕円形を呈する。表裏面に敲打による凹みをもつ。側面には  

擦痕が認められる（12．0・6．9・3．3・446．1）。  

縄文138号土坑（第59図、PL72）  

1・2は灰色安山岩製、3は黒色白岩製の打製石斧である。何れも短冊形を呈する。2は刃部に筋状の捺痕が  

ある（9．2・4．2・1．6・85．5）（12．9・5．0・1，7・140．8）（7．3・5．5・2．5・99．6）。4は黒色頁岩製の石箆である。機能的には、掻  

器の一種と思われる（9．3・5．9・2．9・140．6）。  

縄文195号土坑（第59図、PIプ2）  

1は粗粒輝石安山岩製の凹み石である。表裏・側面に敲打による凹みをもつ（12．0・11．0・7．0・1164．3）。  

縄文207号土坑（第59図、PL72）  

1は石英閃緑岩製の磨石である。敲打痕が摩耗している。凹み石に近似するが、表裏面の敲打煩が明瞭で  

はない（10．2・9．8・4．8・699．4）。  

縄文315号土坑（第59図、PIプ2）  

1はひん岩製の磨石である。表裏面に敲打痕が認められたものの、あまり明瞭でなく、凹み石と区別した   

（9．9・8．5・5，0・580．8）。  

縄文437号土坑（第59図、PL72）  

1は黒色頁岩製の縦型石匙である（2．5・6．3・0．6・11．0）。  

縄文464号土坑（第60図）  

1は粗粒輝石安山岩製の石皿である。周縁が一段高く整形され、側面には一条の溝を巡らす。また表裏面  

に敲打による凹みを有し、凹み石の機能も併用する。  

縄文478号土坑（第59図）  

1は黒曜石製の凹基無茎石嫉である。基部の挟りは浅い。側線は直線的で、平面三角形を呈する（1．6・1．9・   

0．4・1．1）。  

縄文480号土坑（第59図、PL72）  

1は男色頁岩製の縦型石匙である。肩部の扶りはやや浅い（7．0・3ふ0．9・19．5）。  

縄文481号土坑（第60図）  

1は粗粒輝石安山岩製の多孔石である。表裏面の孔は少ない。  

縄文487号土坑（第59図、PIプ2）  

1は粗粒輝石安山岩製の凹み石である。不整円形を呈する。表裏面の窪み弱い。側面にも摩耗した敲打痕  

が認められる（9．7・9．2・3．8・514．6）。2は粗粒輝石安山岩製の石皿である。側線部に凹みが認められ、凹み石の  

機能も併用している。  
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第59図 縄文1・100・138・195・207・315・437・478・480・487号土坑出土石器   
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第60図 縄文464・481号土坑出土石器   
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3．遺構外出土の縄文遺物  

3－1．遺構外出土の縄文土器（第61・62図、第21・22表、PL73）  

第21表 遺構外出土縄文土器一覧表（1）  

挿図番号  出  土  器種  通 存 扁  色 調 外 向  焼  成   

内 面  胎土含有物   
文 様・特 徴   型  

図版番号  グリッド  部位  器 厚（cm）  
式  

外－1  11－H－14  深鉢  8．5   赤褐色   堅い   単節原体による矢羽形羽状縄文、  開山式  

口縁  0．9－1．6  赤褐色   繊維・砂礫   中位に連続刺突文（横位）。   

外一2  ＆Q－21   7．7  帽章褐色  脆い  無節Rゼゼ縄文、中位にルーブ文。  開山式   

胴部   0．7～1．0   暗褐色  繊維・細粒砂  

外－3  東部   7．3   赤褐色   堅い   無節原体による矢羽形羽状縄文、  開山式  

胴部             調査区   0．8～1．0  赤褐色   繊維・砂礫   上位にループ文。   

外－4  6A－10   6．5   暗褐色   堅い   単節LRR縄文、上ヰ位にルー  開山式  

胴部               1．0   赤褐色   繊維・砂礫   プ文。   

外－5  2－H－17   6．4   橙褐色   堅い   単節原体によるループ文、浮線  開山式  

胴部               0，7   自赤褐色   繊維・砂礫   による懸垂文。   

外－6  2－Ⅰ－08   深鉢  自赤褐色  脆い  無節Lrr縄文、波状口緑。   開山式   

口緑   繊維・砂礫  

外－7  臥R21   碧  自責褐色  脆い  無節Lrr縄文。口唇部やや外反。  黒浜式   

口縁   繊維・砂礫  

外－8  9－F15   深鉢  暗褐色  やや脆い  単節LRR縄文。口唇部やや外反。  黒浜式   

口縁   繊維・砂礫  

暗橙褐色  やや堅い  単節RLL縄文。口唇部外反。   男浜式   

橙褐色  繊維・砂礫  

外－10  7－P－15   深鉢  5．8   橙褐色   脆い   単節原体による菱形羽状縄文。  男浜式  

口縁  0．6～0．9  暗灰褐色   繊維・砂礫   口唇部外反。   

外一11  6R21  碧  5．6   褐色   やや脆い   無節Rイ世の羽状縄文。器壁僅か  崇浜式  

口緑  0．7～1．0  褐色   繊維・砂礫   に内斜。   

外－12  ＆P－18   深鉢  7．7   橙褐色   やや堅い   半裁竹管による連続爪形文・斜行  有尾式  

口縁  0．7～1．0  褐色   繊維・砂礫   文。口唇部ほぼ直立。   

外－13  9－P－20   牽  5．4   暗褐色   やや脆い   平行沈線による横位文・山形文。  有尾式  

口縁  0．6～0．8  暗褐色   繊維・砂礫   口唇部外反。   

外－14  5－E－24   鷲  白黄褐色  脆い  単節原体による矢羽形羽状縄文。  崇浜式   

頸部   灰褐色  繊維・砂礫  

外－15  7－Q－02   6．5   白黄褐色   脆い   単節原体による失羽形羽状縄文、  黒浜式  

胴部               0．7   自灰褐色   繊維・砂礫   中位沈線による横位文。   

外－16  10－S12   5．6  無節Lrr縄文。   黒浜式   

胴部   0．5－．0．9   

7．9  単節原体による矢羽形羽状縄文。  黒浜式   

胴部   0．6－0．8   繊維・砂礫  

外－18  12－G－11  碧  自責褐色  脆い  単節LRR縄文。   黒浜式   

胴部   繊維・砂礫  

6．2  

胴部   1．2－1．4   

7．6  

胴部   0．8－1．0   

外－21  8－P－24   5．6  平行沈線による横位文。   男浜式   

口縁   0．5～0．9   

外－22  7－P－05   6．3  男浜式   

胴部   0．7－1．1   

外－23  16－Q－23   5．6  赤褐色  やや堅い  単節RLL縄文。   男浜式   

胴部   0．9－1．4   赤褐色  繊維・砂礫  

外－24  7－Q－02  深鉢  5．5   暗褐色   やや堅い   平行沈線による横位文、単節原  黒浜式  

園部  0．8   暗灰褐色  繊維・砂礫  体による菱形羽状縄文。   

外－25  7－R－08   7．5  暗褐色  堅い  単節原体による菱形羽状縄文。  黒浜式   

胴部   0．7－1．0   暗褐色  繊維・砂礫  

外－26  7－R25   9．0（底径）  

底部   0．5”1．2   

外－27  歴史  10．1（底）  やや脆い  単節RLL縄文。緩い上げ底。   窯浜式   
12号住  底部   1．1   暗灰褐色  繊維・砂礫  
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第22衰 退構外出土縄文土器一覧表（2）  

挿図番号  出  土  器種  過 存 高  色 調 外 面  焼  成   

図版番号  グリッド  部位  器 厚（cm）   内 面  胎土含有物   
文 様・特 徴   型  式  

外－28  9－Q－01   7．0（底径）  脆い  無節Lrr縄文。緩い上げ底。   黒浜式   

底部   1，0～1．4   繊維・砂礫  

外－29  3－F22   9．0（底径）  橙褐色   脆い   2条1単位の平行沈線による横位  窯浜式  

底部               0．5－1．1  橙褐色   繊維・砂礫   文。平底。   

外－30  8－P－19   4．2   暗褐色   やや脆い   2条1単位の撚糸文（横位文）、口  諸磯式  

口緑               0．7～0．9  暗褐色   細粒砂   昏部上面に連続刺突文。   

外 31  7－Q－03   6．7  暗褐色  やや脆い  2条1単位の撚糸文（斜行文）。   諸機式   
胴部   0．8  暗褐色  細粒砂  

外－32  表採   碧  5．7  橙褐色  やや堅い  無文。平底。   前期   

底部   0．6～1．3   白褐色   砂礫  

連続爪形文（横位文）・斜行文。   

外－36  7－P－13   8．2   暗褐色   やや堅い   連続爪形文（横位・菱形）。器壁  諸磯b式  

胴部               0．7～0．9  暗褐色   砂礫  外反。   

外－37  12－H－22   12．0（底）  橙褐色   やや堅い   浮線横位文上に斜行刻み文、縦  諸機b式  

底部               0．5－1．5  自褐色   無し   位の浮線文。   

外－38  ＆Q－04   深鉢  3．9   赤褐色   堅い   集合沈線による斜行文、縦帯状  諸磯c式  

口縁  0．6～1．0  赤褐色   砂礫   ・豆粒状の貼付文。器壁内湾。   

外－39  12－D－19  深鉢  5．5   暗赤褐色   堅い   結節状浮線による横位文、波状  諸磯c式  

口縁  0．5   暗褐色   砂礫   文。器堂外反。   

外－40  16－Q－15  深鉢  赤褐色  堅い  集合沈線による横位文・斜行文。  諸磯c式   

胴部   白黄褐色  細粒砂  

外一41  7－Q－20   深鉢  6．6   赤褐色   やや堅い   集合沈線による縦位文・横位文、  諸磯c式  

胴部  1．0   赤褐色   砂礫   ボタン状・縦帯状貼付文。   

外－42  10－P－16   5．6  暗灰褐色  やや堅い  集合沈線による横位文。   諸機c式   

胴部   1．0   暗灰褐色   砂礫  

外－43  22－L19  深鉢  8．1   赤褐色   堅い   波状沈線文、幾何学貼付文、円  腸坂式  

砂礫  形刺突文。   

外－44  西部  6．9（底径）  やや脆い  磨消縄文、縦位沈線文。   加曽利EI式   
調査区  底部   0．6－1．3   砂礫  

外－45  13－G－05   7．5   暗赤褐色   堅い   浮線による横位文、集合沈線に  加曽利E］式  

胴部               1．0～1．3  赤褐色   砂礫   よる斜行文。   
外－46  東部   深鉢  4．6   赤褐色   堅い   横位・縦位に沈線で区画し、磨   

調査区  口縁  1．1－1．3  赤褐色  砂礫  消縄文・縄文を配す。   
外－47  歴史   碧   9．3   赤褐色   堅い   沈線による楕円形区画内に縄文、  加曽利EⅣ式  

3号沸   胴部  0．6－1．2  赤褐色   砂礫   区画外に磨消縄文。   

外－48  東部   6．4   白橙褐色   やや脆い   2条1単位の沈線による渦巻状区  加曽利EⅣ式  

胴部             調査区   0．8  噌灰褐色  細粒砂  画内に縄文、沈線間は磨消。   

外－49  M－19－22  深鉢  5．0  赤褐色  堅い  太い横位沈線、無節Lrr縄文。  加曽利EⅣ式   

口縁   1．3～1．6   暗赤褐色  砂礫  

外－50  9－H－04   5．8   灰黄褐色   堅い   沈線による三角文、全面磨消純  

胴部         文。   

外－51  11－P－11  注□  白褐色  堅い  平行沈線による幾何学文。   堀之内Ⅰ式   

胴部   白褐色   細粒砂  

外一52  7－H－01   5，5  橙褐色  堅い  縦位沈線文、全面磨消縄文。   堀之内Ⅰ式   

胴部   0．5  暗灰褐色  紺粒砂  

外－53  丘G－25   碧  9．8   橙褐色   堅い   縦位沈線による区画内に縄文、  堀之内Ⅰ式  

頭部  0．8”1．1  暗褐色   

外－54  10Ⅰ－18   

は磨消・‾F位は縄文。   

外－55  牽   6．2   暗褐色   堅い   口唇部両面に横位沈線文。器壁  加曽利BI式  

口縁  暗褐色   細粒砂   外斜。  

外－56   9．3（底径）  堅い  両面丁寧な磨き。底に網代痕。  後期   
底部   細粒砂  
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第61図 遺構外出土縄文土器（1）  
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3－2．遭構外出土の縄文石器（第63”73図、第23～28表、PL74～叫   

小原日通跡では、地表面、確認面、遺構内、トレンチ内からコンテナ14箱分程の縄文時代に属す石器、石  

製品が出土している。剥片類が大半を占めるため、図示できたのはそのうちの一部にとどまる。  

有舌尖頭器（第63図、第23表、PL74）  

1は縄文時代草創期に位置づけられる有舌尖頭器である。1号清から出土しているが、混入したものである。  

先端、および基部を欠損し、表面はかなり摩耗している。  

石槍（第68図、第23表、PIプ4）   

2は硬質頁岩製の石槍である。側線に角を持ち、基部が平らに作られているため、五角形を呈する。また、  

側線の下半部は鋸歯状に整形されている。やや薄手。3号清から出土しているが、混入品である。縄文時代  

早期のものであろうか。  

石版（第63・64・65図、第23・24表、PL74”76）   

3～71までは石嫉に分類される石器である。いずれも縄文時代のものである。   

3は両側縁に扶りを持つ石嫉である。いわゆるアメリカ式右舷と呼ばれるものであろう。   

4～40までは凹基無茎嫉である。このうち、4～13までは小ぶりの製品を示す。薄手で三角形の脚を作り  

出すものが多いが、7は断面円形の脚を作り出している。14～24までは平面形が三角形に近い、中型の製品  

を示した。14～21のように基部が広く挟られて脚が三角形に尖るもの、22～24のように基部を丸く挟り、  

脚をあまりとがらせないものに細分できる。26～32は側線がカーブするものである。25～28のように下半  

部でカーブするもの、29～32のように上半部からカーブするものがある。33～36までは凹基嫉のうちでも  

基部の扶りが浅いものである。側線は直線的で、平面形は三角形を呈するものが多い。37～40は長身で基部  

に浅い挟り込みを持つものを示し、41～51は長身で基部の挟りの深いものである。41～45のように側線が  

カーブするものと、46～51のように直線的なものに細分できる。52～54は平基無茎嫉に分類される石嫉で  

ある。いずれもやや長身で、側線は直線的である。   

55～71までは有茎鍍に分類される石嫉である。55・56は返しを持つ凹基有茎嫉。56は茎部が欠損している  

ため、一見すると無茎嫉に見える。57～59は平基無茎嫉である。58のような短身のものと、59のような長  

身のものがある。60～71は凸基有茎嫉である。いずれも長身で、無茎鍬こ比べてやや厚手のものが多い。側  

線は直線的である。茎部の欠損しているものが多いが、これが使用によるものなのか、埋没した後に折損し  

たものなのかは不明。また、70・71はほかのものに比べて茎部の作り出しが貧弱で、かなり薄手に作られて   

いる。   

石嫉全体を総じてみると、前述したように縄文早期に位置づけられるものがある一方、有茎嫉が本地城で  

定着するのは縄文後期以後のことである。よって本遺跡出土の右舷は、縄文時代晩期を除く全期のものが混  

在していると言ってよいであろう。無茎鍛は縄文前期と後期のものが主体となっているように思われる。  

石錐（第65図、第25表、PL76）   

72～75は石錐に分類される石器である。72～74はつまみ部から錐部までを整形し、作り出しているもの。  

75は不定形の剥片の一部を加工して錐部を作り出したものである。73・74は錐部は残存せず、つまみ部だけ  

の出土である。72は槍先形のつまみ、73・74は角形のつまみである。75は黒色頁岩の剥片を加工したもので  

ある。錐部先端は摩耗している。  
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石匙（第65・66・68図、第25表、PL76）   

76～83は石匙である。76・77は縦型に分類され、78～83は横型に分類される。76は黒曜石製の小型石匙  

である。調整は粗い。縦型のうち、77には刃部付近に使用によるものと思われる擦痕が観察できた。横形に  

含めた78については、欠損品ではあるが、82のような横長あるいは円形の身部を持つものと推定される。全  

体に、つまみ部の作り出しが粗雑で、肩部の挟りもあまり深くないものが多い。  

打製石斧（第68～70図、第25・26表、PL79▲80）   

84～113は打製石斧に分類される。92・93のように短冊形あるいは長楕円形を呈するものと、97・99のよう  

に撥形、あるいは歪んだ三角形を呈するもの、112・113のように刃部にかけて緩く開く台形を呈するものが  

ある。また、101・102は側面から見ると湾曲しており、ほかのものとはやや機能的に差がありそうに思える。  

刃部は92・100・111のように丸刃のものと、93・99のように直刃のものがある。両者とも刃部は両面から調整  

を施して作り出された両刃であり、加工方法に差異はみられない。   

これらの資料のうち、91■93・94・100・101・103・104・106・108・109には表面に摩耗あるいは捺痕が観察さ  

れる。刃部に筋状の擦痕がある104・108や、刃部がほかの部位と比べて著しく摩耗している94・100・106・  

109は使用による痕跡と認めてよいと思われるが、他のものについては判断し難い。  

分銅形打製石斧（第70図、第26表、P1月O）  

114～116。これらの資料については、いわゆる打製石斧の範疇に入れられることが多いが、機能、用途  

ともに前項の石斧類と差異が論じられているので、別項を設けることにする。本遺跡で出土した当該資料も  

人きさ、重量ともに前項の石斧とは明らかに適う。ただし、石仙二関しては同質である。3点ともに石材を  

粗く加工、整形し、刃部を作り出している。  

石箆（第70図、第26表、PIjO）  

117～123は石箆に分類されるものである。機能からいえば掻器の一種であると思われている。刃部に向  

かって開く器形と、調整が片面に集中することが特徴である。また厚さも打製石斧に比べて厚手のものが多  

い。118・119は他のものと平面形が異なるが、片面調整による整形、刃部の位置および作り出し方から本項  

に属するものと考えた。  

スクレイパー（第66・70・71図、第26・27表、PL77・80）  

124～146はいわゆるスクレイパーに分類される石器である。剥片もしくは石核を素材とし、加工によっ  

て刃部を作り出しているものの、石嫉から石箆までの分類に属さないものを本項に含めた。  

124は小型の木葉形石器である。石嫉の可能性もあるが、作りが全体に華奪なので本項に含めた。125は  

おそらく半分ほど欠損したものであろう。128～130は不定形の石器である。128は全面に加工を施し、側線  

と下線に挟りを入れている。129・130は剥片の一部に刃部を作り出しているものである。131は楕円形に整  

形された石器である。主に背面に加工時の剥離が認められ、腹面倒には刃部を調整したときの剥離しかない。  

132～143は不定形のスクレイパーである。ほとんどは剥片素材であるが、143は石核素材である。粗く整形  

したものが多い中で、139は縁辺全周が調整されており、下端の刃部には使用による摩耗が認められた。   

上記のような不定形のスクレイパーのほか、本遺跡では下記のような規格性の認められるスクレイパーも  

出土している。144～146は横長の剥片を素材にしたエンドスクレイパーである。刃部以外の加工痕は少な  

く、明らかに素材の選択が行われているu  
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模型石器（第66図、第27表、PL77）  

147・148は楔型石器に分類される石器である。147は黒曜石の剥片を素材とし、剥片の先端部を打ち欠い  

ている。形状はいびつであるが、上端および下端に打撃によってつぶれた個所があり、そこを打点とする剥   

離が対極の近くにまで達している。148は白岩製の剥片を台形状に整形し、使用している。やはり上下端に   

打点があり、向かい合った剥離が観察できる。   

その他の打製石器（第66図、第27表）  

149は加工を施された剥片である。素材剥離後に二次的に加工が施されているが、どの部分を使用してい   

るのか不明。  

■剥片（第66・67図、第27表、PL77・78）  

150～168は剥片類である。このうち150・152・153の3点には使用による微細な剥離が認められた。   

石核（第67・71・72図、第27・28表、PL78・81）  

169－184までは石核である。169のような黒曜石製の小型のものから、184のように安山岩系の石材を粗  

く打ち割り、礫器状のものまで、バリエーションがある。   

磨製石斧（第67・72図、第28表、PL78・81）  

185～191は磨製石斧である。185・186は小型の定角式磨製石斧。185は蛇紋岩を石材とし、表面は滑らか  

に整形されている。刃部には使用痕が観察できる。187－191は乳棒状磨製石斧。187・188は刃部のみの破片  

である。190は大型の石斧の基部であろう。刃部の残る資料にはいずれも使用痕が認められる。   

凹み石（第72図、第28表）  

192は、石器表裏面に敲打による凹みをもつ、凹み石である。低い三角錐状に整形してある。敲打痕は項  

部、および底面中央に認められる。   

磨石（第72・73図、第28表、PIβ1）  

193～196は、粗粒輝石安山岩製の磨右である。前記の凹み石と同様の石材を用い、同様の形状に整形し  

ながら表裏面の敲打痕が明確でないものを磨石として区別した。表裏面か縁辺、もしくはその両方に敲打痕  

が認められるものがある。   

石皿（第73図、第28表、PL81）  

197・198は縄文時代の石皿である。すべて安山岩系の石材を用いる。→般的特徴として表面中央が広く窪  

んでいる。   

装飾品（第66図）  

199は貝製品。全体に規則正しく波打っているので、サルボウ属などの海水性二枚貝の貝殻を使用したも   

のと思われる。おそらく垂飾であろう。長さ4．1cm、幅0．9cLn、厚さ0．2cm、重さ1．Og程を測る。  

ー  
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第23衰 退構外出土縄文石器一覧表（1）  （単位：cm・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ  重量   備  考   

ロ  1号満跡  有舌尖頭器   黒色頁岩   4．6  1．6  0．6  5．9  縄文時代草創期に属す   

2  3号満跡   石槍   ：：… 塁 ■   11．0  3．3  0．8  29．9  

3   表採   石嫉   チャート   2．3  1．3  0．3  1．2  

4  11－H－06グ   石嫉   チャート   1．4  1．1  0．3  0．4  

5  19－し11グ   石嫉   黒曜石   1．3  1．1  0．2  0．3  

6   表採   石鍼   チャート   1．0  1．2  0．3  0．3  

7  12－D－08グ   石嫉   黒曜石   1．7  1．3  0．4  0．7  

8   衷採   石鍍   黒曜石   1．5  1．1  0．2  0．3  

9   表採   石鍼   黒曜石   1．7  1．6  0．3  0．6  

10  7－Ⅰ－07グ   石鍼   チャート   1．6  1．5  0．3  0．5  

12－H－18グ   石嫉   黒色安山岩   1．6  1．4  0．4  0．5  

12  7－Q－14グ   石嫉   黒色頁岩   1．8  1．4  0．4  0．5  

13  ＆Q－09グ   石鍍   黒色安山岩   1．7  1．4  0．4  0．7  

14  15J－14グ   石鍼   黒曜石   1．6  1．7  0．3  0．6  

15  23－M－03グ   石嫉   黒曜石   1．6  1．4  0．2  0．6  

石嫉   黒曜石   1．8  1．7  0．4  0．8  

石越   チャート   1．6  1．7  0．3  0．6  

18  丘Q－11グ   石嫉   チャート   2．0  1．5  0．3  0．6  

19  5－H－03グ   石越   チャート   2．0  2．0  0．3  1．0  

20  むC－04グ   石金族   黒曜石   2．5  1．9  0．3  1．0  

21   表採   石嫉   黒色安山岩   2．3  1．8  0．3  0．9  

22  10－Ⅰ－03グ   右舷   黒色頁岩   2．4  1，6  0．4  0．9  

23  12－D－10グ   石嫉   黒色安山岩   

24  4－K17グ   右舷   男色頁岩   2．2  1．6  0．3  0．8  

25  10－Ⅰ－18グ   石嫉   黒色頁岩   3．0  2，0  0．5  1．1  

26   表採   

27  むⅠ－05グ   

28  15－G－08グ   

29  4－H－13グ   

30  14号住居   石嫉   チャート   2．1  1．7  0．3  1．1  

31   表採   石鍍   黒色頁岩   1．8  2．0  0．3  0．7  

32   表採   石嫉   チャート   1．8  1，4  0．2  0．5  

33   表採   石嫉   チャート   2．4  1．6  0．5  1．5  

34  11－GO2グ   石鹸   黒曜石   2．0  1．6  0．3  0．7  

2．0  1．6  0．4  0．9  
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第24表 遺構外出土縄文石器一覧表（2）  （単位：cm・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ  重量   

36  7－H－18グ   石嫉   黒色安山岩   2．7  1．4  0．3  1．3  

37  10－Q－07グ   

39  9－H－11グ   

40   表採   石鹸   チャート   3．7  1．6  0．5  2．3  

41  11－Q－24グ   石嫉   黒色貞岩   2．3  1．2  0．3  0．7  

42  9－Q－20グ   石嫉   珪質頁岩   2．5  1．5  0．5  1．0  

右舷   黒色頁岩   3．0  1．6  0．4  2．0  

44  3号溝跡   石嫉   チャート   2．5  1．5  0．3  1．0  

45  20－LO4グ   石嫉   黒色頁岩   3．1  1．9  0．4  1．6  

46  9－P－0〔）グ   石鍍   チャート   3．2  1．7  0．4  1．3  

47  15号住居   石嫉   チャート   2．6  1．6  0．3  1．1  

48  11J－21グ   石嫉   黒色安山岩   3．3  1．6  0．3  1．6  

49  2（｝N－22グ   石嫉   黒曜石   3．0  1．8  0．3  1．3  

50  9－Ⅰ－21グ   石嫉   黒色安山岩   3．2  1．9  0．4  2．0  

51   表採   石嫉   男色安山岩   3．7  1．9  0．5  2．6  

52  12－D－17グ   石嫉   珪質貢岩   2．1  1．3  0．4  0．9  

53   表採   石嫉   黒曜石   2．1  1．2  0．2  0．5  

54  ＆Ⅰ－01グ   石嫉   黒色頁岩   2．8  1．7  0．4  1．5  

55  5号古墳   石嫉   黒色頁岩   2．2  1．6  0．5  1．0  

56  16－H－15グ   石嫉   珪質頁岩   

57  22－LlOグ   石嫉   黒曜石   2．0  1．3  0．4  0．8  

58  3号溝跡   石嫉   チャート   2．3  1．7  0．5  1．6  

59  12－E－11グ   石嫉   チャート   2．8  2．0  0．6  2．1  

60  16－H－15グ   右舷   硬質頁岩   2．5  1．5  0．4  1．1  

61   蓑採   石鍍   黒色白岩   2．6  1．3  0．4  1．0  

62  3号溝跡   石鍼   チャート   2．9  1．3  0．5  1．9  

63  9J－17グ   石嫉   チャート   2．9  1．6  0．3  1．2  

64  7－Q－04グ   石嫉   黒色頁岩   3．0  1．5  0．4  1．5  

65  12－Ⅰ－09グ   石嫉   チャート   3．0  1．4  0．4  1．4  

66  13一Ⅰ－07グ   石嫉   黒色白岩   2．9  1．6  0．4  1．2  

67   表採   石嫉   黒色頁岩   3．6  1．6  0．6  2．8  

68  23－M－03グ   右舷   男色頁岩   3．6  1．8  0．5  2．8  

69   表採   石嫉   黒色頁岩   3．9  1．8  0．5  2．8  

γ0  21－し15グ   石嫉   チャート   2．1  1．′／  U．4  1．3  
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第25表 遺構外出土縄文石器一覧表（3）  （単位：c川・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ  重量   備  考   

71   表採   石鍼   黒色頁岩   3．5  1．9  0．4  2．3  

72  10－F20グ   石錐   黒曜石   4．0  1．6  0．6  3．0  

73   表採   石錐   チャート   2．3  2．1  0．7  2．4  

74  12－S12グ   石錐   チャート   2．1  1．8  0．5  2．1  

75  2－Ⅰ－05グ   石錐   黒色頁岩   4．7  3．2  1．3  11．5  

78  10－H－22グ   

79  シⅠ－03グ   石匙   チャート   2．5  3．9  0．8  6．2  

80   表採   石匙   黒色頁岩   3．9  5．7  0．6  10．6  

81  4－G－25グ   

82   表採   

83   表採   石匙   黒色白岩   5．2  7．3  1．2  40．7  

細粒輝石安山岩  5．0  3．3  1．2  26，2  

85  3号溝跡  打製石斧   黒色頁岩   6．1  4．3  0．8  33．6  

86  1号溝跡  打製石斧   黒色頁岩   6．8  3．8  1．2  43．4  

87  4－H－11グ  打製石斧   黒色頁岩   7．2  3．2  0．7  32．4  

89   表採   打製石斧   黒色頁岩   8．1  4．1  1．6  60．2  

90  3号溝跡  打製石斧   珪質貢岩   7．8  4．1  1．7  86．9  

91  19－M－02グ  打製石斧   黒色頁岩   8．8  4．0  1．4  61．6  

92  6号溝跡  打製石斧   黒色頁岩   10．2  3．5  1．8  63．1  

93  17－R－01グ  打製石斧   黒色頁岩   12．0  4．3  2．0  129．7  

94  12－H－23グ  打製石斧   11．2  4．9  2．9  117．0  

95  16－R－02グ  打製石斧   灰色安山岩  11．6  4．9  1．8  122．8  

96  1号構跡  打製石斧  細粒輝石安山岩  10．7  5．0  2．5  157．4  

97  18－N－04グ  打製石斧  細粒輝石安山岩  13．6  5．9  2．4  165．0  

98  23－N－11グ  打製石斧   黒色頁岩   10．6  6．2  2．4  143．4  

99  18－M－20グ  打製石斧   黒色頁岩   10．5  5．6  1．0  68．9  

100   表採   

101  11－RO9グ  打製石斧  細粒輝石安山岩  12．3  4．7  2．1  152．9  

102   表採   打製石斧   黒色頁岩   13．9  5．7  2．2  192．9  

104  12－R－05グ  打製石斧  細粒輝石安山岩  6．9  4．8  1．0  45．5  

105  13号溝跡  打製石斧  細粒輝石安山岩  7．4  4．7  1．8  72．7  
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第26表 遺構外出土縄文石器一覧表（4）  （単位：c川・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ  重量   備  考   

106  11J－16グ  打製石斧   黒色頁岩   7．8  4．5  1．8  70．9  

107  3号満跡  打製石斧   珪質貢岩   7．9  5．0  1．7  64．2  

108  20－N－22グ  打製石斧   黒色白岩   8．1  4．9  1．7  71．0  

109  17－R－01グ  打製石斧   灰色安山岩   9．0  5．1  1．5  98．4  

110   表採   打製石斧   黒色頁岩   9．2  5．5  1．7  92．2  

111  3号溝跡  打製石斧   黒色白岩   10．8  6．0  1．7  127．6  

112  3号溝跡  打製石斧   男色頁岩   9．5  5．0  1，1  55．9  

男色頁岩   

114  4号古墳  打製石斧  細粒輝石安山岩  9．1  7．8  2．1  214．5  分銅形   

115  3号満跡  打製石斧   黒色頁岩   12．4  6．7  1．8  151．7  分銅形   

116  3弓満跡  打製石斧   黒色頁岩   15．2  7．3  3．0  408．1  分銅形   

117  5－P－20グ   石箆   黒色白岩   7．6  4．9  1．3  49．7  

118  5－E－07グ   石箆   黒色頁岩   7．5  4．7  1．5  52．3  

119  1号炭窯   石箆   黒色頁岩   8．8  4．7  1．8   

120  12－E－06グ   石箆   黒色貢岩   8．9  5．3  1．5  78．7  

121  12－D－22グ   石箆   黒色頁岩   10．7  5．8  2．3  170．3  

122  7－R－06グ   石箆   黒色白岩   9．4  5．4  1．9  96．7  

123  16－R－07グ   男色頁岩   

124  16－0－15グ  スクレイパー   チャート   2．2  1．1  0．2  0．5  

125  12－Ⅰ－11グ  スクレイパー   チャート   1．6  1．4  0．6  1．2  

126  12－D－20グ  スクレイパー   黒曜石   

127  7－R－07グ  スクレイパー   黒曜石   2．0  1．8  0．5  1．4  

128  2一Ⅰ－05グ  スクレイパー  珪質頁岩   2．4  2．0  0．4  1．4  

129  12－D－14グ  スクレイパー   チャート   2．0  1．9  0．4  0．9  

130  16－0－05グ  スクレイパー  黒色貢岩   2．1  2．7  0．8  4．3  

131  9－P－02グ  スクレイパー   黒曜石   4．6  2．7  0．8  11．3  

132  14号住居  スクレイパー  黒色頁岩   5，6  3．6  0．7  15．2  

133  5－F－10グ  スクレイパー  男色頁岩   4．8  4．9  0．7  12．4  

134  22－N－05グ  スクレイパー  男色頁岩   4．0  6．4  1．0  18．8  

135  10号住居  スクレイパー  黒色頁岩   5．6  5．0  1．1  40．5  

136  19－M－02グ  スクレイパー  黒色白岩   4．8  6．7  1．3  43．7  

140  7－Q－20グ  スクレイパー  男色白岩   8．2  4．9  1．7  55．3  

ノ彪   



第27表 遺構外出土縄文石器一覧表（5）  （単位：cm・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ    重量  

3号溝跡  スクレイパー  黒色頁岩   9．7  4．7  1．9    71．4   

142  1号溝跡  スクレイパー  男色頁岩   10．5  6．5  1．8    107．1   

143  7－Q－24グ  スクレイパー  黒色頁岩   7．7  12．0  2．6    199．8   

144  1号炭窯  スクレイパー  黒色員岩   4．0  6．4  2．0    49．1   

11号溝跡  スクレイパー  黒色頁岩   5．1  8．2  1．3    49．4   

10－RO3グ  スクレイパー  男色頁岩   

147  21－し07グ  楔型石器   1．4  1．8  0．4    1．0   

148   表採   楔型石器   チャート   2．5  2．5  0．6    3．7   

149  10－R－13グ   剥片   黒色頁岩   3．9  4．5  1．1    17．9   

150  16－R－19グ   剥片   黒曜石   2．9  1．7  0．7    2．6   

151  17－R－01グ   剥片   黒曜石   2．9  1．6  0．6    2．1   

152  10号炭窯   剥片   黒曜石   2．9  2．0  0．6    2．9   

153  12－D－19グ   剥片   黒曜石   1．8  0．9  0．3    0．4   

154  11－D－11グ   剥片   黒曜石   2．3  1．4  0．4    0．9   

155  11－H－06グ   剥片   黒曜石   2．0  1．8  0．4    0．7   

156  16－R－12グ   剥片   黒曜石   2．2  1．4  0．6    1．2   

157  11－E－10グ   剥片   崇昭石   1．5  1．8  0．6    1．6   

158  12－D－07グ   剥片   黒曜石   1．8  1．8  0．6    1．3   

159  11－E－05グ   剥片   チャート   2．0  1．7  0．6    1．5   

160  16－R－19グ   剥片   黒曜石   1．9  2．4  0．7    2．3   

161  12－D－14グ   剥片   黒曜石   1．7  2．2  0．7    2．2   

162  11－D－21グ   剥片   チャート   2．1  2．1  1．0    3．9   

163  12－D－20グ   剥片   黒曜石   2．6  1．4  1．0    2．8   

164  1号炭窯   剥片   黒曜石   1．9  3．0  0．9    3．3   

165  11－H－06グ   剥片   チャート   2．2  2．8  0．8    3．7   

166  10－Ⅰ－03グ   剥片   チャート   3．5  1．8  1．0    4．3   

167  4－E－15グ   剥片   黒曜石   3．3  2．3  1．0    6．0   

剥片   チャート   

石核   黒曜石   1．5  2．5  0．9    2．9   

170  16－Q－09グ   石核   黒曜石   1．8  2．5  1．3    5．6   

171  1号炭窯   石核   黒曜石   1．6  3．2  1．7    6．3   

172  17－R－01グ   石核   黒曜石   乙4  2．7  1．6    7．6   

173  9一Ⅰ－21グ   石核   チャート   2．7  3．0  1．5    9．1   

174  21－N－07グ   石核   黒曜石   3．9  2．4  1，5    8．5   

175  10－P－18グ   石核   チャート   2．9  4．0  1．4    15．8   
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第28表 遺構外出土縄文石器一覧表（6）  （単位：cm・g、グはグリッドの略）  

番号  出土位置  器  種   石  材   長さ  幅  厚さ  重量   備  考   

178  10－P－18グ   3．8  2．5  1．9  27．4  

180  13号溝跡   

181  1＆R－10グ   石核   黒色頁岩   5．8  10．6  3．7  247．2  

182  9－P－25グ   石核   黒色頁岩   8．9  10．4  5．0  441．1  

183  1号溝跡   石核   細粒輝石安山岩  13．8  13．2   

184  11－P－19グ   石核   細粒輝石安山岩  12．5  15．9  6．3  1283．8  

185  9－Q－04グ  磨製石斧   蛇文岩   3．9  2．9  0．8  12．9  

186  ＆Q－19グ  磨製石斧   蛇文岩   8．0  4．2  1．6  78．6  

187  ＆Q－15グ  磨製石斧   変玄武岩   5．0  4．0  1．0  30．8  

188  8－Q－15グ  磨製石斧   蛇文岩   8，1  4．5  2．9  129．3  

189  9－FO2グ  磨製石斧   変玄武岩   11．5  4．3  2．0  174．0  

190  6R－06グ  磨製石斧   変玄武岩   13．9  3．8  2．9  230．5  

191  7－Q－10グ  磨製石斧   変玄武岩   13．6  5．2  3．4  456．2  

192  7－Q－20グ   凹石   粗粒輝石安山岩  12．4  8．4  5．9  576．3  

193  8－Q－24グ   磨石   粗粒輝石安山岩  7．3  5．5  2．9  184．1  

194  3－P－15グ   磨石   粗粒輝石安山岩  9．5  7．4  3．2  353．7  

195  10－R－04グ   磨石   粗粒輝石安山岩  10．3  9．1  3．4  504．8  

196  7－0－05グ   磨石   粗粒輝石安山岩  10．7  8．7   

197  10－R－04グ   石皿   粗粒輝石安山岩  

198  10－RO4グ   石皿   粗粒輝石安山岩  

JJJ   



（3）．古墳時代  

1．住居跡  

9号住居跡（第74図、PI」5）  

位置 ①調査区東部の11－F6・7・8・11・12・13グリッドに跨がって検出された。2・3号古墳の中間に位置する。  

規模 主軸はN－90D－Eを指向し、平面東西に長いやや歪な長方形を呈する。北壁から両壁にかけて耕作によ  

り削平されており、南東隅は確認できなかった。規模は長軸（東西）7．45×短軸（南北）6．20m程を測る。  

壁は大きく開いて立ち上がり、壁高は0．10－0．40m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めはさほど  

強くない。壁溝は、検出されなかった。  

覆土 ローム粒・ロームブロック・FA軽石を含む暗茶褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 3本検出されている。Plは住居南東部の東壁際に位置し、平面楕円形で長0．25×短0．15×深0．95m程を  

測る。P2はPlの西1．20m程に位置し、平面楕円形で長0．25×短0．18×深0．72m程を測る。P3は住居北  

壁際に位置し、平面不整楕円形で長0．33×短0．25×深0．27m程を測る。何れからも柱痕跡は確認されな  

かった。  

炉跡 住居中央やや北西寄りにて炉跡が検出された。平面南北に長い不整楕円形で長0．75×短0．55×深0．10m  

程を測る。炉跡北西隅では、被熱痕をもつ自然礫が検出されている。  

遣物 土師器細片数点が出土している。  

時期 炉跡を伴うことと土師器が出土していることから、本項に含めたが、詳細不明。  

a l 旦L：297・30m   ＼≦≡戸一          2  

旦L＝297．60m  

2m  

第74図 9号住居跡   
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2．古墳  

1号古墳（第75図、PI38）  

位置 ①調査区北東部の14－G－24、15－G－3・4・5グリッドに跨がって検出された。周囲は地形的にやや張り出し、  

古墳はこの突端部を利用して構築されている。群中で最も高所に位置している。  

噴丘 遺存状況は概して悪く、規模・形状は不明である。周溝・石室の位置から、恐らく直径8m内外の小円  

填であったと推定される。  

外部 墳丘東・西側で、周溝が土坑状に検出されている。西側は最大幅2．96m、深さ0．27～0．35m、東側は  
施設  

最大幅1．7m、深さ0．04～0．16m程を測る。覆土中から礫が数個検出されたが、数量的に茸石の存在を  

確定するには至っていない。  

内部 ほぼ真南に開口する横穴式石室である。用材は多くが抜き取られ、下部のみが道存していた。その状  
施設  

況より、平面両袖形を呈していたものと推測される。遺存部で全長3．2m、玄室長1．8m、同奥幅1．Om、  

同前幅0．95m、羨道前幅0．5m程を測る。壁材は輝石安山岩の割石と河原石を乱右横にし、玄室床面に  

は扁平な河原石が敷き詰められていた。奥壁には鏡石が据えられていたが、石室内部に倒壊していた。  

また、羨道前部には閉塞石とみられる割石が拡充されていた。石室外方には控積みの痕跡も検出され  

ている。石室掘り方は平面やや歪な馬蹄形を呈し、全長5．25m、奥幅3．1m、前幅2．3m、深さ0．11～  

0．36m程を測る。掘り方の石室人口・袖該当部には、左右並列してピット状の窪みが検出された。これ  

は門柱石の据付け孔と推測され、石室に羨門・玄門が具備されていたと考えられる。  

遣物 検出されなかった。  

2号古墳（第76図、第29表、P139・82）  

位置 ①調査区中央やや北寄り、10－G－25、10－H－21・22、11－G－5・10、11－H－1・2・6・7グリッドに跨がって検出さ  

れた。1号古墳の南85m程に位置している。  

噴丘 遺存状況は悪いが、周構内径8．6m、同外径11．3m程を測る円墳である。  

外部 周満が墳丘西北・東側に遺存していた。西北側は幅0．6～1．1m程を測るが、北端が顕著に広がり同部  
施設  
での幅は2．5m程を測る。深さは0．12－0．19m程である。東側は幅1．6～2．6m、深さ0．11～0．47m程を測  

る。覆土中にはローム粒・ロームブロックと風化m軽石・As－C軽石が含まれている。周満底部からは礫  

が数個検出されたが、茸石の存在は確定できなかった。  

内部 南東に開口する横穴式石室である。用材は殆どが抜き取られ、裏込めと僅かな用材が過存していた。  
施設  
玄室部では壁材数石が散乱していたが、原位置を留めるのは梱石1石と、東側壁材1石のみである。  

羨道部では、敷石の一部のみが道存していた。壁材は輝石安山岩の割石を用い、玄室床面からは割石  

の細片と小振りの河原石が少量検出されている。石室掘り方は平面イチジク形を呈し、全長5．9m、最  

大幅3．8m、括れ部幅2．4m、最小幅2．1m、深さ0．24～0．37m程を測る。掘り方内の玄室該当部には、石  

材の据付け孔が顕著に認められ、やや大振りの石材を用材にしていたと推測された。また掘り方平面  

形状から、石室平面形が両袖形を呈す可能性も示唆された  

遺物 須恵器大碧1個体が出土したのみである。  

ノダJ   
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3号音墳（第77図、PIJO）  

位置 ①調査区東端の11－C－5・9・10、11－D－6グリッドに跨がって検出された。2号古墳の東95m程に位置して  

いる。   

墳丘 道存状況は概して悪く、規模・形状は不明である。周満・石室の位置から、恐らく直径7m内外の小円  

填であったと推定される。  

外部 墳丘北西・北東側で、周溝が土坑状に検出されている。北西側は最大幅1．9m、深さ0．11～0．29m、北  
施設  

東側は最大幅1．5m、深さ0．11－0．16m程を測る。覆土中にはローム粒・ロームブロックと風化m軽石・  

As－C軽石が含まれている。周溝内からは礫がやや多く検出され、青石の存在が推定される。  

内部 ほぼ巽南に開口する横穴式石室である。用材は多くが抜き取られ、玄室のみが通存していた。遺存部  
施設  

で全長2．5m、奥幅0．7m、最大幅0．8m、前幅0．7m程を測る。壁材は輝石安山岩の割石と河原石を乱石  

積にし、床面には扁平な河原石が敷き詰められていた。奥部には鏡石の抜取り痕が検出されている。  

石室外方には控積みが施されていた。石室掘り方は平面長橋円形を呈し、全長5m、奥幅2．4m、前幅  

1．6m、深さ0．03～0．21m程を測る。掘り方の石室人口・袖該当部には、門柱石の据付け孔が検出され、  

本石室が両袖形を呈し、羨門・玄門が具備されていた可能性が指摘された。   

遣物 検出されなかった。  

4号古墳（第78図、PIAl）  

位置 ①調査区中央やや西、8J－2・3、9J－2・3・4・7・8・9グリッドに跨がって検出された。2号古墳の南西65m  

程に位置している。  

墳丘 道存状況は概して悪く、規模・形状は不明である。周溝・石室の位置から、恐らく直径9m内外の小円  

填であったと推定される  

外部 墳丘北西・北東側で、周満が土坑状に検出されている。北西側は最大幅3．5m、深さ0．18～0．26m、西  
施設  

側は幅1．9～2．5m、深さ0．17～0．6m程を測る。覆土中にはローム粒・ロームブロックと風化m碑石・As－  

C軽石が含まれている。周構内からは礫が多量に検出され、青石の流れ込みと推測される。墳丘東部  

には茸石も若干遺存していた。  

内部 ほぼ真南に開口する横穴式石室である。用材は殆どが抜き取られ、玄室東壁の一部が遺存していた。  
施設  

従って規模は不明である。壁材は輝石安山岩の割石を乱右横にし、奥壁鏡石は角閃石安山岩の削石を  

使用している。その整形は粗く、一部に切組を有す。床面には扇平な河原石と割石の小片が敷き詰め  

られていた。奥部には鏡石が検出されているが、石室外方に倒壊していた。東部では裏込めも若干道  

存していた。石室掘り方は平面楕円形を呈し、全長4．6m、最大幅2．7m、深さ0．1～0．38m程を測る。  

遣物 検出されなかった。  
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5号古墳（第79図、PI』2・82）  

位置 ①調査区南部の6－Ⅰ－9・10、6－H－6・11グリッドに跨がって検出された。4号古墳の南西60m程に位置して  

いる。群中最も低い位置に占地している。  

墳丘 遺存状況は概して悪く、規模・形状は不明である。周溝・石室の位置から、恐らく直径10m内外の小円  

填であったと推定される  

外部 墳丘北西・北東側で、周溝が土坑状に検出されている。北西側は最大幅3．8m、深さ0．3～0．76m、北東  
施設  

側は最大幅4m、深さ0．35～0．64m程を測る。覆土中にはローム粒・ロpムブロックと風化FA軽石・As－  

C軽石が含まれている。周構内からは礫が数点検出されているが、青石の存在は確定できなかった。  

内部 ほぼ真南に開口する横穴式石室である。用材は多くが抜きとられていたが、玄室部は比較的良好に通  
施設  

存していた。平面両袖形を呈し、遺存長3．Om、玄室長2．Om、同奥幅1．1m、前幅1．3m、羨道遺存部幅  

0．8m程を測る。奥壁はやや外方に張る。壁材は輝石安山岩の割石を乱石積にし、床面には扁平な河原  

石が敷き詰められ、さらにその上に玉砂利が敷かれていた。奥部には鏡石が設置されているが、その  

上部は既に打ち欠かれていた。袖部には板石を縦に一枚設置しており、玄門を意識したものと推測さ  

れる。またその床面には梱石が4石並べられていた。石室外方からは控積みが楕円形に検出されてい  

る。石室掘り方は平面方形を呈し、東西4．1m、南北3．9m、深さ0．2～0．3m程を測る。控積みと掘り方  

とのあいだは埋土で突き固められていた。  

遺物 玄室内から直刀3、鉄族8、錯1、刀子2、不明鉄製品1点が検出されている。特に直刀1は、東壁際から  

原位置のまま出土している。  

古墳土層説明  
2号古墳   

1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．褐色土  

3号古墳   

1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．褐色土  

ローム粒・ロームフ小口ック・やや風化したmをやや密に含む。  

ロームフ小口ックを密に含む。  
ローム粒・ロームブロックをやや密に含む。   

ローム粒を含む。  
トムブロック・やや風化したm・As－Cを含む。  

As－C・mをやや密、ロームブロック含む。  

ローム粒・ロームブロック含む。   

5．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。   

6．黄褐色土 ロームブロックを多量に含む。  

4号古墳   

1．暗褐色土 ロームブロック・mを含む。   

2．黒褐色土 mをやや密に含む。風化したAs－Cを疎に含む。   
3．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック・mを含む。   

4，暗褐色土 ローム粒・ロームフヾロックをやや密に含む。FA・As－C含む。   

5．茶褐色土 ロームブロックを多量に含む。  

第29表 2号古墳出土土器観察表  

番号  器 種  出土状態 残存状態  法 量（cm）  月台土・色調   器 形・成・整 形 の  特 徴   

雪聖  覆ニヒ  ［コ：－  小砂礫  胴部球状を呈する。  
1    須恵器   胴下半部1／2   底：－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  H旨灰色  

J5j   



2－1．5号古墳出土鉄製品（第80図、PIj2）  

直刀（1・10・11）  

1は完存の刀身である。全長83．8cn、身幅3．1cm、棟厚0．7cnl、茎長11．Ocm、同中央幅1．7cm、同厚0．5cm程を測  

る。両関で刃部は平造りである。開部には鞘元金臭が遺存している。10・11は刀身残欠である。10は過存長  

10．6cm、身幅1．9c川、棟厚0．3cm程を測る。平造りである。11は遺存長5．4cm、身幅2．4cm、棟厚0．3cm程を測る。  

腐食が著しく詳細不明である。  

鍔（15）  

1／2が遺存する。縦7．8cm、横（推定）7．6cm、厚さ0．3cm程を測る。やや逆三角形を呈し、6窓式。  

銑鉄（2～9）   

2～4・6，7は広根腸扶長三角嫉で、深逆刺を有す。2は全長10．9cm、鋒部長3．1cm、同厚0．4cm、腸挟部幅2．2cm、  

柄部長3．t）Cm、同幅U．6cm、茎部幅0．5cm程を測る。逆刺先端は僅かに外反する。3は茎部の先端を欠損する。  

通存長10．5cm、鋒部長3．2cm、同厚0．3cnl、腸挟部幅2．3cm、柄部長2．9cm、同幅0．8cm、茎部幅0．3cm程を測る。逆  

刺先端はやや外反する。4は茎部の大半を欠損する。通存長7．9cm、鋒部長3．5cLn、同厚0．2cm、腸挟部幅2．1cLn、  

柄部長2．8cnl、同幅0．7cnl、茎部幅0．4cm程を測る。逆刺先端は僅かに外反する。鋒部と柄部は打ち付けによっ  

て接合されている。6は茎部と柄部の殆どを欠損する。遺存長4．1cnl、鋒部長3．7cm、同厚0．3cm、腸挟部幅2．1  

cLn、柄部幅0．6cm程を測る。逆刺はやや外反する。7は茎部と柄部の大半を欠損する。通存長4．8cm、鋒部長  

3．Ocm、同厚0．4cm、腸挟部幅2．3cm、柄部幅0．7cm程を測る。5は長頸両刃嫉である。鋒部は端刃で平面三角形  

を呈す。茎部先端を欠損し、鋒部は曲折している。道春長9．Ocm、鋒部長1．OcLn、同最大幅0．9cm、柄部長3．6cm、  

同幅0．8cm、同厚0．3cm、茎部幅0．3cm、同厚0．2cm程を測る。8・9は逆刺部である。8は遺存長3．Ocm、厚さ0．2cnl  

程を測る。9は遺存長3．1cm、厚さ0．1cm程を測る。  

刀子（13・14）  

13は刀身で、刃部先端と茎部先端を欠損する。遺存長8．1cm、身幅1．1cm、棟厚0．4cm、茎幅0．6cnl、同厚OA  

cnl程を測る。片関である。14は茎部先端で遺存長2．8cm、幅0．8cm、厚さ0．4cm程を測る。  

不明鉄製品（12）   

遺存長3．8cm、幅2．Ocm、厚さ0．9cm程を測る。腐食が著しく、詳細不明である。  
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（4）．歴史時代  

1．住居跡  

1号住居跡（第81・89図、第29表、PIA3・83）  

位置 ①調査区北部の18－Ⅰ－23・24、19－Ⅰ－3・4グリッドに跨がって検出された。3号満跡の北に位置する。  

規模 主軸はN－940－Eを指向し、平面長方形を呈する。規模は長軸（南北）4．00×短軸（東西）3．10m程を測る。  

壁はやや開き気味に立ち上がり、壁高は0．20m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めは弱い。壁溝  

は検出されなかった。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 Plは住居中央やや南に位置し、平面円形で径0．30m、深さは0．80m程と深い。主柱穴と成りうるか、  

詳細は不明である。   

貯蔵穴検出されなかった。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．50m程張り出して構築されていた。遺存状況は比較的良好である。  

袖部は検出されなかったが、カマド前面にて袖石の掘り込み痕がピットとして確認できた。また、天  

井部懸架材もその位置をズラしながらも、ほぼ原位置にて確認されている。焚き口の掘り込みは極め  

て弱く、ほぼ平坦な燃焼部から煙道部にかけては緩やかに立ち上がり、煙出しは角度を持って立ち上  

がる。   

付属 Dlは床下土坑で、カマドの延長線上の住居中央南、Plの西に位置する。平面円形に近い楕円形を呈  
施設  

し、長0．76×短0．70×深0．20m程を測る。D2も床下土坑で、Dlの北西0．5m程に位置する。平面不整楕  

円形で、長1．00×短0．60×深0．18m程を測る。Dl・D2共に、覆土はFA軽石・ロームブロックを含む暗  

褐色土を主体としている。  

遺物 覆土からの検出が大半で、カマド、及びその周辺にて若干量の破片が認められた。  

2号住居跡（第81図、PL生3）  

位置 ①調査区北部の18－J－19・20・24・25グリッドに跨がって検出された。緩傾斜地に位置し、1号住居跡の南  

西30m程にて検出された。  

規模 主軸はN－940－Eを指向し、平面北が開く台形を呈する。規模は両辺3．50m、北辺3．95m、東辺4．70m、  

西辺4．55m程を測る。壁はやや開き気味に立ち上がり、壁高は0．40m程を測る。床面はほぼ平坦で、  

住居中央の踏み固めがやや強い。壁溝は、西辺の北西隅から中央やや南寄りにかけて検出された。そ  

の長さ3．15m、幅20”30cm、深さ4～5cm程を測る。   

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体としている。   

柱穴 検出されなかった。  

貯蔵穴住居南東部に位置する。平面長方形で、長0．68×短0．58×深0．23Im程を測る。覆土は暗褐色土を主体と  

している。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．70m程張り出して構築されていた。遺存状況は比較的良好である。  

袖部は検出されなかったが、袖構築材と捉えられる礫が散在して検出された。焚き口はかなり掘り込  

まれており、平面楕円形を呈する燃焼部はほぼ平坦で、被熟痕顕著であった。煙道部は角度をもって  

立ち上がる。  
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付属 Dlは床下土坑である。住居はぼ中央に位置する。平面は楕円形を呈し、長1．30×短1．00×深0．70m程  

施設  
を測る。FA軽石・ロームブロックを含む黒色土を主体としている。  

遣物 カマド内と覆土中より、少量出土している。  

3号住居跡《二次調査1号住居跡≫（第82・89図、第29表、PI」3・83）  

位置 ①調査区北端部の19一Ⅰ－10・15、19J－6・11グリッドに跨がって検出された。一次調査時には、住居の大半  

は未買収地に位置していた。買収後の二次調査区にて住居の全容が明らかになった為、概要は二次調  

査1号住居跡にて記し、本項では省略する。  

規 模～二次調査参照   

覆 土～二次調査参照   

柱 穴”二次調査参照   

貯蔵穴一二次調査参照   

カマド～二次調査参照  

遺物 灰粕陶器が、床面直上にて出土している。  

4号住居跡（第82・89・90・96図、第29表、PIA3・83）  

位置 ①調査区北部の17J－19・24グリッドに跨がって検出された。2号住居跡の南東17m程に位置する。  

規模 主軸はN－1000－Eを指向し、平面南北に長い長方形を呈する。規模は長軸（南北）5．15×短軸（東西）3．55m  

程を測る。壁は直立気味に開き、壁高は0．30m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めは弱い。壁満  

は、北壁から西壁にかけてL字状に検出されたが、壁から5～10cm程離れて構築されていた。壁満の  

長さは6．48m、幅25cm、深さ7cm程を測る。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 検出されなかった。  

貯蔵穴Plは住居南東部、東・両壁から0．3m程離れて検出された。中位に段を有し、平面楕円形で長0．83×短  

0．78×深0．25m程を測る。カマド構築材と思われる被熱した自然礫が、覆土上層有段部から検出され  

ている。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．50m程張り出して構築されていた。貯蔵穴にカマド構築材と思わ  

れる自然礫の流出が認められ、通有状況は良好とは言えない。袖部も検出されなかったが、袖石痕と  

思われるピットが確認されている。燃焼部から煙道部にかけてはゆるやかに立ち上がり、やや角度を  

持って煙出しに至る。  

付属 Dlは床下土坑で、西壁壁溝際に位置する。平面楕円形で長1．35×短1．10×深0．41c川程を測る。D2も  
施設  

床下土坑で、カマドの北、東壁際に位置する。平面楕円形で、長1．00×短0．80×深0．45m程を測る。  

Dl・D2共に、覆土はFA軽石・ロームブロックを含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 覆土中と貯蔵穴から出土している。  
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5号住居跡（第83・90・91図、第29・30表、P1月4・83）  

位置 ①調査区北部の17－Ⅰ－13・14グリッドに跨がって検出された。4号住居跡の南東25m程に位置する。住居  

中央を、耕作により撹乱されて検出された。  

規模 主軸はN－1070－Eを指向し、平面南北に長い不整長方形を呈する。東壁のみ直線的でなく、カマド南で  

L字型に屈曲している。規模は長軸（南北）3．30×短軸（東西）2．80m程を測る。壁は直立気味に開き、壁  

高は0．25m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めは弱い。壁溝は、検出されなかった。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とする。  

柱穴 検出されなかった。   

貯蔵穴検出されなかった。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．30m程張り出して構築されていた。遺存状況は比較的良好である。  

カマド構築材として自然礫が使用されていた。燃焼部から煙道部にかけては角度をもって立ち上がる。  

付属 Dlは床下土坑で、両壁際に位置する。平面不整形を呈し、長0．75×短0．35×深0．40m程を測る。覆土  
施設  

はFA軽石・ロームブロックを含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 カマドに集中する他、覆土中から出土している。  

6号住居跡（第83・91図、第30表、Pu4・83）  

位置 ①調査区北部の17－Ⅰ－9グリッドにて検出された。5号住居跡の南西3m程に位置する。  

規模 主軸はN－900－Eを指向し、平面ほぼ方形を呈する。規模は4．00m程を測る。壁はやや開き気味に立ち上  

がり、中位にて大きく開く。壁高は0．90m程を測る。床面は平坦で、カマド周囲で踏み固めが強い。  

壁溝は検出されなかった。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石・ローム粒・ロームブロックを含む黒褐色土を主体としている。  

柱穴 検出されなかった。  

貯蔵穴住居南東隅にて検出された。Plは平面楕円形を呈し、長0．65×短0‖55×深0．20m程を測る。  

カマド 東壁ほぼ中央に位置し、壁外に煙出しが確認された。遺存状況は良好である。自然礫で構築されてお  

り、袖石に跨るように天井部懸架材の一部も確認された。ほぼ平坦な燃焼部は方形を呈し、煙道部は  

ほぼ直立気味に立ち上がり、壁外の煙出しへと至る。   

付属 Dlは床下土坑で、住居南東部に位置する。平面不整形を呈し、長1．10×短0．90×深0．15m程の規模を  
施設  

測る。  

遺物 覆土からの出土が大半で、カマド、及びその周辺にて若干量の破片が認められた。  

7号住居跡  

欠 番  

Jの   
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第84図 8号住居跡  

8号住居跡（第84・91・96図、第30表、PI」4・45・83・84）  

位置 ②調査区東部の19－L16・21グリッドに跨がって検出された。2号住居跡の北西38m程に位置する。  

規模 主軸はN－980－Eを指向し、平面長方形を呈する。規模は長軸（南北）4．35×短軸（東西）3．60m程を測る。  

壁は開き気味に立ち上がり、壁高は0．35m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めは弱い。壁満は住  

居北壁から東壁北部にかけてL字状に検出された。幅12～18cm、深さ2～11cm程を測る。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 主柱穴が4本検出された。Plは住居南東部にて検出され、平面円形で径0．30mX深0．58m程を測る。P2  

は住居南西隅にて検出され、平面不整円形で径0．35mX深0．47m程を測る。P3はP2の対の位置の北西  

隅にて検出され、平面楕円形で長0．30×短0．25×深0．45m程を測る。P4は住居北東部に位置し、平面  

楕円形で長0．30×短0．24×深0．71m程を測る。  

貯蔵穴検出されなかった。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．60m程張り出して構築されていた。遺存状況は比較的良好である  

左袖部は不明であるが、右袖部は地山に近似した粘十に砂礫を混入して突き固めて構築されていた。  

また袖石や天井部懸架材の一部は、原位置を留めて検出された。カマド内で散在して検出された自然  

礫の一部は、被熱痕から袖石と判明した。また袖石を埋め込む為の掘り込みも左右で確認された。燃  

焼部はほぼ平坦で平面楕円形を呈し、短い煙道部から煙出しへは角度を持って立ち上がる。  

付属 P2と重複して住居南西端にて床下土坑が検出された。Dlは平面不整楕円形で長0．80×短0．65×深0．15  
施設  

m程を測る。  

遺物 カマド全面から住居南部にかけて集中する。また、住居北部東壁際には炭化材が投げ込まれている。  

J62   
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9号住居跡  

古墳時代編  

10号住居跡（第85・91・92・93・96図、第30・31表、PL生5・84）  

位置 ①調査区南端部、緩やかな傾斜地の2－K23・24、3－K2・3・4グリッドに跨がって検出された。他の住居  

とはその位置を大きく異にする。  

規模 主軸はN－830－Eを指向し、平面丸みを持つ隅丸方形を呈する。長軸（東西）5．50×短軸（南北）5．40m程を  

測る規模である。壁は床面からやや開き気味に立ち上がり、中位から上場にかけては大きく開いて立  

ち上がる。壁高は1．Om程を測る。床面はほぼ平坦で、ロームブロックと暗褐色土ブロックの混土で張  

床されており、特に住居中央部の踏み固めが強い。壁溝は、カマド部を除いて全周して検出された。  

その幅15～30cm、深さ12cm程を測る。  

覆土 FA軽石をやや密に含む暗褐色土を主体とし、ローム粒・ロームブロック・焼土粒・炭化物を含む自然  

堆積である。  

柱穴 主柱穴がその位置を南に偏在して4本検出されている。Plは住居南東部の南壁際、壁満と重複して検  

出された。平面方形に近い楕円形で長0．38×短0．32×深0．34m程を測る。P2も住居南西部の壁浦上に  

位置しており、平面不整円形で径0．25×深0．66m程を測る。P3は住居中央やや北西に位置し、平面は  

楕円形を呈し、長0．40×短0．32×深0．41m程を測る。P4は住居北東部に位置し、平面楕円形で長0．32×  

短0．28×深0．38m程を測る。何れの柱穴の覆土もFA軽石・ローム粒を含む暗褐色土を主体としていた。  

何れからも柱痕跡は確認されなかった。またPl・P3・P4は、住居内部に向かい「ハ」の字状に掘り込ま  

れているが、P2のみ住居外に傾きを持つように掘り込まれている。このことはPトP3・P4の深さが40  

cm前後と同規模であるのに対し、P2のみ他のピットより倍近い深さを持つことと関係あるのであろう  

か？   

貯蔵穴2基検出された。P5は住居南西隅に位置しており、平面不整楕円形で、長0．90×短0．55×深0．13m程を  

測る。覆土は暗褐色土を主体としている。P6はP5の対角線上、住居北東隅に位置しており、平面不整  

楕円形で長1．05×短0．80×深0．17m程を測る。覆土は暗茶褐色土を主体としている。  

カマド 東壁中央やや南寄りに位置し、壁外に0．95m程張り出して構築されていた。遺存状況は非常に良好で  

ある。自然礫を使用した袖石や天井部懸架材もほぼその位置を保って検出された。袖石と懸架材には、  

被熟痕が顕著に認められた。火床部から燃焼部にかけては段を有して立ち上がり、石製支脚が通存す  

る。ほぼ平坦な燃焼部から煙道部にかけてはやや角度をもって立ち上がり、煙出しに至る。  

付属 Dlは床下土坑で、住居中央部に位置する。平面楕円形を呈し、長0．57×短0．45×深0．20m程を測る。  
施設  

覆土中に、焼土・灰をやや密に含む。D2も床下土坑で、Dlの南0．60m程に位置する。平面不整楕円形  

で、長0．80×短0．63×深0．20m程を測る。覆土は、混土による人為的埋土である。  

遣物 カマドからカマド南部にかけて、また覆土中より出土している。  
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11号住居跡（第86・93・94・96図、第31・32表、PI」5・84）  

位置（∋調査区東部の19－KlO・15グリッドに跨がって検出された。北から南へ向かう緩傾斜地に立地し、8号  

住居跡の南東8m程に位置する。  

規模 主軸はN－10lO－Eを指向し、平面南北に長い長方形を呈する。規模は長軸（南北）4．45×短軸（東西）3．30m  

程を測る。壁は開き気味に立ち上がり、壁高は0．20～0．35m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み囲め  

は弱い。壁溝は検出されなかった。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 主柱穴が4本検出された。Plは住居南東部の東壁際、P5（貯蔵穴）と重複して検出された。平面楕円形  

を呈し、長0．38×短0．32×深0．15m程を測る。P2は住居南西部、住居南・西壁から40cm程に位置する。  

平面楕円形で長0．34×短0．28×深0．20m程を測る。P3は住居北西部、住居北・西壁から20c川程に位置す  

る。平面楕円形を呈し、長0．40×短0．34×深0．14m程を測る。P4は住居北東隅に位置し、平面楕円形  

を呈し、長0．40×短0．36×深0．38m程を測る。P4以外は、Pl・P2・P3共に浅い。倒れの桂穴からも杜痕  

跡は確認されていない。  

貯蔵穴P5は住居南東部、Plと重複して検出された。平面楕円形を呈し、長0．65×短0．50×深0．10m程と浅い。  

カマド 東壁中央南寄りに位置し、壁外に0．60m程張り出して構築されていた。通存状況は比較的良好である。  

袖部は、地山に近似した黄褐色土に小砂礫を混入して突き固められてい た。左右の袖石もほぼ原位置  

にて道存していた。石製支脚も原位置にて検出された。また天井部懸架材と思われる自然礫が貯蔵穴  

上にて検出されている。燃焼部は平面方形で、煙道部から煙出しへは緩やかに立ち上がる。  

付属 床下土坑が2基検出された。Dlは、住居南西部P2と重複して検出された。平面楕円形を呈し、長0．60  
施設  
×短0．48×深0．15m程を測る。D2はDlの対角線上、住居北東部にて検出された。平面東西に長い楕円  

形を呈し、長1．55×短0．70×深0．12m程を測る。  

遺物 カマド前面から南東部を中心に、住居全域から出土している。  

12号住居跡（第86・95図、第32表、PIA6・85）  

位置 ②調査区南東部の17－L16グリッドにて検出された。11号住居跡の南38m、2号住居跡の南西35m程に  

位置する。  

形状 主軸はN－820－Eを指向し、平面ほぼ方形を呈する。規模は長軸（東西）2．90×短軸（南北）2．80m程を測る。  

壁はやや開き気味に立ち上がり、壁高は0．20m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み囲めは弱い。壁満  

は検出されなかった。  

覆土 浅間C軽石・FA軽石を含む黒褐色土を主体とし、自然堆積である。  

柱穴 検出されなかった。   

貯蔵穴検出されなかった。  

カマト、、東壁北東隅に位置し、壁外に0．36m程張り出して構築されていた。耕作の影響により、道存状況は悪  

い。袖部は検出されなかった。カマド周辺にて散在して検出された自然礫は、袖石や天井部懸架材の  

一部と捉えられた。両袖石の掘り込み痕もピットとして確認できた。やや円形に近い燃焼部から、煙  

道部は緩やかに立ち上がる。  

遺物 カマドや、住居東部にて出土している。  
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13号住居跡（第87・95・96図、第32表、PIA6・85）  

位置 ③調査区中央部、ほぼ平坦な9－Q－10・15、9－R6・11グリッドに跨がって検出された。  

規模 主軸はN－1000－Eを指向し、平面東西にやや長い長方形を呈する。長軸（東西）5．10×短軸（南北）4．60m程  

を測る。壁は床面からやや開き気味に立ち上がり、中位から上場にかけてはやや開いて立ち上がる。  

壁高は0．60m程を測る。床面はほぼ平坦で、ロームブロックと暗褐色土ブロックの泥土で張床されて  

おり、住居中央部の踏み固めがやや強い。壁溝は、カマド部を除いてほぼ全周して検出された。その  

幅20～35cm、深さ10cm程を測る。  

覆土 FA軽石をやや密に含む黒褐色土を主体とし、ローム粒・ロームブロック・浅間C軽石を含む自然堆積  

である。  

柱穴 主柱穴がその位置をやや偏在して5本検出されている。Plは住居南東部の東壁際、壁満と重複して検  

出された。平面楕円形で長0．40×短0．32×深0．28m程を測る。P2も住居南壁際の壁浦上に位置してお  

り、平曲楕H形長0．36×短0．25×深0．24m程を測る。P3も住居南西隅壁溝上に位置し、平面楕円形  

を呈しノ、長0．32×短0．20×深0．26m程を測る。P4は住居北壁際、壁満に接するように位置し、平面円  

形に近い楕円形で長0．30×短0．26×深0．26m程を測る。またP5は、カマドを挟んでPlの対角線上の東  

壁際に位置する。平面楕円形を呈し、長0．32×短0．26×深0．18m程を測る。何れの柱穴の覆土もFA軽  

石・ローム粒を含む暗褐色土を主体としていた。また柱痕跡は確認されなかった。住居中央やや北西  

寄りにて検出されたP6は、平面楕円形を呈し、長0．50×短0．44×深0．20m程を測る。主柱穴となり得  

るか、詳細は不明である。   

貯蔵穴検出されなかった。  

カマド 東壁中央やや南寄りに位置し、壁外に0．50m程張り出して構築されていた。道存状況は非常に良好で  

ある。袖部は地山に近似した黄褐色粘土を使用し、小砂礫を混入して構築されていた。自然礫を使用  

した袖石や天井部懸架材もほぼ構築時の位置を保って検出されている。袖石と懸架材には、被熱痕が  

顕著に認められた。火床部も被熟顕著であった。ほぼ平坦な燃焼部から煙道部にかけて緩やかに立ち  

上がり、煙出しへと至る。  

掘り方住居中央部をテラス状に残し、カマドを除く外縁が幅0．70m前後、探さ0．30m前後で「コ」の字状に掘  

り込まれていた。  

遣物 多量の鉄揮や鉄製品破片・フィゴ羽口等が住居中央部、床面からやや浮いて検出された。当初、本跡  

も鍛冶跡かと考えられたが、検出状況等から、他から遺棄されたものと推測された。  

ノ6苫   



∈
O
S
．
S
∞
N
‥
J
可
 
 

r
も
 
h
円
い
し
 
 
M
 
 

些L‥285．60m  

0  4m  

カマド  2m  

第88図14号住居跡  

14号住居跡（第88・95図、第32表、PI』6・47）  

位置 ③調査区中央部やや南寄り、ほぼ平坦な7－Q－21、＆Q－1・2、8－P－5グリッドに跨がって検出された。13号  

住居跡の南東35m程に位置する。  

規模 主軸はN－860－Eを指向し、平面東西に長い不整長方形を呈する。5号住居跡同様、東壁のみ直線的でな  

く、カマド南でL字型に屈曲して検出された。規模は長軸（東西）4．20×短軸（南北）3．70m程を測る。壁  

は床面からほぼ直立気味に立ち上がり、壁高は0．20m程を測る。床面はほぼ平坦で、踏み固めは強く、  

黄褐色土を主体に暗褐色土との泥土で貼り床されていた。壁溝は、検出されなかった。  

覆土 FA軽石をやや密に含む黒褐色土を主体とし、ローム粒・ロームブロック・浅間C軽石を含む自然堆積  

である。   

柱穴 検出されなかった。   

貯蔵穴検出されなかった。   

カマド 東壁中央やや南寄りに位置し、壁外に0．30m程張り出して構築されていた。遺存状況は良好である。  

袖部は地山に近似した黄褐色粘土と灰白色粘土を使用し、小礫を混入して構築されていた。灰白色粘  

土は、特に天井部に多く使用されていた。袖石は検出されなかったものの、袖石用の掘り込みが確認  

されたことから、その使用が推測された。焚き口の掘り込みは弱く、燃焼部から煙道部にかけてはほ  

ぼ平坦で、煙出しで直立する。  

掘り方住居北部ではほとんど平坦な掘り込みで、住居中央から南部にかけては10cm前後の深さで、土坑状の  

粗掘りが確認された。  

遺物 住居全域にて散在して検出された。  

〃iリ   



住居跡土層説明  
1号住居跡  
1．黒褐色土 トム粒・FA軽石（以下、FA）・浅間C軽石（以下、As－C）を  

含む。   
2．橙褐色土 焼土ブロック。   

3．茶褐色土 トム粒・ロームフやロックをやや密に含み、m・As－Cを含む。   
4．黄褐色土 ロームブロック。  

カマド  
1．黒褐色土 住居覆土。   
2．橙茶褐色土ロームフ一口ックをやや密、灰色粘土・焼土粒・炭化物を含  

む。   
3．茶褐色土 ロームブロック・焼土粒・炭化物を疎に含む。   

4．褐色土暗 褐色土とロームブロック・茶褐色土の泥土。焼土粒・炭化物  

を密に含む。  

4．黄褐色土 ローム粒イトげロックを密に含む。   

5．茶褐色土 ローム粒一口ーげロックやや密に含む。  

6号住居跡  
1．暗褐色土 ローム粒・小礫をやや密、As－C・mを含む。   

2．黒色土  ローム粒を含み、m・As－C含む。   
3．暗褐色土 口一ム粒・ロームブロック・m・As－Cを含む。   

4．暗褐色土 口一ム粒を含み、mをやや疎に含む。   
5．暗褐色土 ローム粒イトムプヾロックをやや密に含み、m・As－Cを含む。   

6．黒褐色土 ローム粒・m・As－Cを含む。   
7．黒褐色土 ローム粒・トげロック▼m・As－Cをやや密に含む。   
8．暗褐色土 ローム粒ヰA・ロームフナロックをやや密に含む。   

9．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、FAを含む。  

10．茶褐色  暗褐色土とロームブロック・茶褐色土の漏土。  
11．茶褐色土 ロームフいロックを密に含む。  

12，黄褐色土 ロームフヾロック。  

8号住居跡  
1．黒褐色土 ローム粒・m・As－Cを含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・m・As－Cを含む。   
3．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、m・As－Cを・含む。   

4．茶褐色土 ローム粒・mをやや疎に含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックをやや密、炭化物・mを含む。   
6，暗褐色土 ローム粒・トムブロックをやや密に含み、mを含む。   

7．茶褐色土 ローム粒・トムブロックをやや密に含み、mを疎に含む。  

10号住居跡  
1．暗褐色土 トム粒・m・As－Cを含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・ロームブロック・m・As－Cをやや密に含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・ロームフ小口ックをやや密に含み、m・As－Cを疎に含  

む。   
4．黒褐色土 ローム粒・m・As－Cを含む。   
5．暗茶褐色土ローム粒・ロームフ小口ックをやや密、mを含む。   
6．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、mを含む。   

7．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。FA・As－C含む。   
8．茶褐色土 トム粒・ローげロックを含み、mをやや疎に含む。  
9．黄褐色土 ロームフ小口ック。  

10．茶褐色土 暗褐色土とロームフ小口ック・茶褐色土の混土。  
11．暗褐色土 ローム粒・ロームプ小口ックを含み、mを含む。  

12．暗茶褐色土11に近似するが、ローム粒をやや密に含む。  

13．暗茶褐色土ローム粒・ロームブロックをやや密、炭化物を疎に含む。  

14．茶褐色土 ローム粒・ローげロックをやや密に含む。しまり強い。  

15．暗茶褐色土ローム粒・m・As－Cをやや疎に含む。  

16．茶褐色土 ローム粒・ロームブロック密、m・As－C・炭化物を疎に含む。し  

まり強い。  
13号住居跡  
1．黒褐色土 口一ム粒・m・As－Cを含む。  
2．黒褐色土 ローム粒イトムフ、’ロック・m・As－Cをやや密に含む。  

3．暗褐色土 ローム粒－m－As－Cを含み、鉄洋・鉄粉を含む。  

4．茶褐色土 ローム粒を含む。   
5．噌茶褐色土ローム粒イトムフナロック・m・鉄浮を含む。  

6．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、m・As－C・炭化物  

を含む。  
7．黄褐色土 口一ム粒・ローげロックをやや密に含む。  

8．暗茶褐色土ローム粒・をやや疎、炭化物・炭化材を含む。  
9．茶褐色土 ローム粒・トムブロック含み、炭化物・焼土粒含む。しまりあ  

り。  
10．暗茶褐色土ローム粒を含む。  

11．黄褐色土 ローム粒を多く含む。  

12．暗茶褐色土炭化物・焼土粒を疎に含む。  

14号住居跡  
1．暗褐色土 トム粒・mをやや密に含む。  

2．暗茶褐色土ローム粒・mを疎に含む。   

3．黒褐色土 m・ローム粒を含む。  

4，暗褐色土 ローム粒・m・As－Cを含む。  
5．暗茶褐色土ローム粒・mを含む。  

6．茶褐色土 ローム粒をやや密に含む。  
7．黄褐色土 ローげロックを密に含む。   

2号住居跡  

1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．茶褐色土  

貯蔵穴  
1．暗褐色上   

2．茶褐色土   

3．黄褐色土  

ローム粒を密、m・As－Cを含む。  

ローム粒・ロームフヾロックを含み、m・As－Cを疎に含む。  

ローム粒・ローム7やロックをやや密に含み、m・As－Cを含む   

m・ローム粒をやや密に含む。  

m・ローム粒を含む。  

ローム粒・ロームフ小口ックを密に含む。  

カマド  

1．黒褐色土 住居覆土。   
2．茶褐色土 ロームフサロックが主体で、焼土粒・炭化物を含む。   

3．橙褐色土 焼土粒をやや密、ロームフ小口ック・炭化物を疎に含む。  

4．褐色土   暗褐色土とロームブロック・茶褐色土の泥土。焼土粒・炭化  

物を密に含む。  

焼土フヾロック。灰・炭化物含む。  
ローム粒・ロームプサロックを密に含む。  

暗褐色土とロームプヾロック・茶褐色土の混土。  

6に近似するが、焼土粒・炭化物を含む。   

m・As－C・ロームブロックを含む。  

ローム粒・m・ロームフやロックをやや密に含む。  

ローム粒・YP軽石・ロームフヾロックを密に含む。   

ローム粒・m・As－Cを含む。  

土   

ローム粒・mを含む。  

ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、mを含む。  

ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームフ小口ック・mを含む。  

5．橙褐色土   

6．茶褐色土   

7，黄褐色土   

8．茶褐色土  

1号床下土坑  
1．黒色土   

2．暗褐色土   

3．茶褐色土  

3号住居跡  
1．黒褐色土   

2．暗茶褐色   

3．黒褐色土   

4．茶褐色土   

5．黒色土   

6．黒褐色土  

7．茶褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密に含み、m・As－Cを疎に含  

む。  
8．黄褐色土 ロームフやロック。  

4号住居跡  
カマト、、  

1．黒褐色土   

2．茶褐色土   

3．茶褐色土   

4．褐色土  

5．橙褐色土  

住居覆土。  
ロームブロックが主体で、焼土粒・炭化物を含む。  

焼土粒・ロームブロック・炭化物を疎に含む。  

暗褐色土とロームブロック・茶褐色土の混土。焼土粒・炭化  

物を密に含む。  
焼土ブロックをやや密に含み、ロームブロック・灰・炭化物を  

含む。   
6．茶褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物含む。  

1・2号床下土坑  

1．褐色土  口一ム粒・ロームブロックを含み、m・As－Cを疎に含む。   

2．暗黄褐色土ローム粒・ローげロックをやや密に含み、m・As－Cを含む   

3．暗褐色土   

4．暗褐色土   

5．黄褐色土  

5号住居跡  

1．黒褐色土   

2．橙褐色土   

3．茶褐色土  

ローム粒・mを密に含む。  

ローム粒・m－As－C・ロームプ一口ックを含む。  

ロームブロックを密に含む。   

As－C・m・ローム粒を含む。  

mをやや密、ローム粒含む。  

FA・ローム粒を含み、ロームブロックをやや密に含む。  

ノ7∂  
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第30表 住居跡出土土器観察表（1）  

番号  器 種  出土状態 残存〕犬態  法 量（cm）   月台土・色調   器 形・成・整  形  の  特  徴   備  考   

1イ主  杯   務ニヒ   ＝  12．0  粗砂粒、雲母片  休部直線的に外傾する。  
1  須恵器  4／5   底  ロクロ当室形。底部回転糸切り未調整． 

高   

護土   」t  11．8  細砂粒、雲母片  休部内湾気味に外傾し、［コ緑部で小さく外反する。  
1住  J不              2  須恵器  3／4   底  ロクロ整形。底部回申云糸切り未調整。   

甫   

1イ主  腕   覆土   ［：∃  （13．3）  小砂礫き、雲母片  イ本部は直線的に内湾し、口縁部で小さく外反する。  
3  ≡ ＝≡ ≡≡  1／5   高台部は「ハ」の字状に開く。  

底 苗  （6．0） 5．4  黄褐色  ロクロ当室形。底部匝l転糸切り未調整。高台貼付け。   

l＝］二 一－・・  細砂粒   台部は高く、「ハ」の字状に開く。  
1住  碗  攫土            4  須恵器  底部片   底：7．8  ロクロ整形。貝占付高台。   

嵩：（3．8）  

1住   葎土   ［コ  17．2  紺砂粒   口緑部で内傾して立ち上がる。  
羽釜              5   口緑部1／4  毎  口緑部梯ナデ、鍔貼り付け。   

l鴇  （4．6）   

［コ  （20．1）  細砂粒   ［コ緑部で内伸して立ち上がる。  
底  褐色   口緑部横ナデ、鉾貼り付け。   
冒  （6．4）  

1住   複土   口  （21．2）  口緑部で内傾して立ち上がる。  
羽釜  昼  褐色   口緑部械ナデ、鍔貝占り付け。   

（7．0）   

1住   カマド   ［コ  （20．4）  粗砂粒   口緑部で肥厚気味に内傾する。  
羽釜              8   口縁部片   底  黄灰褐色   口緑吉日横ナテ○、鍔月占りイ寸け。   

高  （7．2）  

1住   覆土   ［：∃  小砂在禦   平底で、直線的に外傾する。  
羽釜              9   底部片   底  ロ石口整形。底部ヘラ判り。   

高   

3住  J宛   □：（14．5）   亮教密   休部から仁l緑部にかけて内湾気味に外傾する。高台  施粕漬けヨ卦け   
3／4           1  灰粕陶器  底：6．7  部は「ハ」の字状に開く。  

高：4．1  ロクロ整形。貼イ寸高台。   

仁］・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→  姫女密   大ぶりのユ宛で、休部から口緑部にかけて内湾気味に  
3住  腕  底部片           2  灰粕陶器  底   （7．0）  外傾する。高台部は「ハ」の字状に開く。  

嵩   （4．0）   ロクロ整形。貼イ寸高台。   

3住  皿   口  13．8  亮緻密   休部直線的に外傾し、口緑部で小さく外反する。  
1／2            3  灰利陶器  病  高台部は、「ハ」の字状に開く。  

風■   ロクロ整形．貼†寸高台。   

4住  魂土  「コ  
1  

底 嵩   

4住  J不   護土   口：（11．8）   小砂礫至、石英粒  平底で、休部直線的に外傾し、［コ緑部で小さく外反  
2  土師器  1／3   底：（5．0）  する。   

高：（5．6）  

4住  
3   底  

嵩   

4住  J宛  穣土   ＝  （14．0）  小砂礫、雲母片  休部から口緑一部にかけて直線的に外皮する。  
4  須悪器  1／3   昼  ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貼付。   

偽   

4住  椀   カマド   ［コ  12．6  砂丁轢多い   休部から口緑部にかけて直線的に外傾し、口綾部で  
5  羞 ＝＝．≡  完形   底   5．8  小さく外J支する。高台部は「ハ」の字状に開く。  

嵩   4．5   ロクロ整形。貼付高台。   

4住  士宛   覆土．カマド  ＝  （13．6）  細砂   休部から□緑部にかけて内湾気味に外傾し、□諸家部  
6  須恵器  P3  褐色   で小さく外反する。高台部は「ハ」の字司犬に開く。  

1／2   嵩  5．0  ロクロ整形。月占†寸高台。   

4住  碗   覆土   ［∃：（16．7）   砂裾禦   休部から［コ緑部にかけて内湾気味に外傾し、［∃縁j邪  
7  呈 ＝＝ ≡童   1／5   底：（8．0）  で：大きく外反する。足有高台で、貼付高台部は  

庖：6．7  「ハ」の字状に開く。ロクロ整形。   

4イ主  拶己   覆ニヒ、P3   ［コ  紺【密   休部内湾気l味に外傾する。高台部は「ハ」の字状に開  方包粕ラ貞け掛け   
8  灰利1陶器  底部破片   底   7．8  く。  

高   （3．4）   ロクロ4整形。月占付高台。   

4イ主  牽   覆ニヒ   「l  小砂礫やや密  小さい平底で、胴部中イ立に張りを持つ。  
胴部外面縦位の箆削り、内面ナデ。   

9  土師器  胴下半部1′3  底 宵  （3．8） （20．4）  橙褐色  
4住  複土  ［∃   仁コ緑部ほぼ直二立する。鍔月占付。  
10  羽釜   口緑部破片   底  

嵩   

4住  孝夏土  ［∃：（28．4）  口緑部やや内傾気味に直二立する。  
11  羽釜   ⊂］緑部破片   底：－  

宵：（8．0）  

4住   P3   「】  砂粒   底部薄い。  
羽釜              12   底部破ノナ   昼 ■  （11．0）  盲クロ整形。   

鳥   （5．2）   

5住  珂こ   ［∃  12．8  ■砂j位   休部直線的に外傾し、□緑部で外皮する。  
2／3            1  須恵器  底   5．6 4 ロクロ整形。底部回転糸切り離し。   

眉   ．0   

「］  13．3  多量の小砂礫  底部やや丸みを持って、休部から口緑部にかけて直  
5住  J宛  ほぼ完形            2  土師器  底   7．4  線的に外傾する。   

嵩   6．2   

J7夕   



第31表 住居跡出土土器観察表（2）  

番号  器 種  出土状態 残存状態  法 量（cm）   胎土・色調   器 形・成・整 形 の  特 徴   備  考   

5イ主   雪空  に］  ロ縁部「く」の字状に外反する。胴部中位に張りを持  
土自器  ～ 上半   底   つ。  

部1／2   l笥  （14．4）   口緑部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

5住  彗   張りの無い胴部から口縁部「く」の字状に外反する。  
口緑一胴上jF  口縁吉β内外面横ナテP。胴部外面箆削り。内面ナデ。   
部1／3   

5住  ミ碧   ＝  （26．4）  砂粒やや密  肩部にやや張りを持ち、口緑部「く」の字〕犬に外反す  
口縁一胴上半            5  ニヒ師音詩      予炎橙褐色   る。  

部1／3   高  （20．6）   口縁部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。  

5住  要巨   ［コ：    小砂礫   上げ底で、胴部大きく外傾する。  
胴下半部破片            6  土師器   底：  胴部外面箆削り、内面ナデ。   

高：（9．2）  

5住  瓶   ＝   小砂礫   底部接地し、胴部中位から肩部にかけて、大きく内  肩部に自然粕付着   
肩一底部1／5    12．6        7  ≡ ＝＝ 講      外暗茶褐色  湾する。肩部に2条の沈線を巡らす。  

高  （26．2）  内一暗灰色   ロクロ整形。貼イ寸高台。   

5住   3イ主P2   口  22，6  砂粒   ［コ縁部内イ頃気味に二立ち上がる。  
羽釜              8   口緑～胴上半  

蜃 向  （13．0）   褐色   ロクロ整形。鍔貼付。   
部  

5住  ≡棄   ＝   胴吉β直立気叫ミに外傾する。  
月同下半部  （11．0）  ロクロ盤形。胴部外面平行叩き目。   

（9．6）   

6イ主  杯   毒襲土   lコ：13．9   細砂   内湾気味に外傾する休部から口縁部で小さく直立す  
1  土師器  3／4   底：－  明橙褐色   る。口縁部内外面横ナデ。体吉β外面箆削り後、  

高：4．2  雑なナデ。内面ナデ。   

6イ主  珂こ   カマド   口：（13．4）   細砂   内湾気味に立ち上がる休部から口縁部で小さく内傾  
2  土師器  破片   底：  する。口綾部内外面横ナデ。休部夕t面箆肖りり後、ナ  

高：（4．3）  デ。内面ナデ。   

6住  棄   カマド   ＝  （21．2）  紳砂   胴部中位に張りを持ち、口縁部「く」の字状に外反す  
3  土師器  口縁一月同下ユ‾     橙褐色   る ［∃縁口「    ナデ 月同日   箆lり   面ナ  

部1／2   高  （30．8）  フ‾○   

8住  杯   覆土   「l  （10．2）  小砂‡l欒   休部直線的に外傾し、口緑部で外反する。  
1  須恵器  2／3   昼  ロクロ整形。底部回転糸1刀り未調整。   

局   

［コ  （16．4）  ∃緻密   
8住  士宛  1／3  

休部から口縁部にかけて内湾気味に外傾する。   施和漬け⇒卦け   
昼  ロクロ整形。貼付高台。   
伝   

8住  要   穣ニヒ   ［：コ  （21．2）  砂粒   全体に月巴厚気味で、胴部は底部からほぼ直立気味に  
3  土師器  1／2   昼  外傾し、口縁部で小さく外反する。  

周   口緑部内外面横ナデ。胴部外面箆1判り。内面ナデ。   

8イ主  竜牽   ∃撃土   ロ  20．4  紺砂   口緑部「コ」の字状に外反する。  
4  土師器  口緑郡2′3  底．－  口緑部内外面横ナフー。   

嵩：（6．0）  

8住   覆土   ［コ：（20．0）   小砂礫；   口緑部内イ頃気味に直立する。  
羽釜             5   口緑部紳1片  底：  口緑部横ナデ、鍔貼り付け。   

高：（9．0）  

10イ主  ま不   覆土   ［コ：11．8   湘」砂   内湾気味に外傾する休部から口縁部で小さく直立す  
1  土師器  2／3   底：  る。  

高：3．1  口摩豪邸内外両横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

10イ主  ユ不   ＝  （12．8）  内湾気味に外傾する休部から口緑部で直立する。  
1／4  昼  橙褐色   口緑部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナテ0．．   

3．8   

10住  土不   礫土   口  （14．1）  内湾気味に外傾する休部から口緑部に至る。  
3  土師器  2／3   底  ⊂］緑部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ．   

（4．1）   

10住  ナ不   覆土   ＝  （12．8）  内湾気味に外傾する体部から口縁部で小さく直立す  
4  土師器  糸田片   昼  る。  

（3．3）   口縁部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

10イ主  J不   カアド   ＝  （12．8）  扁平な底部から休部内湾気味に外傾する。  
5  土師器  細片   室  暗橙褐色   ［コ縁部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナテ○。   

（2．6）   

10住  士不   覆土   ［コ  （12．5）  内湾責已昧に外傾する休部から口緑部で小さく直立す  
6  土師器  細片   底  る。  

（2．7）   ロ緑部内列面横ナデ。体吉β外面箆削り。内面ナデ。   

10住  士不   覆土   ＝  （13．6）  刹」砂   内湾気味に外傾する休部から口緑部で小さく直立す  
7  土師器  細片   囁  る 

局  （3．1）   。 口綾部内外両横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

［：コ  10．8  砂粒   扁平な丸底の底部から休部内湾気味に外†頃し、休部  
些  と外反する口緑部の境に稜を有する。  
局  3．5   口緑部内外面横ナデ。休部外面箆モ判り。内面ナデ。   

10住  J不   寺夏土   休部直線的に外傾し、口緑部で小さく外皮する。  
9  須恵器  1／4  ロクロ整形。底部外周手持ち箆削り。   崖三常笥 ■話：4．1   扁政密              灰色  
10住  珂こ   覆土   ［コ  （14．5）  磨女密   休部内湾気味に外傾し、口緑部で小さく夕t反する。  
10  須恵器  破片   昼  ロクロ整形。底部外周手持ち箆削り。   

l冒l   

10住  亜窪   ＝  17．0  砂粒   扁平な丸底の底部から休部直線的に外傾し、口緑部  
3／4            11  土師器  唾  で小さく外反する。   

眉J  3．9   

Jββ   



第32表 住居跡出土土器観察表（3）  

番号  器 不垂  出土状態 残存状態  法 量（cm）   月台ニヒ・色調  器 形・成・整 形 の  特 徴   備  考   

10†主  杯   護土   ［：∃  ほぼ直線的に外傾する休部から口緑部で小さく外反  
12  土師器  細片  橙褐色   する。  

底 嵩   口緑部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

10住  盤   著夏土   ＝   （16．7）  紳砂   休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑部  
13  土師器  2／3  鷺                 4．2   橙褐色   で外反する。  

口縁部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

10住  盤   カマド   口：（18．6）   諸政密   休部直線的に外博し、口緑部で小さく外皮する。  
14  須恵器  1／8   底：（12．0）  ロクロ整形。底部手持ち箆削り。   

高：4．9  

10住  盤   覆土   口：（17．8）   砂粒   休部から口緑部にかけて直線的に外傾する。高台部  
15  須恵器  1／3   底：（11．0）  は小さく、「ハ」の字状に開く。  

高：4．0  ロクロ整形。底部手持ち箆削り。削り出し高台。   

10住  1宛   擾土   ［コ  細砂   休部球形を呈し、口縁部で小さく直立する。  
16  土師器  1／3  昼  橙褐色   口緑部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

l冒】  

10住  蓋  題土   口   口唇部にかえりを持つ。  
17  須恵器  破片  底  ロクロ整形。   

甫   

10住  ∃奮   複土   ［コ   

18  二L師器  3／4  底  口綾部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   
甫   

10住  碧   覆土   ［コ： 22．2   細砂やや密  やや長胴で、胴部中位に弱い張りを持ち、口縁部  
19  ニヒ師器  3／4   底：5．0  「く」の字状に外反する。  

冨二33．9  ［コ緑部内外面横ナデ。胴部外面箆1判り。内面ナデ。   

10住  牽   凍土   ＝  日経部「く」の字状に外反する。  
底  黄褐色   口綾部内外面械ナデ。胴部外面箆i判り。内面ナデ。   
高   

10住  肇   カマド、覆土  ＝   
21  土師器  破片  底  褐色   口緑部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

高   

10住  撃   カマド   「1 底  

22  士朗1器  口緑部破片  褐色   口縁部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   
嵩   

10住  覆土  ［コ：・－－  砂粒  丸底で、肩部に張りを持つ。   胴部外面に自然不山   
23  灰白色  

；宙：（29．7）  

10住  瓶   覆土   口  細砂   肩部に張りを持ち、口頚部直立する。  
24  須恵器  肩部1／2  痕  ロクロ整形。頚部二f斐接合。   

l目J                 （10．3）   

10イ主  瓶   覆二L   口  細砂   肩部に張りを持つ 高台部は「ハ」の字状に開く  
底            25  須恵器  肩吉β－底部    （12．0）  ロクロ整形。貼付高台。   

1／3  嵩                    （13．5）   

10住  仁］  柵砂  胴部内湾気味に外傾する。   外面に線刻   
26   底  灰色  

嵩  （6．5）  

口  休部やや内湾気味に外傾し、□縁部で小さく外反す  
1  須恵器  1／2  底  る。  

嵩   ロクロ整形。底部回転糸切り離し。   

11住  1不   産土   ［∃  紳砂   休部内湾気味に外傾する  
虞  ロクロ整形。底部恒］転糸切り離し。   

1／3  l笥  

11イ主  J宛   「】  休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑部  
ほぼ完形  底  で小さく外反する。高台部は「ハ」の字状に開く。  

甫   ロクロ整形。底部回転糸切り離し。   

11住  ユ宛   口： 15．2   紺砂やや密  休部内湾気味に外傾し、口縁部でやや強く外反する。  
1／2            4  須恵器  高台部は「ハ」の字状に開く。  

底：7．4 置こ 5．7   橙褐色  ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貝占付。   

11住  土宛   □■：（13．8）   砂粒   休部直線的に外傾し、口緑部で外反する。  
1／4           5  土師器  底：－  茶褐色   口緑部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。  

宵：（4．4）  月占付高台。   

11住  要亘   「】  （21．3）  小砂磯き   胴上半部に張りを持ち、口緑部「く」の字状に外反す  
［コ緑～月同下半            6  土師器  宵   褐色   る 

部1／4  （20．1）  。           口縁部内外面樺ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   
11住  実費   カマド   ＝  （21．3）  砂粒、雲母片  僅かに張りを持つ胴上半部から、□緑部直立気味に  内面にスス付■着   
7  ニヒ師器  口 ロ ー 面ロ  褐色  

中位   高  （19．2）  口緑部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

11†主  弓嚢   カマド   胴部内湾気味に外イ頃する  
8  土自巾器  胴下半部破片   胴部外面箆削り。内面ナデ。   

11イ主   覆土   ［コ  （21．0）  小砂礫至   張りを持つ胴上半部からLコ縁部内湾して立ち上がる。  
羽釜              9   1／4   昼  ロクロ整形。胴下半部箆削り。鍔貼付。   

l笥   

11住   覆二L   口  20．6  砂粒   胴部からロブ綾部にかけて内湾気味に二立ち」二がる。  
羽釜              10   2／3底部全損  庭  ‖音茶褐色   ロク口軽形。胴下半部箆削り。鍔貼付。   

l覧  （22．6）  

［コ  （22．6）  細砂   胴部から口緑部にかけて内湾気味に立ち上がる。  
灰褐色   ロクロ整形。鍔貼イ寸。   11イ主  羽釜  擾土            11   □綾部破片  蜃 眉J  （8．3）  

ノβノ   



第33表 住居跡出土土器観察表（4）  

番号  器 種  出土状態 残存状態  法 量（cm）   月台土・色調   器 形・成・整 形 の  特 徴   備  考   

11住  碧   ＝   胴部直線的に立ち上がる。  
胴下半部1／2  褐色   月同部外面箆削り。内面ナデ。   

（18．4）   

11住   」t   小砂礫き   胴部直線的に外傾する。  
羽釜  底部片  （6．9）  ロクロ整形。胴下半部箆削り。   

（5．8）  

12住  皿   ＝  13．5  音数密   内湾気味に外傾する休部から口縁部にかけて直線的  方転利J漬け掛け   
3／4            1  灰軸陶器  底  に外傾する。  

高   ロクロ整形。貼付高台。   

12イ主  璽巨   「コ  （22．2）  細砂   内湾支こ味に立ち上がる胴部から、口緑部で小さく  
口縁部破片            2  土自再器   頃  「く」の字状に外反する。  

l笥  （6．7）   口縁部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

13住  ＝  
1   底  讐警告孟宗讐農法㌫法嘉窃菅雛砧館主恕削。。  

高   

13住  J不   」】  （12．4）  紺砂   休部から口緑部にかけて直線的に外†頃する。  
1／3            2  須恵器  昼  ロクロ整形。底部古筆止糸切り離し。   

属   

13住  1不   覆土   ［コ：    細1砂   休部から口緑部にかけて直立気味に外傾する。  
3  須恵器  4／5   底：8．5 高丁3 ロクロ整形。底部回転糸切り以仁し。   

（．5）  

13イ圭  蓋   ロ：13．9   小砂礫き   天井部から口緑部にかけて直線的で、端部で鋭角に  外面に自然礫利付   
3／4           4  須恵器  底：－  垂下する。  着   

高：2．6  ロクロ整ナ傍。天升部回転箆削り。つまみ貼付。  

13イ主  嘉   ［コ  19．2  砂粒   天井部から口緑部にかけてやや外湾気り末で、端部で  
ほぼ完形            5  須恵器  昼  垂下する。  

尚  3．6   ロクロ盤形。天井部回転j莞削り。つまみ、貼付。   

13住  」ヽ型壷   ［コ  （5．0）  砂粒   肥圧する底部から体吉β直線的に外傾し、屈曲する肩  
1／2            6  須恵器  底  部からロ縁部で小さく直立する。ロクロ整形。  

高   底部回転糸切り離し。体一部下端手持ち箆削り。   

扁平な丸底で、球状を呈する胴部から口縁部「く」  
色   の字状に外反する  

口緑吉β内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

丸弟、を持って立ち上がる胴部は、その上半部に張り  内面にスス付着   
を持ち、口緑部で「く」の字状に外反する。  
口縁部内外面横ナデ。胴部外面箆削り。内面ナテ○。   

13住  瓶   ［コ   「ハ」の字状に開く高台部から胴部直線的に外傾し、  外面に自然礫利l付   
［コ頚部全損    11．0  肩部で「く」の字状に外湾する。  着   

（11．9）   ロクロ整形。肩部に二条の沈線と刺突二丈。  

14イ主  J不   覆土、13イ主  ［コ  （14．0）  寿致密   休部直線的に外傾し、□縁部で小さく外反する。  
1  須恵音詩  1／2   昼  ロクロ整形。底部全面手持ち箆削り。   

向   

14住  1不  魂土   口：（15．1）   砂粒  休部直線的に外傾し、ロ緑部で外反する．  
′甫P  J天色  ロク 整形  

尚  （3．5）   

14住  カマド  仁］  細砂  ロクロ整形。底部回転糸切り離し。  
3  昼  

lt孟   

14イ主  聾   カマド   ［コ  （21．4）  砂粒   張りのない胴部から口緑部で直立気味に小さく外反  
4  土自印器  破片   底  橙褐色   する。  

届  （18．0）  □緑部内外面樺ナデ。胴部外面箆削り。内面ナデ。   

14住  覆土   ［∃  口緑部弱く外反する。  
5   橙褐色  口縁部内外面横ナ‾‾‾く胴部外面備削り 内面ナ‾÷  

高  （5．8）   

1－1．住居跡出土鉄製品（第96図、PIj5）   

4住12－13と13住10－15は腕形の鉄渾である。それぞれ81・97・213・60・4ト111・62・53g程の重さを測る。8  

住6は短冊状鉄斧で、遺存長12．9cm、刃部幅3．8c川程を測る。10住26は銅製鞘金具で、11住14は不明銅製品で  

ある。13住16・17は断面方形を呈する棒状鉄製品で、遺存長はそれぞれ8．8・6．8cm程を測る。13住18は断面長  

方形で遺存長5．6cm程を測る。13住19は片関の刀子で遺存長5．4cm程を測る。13住20は鉄製紡錘車で、径5．8cm、  

芯径0．6cm程を測る。  

1－2．住居跡出土石製品（第96図、PIj5）  

13住2l・22は粗粒輝石安山岩製の砥石である。それぞれ長14．4114．7cm、幅5．5・9．5cm、厚5．3・9．Ocmを測る。  

13住23は変質安山岩製の敲石で、一部に使用痕が認められた。長14．9cm、幅6．4cnl、厚4．4cmを測る。  

ノβ2   



2．小鍛冶  

1号小鍛冶（第97・98図、第34表、PIA7・86）  

位置 ③調査区南部の7－Q－15・20、7－Rllグリッドに跨がって検出された。14号住居跡の南西20m程、鉄揮等  

が多量に廃棄され、廃浮揚と推測される13号住居跡の南41m程に位置する。  

規模 北東部を大きく削平・撹乱されており、可能性として平面方形に近い形状も考えられたが、北壁の検  

出状況から平面不整楕円形と推測された竪穴である。規模は長軸（南北）2．85×短軸（東西）2．65m程を測  

り、壁はやや開き気味に立ち上がり、深さ0．20m程を測る。  

覆土 FA軽石をやや密に、浅間C軽石・ローム粒を含む黒褐色土を主体としている。ポッポッではあるが、  

FP軽石も確認された。  

鍛冶炉竪穴中央やや西寄りにて金床石が検出された。38×58cm程を測る楕円形の安山岩で、特に中央部の使  

用痕と被熟痕が顕著であった。この金床石を包み込むように、ロームが厚さ5c川、径90cm程のほぼ円  

形の範囲にて、突き固めた状態で確認された。金床石の下の掘り方は平面楕円形を呈し、長0．89×短  

0．69×深0．15m程を測る。覆土中より、焼土と共に多量の鉄粉が検出された。  

廉澤場竪穴両壁から張り出して廃浮揚が確認された。長軸（東西）1．15×短軸（南北）1．00m程を測る平面楕円形  

の土坑状で、深さは0．30m程を測る。覆土中からは、鉄洋や多量のチップが検出された。  

柱穴・貯蔵穴・カマド 検出されなかった。  

遺物 床面を中心に、鉄製品・鉄浮の他、フィゴの羽口や土器片が出土している。  

／ム  

ふ  

、  

＼1カタラン  

＼＼  ■＼ 

J．。 
謹
∴
 

恢
L
‥
N
芦
会
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a   生L：284・20m  
21＿ 」旦」ノ′‾  

1  

1号小鍛冶  
1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

3．茶褐色土   

金床部  
1．暗橙褐色土  

FAを多く含み、ローム粒－As・C  

を含む。  
As－C－FAを疎、ローム粒をヤや  

密に含む。多量の鉄渾・鉄粉・枕  
土ブロックが床面直上から床上  
10c川程に集中する。  
ローム粒 ロームプロ・）クをや  

や密、m・郁をl殊に含む。   

焼土粒一炭化物をやゃ密、鉄粉  
を多量に含む。  

＼ビ   

ザ軍画粘土推定範囲  
a J′疇 ∴－Ll■、、．′■、   

輯し、、Jノ・．・a   
封．  

‾、 

．d＿  

金床部  

b  

Il′   

叫一－  
L：284．20m  

第97図1号小鍛冶  

ノ＆う   



1鍛6   

1鍛10  

ー 

箪：：＝＝＞  

1鍛22   

1鍛20   

第98図1号小鍛冶出土遺物（1）  



＼■．  

．t  

1鍛23  

10cm   

1鍛24  

第99図1号小鍛冶出土遺物（2）   

第34表1号小鍛冶出土土器観察表  

番号  器 種  出土状態 残存状態  法 量（cm）   月台土・色調   器 形・成・整 形 の  特 徴   備  考   

土不  ．覆土   口  10．3  細砂やや密  体吉βから口縁部にかけて直線的に外傾する。  
1                 須恵器  3／4   ロクロ整形。底部全面手持ち箆削り。   

底 高  6．7 3．1  暗灰色  
J不   ［コ  12．5  砂粒   休部内湾気味に外傾する。  

2    3／4             須恵器  底  ロクロ整形。底部全面・休部下諺結回転箆削り。   
苗  

J不  覆土   ［コ  （12．8）  砂粒   休部から口緑黄βにかけて直線的に外傾する。  
3                 須恵器  1／2   底 嵩  8．6 3．5  灰色   ロクロ整形。底部回転箆切り後、回転箆l判り。   

J不  覆土   「］  砂粒   休部直線的に外傾する  
4                 須恵器  破片   底   （7．8）  ロクロ整形。底部回転箆切り。   

嵩   （3．9）   

J不   ［コ  （17．0）  細砂   体部内湾気味に外傾し、口縁部で短く直立する。  
5    破片             土師器  底  口縁部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

高  （3．6）   

碗  覆土   ［コ  （14．6）  細砂   体吉βから口扉豪部にかけて内湾気味に外傾し．［∃縁  
6                 葬互恵器  1／3   底  部で外反する。高台部は「ハ」の字］犬に開く」  

高   ロクロ整形。貝占付高台。   

Jβ5   



3．土 坑（第100～104図、第35～37表、PL生8－55）  

■  L：302．60m  一L：302．40m ▲面   

2号土坑  

L：302．50m  

轟コ＝重＝   

3号土坑  4号土坑  

L－：301．80m  

1号土坑  

臥 卓  
－L：302．90m 「屯r   

8号土坑  

L：302．80m  

「‾面  

7号土坑  

L：302．30m  －L：302．60m  

∴し：＝   

6号土坑  

∴・   

L：30Z．80m  

ー8－  
－－L：302．80m  

ニ＼いr三   

13号土坑  

‾ 1‾L：303・40m  
ユ’■－‘－■】三  l三丁  

11号土坑  12号土坑  
‾妄評有‾L：303仙   

9号土坑  

－L：303．50m  

㌻」⊥⊥二「  

10号土坑  

歯L‥302・00m  
童   

20号土坑  

301．50m  302．00m  

19号土坑  
18号土坑  

ki302．00m  

17号土：坑  

1 ‾L：301・50m ‾‾商【L：301・50m  

22号土坑  ‾蒔忘有■L－28900m  

24号土坑   

21号土仇  

ーLニ289．00m 下壷女  

25号土坑  

」一画L馳00m ‾  

26号土坑  

第100図1～13・17～22・24～27号土坑  

Jβす  



二ニ  

ーL：288．50m  

て≡∋打   

30号土坑  

一国車  

L：288．50m 「＿⊥＿：「  

29号土坑  

一L：288．60m  

Z   

28号土坑  

－てI1 

＿ ．        L：288．60m  －ニ1  

33号土坑  

－L：288．50m 「こ1∵ノ‾■ 2   

32号土坑  

ーL：288．50m  

晦㌻   
36号土坑   

阜  

昏・一   

1   【L：288，50m 、・こ   
40号土坑  

L：288．60m   

「§；妄⊇「 2   

39号土坑  

‾L：288■20m   

囁   

43号土坑  

L：288．40m  

「王≡三上二「  

37号土坑  

－⑳  

－L：288．50m   

i芦ミ≡⊃「   

41号土坑  

L：288．50m  

－ト⊥・一∫‾   

38号土坑  

－L：288．30m l－、」耳   

42号土坑  

二◎  
‾‾L：2汎60m   

「∈≡㌃   

46号土坑  

二・  

＿． l －∈≡訂‾■L＝2馴Om   

44号土抗   

い；・・  

【笥－  

㌔彦‾L：287●70m   

48号土坑  

‘‡、   

「已去＿′ 2   

45号土坑  

L：287．60m   ーL：287．80m  

J・J■、  

47号土坑  

一組車  
＿窃  
－l －L：封机丁巾1什  

L＝287・70m   呵  

ふ   

二・・  

－宅㌃L‥287●70m   

52号土坑  

2m  

阜  

－◎  

顧‾L：2汎70m  

51号土坑  

0  

て・こ［・r  
宜  

49号土坑  

50骨土坑  

第101図 28～52号土坑  

Jβ7   



・十  ・、ゝニー   
‾固ち－■＝288■00m   

53号土坑  

一・・－    －L：287．80m  －    －L：287．80m －∵・一二    「ロ■  
55号土坑  56号土坑  

一口了∴L：287・80m  

57号土坑  

L：287．80m  

「画  
54号土坑  

ぶ  
‾L：2汎70mr→長女rL：287・80m  

61号土坑  

L：287．80m  －L：287．40m  

62号土坑  

L：287．80m 【  

生  
60号土坑  

暦 
本   

－    －L：287．30m  こ＼十   

64号土坑  

‾‾下⊆耳；  

58号土坑  
∴・・・  

59号土坑  

1皇密‾L：287■30m   

63号土坑  

－L：287．30m  1 －L：287．30m  

壬、、＼、、。こ∴‥ 

66号土坑  

；巨亘7   

65号土坑  

◎  ⑳  
・二・ 一層－  

1√L：2汎30m  

71号土坑   

阜  

‾ こ．・  

‾L：287・30m  
下方  

75号土坑  

」￥＝ヰ‾ 
L：287・30m ∴起オL：287・40m  1L‥287・40m  

声＝㌻‾  

68号土坑  69号土坑  70号土坑  

L：287．00m  

i電≡≡≡辞 

67号土坑   

L：287．30m  ‾L：287・30m  

72号土坑  

L：287．20m   

寸に」＿⊥7   

74号土坑  

・∵＿・・二  

73号土坑  

‾L：287・70m  

7G…≡二弓 l屯⊆才⊥‾L：288・00m  
－L：287．40m  

－ l       電≡石⊇『  

79号土坑  
77号土坑  78号土坑  

－  

－ニニ  
－L：287．60m  

1L：289．00m  

「転こ＝年  

80号土二坑  

一L：286．80m   

ヱ・⊥二l苅   

82号土坑  

－L：286．80m  

2』－－」1  

83号土坑   
81号土坑  

第102図 53～83号土坑  

Jββ  



。m 

＝ 

。  －L：288．90m  ー  ど t   
コ亡国  

88号土坑   86号土坑  87号土坑  

ふ  

個車  

85号土坑  

L：289■20m   ‾  

4  

91号土坑  

‾L：289■60m   茫竃「L：289■70m  

92号土坑  

－L：288．90m  

‾声三才ニi  

89号土坑  
2   

90号土坑  

阜 

＿。 一団  

‾L：288■60m‾ L：291－80m  
「 ヤ 」L＝291●60m‾L：291◆70m⊥毒害一「L：291●80mぅ≡子「  

95号土坑  96号土坑  97号土坑  
94号土坑  93号土坑  

．晶  

◎  
1  

‾「で妄±≡7‾‾ Z  

98号土坑  

l  －L：268．90m  

天竺≡∋汀  

101号土坑  

－  l   

「qニ打  
－－ 

－∴・・：：－   

99号土坑  

一L：292．00m  一一L：292．00m  L：291．90m   

100号土坑  

L：286・80m  r■‾L＝287・00m  ‾L：286■70n  ‾ ‾L：258■40m  

三司  固 市罰  

103号土坑  104号土坑   

ネ  

ニl  

102号土坑  

rL：309．30m  －L：308．30m  ・∵  

109号土坑  

ーL：309．60m  

1 －「くこ≡三≡＝㌢－－L：309・10m  

≡  106号土坑  

ニ  
‥ニ  

108号土坑  
107号土坑  

po阜  

】軒L＝308■30m霊空一L：308■40m  

1 －L：308．30m －  －L：308．40m  

了§；≠7‾‾‾  

111号土坑  112号土坑  2m  
」  」  110号土坑  113号土坑  

第103図 85～113号土坑  
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L‥308・20m ‾ 1▼L‥307・10m  ☆L：307・00m  L：306．30m  
‾11‾L：307・00m‾固㌻  ‾‾声㌻‾  

117号土坑  118号土坑  

象  
I  

114号土坑  115号土坑  116号土坑  

306・00m‾亨ヨーノL＝306・10m r L‥305・90m              ・‘プ  L：305．80m  1 －L：306．50m ．、・・・こ  

123号土坑  

ト：・さ二T  

122号土坑  
120号土坑  

峯  個  

119号土坑  

峯  

-8- 
弦L＝306■80m  

124号土坑  

121号土坑  

・主・  

∈）  
‾ 画  
125号土坑  

L：305・90m」 
－す  

L：305．80m  義「L‥305■40m  

126号土坑  

∴l‥ミ・  

L：306．20m  

127号土坑  128号土坑   

＼  
い  －－  

◎一  

⊥違買ソタ 2  

129号土坑  

L：308．00m  －L：307．90m  L：308．30m  ‾  

・‥・．・・二  
L：307．10m  

1  

131号土坑  
130号土：坑  

・二・・  増  
」L：305・10m 箇L：304・50m 修」L：304‘60m  

L‥305．20m －電♂；′  

136号土坑  137号土坑  138号土坑  

－L：305．90m  

1  

盲∵－一二ニュF 

135号土坑  134号土坑  

い二・・   

L：303．20m  
㌔左石卸L：290■40m  

さ 
142号土坑  

■－・  

－  

140号土坑  

L：290．90m   ・・一L：290．60m  ∴．t＿・ト1   

141号土坑  

139号土坑  

いエ・・  

－・L：脚■．劇場・  

王耕土胤  

画‾L＝285●70m  
2m  144号土坑  

蘭L28470m            富  

145号土坑  

1号井戸跡   

第104図114～145号土坑、1号井戸跡  
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mを疎に含む。  
ローム粒を含む。  

炭化物を疎に含む。  
ローム粒を含む。   

As－Bを疎に含む。 ロ 
ーム粒・ローム7やロック含む。  

白色粒・炭化物を疎に含む。  

瑚：盟闇醍鞄整配  

せ読経整食む．  
色土匝躯  

敵地 抑臥炭化  

土 ローム粒・ローげロック含む。  

堪警部群数  土 m・As－Cを含む。   
ローム粒を含む。  

．mを含む。   
ローム粒を含む。  

m・As－Cを含む。   
ローム粒を含む。   

As－Bを含む。   
ローム粒を含む。   

As－Cを含む。   
ローム粒を含む。  

mを疎に含む。   
ローム粒・ロームフサロックをやや密に含む。   

mを疎に含む。   
ローム粒を含む。   

m・As－Cを含む。   
m・ローム粒を含む。   

mを含む。   
ローム粒・ロームフヾロック含む。   

m・As－Cを含む。   
ロームプサロック含む。   

As－B・ローム粒を含む。   
ローム粒を含む。  

mを含む。   
ローム粒を含む。  

蓋圭監護購買読蒜腐∃娃膏血  t
乱
3
⊥
乱
札
L
乱
5
も
乱
昏
⊥
乱
T
L
乱
8
1
．
亀
g
1
．
乱
廿
1
．
象
1
1
．
 
 

許
れ
 
 
 
 
8
 
 

3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
t
一
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 

臣蔑撰珊塞警掟泡他紺地い。  
色土 粗・血屯一綬催物塵沸に食む．  

恕脚鞄軌  

・
－
J
山
○
仙
望
l
加
■
■
■
L
乱
且
1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
t
 
 
一
】
一
 
 
 
 
 
l
一
 
 

詣幣熱願．  
白色態・炭化物を避に食む。  

蓋立党釈尊恕紳輔に軸。  
番
 
 

欠
号
欠
 
 

5
 
 
16号土坑   

欠番  
17号土坑  
1．黒色土   
2．黒褐色土  

邪鞄醜む  

J
 
 

計
甘
心
乱
i
1
．
乱
ヰ
⊥
乱
ら
1
．
見
場
1
．
乱
T
1
．
乳
書
1
．
乱
甘
⊥
乱
血
t
豆
－
1
 
 

土
 
 

土
土
 
土
色
 
 

色
色
坑
色
褐
 
 

褐
褐
土
褐
茶
 
 

暗
茶
号
黒
崎
 
 

つ
止
4
“
8
1
山
2
 
 

丑 mを含む。  
ローム粒を含む。  

As－Bを含む。  
As－Bを含む。   

mを含む。  
ローム粒を含む。  

mを含む。  
ローム粒・ローム7小口ック含む。  

ローム漸移層ブロックを含む。  
ローム粒を含む。  

ローム漸移層ブロックを含む。  
ローム粒を疎に含む。   

ローム粒を含む。  

●ロマサを魯軌  

19号土坑  
厳に骨む．  

．  

1. 

2．  
3．  

嵐折芸頭部掛＝触。  4．黄褐色土  

を
 

土
土
土
 
 

坑
色
色
色
坑
 
 

土
褐
褐
褐
土
 
 

号
黒
暗
茶
号
 
 

0
1
山
2
3
1
 
 

2
 
 

2
 
 

含む．  
誼やゃ密に  

夢   ロ⊥ム亨■【吋  
“
紺
 
 訝瑚嘲鮎  雌竜骨屯  鳩ロl拍甘，蕾也  

土
色
色
坑
色
 
丑
 
土
土
 
土
土
 
 

1
2
つ
止
4
．
2
L
り
“
∩
ふ
 
 

2
 
 土 ローム漸移層ブロックを含む。  

mを含む。  
ローム粒を含む。  

As－Bを含む。  
ローム粒を含む。  

As－Bを含む。  
ローム粒を含む。  

As－Bを含む。 As 
－Bを疎に含む。   

■巾すを僅抵触。  
号
欠
号
暗
茶
暗
号
暗
黒
茶
 
 

3
 
4
L
ワ
“
つ
山
5
1
山
2
3
 
 

2
 
 

2
 
 
2
 
 

土
土
色
 
土
土
土
 
 

番
諾
縄
銅
羞
舶
舶
 
 
 

○
 
 

馳
、
 
 

土
 
 
 

膿
 
む
 
 

乳
宜
⊥
邑
 
 

5
 
 と讃鮎  胡蝶漕凱   

，廿亡」柑・－q膚香華に曹む。  

ノタJ  



坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
坑
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
土
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
褐
色
坑
色
坑
褐
色
坑
褐
色
坑
褐
坑
絡
色
坑
紺
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
色
色
坑
称
色
坑
色
 
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
土
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
禍
土
褐
褐
土
褐
褐
土
色
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
茶
褐
土
褐
土
茶
褐
土
茶
褐
土
茶
土
茶
褐
土
茶
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
褐
褐
土
茶
褐
土
褐
 
号
崇
茶
号
暗
茶
号
 

暗
茶
号
暗
号
黒
号
暗
茶
号
黒
茶
号
黒
茶
号
黒
茶
号
暗
茶
号
無
茶
号
黒
茶
号
暗
茶
号
黒
茶
号
暗
茶
号
黒
茶
号
黒
茶
号
暗
茶
号
茶
号
暗
茶
号
暗
茶
号
暗
号
暗
茶
号
暗
茶
号
暗
茶
号
黒
茶
号
窯
茶
号
暗
茶
号
黒
 
ユ
L
乱
4
L
乱
古
L
致
6
L
7
L
8
L
乳
9
L
乱
O
L
2
．
－
L
望
．
ヱ
L
乱
3
L
2
．
4
L
且
5
L
鼠
与
L
且
丁
⊥
2
．
召
L
且
g
1
．
乱
0
1
．
2
一
1
L
2
1
．
2
．
ヨ
1
．
鼠
d
1
．
ら
1
．
乱
8
L
鼠
7
L
且
8
L
2
．
g
L
2
．
O
L
2
1
1
L
 
 

土 As－Bをやや密に含む。  5
 
 
 
 
5
 
 
 
 
5
 
 
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
 
 
5
 
 

忠
2
■
L
・
患
う
L
息
d
 
 

0
0
 
 
 
 
 
8
 
 
 
 
 
8
 
 

As－B・ローム粒を含む。  
mを疎に含む。   

mをやや密に含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。   

mを含む。  
ローム粒・ロームブロックをやや密に含む。  

FAを含む。   

As－Bを含む。  

憎む。  

ぬBをやや常に食む。  
ローム聯・ロームフ■恥夕食む。  

闇苛酷蝕  
ローム職を含む。  
か・ムデけツナ缶む。  

郎h旭£を含む巾  
ローム丁■ロ丁少食む．  

恕諾県議翫。  

甥措辞■蝕む。  
ローム腑樺嘲才■吋崎倉軋  
ロー揖一勘ケ骨吼  

甘一ム粗を潜む。  
ローム粒・ローム丁■lりケ食む。  

m春台む凸  
ローム丁■ロ沖合む．  

組む0  

L  

土  

的場癒合軌  

土   

土   
口一ム髄巨トム丁■巾ク含む。  

土  

土  
Ⅴ一山‘甘力骨む。  

。  

山櫛掛酌一口丁クを含む。  
打－ム樫・ロームデ■如ク含む。  

口丁クを含む0  

ローム粒・ローム7－叫ク含む。  
1に近似す古が、ロームブロックを多く含む。  

土  

A計Bを昏む。  

土
土
 
土
土
 
土
土
 
 

土 As－Bを含む。   
土 ローげロック含む。  

ローム漸移層7小口ックを含む。  
ローム掘り過ぎ。  

石
1
．
敦
説
8
1
－
藍
7
L
乱
8
L
已
諷
ん
守
l
と
鞍
8
1
．
象
－
⊥
乱
立
岨
空
1
．
且
丈
盲
r
忠
告
華
≠
4
 
 

土
 
土
 
土
土
 
土
土
 
土
土
 
土
⊥
 
土
土
 
土
土
 
 

む
 
 
 

0
含
 
 
 

む
に
 
 

0
含
密
 
む
に
を
 
 

合
疎
カ
 
 

を
を
ヾ
ロ
 
 

・
基
 
 mをやや密に含む。  
ローム粒・ロームフ、、ロックを密に含む。  

mを含む。  
ローム粒をやや密に含む。  

む
 
 

含
 
 含
」
む
 
 
 

・
 
㌧
 

‥
 
多
 

含
 
 
 

0
を
 
む
粒
 
 心
む
 
 

く含  

ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  

土 m■As－Cを含む。   
土 ローム粒Ⅷ－げロックをやや密に含む。  

圭  

重  

宝  

圭  

土  
土  

FA・As－Cを含む。  
m・As－Cをやや密に含む。  
ローム漸移層ブロック。  
ローム漸移層ブロック・ロームフヾロックを含む。  

ローム漸移層ブロック含む。  
ローム粒含む。  
ローム粒・ロームプ小口ック含む。  

As－Bを含む。  
ローム粒含む。  
ロームフヾロック。  
ローム7やロック含む。  

土
土
土
土
土
土
土
 
土
土
 
土
土
 
色
土
 
土
 
色
土
 
色
土
 
色
 
色
土
 
色
土
 
土
土
 
 

出 口ーム漸移層ブロック含む。  
刑
刑
［
」
■
■
－
■
－
¶
］
一
一
」
「
H
月
ュ
一
7
■
疇
．
H
‖
【
」
一
ノ
■
↓
．
り
■
′
↓
．
■
】
．
．
■
■
 
 

1
．
乳
与
L
鼠
色
L
且
7
L
監
串
1
．
鼠
g
 
 

ローム粒■ロームフナロック含む。   

As－Bを含む。  
ローム粒含む。  

色土mを含む。  
エ ローム粒・ロームフやロック含む  

土ローム粒を含む。   
ローム粒・ロームブロック含む。  

親
牡
帖
確
親
戚
戯
謂
 
 

As－Bを含む。  
ローム掘り過ぎ。   

As－Bを含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。   

As－Bを含む。  
ロームフヾロック含む。  

q
小
乳
O
L
乱
 
 
n
ご
L
．
旦
乱
O
L
2
．
甘
L
乱
0
1
．
且
．
〇
⊥
見
 
 

をやや密に含む。  
ロームフヾロック含む。  
ローム粒・ロームブロック含む  

土As－Bを疎に含む。   
As－Bを含む。  

As－Bを含む。  
土
土
 
土
土
 
色
土
 
土
 
 

土 ローム漸移層ブロックを含む。  

塵
界
詳
草
曙
茶
 
 

As－B・ローム粒を含む。  
As－Bを疎に含む。  

mを疎に含む。  
ローム粒を含む。   

ノタ2  



配
鮎
配
鮎
 
 

6
黒
噌
暗
茶
7
黒
暗
8
黒
暗
褐
9
黒
崎
0
黒
黒
崎
暗
1
黒
暗
2
黒
茶
3
黒
崎
暗
黄
4
暗
褐
褐
黄
5
崇
暗
褐
6
暗
褐
7
崇
褐
8
黒
暗
褐
9
黒
暗
褐
0
黒
暗
1
暗
褐
茶
2
黒
暗
褐
黄
3
暗
茶
褐
4
暗
暗
褐
5
無
暗
褐
茶
6
暗
暗
 
 

O
L
リ
i
3
．
4
．
ロ
L
リ
山
口
L
ワ
山
3
．
ロ
L
リ
】
－
1
ソ
】
3
1
－
1
一
‖
占
－
－
り
二
－
∴
－
‖
エ
リ
J
J
リ
1
1
2
3
1
．
1
－
リ
ム
＝
∩
－
－
L
‖
∠
－
1
リ
】
－
－
リ
ー
コ
ー
l
且
ュ
2
L
2
．
2
1
．
2
．
ユ
2
L
且
ユ
4
．
2
L
2
．
㍑
2
L
2
．
ユ
2
L
2
3
．
4
．
2
L
2
 
 

ローム粒・ロームブロック含む。  

mを含む。  

－。  語苦戦甜謹許艶  

As－Bを含む。  
ローム掘り過ぎ。   

mを含む。  
ローム粒を含む。  

mを含む。（柱痕跡？）  
ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  

m・ローム粒を含む。（柱痕跡？）  
mを疎に含む。  
ローム粒を含む。しまり強い。  
ローム粒！ロームブロックを密に含む。しまり強い。  

含
含
含
 
 

を
を
を
 
 

粒
粒
粒
 
 

ム
ー
ハ
 
ム
 
 

ー
 
】
 
 
l
 
 

ロ
 
ロ
 
ロ
 
 
 

土
 
 

む
 
 み、FA疎に含む。  
む
 
 

ローム粒・ロームプサロックをやや密に含む。   

mローム粒を含む。  
ローム粒・ロームブロックを含む。  

m・As－Cをやや密に含む。  
mを疎に含む。  
ローム漸移層フやロック・ロームプいロックをやや密に含む   

As－Cをやや殊に含む。  
As－C・mを含む。   

mを疎に含む。   

強 
・■
■■l
ヽl
′ ヽ
．′′
．■
．■ 
．■ 
抑ま
‖ 拒
L用 
 

＝
む
再
 
 

、
．
ト
■
－
 
‖
い
 
 

‥
‥
∵
 
・
 
 

ノ
 1．
■
1
．
1
．
L
 
 

ヰ
専
色
 
 

鞘
 
 

m・八軒亡・り－ム  

ローム■J‾り■Jナ在や1J  い。（柱痕跡？）  土
土
 
 

ローム丁■り・．・ケ・lli細1   

m・ローム粒を含む。  
m・As－Cを疎に含む。   

mを含む。  
ローム粒・ロームブロックをやや密に含む。   

m・ローム粒を含む。  
m・ローム粒・ローげロックを含む。（柱痕跡？）  
ローム粒・ロームブロック含む。しまり強い。（柱痕跡？）  
ロームフやロックを密に含む。  

m・As－Cを疎に含む。  
ローム粒・mを疎に含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  
ロームブロック。   

mを含む。  
ローム粒を疎に含む。  
ローム粒・ローム7やロックをやや密に含む。  

m・ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームデ、ロックをやや密に含む。  

As－C・mを含む。  
ローム粒・ロームフ小口ックをやや密に含む。  

As－C・mを含む。  
mを疎に含む。  
ローム漸移層フヾロックを含む。  

ま
 
 

し
 
 

銑
蝕
 
 

を
町
を
 
 

粒
デ
粒
 
 

ム
 
ム
 
ム
 
 
 

l
 
 
】
 
一
 
 

口
 
ロ
 
ロ
 
 

り強い。  

む
む
 
 

含
合
 
 

力
ノ
一
し
 
 

0
 
 
 
 
叫
ノ
′
．
1
 
 

蝕
伽
蝕
競
 
 

を
勘
を
Ⅷ
町
 
 

粒
デ
粒
粒
ブ
 
 

ム
 
ム
 
ム
 
ム
 
ム
 
 

ー
 
l
 
 
】
 
一
 
l
 
 

ロ
 
ロ
 
ロ
 
ロ
 
ロ
 
 

As－B・ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームブロック含む  
ローム粒を密に含む。  
ローム粒・ロームブロック含む  

含
 
 

ローム粒  
ロームブ  
ローム粒  

を
勘
 
 
 

品
軋
 
カ
 
含
 
 

を   つ
止
3
1
ご
乙
3
1
ご
乙
3
．
4
山
3
L
2
 
 
 

m・ローム粒を含む。   
ロームフいロック含む。   

ローム粒を含む。（柱痕跡？）   
ロームブロック含む。   
ローム粒を含む。しまりあり。   
ローム粒・ロームブロック含む。  

ローム粒を含む。   
ロームブロック含む。   
ローム粒を含む。（柱痕跡？）   
ローム粒・ロームフやロック含む。   
ロームブロック・褐色土の浪士。  

mを含む。   
ローム粒を含む。  

m・As－C・ローム粒を含む。   
As－C・ローム粒を含む。しまり強い。粘性あり。  
土ローム粒やや密に含む。   

m・As－C・ローム粒をやや疎に含む。   
ローム粒を含む。   

■
．
■
 
 

3．   
4．   
5－  
13  
1．   
2．  
14  
1．   
2．   
3．  
14  
1．   
2．   
3．   
4．   
5．  

む
む
 
 
 

含
合
 
 
 

一
J
一
】
 
 

0
軌
軌
 
 

む
や
を
 
 

含
や
〃
 
 

As－Bを  
As－Bを  

ロ
 
 
 

「
ノ
 
 

ム
 
 

ロ
 
 

mを含む。  
mを疎に含む。  

FAをやや密に含む。  
mト炭化物を含む。  
ローム粒・ロームブロックをやや密に含む。   

FAlトム粒を含む。  
mを疎に含む。  
ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームブロックを密に含む。  

mを疎に含む。  
ローム粒を含む。 ロ 
ーム粒・ロームフやロック含む。  

m・As－Cを疎に  
土m・As－Cを疎に   Tr∧ノ・ノゝ、」－へ 】 」一  

り
い
 
 

あ
弱
 
 

性
性
 
 
軋
 
 

淵
淵
 
む
む
あ
 
 

含
含
り
 
 

土 mを含む。しま  
ローム粒をやや密に含  む   ハ

仇
4
1
力
2
 
 

m・As－C・ローム粒をやや疎に含む。   
mを疎に含む。ローム粒を含む。   
ローム粒を密に含む。   

FA・As－C・ローム粒を含む。  As 
－Cを密に含む。ローム粒含む。   

m・As－C・ローム粒をやや疎に含む。   
ローム粒を密に含む。   
ローム粒・ロームブロックを密に含む。   

m・As－C・ローム粒を含む。  
土m・As－C・ローム粒を密に含む。   
ローム粒を密に含む。  

3
．
4
1
力
2
．
4
 
 

蝕
 
 

‰
 
㍉
 
 

（柱痕跡？）  

ト、几・Lト岬■・を合L・．  
ド几を手紙、  

lト珊1を含む  
什イイ．トけ一人丁■l一丁沌密に含む。  
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第35表 土坑一覧表（1）  

番号  クヾリット‘  平 面 形  規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

ロ  12－D－25   円 形   径1．15   逆台形   0．20  

2  17－Ⅰ－20  不整楕円形   0．60×0．50   U字型   0．25  

3  16－Ⅰ－16  不整長方形   1．20×0．80   U字型   0．20  

0．25  

0，35  

0．25  

0．30  

8  16J－10  不整楕円形   0．50×0．35   逆台形   0．25  

9  17－KOl   不整形   0．90×0．70   逆台形   0．30  

10  1軋I－25  不整方形   一辺1．10   逆台形   0．15  

0．60×0．50   逆台形   0．22  

0．45×0．30   U字型   0．15  

13  17－K13   径0．55   逆台形   0．18  

15  欠 番  
16  欠 番  

17  1（LI－07  不整方形   一辺0．90   U字型   0．30  

18  15J－21  不整円形   径0．90   逆台形   0，45  

19  15J－21  不整長方形   0．80×0．60   逆台形   0．20  

20  15J－21  不整方形   一辺0．60   逆台形   0．20  

21  15J－23  不整方形   一辺0．60   逆台形   0．30  

22  15J－25  不整形  0．60×0．50   逆台形   0．10  

23  欠 番  

24  5－E－03  楕円形   1．20×1．05   逆台形   0．35  

逆台形   0．30  

逆台形   0．28  

27  4－D－16  楕円形   1．25×1．15   逆台形   0．25  

径1．15   逆台形   0．25  

0．90×0．70   逆台形   0．20  

0．85×0．65   逆台形   0．25  

31  むC－14  楕円形   0．70×0．55   U字型   0．20  

32  4－D－07  楕円形   0．60×0．50   逆台形   0．22  

33  むD－07  不整形   0．75×0．40   逆台形   0．30  

34  4－D－01  不整形   0．70×0．55   逆台形   0．15  

一辺0．65   U字型   
35  むD－01  不整方形  

0．15  

36  むD－01  不整形   0．85×0．60   逆台形   0．25  

37  4－C－05  楕円形   0，95×0．75   逆台形   0．18  

0．80×0．65   逆台形   0．22  

0．70×0．50   逆台形   0．15  

40  4－C－09  不整形   0．65×0．55   逆台形   0．15  

41  4－C－04  不整円形   径0．75   逆台形   0．20  

42  むC－04  不整楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．20  

径0．80   

0．85×0．75   

45  3－C－22  不整形   0．75×0．65   逆台形   0．15  

46  3－C－13  不整方形   一辺0．60   逆台形   0．25  

47  3－C－13  楕円形   0．60×0，50   逆台形   0．20  

48  3－C－14  不整形   0．65×0．55   Ⅴ字型   0．35  

49  3－C－14  不整長方形  0．80×0．60   逆台形   

50  3－C－14  不整形   0．50×0．35   逆台形   0．15  
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第36表 土坑一覧表（2）  

番号  クヾリッド  平 面 形  規模（長軸×短軸）m  ．断面形  深さm   備  考   

51  3－C－14   不整方形   一辺0．40   逆台形   0．40  

52  3－C－14   不整形   0．50×0．40   逆台形   0．15  

53  3－C－17   不整方形   一辺0．70   U字型   0．20  

54  3－C－15   不整形   1．20×1．00   逆台形   0．35  

55  3－C－14   不整円形   径0．35   U字型   0．25  

56  3－C－20  不整長方形  0．50×0．30   U字型   0．25  

57  3－C－20  不整長方形   0．65×0．40   逆台形   0．20  

58  3－C－20   不整形   0．40×0．30   U字型   0．20  

59  3－C－20   不整円形   径0．35   U字型   0．20  

60  3－C－15   不整方形   一辺0．70   逆台形   0．15  

61  3－D－17  不整楕円形   0．65×0．50   逆台形   0．15  

62  3－D－06  不整長方形   1．25×0．80   逆台形   0．20  

63  3－D－03  不整長方形   0．90×0．55   逆台形   0－20  

64  3－D－03   方 形   一辺0．40   逆台形   0．30  

65  3－D－03  不整楕円形   0．65×0．50   逆台形   0．20  

66  3－D－03  不整楕円形   0．80×0．65   逆台形   0．15  

67  3－C－14  不整楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．15  

68  3－D－08   円 形   径0．65   逆台形   0．10  

69  3－D－09   不整形   0．40×0．38   逆台形   0．18  

70  3－D－09   不整形   0．50×0．35   逆台形   0．15  

71  3－D－09   不整形   0．70×0．20   Ⅴ字型   0．20  

72  3－D－09   不整円形   径1．00   逆台形   0．20  

73  3－D－10   方 形   一辺0．50   U字型   0．20  

74  3－D－10  不整長方形   0．15  

75  3－D－10   不整円形   0．10  

76  3－D－13  不整長方形   0．60×0．50   0．65  

77  3－D－13   不整形   0．75×0．55   0．10  

78  3－C－25   円 形   径0．65   U字型   0．20  

79  3－D－07  不整長方形   1．25×0．55   U字型   0．15  

80  むD－16   方 形   一辺0．50   逆台形   0．15  

不整形   1．10×1．00   逆台形   0．45  

82  3－E－09   方 形   一辺0．65   U字型   0．15  

83  3－E－10   楕円形   0．75×0．65   U字型   0．10  

84  欠 番  

85  5－F－03   不整方形   一辺0．45   逆台形   0．25  

86  4－F－22   不整形   1．00×0．50   逆台形   0．20  

87  4－IL23   方 形   一辺0．80   逆台形   0．20  

88  4－F－24   不整形   0．90×0．50   逆台形   0．20  

89  5－F－05   不整形   0．75×0．50   逆台形   0．15  

90  5－G－07   不整円形   径0．80   逆台形   0．20  

91  5－G－16  不整長方形   0．80×0．60   逆台形   0．25  

92  5－G－17   不整形   0．80×0．55   逆台形   0．30  

93  5－G－04  不整楕円形   0．75×0．55   Ⅴ字型   0．20  

94  6G－21   不整円形   径0．40   逆台形   0．10  

95  6G－21   長方形   0．50×0．30   逆台形   0．10  

96  6G－21   楕円形   0，60×0．50   逆台形   0．10  

97  ＆G－21  不整長方形   0．80×0．45   逆台形   0．10  

98  7－G－01   不整円形   径0．40   逆台形   0．50  

99  7－G－05   不整形   0．80×0，60   逆台形   0．15  

100  7－H－01   楕円形   0．55×0．45   逆台形   0．10  
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第37表 土坑一覧表（3）  

番号  クーリッド  平 面 形  規模（長軸×短軸）m  断面形  深さm   備  考   

101  4－H－01  不整楕円形   1．10×0．90   逆台形   0．20  

102  むH－02  不整長方形   0．95×0．75   逆台形   0．20  

103  むH－03   不整方形   一辺0．85   逆台形   0．20  

104  4－G－09   不整方形   一辺0．65   逆台形   0．15  

105  4－G－03   不整形   0．60×0．45   逆台形   

106  22－K24  不整長方形   0．70×0．60   逆台形   

107  22□L21  不整長方形   1．35×1．10   逆台形   

108  22－K20  不整長方形   0．75×0．50   逆台形   0．45  

109  22－L17   不整形   0．80×0．50   逆台形   0．25  

110  22－し17   不整円形   径0．55   Ⅴ字型   0，45  柱穴の可能性あり。   

111  22－K12   円 形   径0．50   Ⅴ字型   0．20  

112  22－K13  不整楕円形   0．55×0，45   逆台形   0．15  

113  23－M－01  不整方形   →辺0．45   U字型   

114  23－M－nl  不啓楕円形   ∩．5∩×∩．4∩   †丁字型   ∩．30  

115  22－N－24  不整長方形   0．60×0．45   Ⅴ字型   0．30  

116  22－N－24   楕円形   0．50×0．40   逆台形   0．15  

117  22－N－25   不整円形   径0．55   逆台形   0．10  

118  22－N－17   円 形   径0．45   逆台形  0．20  
119  22－N－17   不整形   0．65×0．50   Ⅴ字型   0．20  

120  22－N－23   不整方形   一辺0．50   逆台形   0．15  

121  22－N－24  不整長方形   0．55×0．45   U字型   0．15  
122  22－N－24  不整楕円形   0．70×0．60   逆台形   0．25  

123  23－LO8  不整楕円形   0．60×0．50   U字型   0．20  

124  23－L13   不整円形   径0．45   Ⅴ字型   0．25  柱穴の可能性あり。   

125  23－0－13   不整円形   径0．55   逆台形   0．45  

126  23－0－01  不整楕円形   0．40×0．30   U字型   0，20  

127  22－M－10   不整形   0．50×0．40  Ⅴ字型   0．20  柱穴の可能性あり。   
128  22－M－09   不整円形   径0．40   逆台形   0．15  

129  21一路13   楕円形   0．90×0．80   逆台形   0．20  

130  21－K13  不整長方形   0．65×0．40   逆台形   0．35  柱穴の可能性あり。   
131  21－K13  不整長方形   0．45×0．30   U字型   0．25  柱穴の可能性あり。   

132  21－KO4  不整長方形   0．70×0．35   U字型   0．25  

133  21－LO2  不整長方形   0．90×0．60   逆台形   0．40  

134  20－L13  不整円形   径0．60  Ⅴ字型  0．45  
135  20－M－17  不整楕円形   1．00×0．90   逆台形   0．20  

136  20－M－08  不整長方形   0．60×0．40   逆台形   0．20  

137  20－N－06   不整円形   径0．50   逆台形   0．20  柱穴の可能性あり。   

138  20－N－06  不整長方形   0．55×0．35   逆台形   0．25  柱穴の可能性あり。   

139  20－N－03   円 形   径0．50   逆台形   0．25  

140  16－Q－03   不整円形   径1．00   逆台形   0－15  

141  16－Q－03   不整円形   径1．10   逆台形   0．25  

142  16－Q－03   不整円形   径1．15   逆台形   0．20  

143  16－Q－04   不整円形   径0．95   逆台形   0．15  

144  ＆R22  不整楕円形   1．25×1．25   逆台形   0．30  

145  ＆ROl   不整形   1．75×1．25   逆台形   0．25  
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4．井戸跡  

1号井戸跡（第104図、Plj5）  

位置 ①調査区北西部の18－K3グリッド、2号住居跡の南西18m、12号住居跡の北東13m程に位置する。  

規模 平面円形に近い楕円形で、確認長軸（東西）3．40×短軸（南北）3．15m、深さ3．20m程を測る。底面も楕円  

形を呈し、長1．70×短1．35m程を測る。壁は直立気味に、やや開いて立ち上がる。  

覆土 最上層にて浅間B軽石が確認された。覆土中は浅間C軽石・FA軽石・ローム粒をやや密に含む黒褐色  

土を主体としている。  

遺物 覆土中から、土師器要破片が出土している。  

5．炭窯  

1号炭窯（第105図、PIj6）   

①調査区東端部の13－D－4・5グリッドに跨がって検出された。耕作の影響により、通存状況は悪い。等高線  

にほぼ平行に構築されており、主軸N－136D－Eを指向する。平面羽子板状を呈し、全長5．40m、幅1．75m程を  

測る。焼成部床面はほぼ水平で、緩やかな凹凸が認められた。壁の立ち上がりは緩やかで、壁高30cm程を測  

る。舌状形の突出部は焚き口と推測される。   

炭化物以外に、遺物は検出されなかった。  

2号炭窯（第105図）   

②調査区北部の21－N－1・6・7グリッドに跨がって検出された。1号炭窯同様削平されており、通存状況は悪い。  

また等高線に平行に構築されており、主軸N－1450－Eを指向する。平面羽子板状を呈し、全長6．10m、幅1．85  

m程を測る。焼成部床面はほぼ水平で、緩やかな凹凸が認められた。壁の立ち上がりは緩やかで、壁高25cm  

程を測る。  

炭化物以外に、遺物は検出されなかった。  

・■   

3・4号炭窯（第106図、PIj6・87）   

①調査区中央部の10－Ⅰ－15・20グー」ッドに跨がって検出された。1号炭窯の南西135m程に位置する。6号溝跡  

の延長線上に位置するが、これとの重複は不明である。斜面にほぼ直交するように構築されている。   

検出状況から2基の炭窯としているが、連房である可能性も否定できない。   

3号炭窯は、平面不整な羽子板状を呈し、主軸はN－290－Eを指向する。入り口部から奥壁に向かっては、や  

や角度をもって至るが、焚き口部で大きく括れる。焼成部奥壁よりやや煙道部寄りにて最大幅を有する。全  

長7．10m、最大幅3．05m程を測る。焼成部の底面幅は1．80m、焚き口部の底面幅は0．90m程を測る。焼成部床  

面は、緩やかな凹凸を有するもののほぼ平坦で、入り口部から奥壁にかけては100弱の緩やかな傾斜で立ち  

上がる。壁は上位にて開き気味に確認されているが、崩落によるためと推測された。焼成部にオーバーハン  

グがほとんど認められないのもその為であり、構築時の壁はほぼ垂直であったと考えられる。壁高は確認面  

から1．7m程を測る。煙道部は奥壁から1．9m程南の西壁に、窯壁部より屈曲してトンネル状に穿たれている。  

煙出は平面楕円形を呈し、長0．60×短0．55m程を測る。入り口部は階段状に振り込まれていた。覆土下層や  

底面付近での炭化物の出土量は少ない。  
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3号炭窯の北に位置する4号炭窯は主軸はN－380－Eを指向し、平面形は、焚き口部から奥壁に向かって緩や  

かに膨らむ棍棒状を呈するが、焼成部に最大幅を有している。全長4．00m、最大幅2．25m程を測る。焚き口  

は、窯体の底面幅が0．35m程と極端に狭まる括れ部と捉えられた。焼成部床面は、緩やかな凹凸を有するも  

ののほぼ平坦で、傾斜もほとんど認められなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、焼成部奥壁から東側壁  

にかけてオーバーハングしている。壁高は確認面から1．8m程を測る。煙道部は奥壁から1m程南の西壁に、  

主軸に対してほぼ900の角度で設置されている。煙出は平面楕円形を呈し、自然礫が付設されている。覆土  

下層では、ローム混合土と炭化物の互層が認められ、数次の操業が想定された。   

出土遺物は炭化物のみである。  

5号炭窯  

欠 番  

6号炭窯（第105図、PIj6）   

②調査区南部の17－N－10・17－0－6グリッドに跨がって検出された。2号炭窯の南95m程に位置する。他の炭窯  

同様、耕作により削平されており、遺存状況は悪い。等高線に平行に構築されており、主軸N－1600－Eを指向  

する。平面羽子板状を呈するが、奥壁いびつである。全長5．80m、幅1．75m程を測る。焼成室床面はほぼ水  

平で、緩やかな起伏が認められた。壁の立ち上がりは緩やかで、壁高25cm程を測る。   

炭化物以外に、遺物は検出されなかった。  

7号炭窯（第105図、PIj6）   

④調査区北部の23－Q－2グリッドにて検出された。2号炭窯の北西87m程に位置する。他の炭窯に比較すると  

通存状況は比較的良好である。等高線に平行に構築されており、主軸N－1620－Eを指向する。羽子板状を呈す  

る平面形状は、長1・05×短0．80×深0．20m程を測る平面楕円形の焚き口部と、平面長方形の長軸（南北）3．20×  

短軸（東西）1．80mを測る焼成室とに分けられる。全長は5．00m程を測る。焼成室床面はほぼ水平で、緩やか  

な起伏が認められた。壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高65cm程を測る。   

炭化物以外に、遺物は検出されなかった。  

8号炭窯（第106図、PIj7）   

③調査区北部の13－N－5・10、13－0－1・6グリッドに跨がって検出された。6号炭窯の南95m程に位置する。耕  

作により肖り平されており、道存状況は悪い。等高線にほぼ平行に構築されており、主軸N－2lO－Wを指向する。  

平面隅丸長方形を呈する。全長6．15m、最大幅1．55m程を測る。焼成室床面はほぼ水平で、僅かに凹凸が認  

められた。壁の立ち上がりはほぼ垂直で、壁高15cm程と浅い。煙道部・焚き口部は不明である。  

9号炭窯（第107図、PIj7）   

③調査区11－0－14・15・19・20グリッドに跨がり、3号溝跡に接して検出された。8号炭窯の南西43m程に位置  

する。平面形状は、焚き口部が強く括れるために瓢箪型を呈する。焼成部は、中央部が大きく膨らむ楕円形  

を呈し、西壁中央に煙道部を有する。主軸はN－9OqEを指向する。全長5．90m、最大幅2．60m程を測る。焼第   
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成部床面は、緩やかな凹凸を有するもののほぼ平坦で、入り口部から奥壁にかけては僅かに緩やかな傾斜で  

立ち上がる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は確認面から1．3m程を測る。先述した西壁中央の煙道部は段  

を持って壁外に張り出すが、トンネル状に構築されていたかは不明。また自然礫が道存していた。この他、  

奥壁寄りの西壁にて、窯壁部より短くトンネル状に穿たれた煙道部も確認されている。煙出は平面楕円形を  

呈し、長0．30×短0．25m程を測る。焚き口部では、礫積みが認められた。   

炭化物以外に、遺物は検出されなかった。  

10号炭窯（第107・109図、PIj7・87）   

③調査区8－Q－11・12・16・17グリッドに跨がって検出された。9号炭窯の南西75m程に位置する。等高線に直  

交するように構築されており、主軸N－230－Eを指向する。平面不整方形を呈し、特に焼成部がいびつである。  

全長7．00m、最大幅5．05m程を測る。小さな凹凸が認められたが、焼成室床面はほぼ水平である。壁の立ち  

上がりはやや開き気味で、壁高70cm程を測る。奥壁ほぼ中央に位置する煙出部は、自然礫を鳥居状に組み合  

わせている。また、東壁にてトンネル状に穿たれた煙道部は、やや屈曲して検出されている。   

近世陶磁器と蟹型銅製品が出土している。  

11・12・13号炭窯（第108図）   

①調査区16－L24、17－し2・3・4グリッドに跨がり、3号溝跡に接して検出された。3・4号炭窯同様、連房の可  

能性もある。  

11号炭窯は平面煙管状を呈し、大きく括れる焚き口部から入り口部にかけてはほぼ直角に屈曲し、3号溝  

跡と重複している。主軸はN－520－Eを指向する。焼成部中央付近にて最大幅を有する。全長5．80m、最大幅  

1．95m程を測る。焼成部床面はほぼ平坦で、入り口部から奥壁にかけての傾斜もほとんど認められない。壁  

はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は確認面から1．85m程を測る。煙道部は奥壁から0．9m程西の南壁にて、石組  

みで構築されている。焚き口部にも礫積みの痕跡が窺えた。   

出土遺物は炭化物のみである。  

：・■  
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第109図10号炭窯出土遺物  
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炭窯土屑説明  
10．暗褐色土 ローム粒∵焼土ブロック疎に含む。  
11．茶褐色土 ローげロックをやや密に含む。  
12．褐色土  焼土ブロック・炭化物を多量に含む。  
13．黄褐色土 ローげロックを密に含む。  

14．灰褐色土 灰を密に含む。炭化物を含む。  
15．黒色土  炭化物層。  
16．灰褐色土 焼土・灰ブロック。  
17．男色土  炭化材を多量に含む。  
18．茶褐色土 ロームブロック含む。  
19．茶褐色土18に近似するが、炭化物混入。  
20．黒褐色土 炭化物をやや密に含む。  
21．暗褐色土 炭化物1トげロックの混土。  
22．黄褐色土 ローム7中ロック。  
23．黒色土  炭化材。  
24．黄褐色土 口一げロックと炭化物の混土。  
10号炭窯  

1．暗褐色土 ローム粒を含む。   
2．暗褐色土 ローム粒・ローげロックをやや密、mを含む。   
3．褐色土  焼土ブロック・炭化物を多量に含む。   
4．黄褐色土 ローげロックを密に含む。   
5．灰褐色土 灰を密に含む。炭化物を含む。   
6．黒色土  炭化物層。   
7，灰褐色土 焼土・灰フヾロック。   
8．崇色土  炭化材を多量に含む。   
9．茶褐色土 口一げロック含む。  

10．茶褐色土 炭化物浪人。  
11．黒褐色土 炭化物をやや密に含む。  
12．暗褐色土 炭化物・ローげロックの泥土。  
13．黄褐色土 ロームブロック。  

14．黒色土  炭化材。  
15．褐色土  ロームフいロック含む。  
16．黄褐色土 ロームブロック。  

11号炭窯  

1．暗褐色土 As－Bをやや密に含む。   
2．暗褐色土 As－B・ローム粒を含む。   
3．黒褐色土 ローム粒・砂粒を含む。   
4．茶褐色土 小砂礫イトム粒＼風化mを含む。   
5．暗褐色土 As－Bを疎に含む。   
6，褐色土  As－B・ローム粒を含む。   
7．暗褐色土 ローム粒・As－Bをやや密に含む。   
8．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックを含む。   
9．褐色土  ロームブロック。  
10．暗褐色土 ローム粒・炭化物疎に含む。  
11．茶褐色土 ローげロックをやや密に含む。  
12．褐色土  焼土フいロック・炭化物を多量に含む。  
13．黄褐色土 ロームブロックを密に含む。  
14．灰褐色土 灰を密に含む。炭化物を含む。  
15．黒褐色土 炭化物層。  
16．灰褐色土 灰フやロック。  

1号炭窯  

1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．黒褐色土   

5．暗茶褐色土   

6．黒色土   

7．赤褐色土   

8．黒色土   

9．茶褐色土  

2号炭窯  

1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．黒褐色土   

4．褐色土   

5，明褐色土   

6．黄褐色土  

4号炭窯  

1．黒褐色土   

2．暗褐色土  

ロームフやロックやや密  

炭化物・ローム粒を  
2に近似するが、  

炭化物を多量に  
炭化物を多量に  
多量の炭化物と  

、炭化物・ローム粒を含む。  
含む。  
炭化物多量に含む。  
、焼けたロームフ小口ックを含む。  
、ロームフやロックを疎に含む。  
焼土フヾロックを含む。  

焼土ブロックと炭化物を多量に含む。  
炭化材・炭化物ブロック。  
ロームフ、、ロック。   

炭化物を疎に含む。  
炭化物を多量に含む。  
2に近似するが、炭化物やや少ない。  
炭化物・ローム粒を含む。  
ローム粒・ロームフーロックを多量に、炭化物を少量含む。  
ロームブロックを多量に含む。   

ロームフ“ロックを疎に含む。  

風化したmを含む。   
3．暗茶褐色上2に近似し、ロ・ムブロック含む。   
4．褐色土  ローげロック・焼土ブロック・mを含む。   
5．茶褐色土 ローム粒・mを疎に含む。   
6．淡茶褐色土ローげロックを含む。   
7．茶褐色土 mを疎に、ローム粒をやや密に含む。5よりmは多い。   
8．男褐色土 灰・焼土の混土。   
9．橙褐色土 焼土7“ロック。  
10．暗褐色土 口一ム粒・焼土ブロックを疎に含む。  
11．茶褐色土 ローげロックをやや密に含む。  
12．褐色土  焼土ブロック・炭化物を多量に含む。  
13．黄褐色土 ローげロックを密に含む。  
14．灰褐色土 灰を密に含む。炭化物含む。  
15．黒褐色土 炭化物層。  
16．灰褐色土 焼土・灰ブロック。  
17．黒褐色土 炭化材を多量に含む。  
18．茶褐色土 ロームフ、、ロック含む。  
19．茶褐色土18に近似するが、炭化物混入。  
20．黒褐色土 炭化物をやや密に含む。  
21．暗褐色土 炭化物・ロームブロックの混土。  
22．黒褐色土 炭化物を多量に、焼土・灰フやロック混入。  
23．黒色土  炭化材・炭化物が主。下層に灰∵焼土が堆積。  
6号炭窯  

1．暗褐色土 炭化物を含む。   
2．黒褐色土 炭化物を多量に含む。   
3．暗褐色土 ローム粒イトムフ、、ロック・炭化物を含む。   

4．茶褐色土 炭化物を多量に含む。   
5．橙褐色土 焼土ブロックを多量に、炭化物を疎に含む。   
6．黒褐色土 多量の炭化物とロームブロックを含む。  
7号炭窯  

1．暗褐色土 m・FPを疎、炭化物・As－Cをやや密に含む。   
2．暗茶褐色土1に近似するが、As－C少ない。   

17．黒褐色土  

18．茶褐色土  

19．茶褐色土  

20．黒褐色土  

21．暗褐色土  

22．黒褐色土  

23．黒色土  

24．黒色⊥  

炭化材を多量に含む。  
ロームブロック含む。  

炭化物混入。  
炭化物をやや密に含む。  
炭化物・ロームブロックの混土。  
炭化物を多量に、焼土・灰ブロックラ昆入。  
炭化材・ロームプヾロックの泥土。  
炭化材屑。   

3．暗茶褐色土   

4．暗褐色土   

5．黒褐色土   

6．茶褐色土   

7．崇褐色土  

8号炭窯  

1．暗褐色土   

2．黒褐色土   

3．茶褐色土  

9号炭窯  

1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

4．灰褐色土   

5．茶褐色土   

6．黒色土   

7．赤褐色土   

8．黒色土   

9．茶褐色土  

m・ローム粒・As－Cを疎に含む。  

多量の炭化物・炭化材を含む。  
ローム粒・炭化物を疎に含む。  
ローム粒をやや密に、炭化物を疎に含む。  
炭化物・炭化材を多量に含む。   

As－C・mを殊に含む。  
ローム7”ロック疎、炭化物・炭化材を多量に含む。  
ローム粒・ロームブロック・炭化物・焼土粒を含む。   

As－B・mを疎に含む。  
As－Bをやや密、ローム粒を含む。  

ローム粒・砂粒を含む。  

砂礫層。  
ロームブロック。  

多量の炭化物と焼土ブロックを含む。  
焼土ブロックと炭化物を多量に含む。  
炭化材・炭化物デ■ロック。  
ロームフ小口ック。  
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11号炭窯の北に位置する12号炭窯は主軸N－850－Eを指向し、11号炭窯の主軸から27D南折する。平面形状は、  

焚き口部から奥壁に向かって緩やかに膨らむ梶棒状を呈するが、焼成部中央に最大幅を有している。全長  

3．85m、最大幅2．60m程を測る。焼成部床面は、緩やかな凹凸を有するもののほぼ平坦で、傾斜もほとんど  

認められなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は確認面から1．7m程を測る。煙道部は奥壁から0．6m  

程西の両壁に設置されている。煙出しは短く、自然礫で構築されている。焚き口部の両脇に礫積みが認めら  

れた。覆土下層では、ローム混合土と炭化物の互層が認められ、数次の操業が想定された。   

出土遺物は炭化物のみである。  

12号炭窯の北に位置する13号炭窯は主軸N－680－Eを指向し、11号炭窯の主軸から120南折する。平面形状は、  

焚き口部から奥壁に向かって緩やかに膨らむ梶棒状を呈するが、焼成部中央に最大幅を有している。全長  

5．60m、最大幅3．10m程を測る。焼成部床面はほぼ平坦で、傾斜もほとんど認められなかった。壁はほぼ垂  

直に立ち上がる。壁高は確認面から1．6m程を測る。煙道部は奥壁から2．1m程西の南壁に設置されている。  

煙出しは壁外に短く、自然礫で構築されている。   

出土遺物は炭化物のみである。  

6．溝跡  

1号溝跡（第110図、PIj8・87）  

位置 ①調査区西部に位置する。北東端の17－H－12グリッドから南西端の2－し10グリッドにかけて、調査区を  

縦断するように検出された南北溝で、両端共に調査区外へと延びている。  

規模 全長は405m以上を測る。本跡は細かい屈曲が認められるものの、ほぼ直線的に南下しており、南端  

部3－L6グリッド付近でやや大きく西偏している。確認幅は屈曲部を中心に最大1．8m、最小0．3m程を  

測る。平均1．0～1．5m程である。底面幅も0．3～1．Om程とばらつくが、平均では0．8m程である。断面は  

逆台形を呈しており、深さは0．2～0．7m程を測る。また、底面のピットは流水による巻き孔であり、  

これも屈曲部を中心に多数検出され、多量の砂礫が沈殿堆積していた。  

覆土 浅間B軽石をやや密に、m軽石・ロームブロックを含む暗褐色土を主体としている。屈曲部を中心に  

底面付近では砂礫が20cm程堆積していた。これは、前述した流水による巻き孔も含め、本跡が通水溝  

であったことを裏付ける。  

遣物 土器は破片・細片が主であり、図化し得なかった。1～12は五輪塔である。1は空輸、2～11は四角く  

穿孔された火輪である。12は粗く自然石を成形しており、中央部がやや窪む。地輪か。図示した資料  

には、石材として安山岩系のほか、榛名山ニッ岳起源の軽石を使用したものがある。5～7、8、12が  

それであるが、Hr－FPなどと比べるときもち重みがし、硬度も違うようである。各々の長さ・奥行き・  

高さは、1が平面ほぼ円形で22．2・22．6・20．2cm、2も平面円形で30．8・34．6・17．Ocm、3は平面長方形で35．4  

・47．2・23．Ocmを測る。4・5は平面不整形で、断面三角形の4は30．4・35．8・27．4cm、5は断面台形で29．8・  

35．4・20．2cmを測る。6は平面楕円形と推測され（28．2）・29．4・16．4cm、7は平面隅丸方形で32．6・32．2・18．6  

cmを測る。8は断面丸みをもち29．8・30．6117．6cnl、9は平面丸みをもつ六角形で35．1・27．3・16．4cm、10は  

平面不整方形で31．2・31．1・22．3cmを測る。11・12は共に平面丸みを持つ長方形で11が27．6・34．3・15．2cm、  

12は（27．4）・37．4・18．6cm程を測る。  

時期 出土遺物より、平安時代以降の所産と考えられる。  
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2号溝跡（第112図）  

位置 ①調査区北部18－R7・19－R7グリッドにて検出され、北端は調査区外（二次調査区）に延びる南北満であ  

る。  

規模 全長24．5m以上を測り、確認幅0．8～1．1m、底面幅0．1～0．6m程、深さ25cnl程を測る。東壁にテラスを  

有し、断面は開いて立ち上がる。  

覆土 小砂礫を多量に含む黒褐色土を主体としている。  

遣物 検山されなかった。  

3号溝跡（第111図、PIj8・88）  

位置 追跡中央を南北に走る道路を横切るように湾曲し、①調査区北東端の18－Ⅰ－21グリッドから②調査区南  

東部を経て、③調査区南端部の3－0－25グリッドから調査区外へと延びる規模の大きな南北満である。  

規模 全長は480m以上を測り、規模にかなりのばらつきが認められた。確認幅は0．9～3．3m、底面幅0．2～  

1．3m、深さ10～90c川程を測り、断面緩やかな逆台形を呈する。平均的な確認幅は1．20m、同底面幅0．4  

m、同深さは50cm程である。  

覆土 部分的であるが、覆土最上層に浅間B軽石が認められ、覆土はFA軽石・浅間C軽石を含む黒褐色土  

を主体としている。また、底面付近ではかなりの場所で多量の砂礫の堆積が認められ、通水の可能性  

が示唆された。  

遺物 多数の土師器・須恵器が出土している。  

4号溝跡（第112図）  

位置 ①調査区北部の15－Ⅰ－4グリッドから14－Ⅰ－24グリッドに位置し、1号溝跡に平行して検出された南北満で  

ある。  

規模 全長は短く5．9m、確認幅0．9m、底面幅0．6m程を測る。深さは、8cm程と浅い。  

覆土 ローム粒を含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 検出されなかった。  

5号溝跡（第112図）  

位置 ①調査区北東部の16－G－3グリッドから15－H－16グリッドに位置し、1号満跡に平行して検出された南北  

溝である。  

規模 全長40m以上で、北端部は調査区外に延びる。南端部は短く東折する。確認幅は0．3～0．5m、底面幅  

0．2～0．4m、深さ20cm程を測る。  

覆土 ローム粒・ロームゾロックをやや密に含む茶褐色土を主体としている。  

遺物 検出されなかった。  

6号溝跡（第113図、PIj8）  

位置 ①調査区ほぼ中央、1号溝跡に平行して13－Ⅰ一3グリッドから10一Ⅰ－25グリッドにかけて検出された。12－Ⅰ－9  

グリッド付近で途切れる南北満である。  

規模 全長59m程を測るが、削平等により途切れて検出されている。後述する11号満跡と同一満と考えられ  

るが、ここでは検出時のままとする。確認幅は0．4m程を測り、最大で0．8m程を測る。底面幅は0．3～  
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0．6m程を測る。断面は緩やかな逆台形を呈し、深さは4～24cm程を測る。  

覆土 浅間B軽石を覆土上層に含み、FA軽石・浅間C軽石を含む黒褐色土を主体としている。底面に砂礫  

がやや多く堆積する。  

遺物 土帥器破片が出土しているが、凶示し得なかった。  

7号溝跡（第113図、PIj9）  

位置 ①調査区東部の13－F5グリッドから10－Ⅰ－21グリッドにかけて検出されたL字溝である。  

規模 西進する本跡は、12－H－24グリッドにて南折しており、全長92m程を測る。確認幅0．4～1．3m、底面幅  

0．4m、深さ30cm前後を測る。断面逆台形を呈する。  

覆土 ローム粒・ロームブロックを含む黒色土を主体としている。  

遺物 土師器・須恵器破片が出土しているが、図示し得なかった。  

8号溝跡（第113図）  

位置 7号溝跡に北接して、①調査区東部の13－G－1グリッドから12－H－21グリッドにかけて検出された東西満  

である。  

規模 全長27．5m程で、確認幅0．6m、底面幅0．4m、深さ30cm程を測る。断面逆台形を呈する。  

覆土 炭化物を含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 検出されなかった。  

9号溝跡（第113図）  

位置 ①調査区南端部2－K9グリッドから2－L22グリッドにて検出された南北溝である。本跡南端は、調査区  

外に延びる。  

規模 全長18．2m以上を測り、確認幅0．35～0．7m、底面幅0．2～0．3m程を測る。断面直立気味に立ち上がる。  

深さ20～40cm程を測る。  

覆土 浅間A・浅間B軽石、砂粒をやや密に含む暗褐色土を主体とする。底面には、砂礫が堆積している。  

遺物 検出されなかった。  

時期 検出状況から、中世以降の構築と考えられる。  

10号溝跡（第113図）  

位置 ①調査区南端部2一灯13グリッドから2－L22グリッドにかけて、9号満跡に平行して検出された南北溝で  

ある。  

規模 全長12．9m、確認幅は0．2～0．5m程、底面幅は0．3m程を測る。断面開き気味に立ち上がり、深さ20cm  

前後を測る。  

覆土 浅間A・浅間B軽石を含む暗褐色土を主体としている。  

遣物 検出されなかった。  

11号溝跡（第113図）  

位置 ①調査区中央部鋸－16グリッドから南下し、肘－23・4＋18・3J－9グリッド付近にて途切れるものの、2J－23  
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グリッドまでほぼ直線的に南進する南北溝である。  

規模 全長145m程を測るが、本跡の北部に位置する6号満跡と同一満の可能性が強く、その全長は258m程  

と推定される。確認幅は0．3～1．4m、底面幅0．2－0．6m程を測り、深さ10～20c川程と浅い。確認幅の平  

均は0．8m、同底面幅は0．7m程を測る。断面逆台形を呈するが、部分的に緩やかに立ち上がる。  

覆土 FA軽石を混入する黒褐色土を主体としている。  

遣物 土師器・須恵器破片が出土しているが、図示し得なかった。  

12号溝跡（第113図、PIβ8）  

位置 ①調査区南部2－J－25グリッドから2－K25グリッドにかけて検出された南北溝で、南端は調査区外へ延  

びる。  

規模 全長36m以上、確認幅0．1～0．6m、底面幅0．1”0．3m程を測り、削平の為に深さは2～15cm程である。  

断面やや角度をもって立ち上がる。11号溝跡と同一溝の可能性強く、6号溝跡を含めたその全長は295  

m以上と推察される。  

覆土 浅間B軽石を含む黒褐色土を主体としている。  

遺物 須恵器蓋が出土している。  

13号溝跡（第112図、PIj9）  

位置 ①調査区南部の1－Ⅰ－12グリッドから3－H－12グリッドにかけて検出された南北満である。南端は調査区  

外へ延びる。本跡は、検出時に北に位置する14号溝跡と別満とされている。しかし、明らかに同一溝  

であり、本項では14号溝跡を含めて13号満跡として取り扱う。  

規模 全長45．5m以上、確認幅0．5～0．9m、底面幅0．3～0．5m、深さは4～15cnl程と浅い。断面緩やかに立ち上  

がる。  

覆土 FA軽石を含む暗褐色土を主体としている。  

遣物 検出されなかった。  

14号溝跡  

欠 番  

15号溝跡（第112図、PIj9）  

位置（∋調査区南部の4－H－9グリッドから4－H－16グリッドにて検出された東西溝である。  

規模 全長17m、確認幅0．2～0．6nl、底面幅0．1～0．5m程を測り、深さ3”10cm程と浅い。断面緩やかに立ち  

上がる。  

覆土 浅間B軽石を含む黒色土を主体としている。  

遣物 土師器破片が出土しているが、図示し得なかった。  

16号溝跡（第112図）  

位置 ①調査区南部の3－G25グリッドから4－G－5グリッドにて検出された南北満である。  
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規模 全長8．Om、確認幅0．3～0．7m、底面幅0．1～0．6m程を測り、深さ4～20cm程とやや浅い。断面緩や  

かに立ち上がる。  

覆土 ローム粒を含む褐色土を主体としている。  

遺物 検出されなかった。  

17号溝跡（第112図、PIj9）  

位置 ①調査区南東部に位置する南北満で、5－G－1グリッドから7－F3グリッドにかけて検出された。2条の溝  

跡が1条として捉えられた。西溝が15号満跡、東浦が16号満跡へ分岐し、両清跡がそれぞれ13号溝跡  

へと南進すると考えられる。  

規模 全長56．5m程を測る。西浦の確認幅0．5m、底面幅0．3m、深さ15～50cm程、東溝の確認幅0．4m、底面  

幅0．3m、深さ20～40cm程を測る。断面やや角度をもって立ち上がる。  

覆土 FA軽石・ローム粒を含む黒褐色土を主体としている。  

遺物 土師器破片が出土しているが、図示し得なかった。  

18号溝跡（第112図、PIj9）  

位置 ②調査区南西部にて検出された南北溝である。15－P－23グリッドから17－F12グリッドに位置し、両端共  

に調査区外へ延びる。  

規模 全長40m以上、確言忍幅0．8～1．2m、底面幅0．2～0．4m、深さ50cm程を測る。断面逆台形を呈する。  

覆土 浅間B・浅間C軽石、FA軽石・ローム粒を含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 土師器・須恵器破片が出土しているが、図示し得なかった。  

19号溝跡（第113図、PIj9）  

位置 ②調査区南西部にて18号満跡に直交するように検出された東西満である。16－P－23グリッドから17一路4  

グリッドに位置し、西端は調査区外へ延びる。  

規模 全長55m以上、確認幅0．7～1．Om、底面幅OAm、深さ35cm程を測る。断面やや開き気味に立ち上  

がる。   

覆土 FA軽石・ローム粒を含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 検出されなかった。  

20号溝跡（第113図）  

位置 ③調査区東部にて、1号溝跡と3号溝跡をつなぐように検出された東西溝である。9－0－12グリッドから  

10－KlOグリッドにかけて位置する。  

規模 全長91．5m、確認幅0．5－0．7m、底面幅0．2～0．5m、深さ25cm程を測る。断面逆台形を呈する。  

覆土 ローム粒・ロームブロック・FA軽石を含む暗褐色土を主体としている。  

遺物 土師器破片が出土しているが、図示し得なかった。  
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溝跡土層説明  
8号溝跡  

1．黒褐色土 As－B・炭化物を疎に含む。  
2．暗褐色土 ローム粒を含む。   

1号溝跡  

1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

4．暗褐色土   

5．暗茶褐色土   

6．暗褐色土   

7．褐色土   

8．茶褐色土   

9．茶褐色土  

10．黄褐色土  

2号溝跡  

1．暗褐色土  

浅間B軽石（以下、As－B）やや密、ローム粒を含む。  
As－B・聞脛石（以下、F瑚・ローム粒を含む。  
m・ローム粒・ロームフ小口ックを含む。  
m・ローム粒・ローム7小口ックをやや密に含む。  

m・浅間C軽石を疎に含む。  
ローム粒を含む。  
砂粒を含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  
砂粒をやや密に含む。  
小砂礫を密に含む。   

砂礫・ローム粒を含む。  

3．暗褐色土  

9号溝跡  

1，暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

4．灰褐色土  

5．茶褐色土  

ローム粒・ロームブロック・mを含む。   

As－B・mを疎に含む。  
As－Bをやや密、ローム粒を含む。  

ローム粒・砂粒を含む。  

砂礫層。  
ロームブロック。  

10号溝跡  
1．暗褐色土 ローム粒を含む。   

2．暗褐色土 ローム粒・ローげロックをやや密、mを含む。  

11号溝跡  3号溝跡  

1．黒褐色土 As－Bをやや密、mを疎に含む。  
2．暗褐色士 風化したmを疎に含む。やや粘性あり。   
3．暗茶褐色土2に近似し、ローム粒含む。  
4．茶褐色土 小砂礫・ローム粒・mを含む。   
5．茶褐色土 ローム粒・FAを疎に含む。  
6．淡茶褐色土ローム粒を含む。  
7．茶褐色土 mを疎に、ローム粒をやや密に含む。5よりmは多い。  
8．黒褐色土 粘性・しまり強い。  
9．暗茶褐色土小口ームブロック含む。しまりあり。  
10．暗褐色土 ローム粒疎に含む。粘性・しまりあり。  
11．茶褐色土 ローム粒・YP軽石をやや密に含む。  
12．暗茶褐色土小砂礫を多量に含む。  
13．灰茶褐色土12に近似するが、砂粒を多量に含む。  
14．暗灰褐色土砂泥層。ローム粒を含む。  

1．暗褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

4．茶褐色土  

12号溝跡  
1．暗褐色土   

2．褐色土  

13号溝跡  
1．暗褐色土   

2．暗褐色土  

15号溝跡  
1．暗褐色土   

2．黄褐色土  
16号溝跡  
1，褐色土  

As－Bをやや密に含む。  
As－B・ローム粒を含む。  

ローム粒・砂粒を含む。  
小砂礫・ローム粒・mを含む。   

As－Bを疎に含む。  

As－Bイトム粒を含む。   

ローム粒・As－Bをやや密に含む。  
ローム粒・ロームプ小口ック含む。   

ローム粒・As－Bを疎に含む。  
ローム粒イトムフ小口ックを密に含む   

As－Bを疎に含む。   15．茶褐色土  

16．黒褐色土  

17．茶褐色土  

4号溝跡  

1．暗褐色土  

5号溝跡  

1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．黒褐色土   

4．茶褐色土   

5．明褐色土  

6号溝跡  

1．黒褐色土   

2．暗褐色土   

3．暗褐色土   

4．茶褐色土   

5．茶褐色土  

7号溝跡  

1．黒色土  

砂礫層。  
mを含む。  
ローム粒を含む。   

トム粒を含む。   

ローム粒を含む。  
As－Bを多量に含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  
ローム粒・ロームブロック含む。  

ローム・茶褐色土の混土。   

As－Bをやや密、mを疎に含む。  
As－Bをやや密、ローム粒を含む。  

ローム粒含む。  
小砂礫・ローム粒・風化組合む。  
砂礫層。   

ローム粒を疎に含む。  

2．暗茶褐色土As－B・ローム粒を含む。   
3．黄褐色土 ローム粒・ローげロックを密に含む。  
17号溝跡  

1．暗褐色土 As－B・［一げロックを含む。   

2．暗褐色士 風化したmを疎に含む。やや粘性あり   
3．茶褐色土 2に近似し、ローム粒含む。   
4．茶褐色土 ローム粒・ロームプサロック含む。  
18号溝跡  

1．暗褐色土  

2．暗茶褐色土  

3．暗褐色土  

4．噌茶褐色土  

5．暗茶褐色土  

6．暗褐色土  

As－B・mを含む。粘性弱い  
ローム粒をやや疎に含む。  
ローム粒を疎、As－Bを含む。  

ローム粒をやや密に含む。  
ローム粒をやや密に含む。  
砂粒をやや密に含む  

19号溝跡  

1．暗褐色土 mを疎に含む。粘性あり。   
2．暗茶褐色土mをやや密に含む。粘性・しまりあり。   
3．暗褐色土 ロームフ小口ックやや密に含む。  

12溝1  

10cm   

3溝19   

第117図 3・12号溝跡出土土器  
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第38表満跡出土土器観察表  

番号  器 種  出土状態 残存状態  法 量（cnl）   胎土・色調  器 形・成・整 形  の  特 徴   備  考   

［コ： 9．5   砂粒   休部から□縁部にかけて直線的に外傾し、口緑部  
3満  杯  覆土            1  須恵器  3／4   底：5．0  で小さく外反する。  

高：2．9  ロクロ整形。底部回申云糸切り離し。   

孝簑土   口：・10．9   砂粒   休部から口縁部にかけて内湾気味に外傾し、口緑  
3浦  1不             2  須恵器  2／3   底  部で小さく外反する。  

高   ロクロ整形。底部匝l転糸切り離し。   

覆土   ［コ  11．4  剥『砂   休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口縁  口緑部内外面に煤   
3満  珂こ              3  ≡ ＝＝ ≡≡  2／3   底   5．2  部で外反する。  付着   

甫   3．7   ロクロ整形。底吾β回転糸切り離し。  

＝  11．7  細砂、雲母片  休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑  
3満  J不  凍土  底  立  

高   ロクロ整形。底部回転糸切りl那し。   

3ラ再  J不   複土   口：12．6   細砂   休部から口緑部にかけて直線的に外傾する。   ［コ緑部内夕十面に煤   
5  須恵器  3／4   底：5．4  ロクロ整形。底部回転糸切り離し。   付着   

嵩：；■ 4．0  

覆土   ［コ  休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口縁  
3沸  杯 岩＝＝≡  底   部で外反する  

局   ロクロ盤形。底部回転糸切り離し。   

3溝  ］宛  凍土   ＝  13．0  砂粒   休部から口縁部にかけて直線的に外傾し、□緑部  
7  須恵器  、ロ完ヲ  褐色   でペコや弓重く 反する。  

高台部全損  富■；■ 4．6  ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貼付。   

ロ：12．5   細］砂   休部から口緑部にかけて直線的に外傾し、□緑部  
3満  碗  覆土           8  須恵器  2／3   底   6．2  で外反する。  

冒   4．5   ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貝占付。   

3満  i宛  覆土   口   休部から口縁部にかけて直線的に外傾する。高台  口綾部内外面に煤   
9  須恵器  3／4  昼  部は「ハ」の字状に開く。  付着   

周   ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台月占付。  

l」  体部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑  底部内面に墨書   
3溝  士宛  寺髪ニヒ  底  部で小さく外反する。高台部は「ハ」の字状に開く．  

冒   ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貼付。   

口・：（12．8）   細砂   休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾する。高  
3溝  碗  覆土           11  須恵器  1／3   底：・6．8  台部は「ハ」の字状に開く。  

甫：5．0  ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貼付。   

［コ：13．0   砂粒   
底；6．5 ： 
胃5．1  ロクロ盤形。底部回転糸切り離し後、高台月占付。   

口：（14．2）   砂粒   

底：6．5 ：5 
高．9  

［：∃： 13．2   細砂   
底  部で外反する。高台部は「ハ」の字状に開く。  
冨   ロクロ整形。底部回転糸切り離し後、高台貼付。   

＝   15．2  小砂礫、金雲母   
昏  

＝  
3洒  士宛  覆土  底  で小さく外反する。高台部は足長で、「ハ」の字状  

冨   に開く。ロクロ整形。底部回転糸切り後高台貼付。   

3洒  土宛  凍土   部で小さく直立気味に立ち上がる。□綾部内外面  ［コ：12．3   砂粒、雲母片  休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑  口唇部に、半裁竹   横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

＝   胴部中位に張りを持ち、口緑部で内傾気味に立ち  
3う再  羽 釜  寺夏土  底  上がる。  

甫   ロクロ至蛭形。胴下半部外面箆削り。鍔貼付。   

毒襲土   ＝   
3溝  瓶     底     小砂礫やや密  胴部内湾気味に外傾し． 

高  ロクロ至蛙形。貼付高台●   

肩部に弱い張りを持ち、口緑部「く」の字状に外反  
3沸  要  覆土  ［コ 底  暗橙褐色   るD  

部1′2  冒   口線部内外面横ナデ。胴部外面箆i判り。内面ナデ。   

12沸  蓋   覆土   ［コ：・15．6   砂粒   つまみ大きく、天井部から口縁部にかけて系靂やか  外面のみに方毎粕、   
1  灰5帥陶器  4／5   底・：一－－－  地一灰色   に湾曲する。内にかえりを持つ。   刷毛塗り  

高： 3．0   5帥一緑色   ロクロ至鮭形。天井部回転箆削り。   

22ノ   



7．石垣（第118図）   

①調査区中央やや南、8－Ⅰ－23・24、8J－24・25、9－Ⅰ－4・5、9J－1・2グリッドに跨がって検出された近世の石垣で  

ある。全長は33m程を測る。  

＋  ＋   

＋  

些L：295．00m  

第118図 石 垣  
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＋  ＋  十  十  

些L：295．00m  

脚＿   

第118図 石 垣  
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8．遺構外の出土遺物（第119図、PIj8）  
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第119図 遺構外の出土遺物   
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第39表遺構外の出土土器観察表  

番号  老旨 ラ睡  出土状∵態 残存〕犬態  法 量（cm）   月台土・色調  器 形・成・整 形 の  特 徴  備     考   

J不   口i（12．2）   細砂   扁平な底部から休部内湾気味に外傾し、口緑部で  
1    新刊片            土師器  底：【  橙褐色   短く直二立する。  

高 口斉家部内外面横ナデ。休部外面箆削り。内面ナデ。   

椀   ［コ■！－  休部内湾気味に外傾する。高台部は「ハ」の字状に  2    破片  底   （5．9）  
嵩   （3．5）   ロクロ整形。貼付高台。   

盤   ［∃  細砂   休部内湾気味に外イ頃する。  
3    1′4             須恵器  痘   10．6  ロクロ整形。底部回転箆l判り。削り出し高台。   

晶   （2．1）   

l＝l  （14．4）  ∃執密   休部から口緑吉βにかけて直線的に外反する。高台  方包利lは漬け］卦け  
4    1／3             灰5軸陶器  些  部は「ハ」の字状に開く。  

崗   ロクロ整形。貼付高台。   

土宛   ［コ  14．8  式敷密   5    完形  底、   7．8  休部から口緑部にかけて内湾気味に外傾し、口緑  方也5紬は漬け掛け  
冨   4．7   ロクロ整形。貼付高台。   

高  林   ［コ  砂粒   脚部は「ハ」の字状に開く。4孔を有す。  
6      脚部片             土師器  底  脚部内外面ナデ。   

高   

8－1．遺構外出土鉄製品（第119図）   

外7・8は古墳時代の所産と捉えられるが、古墳の周囲から採取されたものではなく、古墳と関係のない①  

調査区南部と②調査区にて採取されている。外7は、直刀の破片である。遺存長は5．1cm、身幅2．9cm、棟厚  

0．5cm程を測る。両開である。外8は鍔の破片である。1／3程の道存で、逆三角形を呈する。長径・短径不明で  

あるが、厚さ0．5cm程を測る。5、あるいは6窓式かと考えられる。外9～13は、いずれも刀子の破片である。  

遺存長・幅は、それぞれ4．8・1ふ4．6・2．5、7．4・1．9、5．1・1．8、8．5・2．1cm程を測る。外12は南開、外13は片関で  

ある。  

8－2．遺構外出土石製品（第119図）   

外14・15・16はいずれも砥石である。外14・15は①調査区からの採取、外16は②調査区からの採取である。  

外14は、長さ7．7cm、幅3．3cm、厚さ3．1cnl程を測る。表裏・側面に使用痕が認められるが、顕著ではない。外  

15は道存長8．Ocm、幅3．1cm、厚さ3．5cnl程を測る。全体にかなりの使用痕が認められた。外16は下げ砥と推測  

され、通存長3．1cm、幅2．6cnl、厚さ1．Ocm程を測る。表裏面の擦痕が顕著である。  

8－3．遺構外出土貨幣（第119図、PIβ8）   

出土した貨幣は、いずれも表土除去後の遺構精査作業中に検出されたものである。1号溝跡の周辺にて検  

出されていることから、1号満跡から検出された五輪塔との関連も示唆される。外17は「元祐通貿」、外18は「  

延喜通賓」、外19・20は「文久永賓」、外21・22・23・24は「寛永通賓」、外25は「天保通貨」である。  
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Ⅳ．調査の方法と経過   
調査は予定地約3700nfの内、試掘調査により遺構が確認された約3000m2を対象とした。実際に調査を行っ  

たのは、面的な調査を実施した歴史時代を対象とする約2500m2、トレンチ調査による試掘調査を実施した縄   

文▲旧石器を対象とする約700nfである。   

歴史時代以降を対象とした調査は、遺構確認面である淡色黒ボク土？まで重機によって掘り下げ、その後  

手作業により遺構確認作業を行った。検出された個々の遺構は全て手作業により調査を実施し、各調査段階  

で写真・図面に記録した。   

縄文時代の試掘調査については約12m間隔に任意にトレンチを設定し、重機によって遺構確認面（As－  

OPl？含有層）まで掘り下げ、その後は手作業により遺構検出作業を行った。調査の結果、遺構が検出された  

2号トレンチ南端、3・4号トレンチ付近については、さらにトレンチを設定し、遺構の分布範囲を把握するこ  

ととした。検出した遺構については規模が小さく、数量も少ないため、そのまま遺構調査を継続して行った。   

旧石器試掘調査については、縄文時代の遺構が検出された範囲を除いた区域を対象に行った。調査はブロ  

ックを検出することを目的とし、重機により1・2・5号トレンチを拡張して薄く徐々に剥いでいった。この作  

業を行うに当たっては作業員を補助に付け、除去面の監視と壁面の精査を行った。   

図面は基本的にセクションは全て縮尺＝1／20で作成し、平面図については住居跡・炭窯・井戸跡等は縮尺＝  

1／20、大型の溝跡等については縮尺＝1／100、全体図は縮尺＝1／200で作成した。なお、測量に当たっては国  

家座標を使用し、前回設定した25mグリットを同様に基準とした。写真は白黒35mm・35mmカラーリバーサル・  

35mmカラーネガフィルムを基本として使用したが、一部6×7白黒・6×7リバーサルも使用した。  

作業経過の概略は第40表の通りである。  

第40表 作業経過表   

】0  20  lo  20  

J：  

帖  

トレン子 掘 削    ロ  

l］ む 器  

爬  試  
図 面 作 成  円  n  

L  由査区埋戻〔                          H  

て＝レ叩㍉t酎オ湘  
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第120図 トレンチ・遺構（旧石器・縄文）配置図   



1・2・4・5■6・7号トレンチAセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。As－OPl？含有小ブロックをわずか含む。非常に  

堅く締っている。  
第2層 黄褐色土。フ小口ック状。黄色軽石粒を多く含む。非常に堅  

く締っている。As－OPl？層。  

第3層 暗黄褐色土。As－Sr？含有フ小口ック・粒を多く含む。非常に  

堅く締っている。  
第4層 暗黄褐色土。As－Sr？軽石を多く含む。非備に堅く締っ  
ている。  

第5層 暗茶褐色土。As－Sr？軽石を多く含む。堅く締っている。  

第4屑と軽石との混合層。  
第6層 AsLSr？層（赤黄褐色軽石）とAsーHg？を含む暗黄色ブロック  

との混合層。堅く締っている。  
第7層 暗黄褐色土。As－Hg？含有フナロック・粒（白・橙色軽石粒）を  

多く含む。非常に堅く締っている。  
第8層 As－Sr？軽石層。  

第9層 暗黄褐色土。As－BP（FK－10）？軽石を非常に多く含む。非  

常に堅く締っている。  
第10層 暗黄褐色土。やや赤昧を帯びる。As－BP（FI仁10）？層。第  

4層より粒子が細い。非常に堅く締っている。やや砂  
質。  

第11層 暗褐色土。第 7屑と黒褐色土との混合層。非常に堅く  
締っている。  

第12屑 褐色土。As－BP（FK－8）？を含む。第5層より暗い。非常に  

堅く締っている。砂質。  
第13層 暗黄褐色土。As－BP（FK－8）？軽石を非常に多く含む。非  
常に堅く締っている。  

第14層 暗責茶褐色土。As－BP（FK－8）？軽石を多く含む。堅く締  
っている。  

第15層 噌赤灰褐色土。As－BP（FI仁8）？軽石を非常に多く含む。  

軽石・灰粒を多く含む。非常に堅く締っている。砂質。  
第16層 暗黄茶褐色土。As－BP（FI仁8）？軽石を非常に多く含む。  

軽石・灰粒を多く含む。堅く締っている。  
第17層 As－BP（FK－8）？（暗赤褐色軽石純層）。  

第18層 暗黄褐色土。橙色軽石粒を含む。非常に堅く締ってい  
る。Åp層。  

第19層 茶褐色土。灰色軽石粒をわずか含む。非常に堅く締っ  
ている。やや粘質。  

第20層 暗褐色土。非常に堅く締っている。粘質。  

第21層 黒灰色土。非常に堅く締っている。粘質。  

第22層 暗黒灰色土。非常に堅く締っている。粘質。小礫をわ  
ずか含む。基盤層。  

第23屑 黄色土。やや粘質。ソフト。  

LH＝307．500   

A  
．  

LH＝308．700  

5号トレンチ  1号トレンチ  

LH＝307．400  

A  A′  
－ LH＝309．100  

6号トレンチ  

2号トレンチ  

LH＝307．400  

A  旦LH＝307．800  A  

巨∃  
4号トレンチ  

0  

7号トレンチ  

2m  

第121図 トレンチ各セクション図   

Ⅴ．検出された遺構と遣物  
（1）概 要   

今回の調査対象地城における土層堆積状況は、第1次調査の基本土層と同様である。上位層から大まかに  

層位を見ると、およそ耕作土直下はHr－FA、あるいはAs－Cを含む黒色土である。その下に淡色黒ボク土が堆  

積し、As」YP（約13000～14000年前）含有層→As－OPl（約17000年前）含有層→As－Sr（17500年前）→As－BP（約19000  

～22000年前）→AT（22000～25000年前）？→Hr－HAという層位が認められる（第120・121図参照）。   

旧石器試掘調査についてはAT層上面まで検出作業を行ったが、ブロック・遺物は検出されなかった。縄文  

時代については淡色黒ボク土下で土坑3基ゼット6塞が検出された。歴史時代以降についてはAs－mを含む黒  

色土が二次堆積の様相を示すことから、実際には平安時代から近世以降に至るまで全ての遺構が淡色窯ボク  

土上面で検出されている。住居跡2軒、炭窯1基、井戸跡2基、溝跡14条、ピット27基が検出された。  
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EP．A  EP．A′  甲         亭m  
1号土坑セクション  

第1層 黒色土。炭化物を少量含む。As－OPl？粒をわずか含む。  

締っている。  
第2層 黒褐色土。As－OPIP粒を含む。締っている。  

第3層 黒褐色土。As－Sr？粒を多く含む。堅く締っている。  

第4層 暗褐色土。As－SrP粒を非常に多く含む。堅く締ってい  
る。  

第5層 褐色土。As－Hgげロックを多く含む。As－BP？粗粒を少量  

含む。堅く締っている。  
第6層 暗黄褐色土。As－BP？小7小口ック・粒を多く含む。  

3号土坑セクシ］ン  

第1層 黒ホヾク土。  

第2層 褐色土。非常に堅く締っている。As－OPl？粒を少量含  

む。  

第3層 褐色土。非常に堅く締っている。As－OPl？粒を多く含  

む。  

第4層 暗褐色土。非常に堅く締っている。As－Sr？粒を多く含  

む。  

第5層 暗褐色土。非常に堅く締っている。As－Sr？粒を非常に  

多く含む。第4層よりやや黒い。  

第6層 暗赤黄褐色土。As－Sr？軽石・粒を非常に多く含む。  

第7層 暗黄褐色土。非常に堅く締っている。As－Srげロックを多  

く含む。  
第8層 As－Sr？層。  
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LH－307．100  
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2号土坑セクシ］ン  

第1層 暗褐色⊥。堅く締っている。As－SrP粒をJ」ずか含む。  

第2層 暗褐色土。堅く締っている。As－Sr7粒を多く含む。  

第3層 黒褐色土。堅く締っている。As－Sr？粒を少量、炭化粒を  
ごくわずか含む。  

第4層 黒褐色土。締っている。As－Sr？粒を少量含む。  

第5層 暗褐色土。堅く締っている。第1層よりやや暗い。As－  
Sr？粒を少量含む。  

第6層 暗黄褐色土。堅く締っている。As－Sr？小フナロック・粒を多  

く含む。  

第7層 暗褐色土。非常に堅く締っている。As－Sr？小プやロックを少  

量含む。  

第8層 褐色土。非常に堅く締っている。As－Sr？小ブロックを多く  

含む。  

LH＝306．300  

A甘A′£p  A何A′28P  

28号ピットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。As－Sr？粒を少量含む。締っている。  

第2層 暗黄褐色土。As－Sr？粗粒を多く含む。   

29号ビットセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。As－OPl？粒を含む。非常に堅く締っている。  

第2層 褐色土。As－OPl？粒を含む小ブロック・As－Sr？粒を含む。非  

常に堅く締っている。  
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30号ビットセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。As－OPl？小フ小口ック・粒を含む。非常に堅く締  

っている。   

31号ビットセクション  

第1層 暗褐色土。As－OPl？小7小口ックを多く含む。非常に堅く締  

っている。  

32号ビットセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。A計OPl？粒を含む。非常に堅く締っている。   

33号ビットセクション  

第1層 黒褐色土。As－OPl？粒を含む。非常に堅く締っている。  

第122図 縄文時代の遺構（土坑・ピット）   
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（2）縄文時代   

検出された遺構は土坑・ピットのみで、その性格は不明瞭である。いずれも淡色黒ボク土下、調査区南東  

部の一定範囲に検出されていることから遺構と認定した。遺構内から出土した遺物はないが、周辺の淡色黒  

ボク土中に縄文前期末菓～中期前葉の土器片が若干包含散布している。  

J■  

1．土 坑  

1号土坑（第120・122図）  

位置 調査区南東寄りの4号トレンチ北端部に検出された。  

形状 平面形は隅丸方形、底面はほぼ平坦を成す。壁はほぼ垂直に立つが、下端で緩やかに湾曲する。規模  

は長軸（南北）1．11×短軸（東西）1．03×深さ0．45m程を測る。  

覆土 覆土最上層に炭化物を含む。As－Srを含む黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 淡色黒ボク土下で検出されていること、周辺に縄文時代前期前末葉～中期前葉の土器片が僅かに散布  

していることから、およそこの時期に帰属するものと思われる。  

2号土坑（第120・122図）  

位置 調査区南東寄りの4号トレンチ南端部に検出された。  

形状 平面形は不整形、断面形は括鉢状に近い形状を成す。西壁下半部・東壁の一部は撹乱である。規模は  

長軸（南北）1．58×短軸（東西）1．32×深さ0．4m程を測る。  

覆土 As－Srを含む黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 淡色黒ボク土下で検出されていること、周辺に縄文時代前期前末葉～中期前葉の土器片が僅かに散布  

していることから、およそこの時期に帰属するものと思われる。  

3号土坑（第120・122図）  

位置 調査区南東寄りの3号トレンチ北部に検出された。  

形状 平面形は円形、断面形は措鉢状を成す。規模は長軸（南北）1．33×短軸（東西）1．27×深さ0．52m程を測る。  

覆土 As－Srを含む暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遣物 出土遺物はない。  

時期 淡色黒ボク土下で検出されていること、周辺に縄文時代前期前末葉～中期前葉の土器片が僅かに散布  

していることから、およそこの時期に帰属するものと思われる。  

」l＋  

2．ピット（第120・122図、第41表）   

検出された6基のピットは、いずれも出土遺物もなく性格不明であるが、掘り込みが明確であること、土  

坑に隣接する一定範剛こ分布することから遺構と判断した。個々の詳細については第41表にまとめた。  
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第41表 ビット（縄文）一覧表  （計測値単位：m）  

番号  長軸  短軸  深さ  平面形態   時  期  重複遺構   形  態   山士道物  備   考   

28  0．43  0．24  0．56  南北に長い隋円形  縄文時代  なし  北方向斜めに掘り込まれている。   なし  4トレンチ   

29  0．27  0．26  0．45  円形   縄文時代  なし  北方向斜めに掘り込まれている。   なし  2トレンチ拡張部   

縄文時代  なし  ほぼ垂直に掘り込まれている。平底。  なし  2トレンチ   

31  0．3  0．26  0．52  円形   縄文時代  なし  ほぼ垂直に掘り込まれている。丸底。  なし  2トレンチ拡張都   

32  0．27  0．24  0．38  不整円形   縄文時代  なし  ほぼ垂直に掘り込まれている。丸底。  なし  6トレンチ   

33  0．31  0．28  0．47  南北に長い隋円形  縄文時代  なし  西壁際に向って掘り込まれている。  なし  7トレンチ   

（3）歴史時代以降（第123図）   

検出された遺構は住居跡2軒、炭窯1基、井戸跡2基、満14条、ピット27基である。性格・時期が明確なもの  

は住居跡のみで、他の遺構は不明瞭な部分が多い。特にピットについては人為的な遺構と断定できるものは  

少ない。  

1．住居跡  

1号住居跡（第124・125・126図、第42表）  

位置 調査区南端部、東寄りの19－Ⅰ・Jグリッドに跨って検出された。第1次調査においては3号住居跡として  

南端部が一部調査されている。重複遺構はない。  

形状 主軸はN－12lO－Eを指向し、平面南北に長い長方形を成す。長軸（南北）3．81×短軸（東西）3．12mを測る（第  

1次調査の結果は含まれない）。壁はほぼ垂直に立ち、壁高は北壁で0．4mを測る。床面は非常に堅く  

締っている。壁満は検出されなかった。北西部に炭化材が若干検出されている。  

覆土 ローム粒・ローム小ブロック・Hr一組粒を含む暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

柱穴 柱穴らしきピットが北壁寄り中央部に1箇所確認された。非常に浅く、鍛冶施設の炉跡に接している  

こともあり断定はできないが、炭化材がピット内に北西方向に倒れた状態で検出されたことから柱  

穴と判断した。おそらく対角に位置する両壁寄りにも柱を持つ、長軸方向2本柱の構造と推定される。  

平面楕円形で長軸（南北）48×短軸（東西）40×深さ10cmを測る。底面は平坦で、壁は開き気味に  

立ち上がる。覆土は炭化粒を多量・ローム小ブロックを含む黒褐色土である。上面に焼土粒を含む。  

貯蔵穴南東隅、カマド右脇に1基検出された。平面楕円形で、長軸（南北）65×短軸（東西）56×深さ40cmを測る。  

底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立つが、東壁は挟り込まれている。覆土は焼土粒・ローム粒を含む暗  

褐色土を中心とした自然堆積である。  

カマド東壁南寄りに付設されている。焚口・燃焼部半分程は壁内に位置し、燃焼部の残り半分程から煙道に  

かけては壁外に位置する。遺存状態はあまり良くないが、焚口部両袖は15cmと短く、自然礫による  

補強が認められる。焚口から燃焼部にかけては平坦で石製支脚が遇存し、煙道は緩やかに立ち上がる。  

また、焚口・燃焼部には焼土が認められ、礫にも被熱が認められる。現存する規模は、長さ（焚口～  

煙道）70×幅（燃焼部）50×深さ（燃焼部）15cm程を測る。覆土は焼土粒・ローム粒を含む褐色土を主体と  

した自然堆積である。  

鍛冶 北壁際に炉跡、この東脇（壁際）に土坑が各1基検出された。炉跡は平面不整楕円形で東西68×南北50cm  
施設  
程を測り、北側が一部20cm程突出する。断面は措鉢状を成し、深さ20cm程を測る。底面には焼土が認   
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第123図 歴史時代の遺構配置図  
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1住貯蔵穴セクシ］ン  

第1層 黒褐色土。ローム小プ小口ック・粒を含む。  

第2層 暗褐色土。ローム粒を含む。焼土粒をわずか含む。  

第3層 暗赤褐色土。焼土粒を含む。ローム粒を少量含む。  

B  

LH＝306・800 V  
炭化材  

LH＝307．200  1住炉セクション  

第1層 黒褐色土。Hr一弘粒をわずか含む。  

第2層 黒色土。炭を多く含む。ローム粒を少量含む。  晦－ 

焼土  

焼土湿り  

1住A・Bセクシ］ン  

第1層 黒色土。Hトm粗粒を含む。  

第2層 黒褐色土。Hr－m粒・ローム粒を含む。  
第3層 暗褐色土。ローム小フやロック・粒を多く含む。  

第4層 暗褐色土。ローム粒を含む。FA粒を少量含む。  

第5層 黄褐色土。ほとんどロームフいロック。  

第6層 暗黄褐色土。ローム粒・ローム小ブロックを少量含む。  

第7層 暗褐色土。ローム粒をわずか含む。  

第8層 暗黄褐色土。ローげ町ク粒を多く含む。床面。  

A A■  

－『匝′ LH＝306・800  

l  

B′   B  

V  

1住1号ビットセクション  

第1層 黒褐色土。炭化粒を多く含む。ローム小フ、、ロックを含む。  

A  A′  

、諺  
LH＝306．800  

LH＝306．800  LH＝306．700  

B  C  

1、＿＿ノノ‾－‾√  

1住1号土抗セクシ］ン  

第1屑 黒褐色土。Hr－m粒を少量、焼土粒をわずか含む。  
第2層 黒褐色土。Hr－m・焼土粒をわずか含む。  
第3層 暗褐色土。ローげロック・粒を少量含む。  

第4層 暗黄褐色土。ほとんどローげロック。黒色土を少量含む。  

1住カマドセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr一弘・ロム粒を少量含む。  

第2層 暗黄褐色土。ローげロック！粒を多く含む。天井崩壊土。  

第3層 暗褐色土。ローム粒を含む。Hトm粒をわずか含む。  

第4層 褐色土。やや赤味を帯る。ローム・．焼土粒を含む∪  

第5層 暗赤褐色土。焼土粒を多く含む。  

第6層 黒色土。炭化粒を多く含む。灰層。  

第7層 暗赤色土。焼土。竜底面。  

第8層 褐色土。ローム粒を含む。  
1住カマト●‾掘方セクション  

第9層 暗褐色土。ロム粒を含む。  

第10層 暗赤褐色土。ローム粒・焼土を多く含む。  

第11層 暗黄褐色土。ローげロックを多く含む。焼土を少量含む。  

第12層 褐色土。ロム粒を含む。焼土粒をごくわずか含む。  

第13層 褐色土。堅く締っている。ロームプヾロックを含む。  

第124図1号住居跡（1）   
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旦Ⅰ             軒LH＝306・700 ‾＼－一一／ ユ  

1住2号土坑（床下）セクシ］ン  

第1層 暗褐色土㌔－ム粒を少量含む。  

第2層 暗黄褐色土。堅く締っている㌦・ム小ブロックを多く含む。  
第3層 暗褐色土。竪く締っている。ロ・ム小ブロック・粒を含む。焼  
土粒をわずか含む。  

B′  
LH＝307．200  

1住掘方セクシ］ン  

第1層 褐色土。堅く締っている㌔－ムブロック・粒を多くむ。  2m 

r鼎九  

1  

l
l
－
＿
 
 

第125図1号住居跡（2）／出土遺物   
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∴二二  
16  

⊂ニプ  
15  

第126図1号住居跡出土遺物（2）  

められ、羽口・鉄浮・被熟した自然礫が出土している。覆土は炭を含む黒色土を主体とした自然堆積で  

ある。土坑は平面隅丸長方形で東西90×南北56cm程を測り、一部北と南に深さ8cm程の浅いテラス状  

の掘り込みがある。底面は丸底気味で壁はほぼ垂直に立ち、深さ50cm程を測る。覆土は焼土粒・Hr一弘  

を少量含む黒褐色土を主体とした自然堆積である。位置的に鍛冶施設の鉄棒廃坑と推定されたが、実  

際には土坑内から鉄渾は一切出土していない。また、住居の床面検出時には炉跡・土坑とも上面に焼  

土粒が含まれていた。  

掘方 床面と掘方の差はほとんどなく、床面から平均的に4c川程下がる程度である。一部カマドの手前60cm  

程に土坑が1基検出されたが、他に大きな変化は認められない。土坑は平面楕円形で長軸（東西）92×短  

軸（南北）78×深さ10cm程を測り、底面はほぼ平坦で壁は開き気味に浅く立ち上がる。覆土はローム小  

ブロックを含む褐色土を主体とした人為堆積である。  

遺物 カマド、及びその周辺を中心に比較的多くの遺物が出土している。そのほとんどは小破片のため正確  

な比率とは言えないが、土師器の碧が20点と最も多く、その他は土師器の杯3点・羽釜3点、須恵器の  

腕類3点、灰粕陶器4点、鉄揮1点、羽口1点のみである。また、貯蔵穴からは土師器の碧7点、須恵器  

の碗1点が出土し、鍛冶施設からは羽口1点、鉄棒1点、被熱した自然礫が出土した。掘方からは灰粕  

陶器1点、土坑内からは土師器の碧・杯各1点が出土した。  

時期 出土遺物から10世紀中葉と推定される。  
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第42表1号住居跡出土遺物観察表  i■．   

出土状態  
番号  器 種   残存状態  法量（cm）  胎土・色調   器 形・成・整 形 の 特 徴   備   考   

杯  床直   口：13．4  細砂粒   休部は内湾気味に外傾する。  
ロ               須恵器  4／5   底：6．2  

高：5．2   

杯  床直   口：－   紺砂粒、雲母片   休部は直線的に外傾する。   内黒処理  
2               須恵器  底～休部1／3  底：・．（5．8）  外面黒褐色   ロクロ整形。底部回転糸切り未調整。  

高：一   内面黒色   外面一部ヘラ撫で。   

擁  貯蔵穴   口：（11．3）  抑砂粒、雲母片   休部は直線的に外傾し、口縁部で小さく外反する。  
3               須恵器  1／4   底：（6．7）  ロクロ整形。貼付高台。   

甫：■（4．1）   

皿  床直   口：（14．6）  微細砂粒   休部は内湾気味に大きく開き、口緑部で小さく外  
4               灰軸陶器  1／6   底：・■（8．8）  反する。内外面共、底部以外に施軸。  

胃■：（2．8）   ロクロ整形。貼付高台。   

皿  カマド■   ［コ：■ －   微細砂粒   休部は内湾気味に大きく開く。内外面共、底部以  
5                灰榊陶器  1／3   底：（7．7）  外に施粕。ロクロ整形。貼付高台。  

嵩：一   重ね焼き痕有り。自然粕付着。   

襲  貯蔵穴   ［コ：－   粗砂粒、雲母片  底部は平底で、胴部は直線的に開く。  

¢・               土師器  底部1／2  底：■6．3  外面へラ削り。内面撫で。   
富：・－   

碧  床上15cm  ［∃：一   細砂粒、雲母片   外面へラ削り後、縦位のへラ撫で。  
7               土師器  胴部破片  底：・■－  

胃：・－   内面にぷい黄褐色   

襲  口：一  細砂粒、雲母片  
土師器   外面にぷい橙色  

高：－  内面にぷい黄褐色   

［∃：－  砂粒、石英片   口緑部は内傾する。  
底：－  内外面横撫で。鍔貼り付け。   

－   

羽 釜  カマド   ［］：－  砂粒、石英片   口緑部は内傾する。  
10                土師器  口緑部破片  底：一－－  明黄褐色   内外面横撫で。鍔貼り付け．   

高ニーーー  

羽 釜  床直   口：（20．0）  粗砂粒、雲母片  口緑部は内偵する。  
11                土師器  口辺部1／4  底：一  内外面梯撫で。鍔貼り付け。   

富・：－   

鍛冶施設  長さ：10．1  
12  羽 口   1／3  径：6．8  

孔径：1．5   

鍛冶施設  長さ：－－・  細砂粒、藁  鉄沖付着   
径：・6．8  

孔径；1．8  

中央部が皿状にくぼむ。   重さ344．5g   

鍛冶施設  長さ：4．5  重さ29g   

15  鉄 揮  幅：4．8  
厚み：1．5  

鍛冶施設  長さ： 一部鉄揮付着   
16  焼 礫  幅こ12．8  

厚み：・’・7．0  

杯  
17   土師器   底±－  橙色   

口縁部破片   
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二、・・ト  

1号ピット  
l  空  

2住カマドセクション  

第1層 時黄褐色土。やや赤昧を滞る。やや粘質。ローム土を多く  

含む。Hr－m・焼土粒をわずか含む。  

弟2層 黒色土。焼土粒をわずか含む。  

第3層 暗褐色土。ローム粒・焼土粒を少量含む。  
2住カマド掘方セクション  

第4層 暗褐色土。締っている。淡色黒ポク土フ小口ックを含む。  

第5層 褐色土。淡色黒ホーク土げロックを多く含む。Hr一弘∵焼土  

粒をわずか含む。  
第6層 褐色土。地山とほぼ同じ。焼土粒をごくわずか含む。  

2住貯蔵穴セクシ］ン  

第1層 暗褐色土。Hr－mりLム粒をわずか含む。  

第2層 黒褐色土。HrFA粒を少量含む。  
第3層 暗褐色土。ローム粒を少量含む。  
第4層 褐色土。ローム小フ’、ロック・粒を含む。  

第5層 褐色土。淡色黒ホやク土？を含む。  

2住1号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。ロム粒を少量含む。Hr－mをわずか含む。  

第2層 暗褐色土。淡色黒ホ小ク土？プやロックを多く含む。  

第3層 褐色土。ローム小フ小口ックを多く含む。堅く締っている。  

地山。  

2住A・Bセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr・m粗・細粒を多く含む。  

第2層 暗褐色土。HrFA准を含む。ローム粒を少量含む。  

第3層 褐色土。ローム粒を多く含む。Hr－m粒をわずか含む。  
第4層 暗黄褐色土。ラ炎色窯ホーク土げロックを含む。   

い・・－  

2佳掘方A・Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。非常に堅く締ってい  

る。貼床。  

第2層 黒褐色土。淡橙色粘質土を壁際に  

含む。Hr一弘粒を少量含む。  

第3層 暗褐色土。淡色黒がク土げロックを多  

く含むHトm粒をわずか含む。  

第4層 黒褐色土。堅く締っている。ローム小  

フやロック・Hトm粒をわずか含む。  

第5層 暗褐色土。表面堅く締る。床面。淡  

色黒ホ’、ク土げロックを含む。Hr一弘粒  

をわずか含む。地山。  

第6層 褐色土。締っている。淡色黒ホーク土？  

地山。  

第7層 暗黄褐色土。堅く締っているJLム  

小ブロックを多く含む。地山。  

2m  

B  

LH＝307．000  五  l  

第127図 2号住居跡   
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第43表2号住居跡出土遺物観察表  

番号  器 種   
出土状態  
残存状態  法量（cm）  胎土・色調   器 形・成・整 形 の 特 徴   備   考   

杯  カマド   □：11．8  砂粒   休部は内湾気味に外傾する。   土師質  
1               須恵器  ほぼ完形  底：4．9  ロクロ整形。底部回転糸切り未調整。   

高：4．0   

腕  床直   ［コ・：－   砂粒   休部は内湾気味に外傾する．   土師質  
2               須恵器  底～休部1／5  底．：（8．1）  ロクロ整形。貼付高台。   

富：－   

碗  カマド   口：（12．0）  紺砂粒   休部は内湾気味に外傾し、口緑部で小さく外反す  土師質  
3               須恵器  口縁部1／6  底：－ ■ にぷい黄橙色   る。  

苫：－・  ロクロ整形。   

腕  床上5cm   口■■：（13．5）  微細砂粒   休部は直線的に外傾し、口緑部で小さく外反する．  一部口緑部に  
4               灰粕陶器  □緑部1／6  底■：－－－  内外面施軸。  油煙付着   

高：－   ロクロ整形。  

碗  床上15cm  口・て■（13．9）  微細砂粒   休部は内湾気味に外傾し、口緑部で小さく外反す  一部油煙付着  
5               灰粕陶器  口縁～休部  底．：－  灰白色   る。内外面施粕。  

1／5   高．：一一一  ロクロ整形。   

碧  カマド   口：－   小砂礫、石英  外面へラ削り、撫で。  
6               土師器  胴部破片  底：．－  灰黄色   内面横撫で。   

苗：－  

羽 釜  床直   口．：■（19．5）  砂粒、雲母片  口緑は直立気味にやや外傾する。   口緑部の部．  
7                土師器  口繰部1／6  底ニー  灰黄色   外面鍔以下は縦位のへラ削り。外面口辺部、及び  外面鍔以下に  

宙■：－  内面は梼撫で。鍔貼り付け。   油煙付着   

羽 釜  貯蔵穴   雲母片、  口綾部は内傾する。   口緑部、外面  
8  外面鍔以下は縦位のへラ削り。外面口辺部、及び  鍔以下に油煙  

内面は横撫で。鍔貼り付け。   付着   

羽 釜  カマド   □：（20．0）  粗砂粒   口緑はやや内傾する。  
9                土師器  ロ緑部1／5  底：－－－  

苗■：一   内面灰黄色   

羽 釜  カマド   口：（23．6）  砂粒、雲母片  □緑部は内傾する。  
1∩                十師器  口緑部1／5  底：－  灰黄色   内外面横撫で∪鍔貼り付け∪   

高：－一－  

羽 釜  床直   口：・：（19．9）  粗砂粒   口緑部は内傾する。  
田                土師器  口線部1／6  底±－  外面にぷい黄橙色  

甫：－  内面にぷい橙色   

不 明  
12    土製品   径：4．0   

不 明  床直   部、線が残る。内面と思われる面に繊維らしき  
13  不 明  ものが付着。緑鏑。   

2号住居跡（第127・128図、第43表）  

位置 調査区南端中央部、19－Jグリッドに検出された。1号住居跡の西約15mに位置している。両壁のほと  

んどは削乎されており、南壁は不明瞭である。重複遺構はない。  

形状 主軸はN－930－Eを指向し、平面南北に長い長方形を成す。長軸（南北）5．37×短軸（東西）3．68mを測る。壁  

はほぼ垂直に立ち、壁高は北壁で0．21mを測る。床面は堅く締り、特にカマド手前は非常に堅く締ま  

っている。壁満は東壁下をカマド左脇から北壁に60c川程回り込んだところまで検出された（全周して  

いない）。  

覆土 ローム粒・Hr一弘粒を含む褐色土を主体とした自然堆積である。  

柱穴 柱穴は検出されなかった。  
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貯蔵穴南西隅に1基検出された。平面楕円形で、長軸（東西）76×短軸（南北）66×深さ36c川を測る。底面は平坦  

で、壁は開き気味に立つ。覆土はローム粒を含む暗褐色土を中心とした自然堆積である。  

カマド東壁南寄りに付設されている。通布状態が悪く不明瞭であるが、焚口・燃焼部半分程は壁内に位置し、  

燃焼部の残り半分程から煙道にかけては壁外に位置すると思われる。焚口部両袖はなく、焚口から燃  

焼部にかけては平坦で、煙道は段を有して立ち上がる。現存する規模は、長さ100×幅80×深さ40  

cm程を測る。覆土は焼土粒・ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

ピット南東寄りに径43×深さ30cm程のピットが1基検出された。位置的には貯蔵穴が通常存在する場所  

であるが、規模が小さいため貯蔵穴とはしなかった。覆土はローム小ブロックを含む褐色土を主体と  

した自然堆積である。  

掘方 床面と掘方の差はほとんどなく、床面から部分的に4cm程下がる程度である。一部カマドの手前80cm  

程に土坑が1基検出されたが、他に大きな変化は認められない。土坑は平面不整楕円形で長軸（東  

西）120×短軸（南北）90×深さ24cm程を測り、底面はほぼ平坦で壁は開き気味に浅く立ち上がる。覆土  

はローム小ブロック・Hr－m粒を含む黒褐色土を主体とした人為堆積である。上面に貼床らしき非常に  

堅く締まった層が認められる。  

遺物 カマド、及びその周辺を中心に比較的多くの遺物が出土している。そのほとんどは小破片のため正確  

な比率とは言えないが、土師器の碧が14点と最も多く、その他は土師器の杯1点・羽釜4点、須恵器の  

腕類3点、灰粕陶器2点、青銅製品1点のみである。また、貯蔵穴からは羽釜1点が出土し、1号ピット  

からは玉状の土製品1点が出土した。床下土坑からは灰粕陶器1点が出土した。  

時期 出土遺物から1号住居跡同様、10世紀中葉と推定される。  

■．＿  

2．炭 窯  

1号炭窯（第129図）  

位置 調査区中央部南西寄り、20－Jグリッドに検出された。2号住居跡の北西約15mに位置している。10号  

溝跡に切られている。  

形状 撹乱が著しく底面をわずかに検出できた程度で、形態も不明瞭なほど道存状態は良くない。およそ主  

軸はN－1490－Eを指向し、等高線とほぼ平行に築かれている。平面形は柄の短い羽子板状（大根おろし器  

にも似ている）を成し、南北に長い隅丸長方形の焼成部から焚き口が極端に狭くなり、焚き口手前は  

舌状に突出する。長軸（南北）5．87×短軸（東西）1．79m程を測る。壁高は西壁で0．1m程を測る。底面は全  

体的に平坦であるが、小さな凹凸が部分的に認められる。被熟面は認められない。  

覆土 炭化物・粒を含む黒色土を主体とした自然堆積である。焚き口部は炭化物が少ない。  

遺物 炭化物以外は出土していない。  

時期 不明（中近世？）。  

24う   
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1号炭窯A－Eセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。やや赤味を帯びる。炭化粒を含む。Hr一弘粒  
を少量含む。  

第2層 黒色土。炭化粒を多く含む。炭化材を含む。  

第3層 暗褐色土。ローム粒を含む。炭化粒をわずか含む。締って  

いる。  
第4層 褐色土。ローム小フやロック・粒を含む。締っている。  

第5層 黒褐色土。やや砂質。Hr一弘粒を多く含む。  

第6層 褐色土。第5層とロ」土との混合層。  

第129図1号炭窯  

3．井戸跡  

1号井戸跡（第130・131図、第44表）  

位置 調査区西端北寄り、21－Kグリッドに検出された。2号井戸跡と隣接している。  

形状 平面円形を成し、径2．2m程を測る。断面は上面がロート状に開く円筒形を成し、深さ2．86m程を測る。  

底面は丸底気味である。  

覆土 上層にHr－FA・ローム粒を含む暗褐色土、中層にAs－Srを含む褐色土、下層にAs－BPを含む暗赤褐色土を  

主体とした自然堆積である。  

遺物 覆土上層から打製石斧が1点出土している。  

時期 近世と思われる。  

2号井戸跡（第130・131図、第44表）  

位置 調査区西端北寄り、21－Kグリッドにて検出された。1号井戸跡と隣接している。1号溝跡に切られる。  

形状 平面東西にやや長い隅丸方形を成し、長軸2．86×短軸2．42程を測る。断面は上位がロート状に開き、下  
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1・2号井戸セクシ］ン  

第1層 暗褐色土。Hr－m・ローム粒をわずか含む。  

第2層 暗褐色土。ローム粒を少量含む。  
第3層 暗褐色土。Hr一弘・ローム粒を少量含む。  

軋⑥  

「十 
第13層  

第14層  

黒褐色土。Hr一弘粒・小軽石を含む。  

黒褐色土。Hトm粒を少量含む。  

黒褐色土。Hトm粒・炭化粒を少量含む  

褐色土。ローム粒・HrI√A粒を多く含む。  

黒褐色土。HトFA小軽石を少量含む。  

黒色土。Hr－FA軽石を多く含む。骨出  

土、  

黒褐色土。ロム粒を含む。  

黒褐色土。ローム粒をわずか含む。  
暗褐色土。ロ」小フナロック・粒を含む。  

褐色土。ローム小フナロック・粒を多く含む。  

暗黄色土。ローム7、、ロック・粒を非常に多く  

含む。  
第15層 褐色土。第13層に準じる。比較的含有  

量が多い。  

第16層 黄色土。ほとんどロームフやロック。  

第17層 黄色土。As－Sr？・ローム小プ小口ックを多く含  

む。  

第18層 暗褐色土。As－Sr？粒を含む。  

第19層 褐色土。As－Sr？粒を少量含む。  

第20層 黒褐色土。As－Sr？粒をわずか含む。  

第21層 暗褐色土。As－Sr？小プやロック・粒を多く含  

む。  

第22層 褐色土。As－Sr？と黒褐色土との混合  

層。  
第23層 黄褐色土。ほとんどローム土。As－Sr？を含  

む。  

第24層 褐色土。第23層に準じる。As－Sr？粒を  

非常に多く含む。  

第25層 暗黄色土。淡褐色シルト土。  

第26層 暗褐色土。淡褐色シルト粒を少量含む。  

第27層 暗黄色土。第25層に準じる。As－Sr？粒  

を含む。  
第28層 暗赤黄褐色土。ほとんどAs－Sr？。  

第29屑 褐色土。As－BP（FK8）？と黒褐色土との  

混合層。  

第30屑 黄褐色土。ローム土とAs－BP（FK－8）？の混  

合層。  
第31屑 暗黄褐色土。ほとんどローム土。As－BP（FI仁  

8）？を含む。  

第32層 黄褐色土。第30層に準じる。  

第33層 褐色土。第29層に準じる。  

第34層 黄褐色土。第30層に準じる。  

第35層 褐色土。ローム小フナロックを多く含む。As－  

BP（FK－8）？粒を含む。  

第36層 暗赤黄褐色土。ほとんどAs－BP（FK－8）？。  

第37層 褐色土。第29層に準じる。As－BP（FK一  

朝？粒を非常に多く含む。  

第38層 黒色土。ローム粒を含む。  

第39層 褐色土。第34層に準じる。  

第40層 黒色土。第24層に準じる。  

第41屑 暗褐色土。ローム粒を含む。  

第42層 暗黄褐色土。ローム小ブロック粒、As－BP（FK－  

8）？粒を多く含む。  

第43層 褐色土。シルト粒を多く含む。  

第44層 男色土。やや粘質。シルト粒をわずか含  

む。  
第45層 暗赤黄色土。シルトとAs－BP（FK－8）？。  

第46層 褐色土。淡黄色シルト小ブロック粒を多く含  

む。  
第47層 シルト層。  

第48層 黒色土。第44層に準じる。  
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第44表1・2号井戸跡出土遺物観察表  

出土状態  
番号  器 種   残存状態  法量（cm）  胎土・色調   器 形・成・整 形 の 特 徴   備   考   

1号井戸  長：  分銅型。   
ロ  打製石斧   覆土  幅：5．9  

2／3  厚：2．6   

碧  2号井戸  口：（32，6）  微細砂粒   直線的に外傾する口辺から口唇部は直立後、水平  
2               灰粕陶器  覆土   底：・■－・・・・   灰色   に大きく外へ開く。  

口綾部破片  胃‾：－  ロクロ整形。内外面施和。   

皿  2号井戸  ［コ： 9．2  砂粒、雲母片  休部は直線的に外傾し、口緑部でやや内湾する。  油煙付着  
3                土師質  底：5．2  ロクロ整形。底部回転糸切り未調整。   灯明皿？   

土 器   

小 碗  2号井戸  口：（8．2）  微細砂粒   休部は内湾外傾する。   美濃焼  
4                陶 器  覆土   底： 4．3  暗オリーブ色   ロクロ整形。削り出し高台。高台部底面に回転糸  18C前？  

2／3   高：．3．4  切り痕。外面底部以外は飴粕？   

腕  2号井戸  ［コ：・11．6  微細砂粒   休部下方は内湾外傾し、口縁部に向かって直立す  美濃焼  
5               陶 器  覆土   底：■ 5．0  暗オリーブ色   る。ロクロ整形。削り出し高台。   18C前？  

4／5   高：■ 7．2  外面底部以外は飴粕？   

碗  2号井戸  口：：■12．0  微細砂粒   休部下方は内湾外傾し、口縁部に向かって直立す  美濾焼  
6               陶 器  覆土   底：■・5．1  暗州－フ“色   る。ロクロ整形。削り出し高台。   18C前？  

2／3   高こ 7．4  外面底部以外は飴粕？   

茶 碗  2号井戸  口：（10．8）  微細砂粒   直線的に外傾する休部から口辺部下方で屈曲し．  益子焼  
7                陶 器  覆土 口緑  底；・－  れトブ黄色   口縁部は直立する。   江戸末期？  

一体部破片  高： ロクロ整形。買入風の頗。   

焼  2号井戸  ロユ（11．9）  微細砂粒   口縁部は直線的に直立する。  
g               磁 器  覆土  底：－一一・・  オリーブ灰色   ロクロ整形。染め付け、買入凪の頗。   

口縁部破片   宵；－  

碗  2号井戸  ［コ：－一一   微細砂粒   休部下方は内湾外傾する。  
9               磁 器  覆土   底： 3．5  明オリづや灰色   ロクロ整形。削り出し高台。  

底部   胃：－  染め付け。   

塊  2号井戸  口：－   微細砂粒   休部下方は内湾外傾する。  
10               磁 器  覆土   底：（5．1）  灰色   ロクロ整形。削り出し高台。  

底一体部1／3  胃；■ －  染め付け、貴人凧。   

腕  2号井戸  口：（10．7）  微細砂粒   口縁部は直線的に直立する。  
11               磁 器  覆土口縁  ロクロ整形。染め付け、真人風の頗．   

～休部1／6   

平底の底部から休部は直線的に外傾し、口縁部は  
2号井戸  □：＝（33．8）  小礫、粗砂粒   段違いに内・外側が突出する。口綾部の一部をわ   

括り鉢  底：（16．1）  外面明赤褐色  ずかに外側に膨らませている（片口状）。ロクロ整  
12  高：14．9  内面赤褐色   形。内面体部から底部縁にかけて11条単位め櫛目  

が縦位に右から左に施され、底部は7条単位の櫛  
目が斜格子状に左から右に施されている。   

片  平底の底部から休部は直線的に外傾し、口唇部は  在地  
13   水平に開く。外面休部は指頭整形、顕著に巻上げ  外面煤付着  

痕が残る。外面口縁部から内面は横撫で。   

平底の底部から休部は直立し、外面中位に緩やか  在地  
焙 烙  2号井戸  口：（37．3）  砂粒  な段差あり。内面には一部、いわゆる耳状把手が  外面煤付着  

14                         内耳鍋  覆土   底：（36．0）  外面黒色、内面浅  貼り付けられている（単位3”4）。  
軟質陶器  1／3   高：（5．5）  黄色・黒褐色   外面休部は指頭整形、顕著に巻上げ痕が残る。内  

面は横才無で。   

2号井戸  長： 6．2   四面使用。   重さ：35．6g  
15  砥 石  砥沢石  横小口？に櫛描状の条痕あり。   

一面欠損   

I  
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位は円筒形を成す。深さ2．86m程を測る。底面は平坦である。  

覆土 上層にHr－FA・ローム粒を含む暗褐色土、中層にAs－Srを含む褐色土、下層にAs－BPを含む暗赤褐色土を  

主体とした自然堆積である。  

遺物 覆土上層～中層より草食動物の骨・陶磁器類が点出土している。  

時期 近世と思われる。  

4．ピット（第132図、第45表）   

検出された27基のピットは、調査区全体に散らばっており、規則的に配列されたものはない。いずれも出  

土遺物もなぐ性格不明である。掘り込みが明確であることから遺構と判断したが、おそらく大半は自然のも  

のと思われる。個々の詳細については第45表にまとめた。  

第45表 ピットー覧表  （計測値単位：m）  

番号  長軸  短軸  深さ  平面形態  ‖寺期   重 複 遺 構   性  栢  山上遺物  肺  考   

ロ  0．49  0．36  0．61  南北に長い楕円形  不明  なし   杜穴？   なし  

2  0．43  0．41  0．65  円形   不明  なし   根の立腐れor抜棍痕？  なし  底面不整形   

3  0．38  0．31  0．43  円形   不明  なし   不明   なし  

4  0．72  0．60  0．45  不整円形   不明  なし   

5  0．61  0．53  0．49  円形   不明  なし   不明   なし  

6  0．48  0．45  0．72  円形   不明  なし   柱穴？   なし  

7  0．61  軋44  0．52  東西に長い楕円形  不明  なし   柱穴？   なし  円形の掘込   

8  0．80  0．50  0．44  不整形   根の立腐れor抜根痕？  なし  

9  0．57  0．39  0．60  南北に長い楕円形  不明  なし   柱穴？   なし  底面円形   

10  0．64  0．4  0．45  東西に長い楕円形  不明  なし   不明   なし  底面円形   

0．66  0．45  0．39  東西に長い楕円形  不明  なし   根の立腐れor抜根痕？  なし  

0．59  0．4  0．41  南北に長い楕円形  不明  なし   根の立腐れor抜根痕？  なし  底面不整形   

13  0．63  0．56  0．77  南北に長い楕円形  不明  14ヒ0ットとの新旧関係は不明  柱穴？   なし  円形の掘込   

なし  円形の掘込   

柱穴   なし  

21  0．78  0．36  0．29  東西に長い楕円形  不明  22ヒ0ットを切る。   根の立腐れor抜根痕？  なし  

22  0．66  0．45  0．45  東西に長い楕円形  不明  21ピットに切られる。   根の立腐れor抜根痕？  なし  底面不整形   

根の立腐れor抜根痕？  なし  底面不整形   

24  0．45  0．40  0．31  東西に長い楕円形  不明  なし   根の立腐れor抜根痕？  なし  

25  0．32  0，29  0．38  円形   不明  なし   柱痕？   なし  

26  0．39  0．35  0．33  円形   不明  なし   不明   なし  底面楕円形   

27  0．31  0．24  0．53  東西に長い楕円形  不明  7満に切られる。   杜ブ（？   なし  底面円形   
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1号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Iir－m粒を少量含む。  

第2層 黒褐色土。As－Sr？粒を少量含む。  

第3層 暗褐色土。ローム土を含む。   

3号ピットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr－m粒を少量含む。  

第2層 褐色土。ローム土を含む。締っている。人為的？   

6号ピッセクシ］ント  

第1層 黒褐色土。Hr一弘粒を少量含む。  

第2層 ロム粒を少量含む。  

第3層 黒色土。ローム小ブロックを少量含む。   

7号ビットセクシ］ン  

第1－3層 6号ピットと共通。  

第4層 暗褐色土。やや締っている。ローム土を少量含む。   

9号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。HrFA・ローム粒を少量含む。  

第2層 黒褐色土。ローム粒をわずか含む。  
第3層 黒色土。ローム小7－ロックを少量含む。  

第4層 褐色土。淡色黒がク土？混り。  

第5層 黄褐色土。ロームブロックを多く含む。   

13・14号ピットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr一弘粒をわずか含む。  

第2層 暗褐色土。ローム粒を少量含む。  

第3層 暗褐色土。ロム粒を含む。  

第4層 暗褐色土。淡色窯ホ小ク土？を含む。   

15号ビットセクシ］ン  

第1層 黒色土。Hr一弘粒を少量含む。  

第2層 黄茶褐色土。火山灰層？  

第3層 黒褐色土。Hr－m・ローム粒をわずか含む。  

第4層 暗褐色土。ローム粒を多く含む。  
第5層 褐色土。ローム小フ小口ック・粒を多く含む。   

16号ピ・yトセクション  

第1層 黒褐色土。ローム粒を少量含む。  

第2層 褐色土。ローム粒を多く含む。   

18号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr－mtロム粒を少量含む。  

第2層 黒褐色土。ローム粒を含む。  
第3層 褐色土。ローム小ブロック・粒を多く含む。   

19号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。炭化粒をわずか含む。  

第2層 暗褐色土。ロ止粒を少量含む。  

第3層 褐色土。ローム粒を多く含む。   

25号ピットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr一弘粒を少量含む。  

第2層 暗褐色土。ローム粒を含む。   

26号ビットセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr－m粒を少量含む。  

第2層 黒褐色土。ローム粒をごくわずか含む．  

第3層 褐色土。淡色黒ホヾク土？を多く含む。  
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5．満 跡   

満跡は北寄りから西端に集中し、はとんどが平行、あるいは直角の位置関係をとっている。いずれの溝跡  

も深さ約5～30cmと浅く、幅も約20～30cmと狭く小規模である。覆土は若干の差違が認められるが、ほぼ同  

様の状況を示す。全ての溝跡は同時存在ではないが、同じ時代に属するもので若干の時間差を持つものと推  

測される。  

1号溝跡（第133図）  

位置 調査区西寄り、北西端の22－Jグリッドから南西端の21－Jグリッドにかけて検出された。北は調査区  

外へ延び、南は調査区中央付近で2号満跡と合流する。2号溝跡より新しいが、合流地点より先の走向  

は不明確である（11号溝跡が同一の可能性がある）。2号井戸跡を切る。4・6・7号満跡に切られる。  

形状 全長31m以上を測る。走向は直線的に南走し、2号満跡との合流地点付近で東に緩やかに屈曲する。  

合流地点から先の走向は不明確であるが、2号満跡と並走して南端も調査区外へ延びている可能性が  

高tl。断面はほぼ半円状を成すが、部分的に垂直な立ち上がりを残した壁もあり、小規模な箱掘の満  

と推定される。確認幅は平均30cm、底幅は平均15cm、深さ20cm程を測る。  

覆土 Hr一弘・ローム粒を含む砂質の暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。   

時期 近世以降と思われる。  

2号溝跡（第133・134図）  

位置 調査区西寄り、北西端の22－Jグリッドから南西端の19－Kグリッドにかけて検出された。調査区北端  

を起点に南は調査区外へ延び、第1次調査で検出された2号満跡に接続する。調査区中央付近で1号満  

跡と合流する。  

形状 全長79m以上を測る。走向はほぼ直線的に南走するが、2号溝跡との合流地点で蛇行し、10号満  

跡との交差点付近で西に緩やかに屈曲する。調査区中央付近から8号溝跡と並走する。断面は、北で  

巾の狭い壁が垂直に立つ箱掘の形状を残すが、8号溝跡と合流する地点から南では比較的巾の広い半  

円状（不整）を呈す。確認幅は30～50cm、底幅は15”30cm、深さ20～30cm程を測る。  

覆土 Hr－m・ローム粒を含む砂質の暗褐色土を主体とした自然堆積である。   

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

3号溝跡（第133・135図）  

位置 調査区北端、22－Jグリッドから南西端の21－Jグリッドにかけて検出された。北端は調査区外へ延び、  

南端は7号満跡と接する直前で止まる。4・5・6号溝跡に切られる。  

形状 全長22m以上を測る。走向は直線的に南走する。比較的浅く、底面はやや丸味を帯び、壁はやや外  

に開き気味であるが、もともとは1号溝跡と同様の形状と判断される。確認幅は平均30cm、底幅  

は平均20cm、深さ20～40cm程を測る。  

覆土 ローム粒・ロームブロックを含む褐色土を主体とした自然堆積である。   
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LH＝310．500  

A  A′  

1号漬Aセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr－FA粒を少量含む。やや砂  

賀。  
第2屑 暗灰黄色土。砂質。Hr－FA粒を多く含  
む。  

第3層 暗褐色土。砂層。  

第4層 暗褐色土。砂質。ロム土を少量含む。  
第5層 褐色土。ローム粒を多く含む。  

第6層 窯褐色土。Hr一弘粒を含む。  
第7層 黄褐色土。ロ」土（地山）。  

LH＝308・600旦 ＿⊥旦  

l号漬Dセクシ］ン  

T   

第1層 7号清Bと共通。  

第2層 黒褐色土。砂層。ロ・ム粒をわずか含む。  

LH＝309．600 B  B′  

2号溝Bセクシ］ン   

跨稲：＝＝  

第1層 暗褐色土。Hr－m粒、淡色黒ホやク土げロッ  

クを少量含む。   

第2層 黒褐色土。HトFA粒をわずか含む。   

第3層 暗褐色土。ローム粒を含む。   

LH＝309・500 D l 旦  

、．．′一斗  
2号漬Dセクシ］ン  

第1層 暗灰褐色土。砂質。Hトm粗粒を含む。ロー  
ム小フやロックを少量含む。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。ローム小ブロック粒を  

含む。  
第3層 暗褐色土。ローム粒を少量含む。5号溝。  

第4層 時貞褐色土。ロームブロックを多く含む。  

LH＝309．400 E  E′  

2号溝Eセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。Hr－FA粒をわずか含む。ロームブ  
ロックを含む。  

第2層 黒褐色士。ロームブロックを多く含む。  

第3層 黒褐色土。ロームブロック・粒を含む。  

第4層 褐色土。臣ム小ブロック・粒を多く含む。  

LH＝308・800エ 
＿＿LJ一  
‾‾■町  

2号漬Fセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。やや砂質。FA粒・ローム小プ“ロック  

を少量含む。7号満。  

第2層 褐色土。締っている。ロームプーロックを多く含  

む。Hトm粗粒を少量含む。  

第133図 溝跡（1）  
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LH＝307．900  

H   

雫吉野  

H′  

2号溝Hセクシ］ン  

第1層 黒色土。Hr－m粒をわずか含む。8号清。  
第2層 黒褐色土。ローム粒を含む。8号満。  
第3層 暗褐色土。砂質。ロームフ小口ック・粒を少量含  

む。  
第4層 褐色土。ローげロックを多く含む。人為的理  

土。  

LH二＝307．500  

Ⅰ  

頂宇正ア 
2号溝lセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。やや砂質。HトFA・ローム粒を少  
量含む。10号滞。  

第2層 時灰褐色土。砂質。ローム小フヾロック・粒を少  

量含む。  

第3層 暗褐色土。トム小フナロックを含む。8号満？  

第4層 黒褐色土。ローげロックを多く含む。8号清？  

第5層 淡色黒ホヾク土P。  

LH二＝307．100  

lt札     一  

2号溝」セクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hrm粒を少量含む。  
第2層 暗灰褐色土。砂賀。ローム粒をわずか含む。  

第3層 暗褐色土。やや砂質。Hr－FA・ローム粒を含  

む。  
第4層 黒褐色土。やや砂質。Hr一弘・ローム粒を少  

量含む11号溝。  

第5層 暗褐色土。Hr一弘粒・ローム粗粒を含む。8号  

満。  
第6層 暗黄褐色土。ローげロックを多く含む。8号  

清。  

LIⅠ＝306．200 K  

2号溝Kセクション  

第1層 黒褐色土。ローげロックを含む。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。ローム小フヾロック・粁を  

含む。  
第3層 暗灰褐色土。砂質。部分的に砂層あり。  

ローム粒を少量含む。  
第4層 黒褐色土。Hr－m・ローム粒を含む。  

第5層 暗褐色土。砂質。ローム粒を含む。  

L  
m   



遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

4号溝跡（第133・135図）  

位置 調査区北端22－Jグリッドに検出された。東は調査区外へ延び、西端は1号溝跡と交叉した地点から2  

m程延びて止まる。1・2・3号満跡と直交し、これを切る。  

形状 全長14m以上を測る。調査区北端の3号溝跡と接する地点から直線的に西走するが、2号溝跡と交叉し  

た地点で一旦途切れている。断面形態は1号満跡と同様である。確認幅は平均30cm、底幅は平均20cm、  

深さは平均20cm程を測る。  

覆土 ロームブロックを含む褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遣物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

5号溝跡（第133・135図）  

位置 調査区北寄り、21－Jグリッドに検出された。4号満跡の南5m程を平行に走り、2号溝跡と合流する地  

点から南へ直角に曲り、8号溝跡と交叉した地点から南へ2m程で止まる。東端は調査区外へ延びてい  

る。6・7・8号満跡と直交する。3・8号溝跡を切る。2・6・7号満跡に切られる。  

形状 全長31m以上を測る。調査区北寄りを直線的に西走し、2号満跡と合流する地点から南へ直角に曲り、  

2号満跡の東側に重なり直線的に南走する。断面形態は1号溝跡と同様である。確認幅は平均30cm、  

底幅は平均20cm、深さは平均20cm程を測る。  

覆土 Hr一弘・ローム粒を含む砂質の黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遣物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

6号溝跡（第133・135図）  

位置 調査区北寄り、21－Jグリッドに検出された。4号満跡の南14mを平行に走り、1号満跡と合流した地点  

から1m程延びて止まる。東端は調査区外へ延びている。1・2・3号溝跡と直交し、これを切る。  

形状 全長14m以上を測る。走向は直線的に西走する。断面形態は1号満跡と同様である。確認幅は平均  

30cm、底幅は平均20cm、深さは平均20cm程を測る。  

覆土 HrFA・ローム粒・ローム小ブロックを含む砂質の暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遣物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

7号溝跡（第133・135図）  

位置 調査区中央部北寄り、21－Jグリッドに検出された。6号満跡の南7m程を平行に走り、1号溝跡と合流  

した地点から1m程延びて止まる。東端は調査区外へ延びている。1・2・5号満跡と直交し、これを切る。  

形状 全長18m以上を測る。走向は直線的に西走する。断面形態は1号溝跡と同様である。確認幅は平均  
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30cm、底幅は平均20cm、深さは平均15cm程を測る。  

覆土 ローム粒・ローム小ブロックを含む砂貿の暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

8号溝跡（第133・134・135図）  

位置 調査区西端部に位置し、21－Jグリッドから19－Kにかけて検出された。7号満跡と平行に走り、2号溝  

跡と合流した地点で南へ直角に曲り、2号溝跡と同じ走向をとる。東端は調査区外へ延びている。1・2  

号満跡に切られる。  

形状 全長60m以上を測る。走向は直線的に西走し、調査区北西部で直角に曲がり直線的に南走する。断面  

形態は1号溝跡と同様である。確認幅は平均30cm、底幅は平均20cm、深さは平均20cm程を測る。  

覆土 ローム粒・ロームブロックを含む砂質の暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

9号溝跡（第134・137図、第46表）  

位置 調査区中央部北東寄りから南西部に位置し、20－Kグリッドから19－Kにかけて検出された。1号井戸  

跡の南から2号満跡の西3m程を平行に直線的に南走し、調査区南端で止まる。  

形状 全長41m以上を測る。走向は直線的に南走する。断面形態は1号満跡と同様である。確認幅は平均  

20cm、底幅は平均10cm、深さは平均10cm程を測る。  

覆土 ローム粒一ロームブロックを含む黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 近世陶器が1片出土した。  

時期 近世以降と思われる。  

10号溝跡（第136図）  

位置 調査区中央部に位置し、20－Jグリッドから20－Kにかけて検出された。調査区を東西に横断するよう  

に直線的な走向を示す。西端共調査区外へ延びる。2・8号溝跡と直交し、これを切る。  

形状 全長45m以上を測る。走向は直線的であるが、途中1箇所が途切れている。断面形態は浅くはっきり  

としないが、1号溝跡と同様であろう。確認幅は平均25cm、底幅は平均18cm、深さは平均7cm程を測  

る。  

覆土 ローム粁を含む暗褐色十を千体とした自然堆積である。  

遣物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  
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LIi＝308．500旦  LH＝310．400  

什－  

亡  
LH＝309．500】  

2 51旦 〒雫苧   ふ、1こt  
78  

3号漬Aセクション   

第1層 褐色土。ソフト。ロム粒を含む。   

第2層 暗褐色土。Hr一弘・ロム粒を少量含む。   
第3層 褐色土。ローム小フ小口ック・粒を含む。   

第4層 褐色土。トムブロックを多く含む。Hr一弘粒をわずか含む。   

第5層 暗褐色土。やや砂質。ローム粒をわずか含む。   

第6層 暗灰褐色土。砂質。   

第7層 褐色土。やや砂質。ローげロックを多く含む。   

第8層 暗褐色土。ソフト。ロム粒を少量含む。   

第9層 暗褐色土。ローム粒を含む。地山。   

第10層 暗黄褐色土。淡色黒ホヾク土？。  

3号漬Cセクション   

第1層 黒褐色土。ローム粒を少量含む。   

第2層 黄褐色土。ほとんどローム小ブロック。   

第3層 黒色土。ローム粒、Hトm粒をわずか含む。   

第4層 暗黄褐色土。ローム小ブロック・粒を多く含む。   

第5層 暗褐色土。ローげロック・粒を含む。  

之 3  

2号漬Gセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr一弘・ローム粒を少量含む。1号満。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。Hr－FA粗粒・ローム粒を少量含む。  

第3層 暗灰褐色土。砂質。部分的に砂層あり。ローム小ブロックを含  

む。  
第4層 暗灰褐色土。やや砂質。ローげロックを多く含む。人為的埋  

土。8号清。  

LH＝309．900旦   
－  ユ  ヨ  

3号亘■Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。ローム粒を少量含む。5号満。  

第2層 黒褐色土。Hr－FA粒を含む。  
第3層 褐色土。ロームフ○ロックを多く含む。  

第4層 暗色褐土。ロームブロック・粒を含む。  

LH＝310．100  LH＝308．600  

LH＝309・800旦   LH＝309．900旦  B′  A  ∧′  8  B′  

l 一一言dr  二仁王ヨー・  2一こ二⊇声こ1  
3  

ニ ニニーー■－                  l  

4号沸Aセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。HrFA粒を少量含む。  
第2層 褐色土。ローム小フ’、ロック・粒を多く含む。  

第3層 暗褐色土。やや砂質。ロム粒を含む。1号満。   

4号溝Bセクシ］ン  

第1層 褐色土。ロームブロックを多く含む。4号溝。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。ローム粒を少量含む。2号満。  

第3層 褐色土。やや砂質。ロ」プ小口ックを多く含む。2号満。  

5号溝Aセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。砂質。ローム粒をわずか含む。  

第2層 褐色土。Hトm・ロム粒を含む。  

第3層 黒褐色土。FA・ローム粒を少量含む。  

第4層 噌黄褐色土。予炎色黒ホ小ク土。   

5号溝Bセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。砂質。HrFA粒を少量含む。  

第2層 暗褐色土。ロームブロック・粒を多く含む。8号溝。  

LH＝309．000  

A l」   コ感≡二  

J  

LH＝309．200  

A′  8  B′  

＝こ：さコ  

LH＝308．900  

B  B′  

てF  

LH＝308．900  

R  

旦 1 二 B    呈・て二：■■  

8号溝   7号溝   

7号溝Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。砂質。ローム小ブロックを含む。   

8号漬Bセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。砂賀。ローム粒を少量含む。  

第2層 暗褐色土。ロームブロック・粒を多く含む。  

6号溝Aセクシ］ン  

第1層 黒色土。Hr－m粒を含む。  
第2屑 暗褐色土。HrFA粗粒を含む。  
第3層 黒褐色土。ロム小ブロックを含む。  

第4層 暗褐色土。Hトm粒を少量含む。  
第5屑 暗灰褐色土。砂層。ローム粒を少量含む。1号満覆土。   

6号漬Bセクシ］ン  

第1層 暗灰褐色土。砂質。Hr一弘粗粒ローム小ブロックを少量含む。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。Hr－m粗粒を少量含む。ローム粒をわ  
ずか含む。  

第3層 黒褐色土。やや砂質。ローム小ブロック・粒を少量含む。  

第135図 溝跡（3）  
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LH＝307・300B  BJLH＝307．800c c′  

二∴、  －∴  

旦  耕作土 D′ LH＝308．600  

2箪2  
淡色黒ポク土  

10号溝Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。ローげロックを含む。  

第2層 暗褐色土。Hr－m・ローム粒を少量含む。9号満。   

10号溝Cセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。やや砂質。ローム粒を少量含む。   

10号講Dセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。やや砂質。Hr－FA・ローム粒を少量含  

む。  
第2層 褐色土。ローム土を多く含む。  

LH＝308．100  

旦  B  

lご・－  

LH＝307．900 A  Aノ  

「世  
≡l牒乱  

12号溝A・Bセクション  

第1層 黒褐色土。やや砂質。Hr－mをわずか含む。  

第2層 暗灰褐色土。やや砂質。ローム粒を含む。   
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LH＝307・400旦 梶乱 A′  LH＝306，900＿旦  

戸町  
LH＝307．800A  A′    LH＝306．700B B′  

、甲1  

9号溝Aセクシ］ン  

第1層 黒褐色土。Hr－m・ローム粒を含む。  

第2層 黒褐色土。ローム小ブロック・粒を少量含む。   

9号溝Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。ローム小ブロック・粒を少量含む。  

第2層 黒褐色土。砂質。ローム粒をわずか含む。  

‾＼ト」7■  2 1  

l  

13号溝Aセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。淡色黒ボク土げロックを含む。14号溝。  

第2層 黒褐色土。砂質。Hr－m・ローム粒をわずか含む。  

第3層 褐色土。ロム小フやロックを多く含む。  

第4層 暗褐色土。やや砂質。ローム小フ小口ック・粒を少量含む。  

第5層 黒褐色土。やや砂質。Hr－mをわずか含む   

13号溝Bセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。砂質。ナ炎色黒ホ小ク土？フヾロックをわずか含む。  

14号満。  

第2層 暗褐色土。やや砂質。淡色黒ホやク土？7小口ックを多く含む。  

Hr一弘を少量含む。  
LH＝306．700A A■  

‾て＝ア‾  

I  

14号溝  

LH＝306．500 C C′      、⊂7              1  
13号溝  

13号溝Cセクシ］ン  

第1層 暗褐色土。やや砂質。ローム粒をわずか含む。   

14号満Aセクション  

第1層 暗褐色土。淡色黒ホ○ク土？ブロックを多く含む。  

耳ここ忘⊇酵  

2  

（13号溝）  

1  

（9号溝）  

第137図 溝跡（5）／出土遺物  

第46表 溝跡出土遺物観察表  

出土状態  
番号  器 種   残存状態  法量（cm）  胎土・色調   器 形・成・整 形 の 特 徴   備   考   

急須？  9号溝   ロニ・（8．3）  微細砂粒   休部は内湾し、口縁部は直立する。口唇部には蓋  益子焼？  
ロ               陶 器  覆土   底：－   暗赤褐色   受けを持つ。外面飛び錦。  

口縁部破片  l■丁◆ l司■ ■■‾  ロクロ整形。口縁部以外に鉄粕。   

灯明皿  13号溝   口：（8．1）  微細砂粒   丸底気味の底部から口縁部は緩やかに内湾外傾す  
2               陶 器  底面   底：→・・・－・・・・・・・   暗褐色   る。内面に小さな仕切を持つ。ロクロ整形。内外  

1／6   甫：（1．4）  面に薄く鉄粕。底部外面に壷焼き痕が残る。   

11号溝跡（第134図）  

位置 調査区南西部、20－Kから19－Kグリッドに位置する。2・8号満跡と重複、同一走向をとり、10号溝跡  

と交差する地点から南に検出された。2・10号溝跡に切られ、8号満跡を切る。  

形状 全長23m以上を測る。走向は直線的で、断面は小規模な箱掘状を成す。確認幅は平均15cm、底幅は  

平均10cm、深さは平均20cm程を測る。  

覆土 Hr一弘・ローム粒を少量含む砂質の黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

12号溝跡（第136図）  

位置 調査区南西部、19－Ⅰから19－Jグリッドにかけて検出された。10号満跡の南をほぼ並行に走るが、僅  

かに蛇行する。両端共徐々に浅くなり消失する。  

rサ  
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形状 全長28m以⊥を測る。走向は僅かに蛇行を示し、断面は壁が大きく開くⅤ字状を成す。確認幅は平均  

25cm、底幅は平均12cm、深さは平均15cm程を測る。  

覆土 Hr－FA粒を少量含むやや砂質の黒褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

13号溝跡（第134・137図）  

位置 調査区南部、19－Jグリッドに検出された。10号溝跡の南から2号住居跡の西際を直線的に南走し、調  

査区南端部で止まる。14号溝跡に切られる。  

形状 全長19m以上を測る。走向は直線的であるが、途中1ヶ所が途切れている。検出した満の中で最も残  

存状態が良好で、壁が垂直に立つ小規模な箱掘状の形態を顕著に示す。確認幅は平均20cm、底幅は  

平均18cm、深さは平均30cm程を測る。  

覆土 ローム粍・小ブロックを含むやや砂質の暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 溝北端付近の底面より近世の灯明皿が1片出土した。  

時期 近世以降と思われる。  

14号溝跡（第134・137図）  

位置 調査区南部、19－Jグリッドに検出された。10号溝跡の南を平行に東走し、2号満跡と直行する。西端  

は徐々に浅くなり消失する。東端は13号満跡とT字状に合流し、同じ走行をとる。13号溝跡を切る。  

形状 全長12m以上を測る。走向は直線的で、断面形態は1号溝跡と同様である。確認幅は平均20cm、底幅  

は平均10cm、深さは平均10cm程を測る。  

覆土 淡色黒ボク土ブロックを含む暗褐色土を主体とした自然堆積である。  

遺物 出土遺物はない。  

時期 近世以降と思われる。  

（4）遺構外の出土遺物（第138・139図、第47表）  

遺構外の出土遺物は少なく、縄文時代のものと思われる石器4点、縄文土器5片、須恵器2片、土師器2片、  

灰粕陶器1片が出土している。いずれも淡色黒ボク土表面（上部遺構確認面）に露出した状態で検出された。  

このうち縄文時代に帰属すると思われる遺物は調査区西端、トレンチ調査において検出された1号土坑の北  

側、2号土坑の東側に比較的まとまって出土している。縄文時代の遺構と遺物とは検出層が異なりその関係  

は不明であるが、いずれも調査区南東部の一定範囲に分布していることから遺構の帰属時期が遺物と一致す  

る可能性は高いと考える。  
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第138図 遺構外出士道物分布図   
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第139図 遺構外出士道物   

第47表 遺構外出士道物観察表  

出土状態  
番号  器 種   残存状態  法量（cm）  胎土・色調   器 形・成・整 形 の 特 徴   備   考   

表探  長・：7．0  重さ：49．4g   

ロ  スルイハ○－   完形  幅：6．8  
厚：1．2   

表採  長：4．9  重さ：31．8g   

2  スルイハ0－   完形  幅：7．0  
厚：1．0   

表採  長：12．2  短冊型。   重さ：79．7g   

3  打製石斧   完形  幅：4．1  
厚：1．1   

深 鉢  粗糾砂粒、雲母片  加曽利E式   
4    縄文土器   にぷい褐色   

深 鉢  粗細砂粒、雲母片  諸磯a式   

5    縄文土器   にぷい赤褐色   

深 鉢  粗相砂粒、雲母片  阿玉台式   
6    縄文土器   にぷい黄褐色   

深 鉢  表採  粗細砂粒、雲母片  波状口縁。三角印刻文（鋸歯状文）、平行沈線三  五嶺ヶ台式？  
7                縄文土器  口縁破片  外面にぷい褐色  

内面にぷい赤褐色   

碧  細砂粒  捌け目。   石田川式   

8   土師器   灰黄褐色  

焼  表採   口：：（14．2）  微細砂粒   口縁部は内湾気味に外傾する。  
9               灰粕陶器  口縁部1／5  底．T・－・・・・・・・・・・・・・・   外面灰白色   ロクロ整形。  

宙：．：－  内面淡黄色   口縁部内外面に灰粕。   
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Ⅵ．まとめ   

小原目遺跡（一次二次調査）では、弥生時代を除く旧石器時代から近世にいたるまで多くの遺構・遺物が検  

出された。各時代ごとの概要と気付いた点を記し、まとめとしたい。  

旧石器時代   

遺構は検出されなかったが、AT下（暗色帯上位）にて40数点の遺物が検出された。富士見村では初の検出  

事例である。遺物の分布状況や出土数量からみると、本遺跡は小さな集団により、ごく短期間に営まれたキ  

ャンプサイト的性格が強いと考えられる。  

縄文時代   

本道跡からは、縄文時代の住居跡7軒と土坑556基、多数のピットが検出された。遺構の大半が集中する縄  

文①調査区は開析台地上に位置し、周辺には樹枝状に谷地が発達している。同区はこの谷地を西に臨み、緩  

やかに南に傾斜している。特に、南部ではやや急勾配を呈している。縄文①調査区の西側に位置する桑畑は  

平坦な地形を呈し、ここにも住居跡の存在が想定された。検出された住居跡は、縄文④調査区の7号住居跡  

を除くと（出土遺物無し）、全て黒浜・有尾式土器を主体に伴出している。土坑出土の土器群も、通存状況の  

良好なものは殆どが崇浜・有尾期の所産である。これらの土器群の一部には開山式、諸磯a・b式、大木Ⅱa式  

に比定されるものも混在するが、いずれも断片的な資料であり、出土畳も黒浜・有尾式を凌駕しないことか  

ら直接遺構に伴うとは考え難い。従って、今回検出された縄文時代の遺構の殆どが、縄文時代前期中菓の所  

産と言える。   

一般に縄文時代の土坑（以下、土坑）は、良好な遺物の伴出例やテフラの堆積が認められることが比較的少  

ない（註1）。このことは、土坑の性格付けのみならず帰属時期さえも即断できない状況を掛1ている。しか  

し、土坑も他の遺構同様、何らかの目的をもって構築されているはずである。土坑には貯蔵穴・陥し穴・墓  

頻・調理穴・祭祀土坑・柱列（建物）跡等の機能が存在する。狩猟採集が食糧補給の主体を占めていた当時の社  

会においては、この分類が妥当性を持つと認識できる。中でも陥し穴と貯蔵穴は、食糧獲保とその保有を最  

優先させるという点で、生活に最も密着していたと推測される。実際、縄文土坑の多くがこれに該当してい  

る。   

さて、この縄文土坑の分類は、伴出道物の有無に関わらず平・断面形状を主眼とすることが多い。確かに、  

これには土坑の性格が反映されている可能性が高い。さらに、規模・立地・他遺構との位置（重複）関係、そし  

て覆土の堆積状況にまで視野を広げた結果、土坑の性格付けが初めて可能となる。県内の代表例では、渋川  

市行幸田山遺跡・安中市大下原遺跡∴勢多郡北橘村分郷八崎遺跡の調査において、個々の形態の異なる土坑の  

分析が試みられている（註2）。   

本遺跡検出の土坑はどうであろうか。556基の土坑は実に種々の形態を呈し、全てが同じ性格を有すると  

は考え難い。幾つかの目的が構築の背景に存在するはずである。これを抽出するために、個々の分類を行う  

必要性がある。そこで、最も検出数の多い縄文①調査区を例に検討してみたい（第140図参照）。まず、前例  

に即し平・断面形状に主眼を置き、形態分類を試みた。   

検出された土坑の平・断面の形状を以下の様に分類した。平面形状については、「不整円形・不整方形・・・」  

等も、全て基調を重視して「円形・方形・・・」として取り扱った。   

平面……Ⅰ円形Ⅰ楕円形 Ⅲ方形 Ⅳ長方形 Ⅴ不整形   

断面……aフラスコ形 b逆台形 cU字形 dV字形  
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第140図 縄文土坑形態別分布図  
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次に、この平面5類、断面4類の組み合わせは以下のようになる。さらに、これに各類型ごとの検出数を  

併記してみる。  

Ia類（51基）Ib類（100基）Ic類（48基）Id類（9基）  

I［a類（55基）IIb類（102基）Ic類（41基）IId類（10基）   

Ⅲa類（14基）肋類（28基）Ⅲc類（14基）Ⅲd類（2基）   

Ⅳa類（3基）Ⅳb類（30基）Ⅳc類（18基）Ⅳd類（4基）   

Va類（5基）Vb類（16基）Vc類（3基）Vd5（1基）  

ニー  

また、各類型において共伴遺物を出土した土坑数は次の通りである。  

Ia類（16基）Ib類（12基）Ic類（2基）Id類（0基）  

Ⅱa類（17基）I［b類（11基）Jc類（3基）IId類（0基）  

Ⅲa類（5基）mb類（2基）Ⅲc＃（2基）Ⅲd芙削0基）  

Ⅳa類（0基）Ⅳb類（4基）Ⅳc類（0基）Ⅳd類（0基）  

Va類（2基）Vb類（1基）Vc類（0基）Vd類（1基）   

ここまでをまとめてみたい。検出数ではIb・IIb類が圧倒的である。次にIa・I［a類がそのほぼ半数の数値を  

示し、Ic・Ⅲc類がそれをやや下回る。いずれにしても平面ト［類を呈すことが指摘される。興味深いのは、  

平面形状を問わず断面a～d類の割合がほぼ一致するという点である。例えば、b類は数的に最も多く、a類は  

そのほぼ半数、C類はa類以下（Ⅳc類を除く）、d類はc類を著しく下回る。遺物伴出例ではa→b→C→d類の順で  

減少する傾向をみせるが、a・b類が主体であり、C類がややそれを下回る点では共通している。これらのこと  

から、現時点において、土坑の性格付けは平面より断面形状の方が ある程度可能であると思われた。   

比較的容易に性格付けが出来るのは断面a類である。この形態については一般に「貯蔵穴」として認識され  

ている（註3）。その分布状況であるが、調査区北部では1～3号住居跡と4号住居跡の間に散在する。南部では  

5・6号住居跡周辺から西側、調査区中央やや南寄りの2カ所に集中する。従って、ここが当時の食糧貯蔵城で  

あったと推測される。南部のa類分布城内には、b・C類が立地的に重複して位置しており、性格の関連性が指  

摘できる。少なくとも南部では、b・C禁則こ該当する土坑の多くが貯蔵穴であった可能性を有す。格差はある  

が、a類と同様にb・C類からも比較的良好な遺物が伴出される点も、住居群との密接な関係を想定できる。北  

部では、貯蔵穴に適した規模の土坑も存在するが、確証はない。また、b・C類には規模・深さが貯蔵穴の条件  

に附合しない土坑も含まれる。このため、b・C類の全てを「貯蔵穴」として扱うことはできない。   

ここで、貯蔵穴の断面形状の違いについて若干触れてみたい。a類の場合、内部の気温・湿度はほぼ安定す  

ることが報告されている（註4）。勿論、これは貯蔵穴として最も重要な要素である。一方、b・C矧まこの条件  

には当てはまらず、機能的にはa類の方が優位に立つ。この道いから推測されるのは食糧の貯蔵期間である。  

例えば、a類は長期の貯蔵に適し、貯蔵後は頻繁に食糧の取り出しを行う必要がない。a芙引こ大型で深い土坑  

が多いのもこのためと思われる。一方b・C類は、貯蔵期間が短く食糧の出し入れが頻繁に行われていた日常  

的な貯蔵穴と考えられる。b・C類には比較的浅いものが多く、小型で密集する傾向がある。恐らく、日常性  

を重視した結果であろう。   

ところで、d類は貯蔵穴にはやや不向きな形状である。分布状況は、貯蔵穴群の中に位置するもの、単独  

で位置するものが混在し、規模・深さも様々である。Vd類の2・Ⅳd類の237号土坑は、狭長な平面を呈し、比  

2丘ヲ   



較的深い。また住居跡群からやや距離を置t■1て位置しrいることと併せて、「陥し火」の可能性が指摘できる。  

形状的に類似するのが106・302・362・363号土坑（Ⅳc類）、549号土坑（Ⅳb類）である。これらは断面形状がd類に  

近く、上端に比べて下端が極端に狭い。さらに、狭長な平面を呈し、立地的にも237号土坑と共通している。  

従って、ここから陥とし穴の可能性が看取されるものである。また546号土坑は、a類の底部をさらに深く掘  

り窪めたことが断面形状から想定され、貯蔵穴の改造とみられる。付i引こは、549号土坑が位置し、本土坑  

周辺が貯蔵城から狩猟城へ変化したと推測される。同じ変化は、調査区南東部の302号土坑周辺にもあては  

まる。これらの場合、周囲に既存の貯蔵穴が残存していたなら、陥し穴として転用した可能性も考えられる。  

特に断面a類は、中に落ちた動物が這い出し難い形状であり、陥とし穴としての条件も十分満たしていたの  

ではなかろうか。   

検出された「陥し穴」は、規模では長さ0．8～1m、深さ0．6－0．8m程とやや小型で浅く、当時の食糧源の主体  

とされるシかイノシシ等の大型動物の捕獲には適さない。規格的な配列も示さず、住居跡から極端に大き  

な距離は隔てていない。動物の習性を考えた場合、大型動物は人里からやや離れた場所に生息域を構え、小  

型動物はむしろ人里寄りに生息する。以上から、これらの陥し穴は小型動物を対象としていたと捉えられる。  

このことは、土坑底面に逆茂木を埋設した痕跡もなく、その構造が簡素であることからも推測される。   

ここで視点を変えてみたい。土坑の一部には、人為的に埋められているものが存在する。15・26・77・83・  

138・139・153・202・204・207・208・218・226～228・290・487号土坑等がそれである。26・153・207号土坑はIa類、  

204号土坑はIb類、138・208・290号土坑はIc類、15・202・218・226号土坑は［a類、77号土坑はⅢb類、83・227号  

土坑は［c類、228号土坑はma類、139号土坑はⅣc類、487号土坑はVd類にそれぞれ比定される。中でも15・  

138・204号土坑は、底部近くに多量の自然礫を伴っていた。また、15号土坑からは完形に近い土器が数個休  

まとまって出土している。立地的には15号土坑が北部の遺構群の外縁付近、138・204号土坑が南部の遺構群  

外縁に位置し、意図的に住居から離れた位置を選択している感がある。この3基は墓頻としての性格が強く  

伺えるが、全て単独で位置しており、特定の墓城を形成するものではない。尚、15号土坑については、断面  

形状から貯蔵穴の転用も考えられた。残りの14基については墓墟として比定し得る積極的な根拠は認められ  

ない。殆どが貯蔵穴群内に位置しており、少なくとも構築当時は貯蔵穴としての役割を果たしていたと考え  

られる。可能性としては、貯蔵穴を新規に構築した際に埋め戻された既存の貯蔵穴であったと捉えられる。  

26号土坑からは比較的豊富な遺物が出土しているが、全てが断片的な資料であり、墓頻的性格を有する15号  

土坑の出土遺物とは格差が認められる。恐らく、埋め戻しと同時に使用不能になった土器を廃棄したもので  

あろう。  

Ia類に属す524号土坑からは完形の深鉢が1点出土している。この深鉢は、文様が他の土器群と大きく異な  

り、県内では稀少例である。日常的な煮沸具とは切り離して考えられるものである。また、深鉢は覆土の上  

層から出土しており、意図的に破砕されたような状況を呈していた。以上から考えると、本土坑には祭祀的  

な性格が強く伺えるものである∪位置的には調査区中央寄りの貯蔵穴密集械のほぼ中央から検出されており、  

豊院祭祀の形態の一つとして捉えたい。   

小型土坑の中には、柱穴状を呈するものも存在する。3・29・37・64・80・97・133・168・174・278・286・289・309・  

350・351・365・386・388・393・407・412・430・433・439・461・498号土坑が挙げられる。図面操作から柱列・建物跡の  

抽出を試みてみたものの、規格的な配列は認められなかった。貯蔵穴群内に位置するものが多く、両者の関  

連性が指摘されたが、その性格は不明と言える。   

ここまで土坑の性格について、可能な限りの検討を試みてきた。住居跡群との関係についても若干触れて   
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みたい。   

縄文①調査区の住居跡群は、一見すると環状・馬蹄形集落の範疇で捉えられそうである。しかし3・6号住居  

跡間は距離的にかなり離れている。また、1～4号住居跡は構造的に簡素であるが、5・6号住居跡は壁満と多  

数の壁柱穴・支柱穴を伴う。さらに建て替えの痕跡が認められたのも5・6号住居跡のみである。つまり、調査  

区の北部と南部とでは住居形態に大きな差異が認められる。これに土坑群の分布状態を加えてみたい。土坑  

は、調査区北部では疎らに散在する。南部では半弧状に分布し、その密度は濃い。特に5・6号住居跡の西側  

と、調査区中央寄りに顕著に密集する。調査区中央やや北寄りには土坑の希薄地が存在するが、この希薄地  

は調査区を南西から北東に二分する形で認められる。以上をまとめると、北部・南部の遺構群はそれぞれ別  

群として捉えられる。土坑の分布状況の遠いは、その構築背景を異にしていたことを如述に示すものと推測  

される。   

ここでもう一度、遺構の分布状況に注目してみたい。1～4号住居跡の分布状況はL字状を呈している。ま  

た、3・4号住居跡間にはかなりの間隔が認められる。この住居跡聞から北側にかけて、土坑は散在する傾向  

がある。この状況は、計画的な配置とは捉え難い。むしろ、住居はやや期間をおいて単発的に構築され、そ  

れに伴って貯蔵穴を主体とする土坑が構築された結果が、散在的な状況になって現れたものと捉えたい。南  

部の土坑群が密集するのは、5・6号住居がほぼ同時に構築され、西側と調査区中央寄りを共有の貯蔵域とし  

て意図的に選択したためと推測される。住居に建て替えの痕跡が認められることも、構築当初には既に居住  

域の選択が行われていた可能性があり、居住域一貯蔵城の区分と計画的な配置が看取される。また建て替え  

だけでなく、構造的に複雑かつ堅牢な住居形態から、5・6号住居跡は比較的長期にわたって使用されていた  

ものと推測される。この間には貯蔵穴の新規構築（造り替え）が行われていたことも十分推測され、土坑の密  

集化はその結果であるとも言える。しかし、南部の土坑群の殆どがほぼ一斉に構築されたとするなら、住居  

跡の軒数と比較するとあまりにも膨大な数である。5・6号住居跡西側と調査区中央の土坑群の分布状況は、  

時期差による結果なのか、それとも生業の主体が採集であり、もともと大量の貯蔵穴を必要としていていた  

かである。前者の場合は貯蔵城の移動として捉えられ、後者の場合は貯蔵城の拡大、或いは同時配置が考え  

られる。5・6号住居跡から出土した石器群は、解体調理用の掻器・スクレイパー・石匙、植物調理用の磨石・凹  

石・石皿・敲石が普遍的であるが、狩猟具である石嫉・石槍は各1点しか出土していない。また、このうち石槍  

は壁構内からの出土であり、住居構築時の混入である可能性も残る。また、これら狩猟具の製作の痕跡も認  

められず、その使用が頻繁であったかどうか疑わしい。従って、南部の遺構群からは、食糧確保の多くを採  

集行為に依存していたr可能性が示唆される。   

ところで、北部と南部の遺構群との先後関係はどうであろうか。1～4・5・6号住居跡の土器群は黒浜・有尾   

期の所産であることは前述した。有尾式土器（註5）については、近年の成果として谷藤氏が群馬県内の資料  

を整理し、細分・変遷についての検討を試みている（註6）。それによると、5・6号住居跡の土器群はⅡ・Ⅲ期に  

位置付けられる。1～4号住居跡の管見では、時期的にこれを大きく外れるものは見あたらないが、出土量は  

少なく、2つの遺構群の同時期性を決定付けることはできない。そこで、住居跡の形態に注目してみたい。  

複雑な構造を呈す5・6号住居跡は、簡素な1～4号住居跡の発展形態とすることも可能である。しかし、既に  

前段階の関山期には5・6号住居跡と同様の形態が出現しており（註7）、2つの異なる住居形態が、必ずしも形  

態的発展の軌上で捉えられないことを示している。また、両形態とも票浜・有尾期には普遍的であり、その  

関係も未だ明確にされていない。しかし、本遺跡の遺構分布状況をみると北部・南部のそれは、それぞれ重  

複を避けるように配置された感を受ける。特に、調査区中央やや北寄りの遺構希薄地の存在、住居跡と土坑  
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の重複関係の少例はこれを盛く示唆する。そうであるならば2つの遺構群は、同時期、或いは若干の時期差  

という比較的短い時間枠に納まる可能性も考えられる。同時期性で捉えるなら、それぞれが構築背景を異に  

していた可能性が推測される。また、時間差を考慮するなら、南部の遺構群が形成された後に、新規参入者  

が外部の余地に居住域を累々と構えていった結果、或いは南部の通構群が衰退して住民の一部が北部に居住  

域を転々と移動させた可能性も考えられる。何れにしても憶測の城を出ず、今後の課題としたい。  

註1）群馬県城で検出される縄文時代のテフラは、浅間一藤岡軽石（約8，200年前）、鬼界アカホヤ火山灰（約  

6，300年前）、浅間一六合軽石（約5，400年前）、浅間D軽石（約4～5，000年前）等が代表例である。しかし、  

遺構覆土中に純層で認められる例は概して少ない。  

註2）行幸田山遺跡では阿玉台～加曽利EI、大下原遺跡では開山Ⅰ～五領ヶ台、分郷八崎遺跡では黒浜・有  

尾期の土坑についての検討が試みられている。  

註3）本文中で断面a類は「フラスコ形」と呼称しているが、「袋状」イ袋形」とも呼称される。  

註4）永瀬福男氏は実際の観測数値から、実証している。  

註5）群馬県内で出土する有尾式土器に対しては、胎土中に繊維を含む点で中部地方の有尾式土器と分離  

し、「有尾系土器」として長い間呼称されてきたが、現在は型式名を統一する傾向にある。  

註6）谷藤保彦氏は、群馬県内出土の有尾式土器をⅠ～Ⅳ型式に細分している。  

註7）群馬県内の縄文時代前期の住居形態については、原雅信氏が集成を試みている。  

古墳時代   

本遺跡では、住居跡1軒と古墳5基が検山されている。住居跡については詳細不明と言わざるをえない。ま  

た、今回の調査で検出された5基の古墳はいずれも遇存状況が悪く、良好な記録を残し得なかった。しかし、  

各々の位置関係からこれらは群として捉えられた。当然、調査区外にも未発見の古墳が存在している可能性  

があるが、この5基は占地状態より、古墳群のほぼ全体に相当するものと思われる。古墳間にはかなりの間  

隔が認められ、所為「群集墳」として扱い得るものではない。この点は、群が形成されるまで一定の時期を  

要した可能性を内包している（註8）。周辺地域に視野を広げても、古墳群の構成数は比較的少なく、県内で  

も群集墳の希薄地として捉えられる（註9）。   

共伴遺物（副葬品）を出土したのは2・5号古墳のみであるが、中でも5号噴出土の鉄製品は7世紀末葉～8世紀  

前葉の所産とされる（註10）。また全ての古墳において、埴輪は破片すらも検出されておらず、その樹立は想  

定し難い。上毛野地域（註11）においては、埴輪の消滅は前方後円墳廃止とほぼ期を一にするものとされ、そ  

の時期は6世紀末菓～7世紀初頭を境に考えられている（註12）。従って5基の古墳は、全て7世紀代の築造とみ  

るのが妥当である。   

石室形状が良好に把握できたのはト5号古墳のみである。しかし3・4号古墳については玄室側壁・奥壁材の  

多くが原位置を保っており、ある程度の復元が可能である。また、石室掘り方平面・石室平面形状がほぼ類  

似形になることが、2号古墳を除く4基の古墳から想定できる。さらに掘り方底面には多数の用材の抜取り痕  

を伴っている。以上を総括し、7世紀代には上毛野地域に導入されていた唐尺（1尺＝約30cm）で方眼を組み、  

各古墳石室に重ねたものが第141図である（注13）。   

同図をもとに各石室の（∋玄室長・幅②玄室長・羨道長の比率を求めてみると、1号古墳は概ね①が2：1、②が  
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1：1の数値が得られた。2号古墳は①が5：4、②が5：9、4・5号古墳は①が3：2、②が2：1の数値となった。尚、3号  

古墳については、袖部の石材（痕跡含む）・梱石の位置が不明なことから、玄室・羨道の区分を明確にし難く、  

分析の対象外とした。しかし、石室全長：奥壁幅については、11：3の数値が得られ、狭長な石室であったこと  

が伺えた。   

上記の結果から、本古墳群の石室形状は様々と言える。群集墳の場合、そこに認められる石室形状の差異  

が直接時期差を反映しないことは石塚∵鹿田両氏の分析結果（註14）からも導き出されている。しかし本古墳  

群の場合、群集墳とは性格的に切り離して考えるべきであることは既に述べた。むしろこの点から、石室平  

面形状の分析を通じて各古墳の編年を行うことが可能であると考えられる。  

1号古墳の石室各比率（「以下、比率と略記」）は、6世紀末葉～7世紀初頭の巨石積石室が近い数値を示す  

ことが多い。また、この種の石室は羨道奥幅≧前幅の平面を呈すことが多く、本古墳と共通する。従って本  

古墳の築造時期は、少なくとも上毛野地域の巨石積石室成立期から比較的近接していた可能性が高い。埴輪  

の皆無を考慮に加えると、7世紀前葉の築造が推定される（註15）。   

2号古墳は、比率から平面正方形に近い玄室と、玄室長≦羨道長の点を指摘できる。この特徴は7世紀中葉  

～複葉の古墳に多く類例をみる（註16）。   

3号古墳は、袖の有無を明確にし難いが、石室が狭長である点はむしろ1号古墳に近い。同時期とは決定  

し難いが、比較的近接した時期の築造と推測したい。   

4・5号古墳の比率は同じ数値を示す。このことから両者は比較的近接した時期の築造といえる。5号古墳副  

葬品は7世紀末葉～8世紀前葉の様相を呈し、群内でも最終段階に位置付けられる可能性が高い。また羨道の  

短小化も両者に指摘でき、これを否定するものではない（註17）。   

以上をまとめてみると、当地においては7世紀前葉に1号古墳、これに前後するかたちで3号古墳が築造さ  

れ造墓活動が開始される。以降、7世紀中葉の2号古墳、7世紀末～8世紀初頭の4・5号古墳に至るまで継起的  

に古墳の築造が行われ、結果、「群」を形成した。立地的にはそれは高所から低所に向かって進められてい  

ったものと言える。   

ところで、本古墳群の形成時期は古墳時代終末期に該当し、上毛野地域内において前橋市総社古墳群の歴  

代被葬老が屈指の勢力に成長し、地域統合を成功させていった時期でもある（註18）。同時にいわゆる「裁石  

切組積石室墳」が小地域内に1乃至2基単位で出現し、前方後円墳廃止以降の支配体制の転換を如述に反映し  

ている（註19）。本古墳群の近隣の例では、南西約2．鋸mに位置する上庄司原4号古墳が裁石切組積石室を有す。   

当古墳は陣場・上司原古墳群内に位置し、石材加工や石室構築の面で卓越した技術を駆使している。また、  

古墳群内の他の古墳も墳丘・石室いずれも比較的大型の部類に属し、6世紀末葉から台頭した小地域首長の墓  

所として認識されている（註20）。周辺地城では、6世紀末菓～7世紀代の有力古墳は当該地以外では今のとこ  

ろ確認されていない。一方、本古墳群の古墳はどれをみても墳丘・石室全てが小型の部類に属す。この明瞭  

な格差から、古墳を介した身分的秩序の中で、本古墳群の被葬者は陣場・上司原古墳群被葬者の従者的立場  

にあったとも考えられる。しかし、本古墳群中において古墳が群集せず散在的な位置関係を呈すことは、当  

地において造墓活動を可能にした被葬者が極めて限定されていたことを物語っている。また、群形成の初現  

は前方後円墳廃止後であり、当然旧来の支配体制下の所産とは言えない。本古墳群成立の背景として、新た  

な支配体制下における在地勢力の伸張、或いは外来的勢力の参入の2つの可能性が指摘される。さらにこれ  

を追随するなら、6世紀末葉～7世紀代において総社古墳群勢力を頂点として行われた上毛野地域内の小地域  

首長の再編と、それに伴う新興勢力の台頭についても詳細に触れなくてはならない。この間題については、  
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周辺古墳のみならず同時期の集落の変遷からも検討を進めねばならず、また調査事例の増加と研究の進展に  

より明らかにされるものと考える。  

註8）例えば群集墳の場合、同時期に複数の古墳が築造されることが多く、さらに長期にわたる同一墓城  

利用の結果として群が形成される。本古墳群の古墳数は概して少なく、また占地状況も疎らである。  

このことはむしろ集団単位ではなく、同一系譜上に全ての古墳が位置付けられる可能性を内包してい  

る。  

註9）『富士見村誌』による本村と北橘村・旧南橘村の古墳数を、古墳群数で対比させると、私見では群集  

墳として捉えられるものは少ない。  

註10）鉄製品の編年については、加部二生・杉山秀宏両氏の年代観に準じた。  

註11）「上毛野」とは古墳時代における群馬県地域の名称で、範囲的には多少の異同も推測されるが現在  

の行政区画とほぼ一致するとされている。  

註12）機内をはじめ、全国ほぼ各地で同じ動向が認められる。  

註13）7世紀代の石室構築には、新たに導入された唐尺と旧来の高麗尺（1尺＝約35cm）が並行して使用さ  

れていた可能性が指摘されている。なお、本古墳群の石室は、通存状況が悪いため設計企画を抽出す  

るには不向きである。文中にも記したが、あくまで目安として唐尺方眼を併記した。  

註14）石塚久則氏の奥原古墳群、鹿田雄三氏の蟹沼東古墳群の検討による。また、藤岡一雄氏による高崎  

市御部入古墳群・佐波郡玉村町玉村古墳群の検討からも同様の推測が成り立つ。  

註15）県内の巨石積石室墳としては、前橋市総社二子山古墳（前方部石室）、同市総社愛宕山古墳、安中市  

野殿天王塚古墳、高崎市八幡観音塚古墳が大型古墳として挙げられる。その他、中小古墳にもこの種  

の石室は採用されているが、紙面の都合で割愛したい。  

註16）前橋市総社宝塔山古墳、北群馬郡吉岡町南下A号古墳等。これらは裁石切組積石室填であるが、玄  

室平面形のみに着目した場合、群集境内の小古墳にも芙引列が認められる。  

註17）上毛野地域における最終末段階の石室は、羨道を省略、或いは簡略化したものが多い。また、石室  

規模も小型化する傾向が強い。  

註18）総社古墳群内の大型古墳の変遷は、尾崎喜左雄氏が提唱してきた二子山古墳前方部石室→愛宕山  

古墳→二子山古墳復円部石室→宝塔山古墳→蛇穴山古墳が通説であった。右島和夫氏は畿内の大型古  

墳の動向からこれを否定し、二子山古墳復円部石室→同前方部石室→（遠見山古墳）→愛宕山古墳→宝  

塔山古墳→蛇穴山古墳の系譜を位置付けた。この変遷はかなりの妥当性をもつと認識するが、近年、  

稲荷山古墳が全長90m程の前方後円墳であった可能性が木津博明氏によって提唱され、その確定と共  

に変遷再考の余地を残す。  

註19）註11文献による。なお、「裁石」の定義については現在のところ分類基準が曖昧であり「切石」「削  

石」との区分が必ずしも明確ではない。本稿では、混乱を避けるため従来の名称をそのまま使用し  

ている。  

註20）陣場・上庄司原古墳群は富士見村横室に位置し、7基が調査されている。群中には角閃石安山岩削  

右横の石室を有す上庄司原1号古墳、自然石乱右横の石室を有し子持須恵器を伴出した同2号古墳、  

輝石安山岩裁石使用の羨門を具備した陣場1号古墳が位置しており、上庄司原4号古墳と共に、周  

辺の小古墳群と比較して優勢を誇っている。  

2の   



歴史時代   

歴史時代に属す遺構として、本遺跡では竪穴住居跡13軒、小鍛冶2基、土坑140基、井戸跡3基、炭窯13基、  

溝跡33条、ピット等が検出されている。   

小原目遺跡北部、一次調査区北部から二次調査区にかけて検出された住居跡の大半は、出土遺物から平安  

時代、10世紀前半代に属すと考えられる。一次調査区6・10・13・14号住居跡は、奈良時代8世紀代の所産と捉  

えられた。   

一次調査区にて検出された1号小鍛冶は、8世紀代の所産と据えられる。この鍛冶施設に付随する生活域が  

近接する13・14号住居跡と考えられる。二次調査区にて確認された鍛冶施設（1号住居跡）は、工房を付設する  

住居跡と捉えられた。本文中にて「廃棄場」とした一次調査区12号住居跡にもその可能性が示唆されるが、詳  

細は不明である。13基検出された炭窯の内、棍棒型や瓢箪型を呈する炭窯も、覆土等から奈良～平安時代に  

属すと考えられた。炭の生産に適した山間部で、多量の燃料を必要とする鍛冶施設が構築されたことは必然  

と考える。後代の平面羽子板状を呈する炭窯を含め、本道跡が平野部に炭を供給する生産の場であり、奈  

良・平安時代には炭の他、鉄生産を生業とする集落であったと言える。  
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6．作業風景（遺構計測）   
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1号住居跡出土土器  S＝1／3   
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2号住居跡出土遺物  S＝1／3  
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1号井戸跡出土石器、2号井戸跡出土土器   S＝1／3  
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2号井戸跡出土遺物、9・13号溝跡出土土器、遺構外の出土遺物  S＝1／3  



小原目遺跡正誤表  

頁  行  訂正箇所及び内容  

P15．11行目 縄文時代以前を（∋調査区、⑤調査区   

P41．12行目 縄文5号住居跡2号床下土二坑   

P41．21行目 縄文6号住居跡1号床下土坑   

P145  第74図 炉跡土層断面a、a  

縄文時代以前を縄文（∋調査区、（9調査区   

土層説明3をトル   

土層説明4をトル   

1．橙褐色土 焼土粒を疎に、ロームブロックを含む。   

2．淡褐色土 焼土粒・焼土ブロ ックを含む。   

2．暗褐色土 ローム粒を含む。   

3．暗褐色土 ローム粒・ロームブロックをやや密、FA  

を含む。   

LH＝306．700   

Ilr－FA   

Hr－FA  

P220  7号溝跡土層説明  

P231．左上  LH＝308．700  

ケ 本文8行目 As－FA   

P236  1住A・Bセクション第4層中 FA粒   

P238．16の網掛け部分は被熱を表す。   

P243．最下行 不明（中近世？）。  不明（平安末～中世？）。   
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